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第１章  序論  

 

1.1 本研究の目的  

 

本 研 究 は 、 現 代 日 本 語 の 形 容 詞 の 分 類 に つ い て 考 察 す る も の で あ る 。

本研究では形容詞 の分類の指標を提示し、日本語の形容詞を感情度の高い

ものから属性度の高いものまで「憎い」類、「嬉しい」類、「寂しい」類、

「熱い」類、「危ない」類、「少ない」類、「赤い」類の七つに分類し、

属性と感情の連続性を明確にすることを目的とする。  

 形容詞には「少ない」や「赤い」のように事柄や事物の量・色など属性

を表すものもあれば、「嬉しい」や「憎い」のように人の感情を表すもの

もある。形容詞が属性を表すものであるか感情を表すものであるかによっ

て 、 構 文 上 の 使 用 に お い て も 違 い が 現 れ る 。 例 え ば 、 （ 1-1） （ 1-2） は

「少ない」と「嬉しい」の例である が、一方は用いられるが一方は用いな

いという違いが見られる。  

 

（ 1-1）  ずいぶん｛少ない／ ＊ 嬉しい｝。  

（ 1-2）  ｛ ＊ 少なく／嬉しく｝てならない。  

 

こ の よ う に 、 形 容 詞 の 意 味 （ 属 性 ・ 感 情 ） の 違 い は 、 構 文 上 の 使 用 に

おける違いとして 現れるため、本研究では構文上の使用の違いに基づき形

容詞の分類を行う。  

 また、属性を表す形容詞や感情を表す形容詞の中もさらに分類すること

ができる。例えば、「少ない」と「赤い」は属性を表すものであり、「嬉

しい」と「憎い」は感情を表すものであるが、構文上お互いに 違いが見ら

れるため、さ らに分けられる。  
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 まず、属性を表す「少ない」と「赤い」について見る。（ 1-3）（ 1-4）

は「少ない」と「赤い」が同じ文法性判断を示す例であり、（ 1-5）（ 1-6）

は「少ない」と「赤い」が異なる文法性判断を示す例である。  

 

（ 1-3）  ずいぶん｛少ない／赤い｝。  

（ 1-4）  ｛ ＊ 少なく／ ＊ 赤く｝てならない。  

（ 1-5）  服を｛少なく／ ＊ 赤く｝させる。（「赤くする」なら可）  

（ 1-6）  ｛少なく／ ＊ 赤く｝てしかたがない。  

 

 「少ない」も「赤い」も属性を表す形容詞であるが、構文上の使用にお

いて（ 1-5）（ 1-6）のように働きが異なる場合があり、「少ない」と「赤

い」は意味上何らかの違いがあることが考えられる。  

 次に、感情を表す「嬉しい」と「憎い」について見る。（ 1-7）（ 1-8）

は「 嬉し い」 と 「憎 い」 が同 じ文 法 性判 断を 示す 例で あ り、 （ 1-9） （ 1-

10）は「嬉しい」 と「憎い」が異なる文法性判断を示す例である。  

 

（ 1-7）  ｛嬉しく／憎く｝てならない。  

（ 1-8）  ずいぶん｛ ＊ 嬉しい／ ＊ 憎い｝。  

（ 1-9）  花子の心を｛嬉しく ／ ＊ 憎く｝する。  

（ 1-10）  この言葉は他のどの言葉よりも｛嬉しい／ ?憎い｝。  

 

 「 嬉し い 」も 「憎 い 」も 感情 を表 す 形 容詞 であ る が、 （ 1-9） （ 1-10）

のように働きが異なる場合があり、「嬉しい」と「憎い」は意味上何らか

の違いがあることが考えられる。  

 以上、「少ない」「赤い」「嬉しい」「憎い」を例として形容詞の意味

（属性・感情）の違いが構文上の使用にも現れて、構文上の違いによって

形容詞を詳細に分類できることを見た。このように、形容詞の属性・感情
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の意 味の 違い は 文法 的な 働き とし て も現 れる ため 、本 研 究で は表 1-1のよ

うに属性と感情の違いが現れる構文を指標として提示し、これらに基づき

形容詞を七つの類型に分類する。分類の指標は大きく四つであるが、各分

類の指標については次の 1.2節で説明する。  

 

表 1- 1 本研 究 の形 容詞 の分 類 の指 標と 形容 詞の 七 分類  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を  

表 す  

評 価 を  

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎

い 」 類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱

い 」 類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

３

章 

～ て な ら な い  ○  ○  ○  × × × × 

～ て た ま ら な い  ○  ○  ○  ○  △  × × 

～ て し か た が な い  ○  ○  ○  ○  ○  △  × 

４

章 

～

ク

ス

ル 

有 情 物  × × ○  ○  ○  ○  ○  

有 情 物

の 部 分  

心  × △  ○  ○  ○  ○  ○  

カ ラ ダ  × × △  ○  ○  ○  ○  

非 情 物  
コ ト  × × ○  ○  ○  ○  ○  

モ ノ  × × × ○  ○  ○  ○  

～

ク

サ

セ

ル 

有 情 物  × ○  ○  ○  ○  ○  × 

有 情 物

の 部 分  

心  × ○  ○  ○  ○  ○  × 

カ ラ ダ  × × × ○  ○  ○  ○  

非 情 物  
コ ト  × × ○  ○  ○  ○  ○  

モ ノ  × × × ○  △  △  × 

５

章 

人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い  × × △  △  ○  ○  ○  

モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ ～ い  × △  ○  ○  ○  ○  ○  

コ ト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～ い  × ○  ○  ○  ○  ○  ○  

６

章 
非 常 に ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

と て も ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

か な り ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

ち ょ っ と ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

少 し ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

や や ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

相 当 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

大 変 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  × 

な か な か ～ い  × × ○  ○  ○  ○  × 

ず い ぶ ん ～ い  × × △  ○  ○  ○  ○  

だ い ぶ ～ い  × × ○  ○  ○  ○  ○  
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1.2 本研究の分類の指標  

 

 本研究では大きく四つの構文を分類の指標として提示して、形容詞を七

つの類型に分類する。  

本 研 究 の 形 容 詞 の 分 類 の 指 標 は 大 き く 四 つ で あ り 、 そ れ は 「 ～ て な ら

ない／たまらない／しかたがない」（３章）、「ＸガＹヲ～クスル／サセ

ル」（４章）、「ＸガＹヨリ～い」（５章）、程度副詞との共起（６章）

である。これらの四つの指標の可否を合わせて 見ることで形容詞は七つの

類型に分けられる。四つの指標による分類の詳細については第３章～第６

章で説明するが、ここではこれらの指標について簡単に説明しておく。  

 

① 「～てならない／たまらない／しかたがない」  

 これらは「寂しくて｛ならない／たまらない／しかたがない｝」「赤く

て ｛ ＊ な ら な い ／ ＊ た ま ら な い ／ ＊ し か た が な い ｝ 」 の よ う に 、 自 発 的 に

生じる感情・感覚を表す語と共起するものである。各表現と共起する形容

詞の特徴をまとめると表 1-2のようになる。  

 

表 1- 2 「～ て なら ない ／た ま らな い／ しか たが な い」 と形 容 詞の 七分 類  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を

表 す  

評 価 を

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎 い 」

類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱

い 」 類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

～ て な ら な い  ○  ○  ○  × × × × 

～ て た ま ら な い  ○  ○  ○  ○  △  × × 

～ て し か た が な い  ○  ○  ○  ○  ○  △  × 

 

 表 1-2を見 ると 、全 体 的に 三つ の表 現 は、 ①「 憎い 」 類、 ②「 嬉し い 」

類、③「寂しい」類のように感情度の高い形容詞と共起し、⑦「赤い」類

のように属性度の高い形容詞とは共起しない点で共通している。しかし、
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④「熱い」類、⑤「危ない」類、⑥「少ない」類においては違いが見られ

る。 これに基づき、①～③類の感情は自発的に生じるものである反面、⑥

⑦類の属性は自発的に生じにくいものであることが考えられる。  

三 つ の 構 文 と 形 容 詞 の 七 分 類 の 共 起 関 係 を 見 る と 、 大 き く 五 つ の 段 階

に分けることができる。これを表 1-2の縦の太線で示す。  

 

② 他動詞構文「ＸガＹヲ～クスル」と使役構文「ＸガＹヲ～クサセル」  

 他動詞構文「ＸガＹヲ～クスル」は「花子がスカートを短くする」のよ

うにＸ（花子）がＹ（スカート）の状態を直接的にコントロールするもの

であり、使役構文「ＸガＹヲ～クサセル」は「花子が太郎を寂しくさせる」

のようにＸ（花子）がＹ（太郎）の状態を間接的にコントロールするもの

であ る。 各表 現と 共起 する 形 容詞 の特 徴 をま とめ ると 表 1-3の よう にな る 。  

 

表 1- 3 「～ ス ル」 「～ サセ ル 」構 文と 形容 詞の 七 分類 の共 起 関係  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を  

表 す  

評 価 を  

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎

い 」 類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱 い 」

類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

ス

ル 

有 情 物  × × ○  ○  ○  ○  ○  

有 情 物

の 部 分  

心  × △  ○  ○  ○  ○  ○  

カ ラ ダ  × × △  ○  ○  ○  ○  

非 情 物  
コ ト  × × ○  ○  ○  ○  ○  

モ ノ  × × × ○  ○  ○  ○  

サ

セ

ル 

有 情 物  × ○  ○  ○  ○  ○  × 

有 情 物

の 部 分  

心  × ○  ○  ○  ○  ○  × 

カ ラ ダ  × × × ○  ○  ○  ○  

非 情 物  
コ ト  × × ○  ○  ○  ○  ○  

モ ノ  × × × ○  △  △  × 
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 表 1-3を見 ると 、「 Ｘ ガＹ ヲ～ クス ル 」構 文も 「Ｘ ガ Ｙヲ ～ク サセ ル 」

構 文 も ① 「 憎 い 」 類 の よ う に 感 情 度 の 高 い 形 容 詞 と は 共 起 し な い が 、 ④

「熱い」類、⑤「危ない」類、⑥「少ない」類のように属性度の高い形容

詞とは共起する傾向がある。一方、②「嬉しい」類、③「寂しい」類、⑦

「赤い」類 は、「ＸガＹヲ～クスル」構文、「ＸガＹヲ～クサセル」構文

と 共 起 す る 場 合 も あ れ ば 共 起 し な い 場 合 も あ り 、 例 え ば 「 嬉 し い 」 類 は

「 花子の心を 嬉 しくする 」 （「心ヲ ～ク スル」）は成り 立つが「 ＊ ピク ニ

ックを 嬉しくする 」（「コトヲ～クスル」）は成り立たな い。これに基づ

き、①類の感情はどのよう にしても コントロールしにくいが、②③類の感

情は直接・間接的にコントロールできる場合もある。一方、属性はコント

ロールできるが、⑦類の属性は間接的にはコントロールしにくい。  

「 Ｘ ガ Ｙ ヲ ～ ク ス ル 」 構 文 、 「 Ｘ ガ Ｙ ヲ ～ ク サ セ ル 」 構 文 と 形 容 詞 の

七分類の共起関係を見ると、大きく六つの段階に分けることができる。こ

れを表 1-3の縦の太線で示す。  

 

③ 比較構文「ＸガＹヨリ～い」  

 比較構文「Ｘ ガＹヨリ～ い」は「 花子 は太郎より背が 高い」「 ＊ 花子 は

太郎より嬉しい」のようにＸ（花子）とＹ（太郎）の状態の程度の上下を

比べ るも ので あ る。 各表 現と 共起 す る形 容詞 の特 徴を ま とめ ると 表 1-4の

ようになる。  

表 1- 4 比較 構 文と 形容 詞の 七 分類  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を

表 す  

評 価 を

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎

い 」 類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱

い 」 類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い  × × △  △  ○  ○  ○  

モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ ～ い  × △  ○  ○  ○  ○  ○  

コ ト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～ い  × ○  ○  ○  ○  ○  ○  
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 表 1-4を見 ると 、三 つ の比 較構 文は い ずれ も⑤ 「危 な い」 類、 ⑥「 少 な

い」類、⑦「赤い」類のように属性度の高い形容詞とは共起する。一方、

①「憎い」類、②「嬉しい」類、③「寂しい」類、④「熱い」類は、三つ

の比較構文と共 起しないか 共起しに くく 、例えば①「憎 い」類は「 ＊ 私 は

花子 よ り 憎い 」 （「 人 1ガ人 2ヨ リ～ い 」 ）や 「 ？ その 言 葉 は他 の どの 言 葉

よ りも 憎い 」（ 「コト 1ガコト 2ヨ リ～い 」）のように比 較構文が成 り立ち

にくい。これに基づ くと、⑤～⑦類の属性はその対象が人、モノ、コトで

あるかに関係なく自由にその程度が比較できるが、感情の場合は①～④類

のように人と人の感情の比較が難しい上に、①②類の感情のように同一人

物の主体における感情であっても程度の比較が行われにくい。  

三 つ の 比 較 構 文 と 形 容 詞 の 七 分 類 の 共 起 関 係 を 見 る と 、 大 き く 四 つ の

段階に分けることができる。これを表 1-4の縦の太線で示す。  

 

④ 程 度 副 詞 「 非 常 に 、 大 変 、 と て も 、 か な り 、 随 分 、 な か な か 、 相 当 、

だ いぶ、やや、少し、ちょっと」との共起  

 これらは「非常に｛少ない／嬉しい｝」「かなり｛少ない／嬉しい｝」

「ずいぶん｛少 ない／ ＊ 嬉しい｝ 」のよ うに、 11語の程 度副詞が形 容詞 と

共起するかを見るものである。各表現と共起する形容詞の特徴をまとめる

と表 1-5のようになる。  
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表 1- 5 程度 副 詞 11語と 形 容詞 の七 分類 の 共起関 係  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を  

表 す  

評 価 を  

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎 い 」

類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱 い 」

類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤 い 」

類  

非 常 に ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

と て も ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

か な り ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

ち ょ っ と ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

少 し ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

や や ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

相 当 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

大 変 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  × 

な か な か ～ い  × × ○  ○  ○  ○  × 

ず い ぶ ん ～ い  × × △  ○  ○  ○  ○  

だ い ぶ ～ い  × × ○  ○  ○  ○  ○  

 

 表 1-5を 見 る と 、 程 度 副 詞 11語 は ④ 「 熱 い 」 類 、 ⑤ 「 危 な い 」 類 、 ⑥

「少ない」類のように感覚・評価・属性を表す形容詞と共起する。一方、

①「憎い」類、②「嬉しい」類、③「寂しい」類、⑦「赤い」類に関して

は、共起するものもあれば共起しないものもある。 例えば 、①「憎い」類

と②「嬉しい」類は「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」と共起せず他の

副詞八語と共起するが、③「寂しい」類は「ずいぶん」のみと共起しにく

い。本研究では、程度副詞は比較を想定するという疏（ 2018）に基づき、

「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」は、他の副 詞と違って「話し手が予

想した程度」という基準で程度差を判断することを主張し、そのため①～

③類の感情が他と違って共起しにくいことを論じる。  

程 度 副 詞 11語 と 形 容 詞 ① ～ ⑦ 類 の 七 つ の 共 起 関 係 は 、 大 き く 四 つ の 段

階に分けることができる。これを表 1-5の縦の太線で示す。  
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 本研究では上述の四つの分類の指標を用いて、次の 1.3節の形容詞 275語

に対して分類を行う。  

 

1.3 対象の形容詞 275語  

 

 本研究では前の 1.2節で概観した四つの分類の指標を使い、形容詞 275語

につ いて 分 類を 行 う。 形 容詞 275語は 、 村上 （ 2017）と 山 岡（ 2000） の 語

彙 に 筆 者 の 関 心で 語 彙 を 追加 し た も ので あ る が 1、 そ の 選定 の 方 法 につ い

て以下で説明する。  

村 上 （ 2017） は 国 際 交 流 基 金 『 日 本 語 能 力 試 験 出 題 基 準 』 (2002年 )の

旧日本語能力試験 1級の語彙表に含まれる形容詞 638語を対象としているが、

その 形容 詞の うち 「う まい (おい しい ／ 上手 な )」 「お かし い (こ っけ い な

／ 変 な )」 「 か わ い い (愛 し い ／ 外 見 が よ い )」 「 得 意 な (上 手 な ／ 鼻 が 高

い )」の 4語は二義を認め計 642語として扱っている。この 642語の形容詞は

ナ形容詞 (421語 )とイ形容詞 (221語 )からなっているが、本研究ではそのう

ちイ形容詞 (221語 )を取り出し、そのうち 15語は除外した 2。  

ま た 、 村 上 （ 2017） が 二 義 を 認 め 個 別 の 語 と し て 扱 っ て い る も の の う

ち「かわいい (愛しい／外見がよい )」「おかしい (こっけいな／変な )」は

文脈 上二 義の どち らに も解 釈 でき る場 合 もあ り 1語 とし て扱 う が、 「う ま

い」は「美味い」と「上手い」のように漢字表記が異なるため二 語として

扱う 。一方、村上（ 2017）は「あたたかい (暖かい／温かい )」を一語とし

て扱っているが、本研究では「暖かい」「温かい」のように二語として扱

 
1 「 気 ま ず い 、 キ モ い 、 興 味 深 い 、 ウ ザ い 、 疑 わ し い 」 等 、 主 体 の 感 情 と も 対 象 の

属 性 と も 捉 え ら れ る 語 を 追 加 し た 。  
2 除 外 し た 1 5 語 と は 、 「 青 白 い 、 荒 っ ぽ い 、 薄 暗 い 、 お め で た い 、 思 い が け な

い 、 し ょ う が な い 、 す ば し こ い 、 茶 色 い 、 と ん で も な い 、 何 気 な い 、 真 っ 白 い 、

ま ん ま る い 、 も の す ご い 、 安 っ ぽ い 、 や む を え な い 」 で あ る 。  
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う。 このようにして本研究では村上（ 2017）のイ形容詞 221語のうち 205語

を選んだ。  

こ れ に 、 山 岡 (2000)で 「 情 意 形 容 詞 」 と 「 感 覚 的 属 性 形 容 詞 」 の 例 と

して挙げているイ形容詞 33語と、筆者の個人的な関心による「ウザい、エ

モい 、キ モい 」 など の イ 形容 詞 37語 を加 えた 。そ の内 訳 は以 下の 表 1-6の

通りである。  

 

表 1- 6 本研 究 の対 象の 形容 詞 2 75語  

 形 容 詞  

① 村 上

2017  

(205 語 )  

鬱 陶 し い 、 羨 ま し い 、 嬉 し い 、 惜 し い 、 悲 し い 、 可 愛 い 、 き ま り 悪

い 、 悔 し い 、 恋 し い 、 心 強 い 、 心 細 い 、 す ま な い 、 切 な い 、 懐 か し

い 、 悩 ま し い 、 憎 い 、 恥 ず か し い 、 欲 し い 、 待 ち 遠 し い 、 空 し い 、

申 し 訳 な い 、 物 足 り な い 、 暖 か い 、 温 か い 、 暑 い 、 熱 い 、 あ り が た

い 、 慌 た だ し い 、 忙 し い 、 痛 い 、 お か し い 、 恐 ろ し い 、 お っ か な

い 、 重 い 、 重 た い 、 痒 い 、 軽 い 、 き つ い 、 く す ぐ っ た い 、 苦 し い 、

煙 い 、 煙 た い 、 怖 い 、 寂 し い 、 寒 い 、 清 々 し い 、 涼 し い 、 楽 し い 、

怠 い 、 つ ま ら な い 、 冷 た い 、 つ ら い 、 情 け な い 、 憎 ら し い 、 眠 い 、

眠 た い 、 眩 し い 、 面 倒 く さ い 、 煩 わ し い 、 美 味 い 、 う る さ い 、 美 味

し い 、 面 白 い 、 汚 ら わ し い 、 渋 い 、 酸 っ ぱ い 、 頼 も し い 、 苦 い 、 バ

カ バ カ し い 、 バ カ ら し い 、 ま ず い 、 珍 し い 、 も っ た い な い 、 喧 し

い 、 青 い 、 赤 い 、 明 る い 、 あ く ど い 、 浅 い 、 浅 ま し い 、 新 し い 、 厚

い 、 厚 か ま し い 、 あ っ け な い 、 危 な い 、 甘 い 、 危 う い 、 怪 し い 、 あ

ら い （ 荒 ・ 粗 )、 勇 ま し い 、 著 し い 、 卑 し い 、 い や ら し い 、 薄 い 、

美 し い 、 上 手 い 、 偉 い 、 多 い 、 大 き い 、 幼 い 、 遅 い 、 大 人 し い 、 夥

し い 、 賢 い 、 か た い (堅 ・ 固 ・ 硬 )、 か ら い 、 可 愛 ら し い 、 黄 色 い 、

汚 い 、 厳 し い 、 清 い 、 臭 い 、 く だ ら な い 、 く ど い 、 暗 い 、 黒 い 、 詳

し い 、 険 し い 、 濃 い 、 快 い 、 好 ま し い 、 細 か い 、 騒 が し い 、 塩 辛

い 、 四 角 い 、 親 し い 、 し つ こ い 、 し ぶ と い 、 白 い 、 図 々 し い 、 少 な

い 、 す ご い 、 素 早 い 、 素 晴 ら し い 、 ず る い 、 鋭 い 、 狭 い 、 騒 々 し

い 、 そ そ っ か し い 、 素 っ 気 な い 、 高 い 、 逞 し い 、 正 し い 、 た ま ら な

い 、 容 易 い 、 だ ら し な い 、 小 さ い 、 近 い 、 力 強 い 、 強 い 、 で か い 、

尊 い 、 遠 い 、 乏 し い 、 長 い 、 情 け 深 い 、 名 高 い 、 生 臭 い 、 生 ぬ る

い 、 馴 れ 馴 れ し い 、 鈍 い 、 ぬ る い 、 望 ま し い 、 の ろ い 、 儚 い 、 激 し

い 、 甚 だ し い 、 華 々 し い 、 は や い (早 ・ 速 )、 低 い 、 久 し い 、 ひ ど

い 、 等 し い 、 平 た い 、 広 い 、 深 い 、 ふ さ わ し い 、 太 い 、 古 い 、 細

い 、 紛 ら わ し い 、 貧 し い 、 丸 い 、 見 苦 し い 、 短 い 、 見 す ぼ ら し い 、

み っ と も な い 、 醜 い 、 蒸 し 暑 い 、 難 し い 、 目 覚 ま し い 、 め で た い 、

脆 い 、 易 し い 、 優 し い 、 安 い 、 や や こ し い 、 や わ ら か い (柔 ・ 軟 )、

緩 い 、 良 い 、 欲 深 い 、 弱 い 、 若 い 、 若 々 し い 、 悪 い  
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② 山 岡

2000  

(33 語 )  

い じ ら し い 、 忌 ま わ し い 、 心 憎 い 、 心 地 良 い 、 歯 が ゆ い 、 も ど か し

い 、 侘 し い 、 せ わ し い 、 愛 お し い 、 愛 し い 、 忌 々 し い 、 恨 め し い 、

恐 れ 多 い 、 妬 ま し い 、 後 ろ め た い 、 面 は ゆ い 、 心 苦 し い 、 照 れ く さ

い 、 寝 苦 し い 、 腹 立 た し い 、 ひ も じ い 、 不 甲 斐 な い 、 物 憂 い 、 物 悲

し い 、 疚 し い 、 や る せ な い 、 気 だ る い 、 こ そ ば ゆ い 、 し ん ど い 、 む

ず 痒 い 、 ば つ が 悪 い 、 ぬ く い 、 ま ば ゆ い  

③ 筆 者 が 追

加  

(37 語 )  

さ み し い 、 口 惜 し い 、 気 味 悪 い 、 訝 し い 、 気 持 ち 悪 い 、 ウ ザ い 、 息

苦 し い 、 気 持 ち 良 い 、 じ れ っ た い 、 疎 ま し い 、 キ モ い 、 痛 ま し い 、

気 恥 ず か し い 、 物 珍 し い 、 愛 ら し い 、 憎 た ら し い 、 痛 々 し い 、 か っ

た る い 、 ま だ る っ こ い 、 苛 立 た し い 、 誇 ら し い 、 心 許 な い 、 重 苦 し

い 、 か っ こ 悪 い 、 エ モ い 、 ぎ こ ち な い 、 せ こ い 、 む さ 苦 し い 、 空 恐

ろ し い 、 狂 お し い 、 気 忙 し い 、 気 ま ず い 、 気 難 し い 、 暑 苦 し い 、 世

知 辛 い 、 疑 わ し い 、 興 味 深 い  

 

 以 上の 形容 詞 275語 を 七つ の類 型に 分 類し た結 果に つ いて は、 第７ 章 で

詳しく論じる。  

 

1.4 本研究の構成  

 

 以上、第１章では、本研究の目的を説明した上で、本研究の四つの形容

詞 の 分類 の指 標 につ いて 説明 した 。 また 、分 類の 対象 と する 形容 詞 275語

やその選定方法を示した。本研究の構成は次の通りである。  

 第２章では、形容詞の分類に関する従来の主な研究成果を概観し、本研

究における分類の立場を示す。  

 第３章では、「～てならない／たまらない／しかたがない」を取り上げ、

イン ター ネッ ト のウ ェブ 検索 （ goo） を 用い て三 つの 表 現と 共起 する 形 容

詞の特徴を明確にする。これに基づき、「～てならない／たまらない／し

かたがない」は感情、感覚の自発性が関連するものであり、これを指標に

して形容詞を五つの段階に分けられることを主張する。  

 第４章では、他動詞構文「ＸガＹヲ～クスル」と使役構文「ＸガＹヲ～

クサセル」を取り上げ、国立国語研究所の現代日本語書き言葉均衡コーパ

ス（ 以下 、 BCCWJ） を用 い てこ れら の 構 文と 共起 す る形 容詞 の 特徴 を明 ら
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かにする。これに基づき、他動構文「ＸガＹヲ～クスル」と使役構文「Ｘ

ガＹヲ～クサセル」は属性・感情の直接・間接的なコントロールが関連す

るものであり、これを指標にして形容詞を六つの段階に分けられることを

主張する。  

 第 ５章 で は、 比較 構 文「 Ｘガ Ｙヨ リ ～ い」 を取 り 上げ 、 BCCWJを 用い て

比較構 文と共起する形容詞の特徴を明らかにする。これに基づき、比較構

文「ＸガＹヨリ～い」は属性・感情の比較の特徴が関連するものであり、

これを指標にして形容詞を四つの段階に分けられることを主張する。  

 第６章では、程度副詞「非常に、大変、とても、かなり、随分、なかな

か、 相当 、 だい ぶ、 や や、 少し 、ち ょ っ と」 を取 り 上げ 、 BCCWJを 用い て

程度副詞 11語と共起する形容詞の特徴を明らかにする。これに基づき、属

性・感情の程度の比較の基準が関連するものであり、これを指標にして形

容詞を四つの段階に分けられることを主張する。  

 最 後に 、第 ７章 では 、以 上 の四 つの 指 標を 用い て形 容詞 275語を 「憎 い 」

類、「嬉しい」類、「寂しい」類、「熱い」類、「危ない」類、「少ない」

類、「赤い」類の七つの類型に分類し、各種類の形容詞を自発性・コント

ロール性や比較の特徴という面から特徴づける。また、今後の課題につい

て述べる。  
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第２章  形容詞の分類に関する先行研究  

 

 本章では、日本語 における属性形容詞と感情形容詞 の分類に関する先行

研究を概観し、その問題点を指摘するとともに、本研究の立場を示す。以

下、 2.1節～ 2.9節で九つの先行研究を検討し、 2.10節で先行研究における

形容詞分類の指標や分類結果の違いをまとめる。その上で、本研究におけ

る形容詞分類の指標を提示し、日本語の形容詞は感情度の高いものから属

性度の高いものまで「憎い」類、「嬉しい」類、「寂しい」類、「熱い」

類、「危ない」類、「少ない」類、「赤い」類の七つの類に分類できるこ

とを主張する。  

 

2.1 時枝（ 1950）の研究  

 

 時枝（ 1950）は、古典読解のために、古典の言語的理解に必須で基礎的

な問題を摘出したものである。時枝（ 1950）は古典を読むに必要な、例え

ば「連体形の用法」「連用形の用法」「主語と対象語との識別」など、語

学上の単元を項目に立ててその解読法を説明している。  

 時枝（ 1950）は、その中で「主観客観の総合的表現」という単元を立て

ていて、この単元を取りあげる理由について「主観客観の総合的表現」は

読解や文法的操作に重要な意義を持ってくるためであると述べている。時

枝 （ 1950） は 、 語 、 特 に 用 言 の 意 味 を 考 え る 時 に 注 意 す べ き 事 実 と し て

（ 2-1） と（ 2-2）を 挙 げて いる 。 （ 2-1）の 「流 れ る」 「赤 い 」は 「客 観

的な 事実 」を 表 現し たも ので ある が 、（ 2-2） の 「悲 しい 」「 ほ しい 」は

感情、情緒に関する「主観的な事実」を表現したものであるとしている。  
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（ 2-1） a. 流れる水  

b. 花が赤い 。  

（ 2-2） a. 悲しい物語  

b. 水が欲しい。  

（時枝 1950： 50）  

 

 時枝（ 1950）は、この二つの意味上の類別は、文法上無用のことのよう

であるが、主観的な事実を表現する語には必ずそのような感情、情緒の主

体が予想されることを指摘している。例えば、「水がほしい」に対して、

「私がほしい」という表現が可能であると述べている。一方、客観的な事

実を表現する「流れる」「赤い」などの語についてはこのようなことは起

こり得ないとしている。そこで、時枝（ 1950）は、感情、情緒の表現に属

する語において、「主体」を主語とする時、他の別の主語と考えられてい

る「水」のようなものを対象語として区別す べきであ ることを主張してい

る。  

 時 枝（ 1950） はさ ら に、 （ 2-3） の よ うに 客観 的 な事 実と 主 観的 な事 実

とを同時に表現している表現があることも示している。例えば、「見える」

「こはい」は、「山」「犬」についての客観的事実の表現である一方で、

そのような知覚、感情の主体を想定することにより、「山」「犬」を対象

語として見ることが可能であると論じている。  

 

（ 2-3） a. 山が 見える 。  

b. 犬がこはい。  

（時枝 1950： 52）  

 



第２章 形容詞の分類に関する先行研究 22 

 

 

 以上を踏まえて、時枝（ 1950）は語を「客観的表現の語」と「主観的表

現の語」、そしてその中間の「主観客観の総合的表現の語」に分けて表 2-

1のように分類している。  

 

表 2- 1 時枝 （ 1 950） の語 の意 義上 の 類別 （時枝 19 50： 53の表 ）  

客 観 的 表 現 の 語  
主 観 客 観 の 総 合 的 表 現

の 語  
主 観 的 表 現 の 語  

高 い  

赤 い  

は げ し い  

早 い  

堅 い  

細 い  

こ は い  

に く ら し い  

さ び し い  

暑 い  

す ご い  

面 白 い  

ほ し い  

の ぞ ま し い  

戀 し い  

は づ か し い  

う ら め し い  

な つ か し い  

 

 時枝（ 1950）は、以上のような語の意義上の類別が、読解上にどのよう

な影響を及ぼすかについて論じている。第一に、客観的事実の表現の場合、

文法的処理についてほとんど問題がないとしている。第二に、主観的事実

の表現の場合、まず想定される主語が何であり、そして対象語が何である

かを考えなければならないとしている。第三に、主観客観の総合的表現の

場合、主語、対象語が想定されることは、第二の場合と同じであるが、主

観的な事実をより多く表現しているか、客観的な事実をより多く表現して

いるかによって、主語の想定を必要としない場合 （即ち対象語を主語と考

えてよい場合）と、主体の想定を必要とする場合とがあることを論じてい

る。例えば、「この犬はこはい。」において、ある場合には、その犬の動

作、容貌などの属性を表現すると考えられて、「犬」は述語「こはい」の

主語と認められるとしている。ところがある場合には、その犬に対する恐

怖心を表現する場合があり、「犬」はそのような感情の志向対象となるの

で「こはい」という感情の主体が誰であるかを想定する必要があるとして

いる。  
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時 枝 （ 1950） は 、 こ の よ う な 文 法 的 構 造 の 相 違 は 、 こ の 語 が 主 観 的 な

事実を表現しているか 、客観的な事実を表現しているかの意味の相違に基

づくのであると論じている。  

 以上、時枝（ 1950）は、語の主観的・客観的な意味と文法的構造の違い

が密接に関わることを論じている。本研究も形容詞の意味（客観・主観）

と文法的な振る舞いの違いが関係しているという考えに基づき、形容詞の

文法的構造の違いを指標として示し形容詞の分類を行う。  

 また、時枝（ 1950）は、語を「客観的表現の語」と「主観的表現の語」、

そしてその中間に「主観客観の総合的表現の語」があると捉えているが、

本研究も形容詞を客観と主観の連続として捉え、 その連続性を より 明確に

する ための 形容詞の分類を試みる。  

時枝 （ 1950） の分 類 は、 次 の 2.2節 の 西 尾（ 1972） で 「属 性 形容 詞 」と

「感情形容詞」の分類に受け継がれている。  

 

2.2 西尾（ 1972）の研究  

 

 西 尾 （ 1972） は 、 属 性 形 容 詞 と 感 情 形 容 詞 と い う 形 容 詞 の 分 類 を 明 示

し、その指標について 論じたものである。まず、西尾（ 1972）は、形容詞

には 客観 的な 性 質・ 状態 の表 現を な す「 属性 形容 詞」 （ ex.お お きい 、し

ろい、かたい、はやい、わかい、しんせつな）と主観的な感覚・感情の表

現を なす 「感 情形 容詞 」（ ex.まぶ しい 、い たい 、う れし い、 なつ か しい 、

いやな）との区別があるとし、この区別は日本語の形容詞において極めて

基本的な分類基準であると述べている。西尾（ 1972）はこの分類について、

時枝（ 1950）との関連性も言及し、時枝（ 1950）の「客観的表現の語」が

属性形容詞に相当し、「主観的表現の語」が感情形容詞に相当すると述べ

ている。  



第２章 形容詞の分類に関する先行研究 24 

 

 

 西尾（ 1972）は、属性と感情による区別は、単に意味上のものであるに

止まら ず語としてのふるまいの上にも色々な特徴の違いとして表われると

し、形容詞が置かれる環境Ⅰ～Ⅹ 3を表 2-2のように示している。  

 

表 2- 2 環境 Ⅰ ～Ⅹ とそ れに よ る形 容詞 の分 類（ 西 尾 19 72： 22 -2 3の 表）  

  Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  Ⅴ  Ⅵ  Ⅶ  Ⅷ  Ⅸ  Ⅹ  

 
環

境 

  

形

容

詞 

～

が

る 

(

わ

た

し

は)

～

い(

だ)

。 

話

し

手

の

感

情

・

感

覚 

{

あ

な

た/

あ

の

人}

は

～

い(

だ)

。 

第

二(

三)

人

称

者

の

感

情(

覚)
 

{

あ

な

た/

あ

の

人}

は

～

そ

う

だ

。 

感

情(

覚)

の

表

れ

た

様

子 

《

対

象

＝

モ

ノ

》

が

～

い(

だ)
 

《

対

象

＝

人

》

が

～

い(

だ)
 

《

対

象

＝

コ

ト

》

が

～

い(

だ)
 

～

い(

な)

こ

と

〈

内

容

〉 

《

体

の

部

分

》

が

～

い(

だ)
 

～

く

て(

で)

た

ま

ら

な

い 

1  う れ し い  ○  ○   ○    ○  ○   ○  

2 か な し い  ○  ○   ○    ○  ○   ○  

3 い や な  ○  ○   ○  ○  ○  ○  ○   ○  

4 に く い  ○  ○   ○   ○  ○  ○   ○  

5 い と し い  ○  ○   ○   ○  ○  ○   ○  

6 な つ か し い  ○  ○   ○  ○  ○  ○  ○   ○  

7 お し い  ○  ○   ○  ○  ○  ○  ○   ○  

8 す き な   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   ○  

9 ほ し い  ○  ○   ○  ○  ○     ○  

10 つ ら い  ○  ○   ○    ○  ○   ○  

11 く る し い  ○  ○   ○   ○  ○  ○  ○  ○  

12 い た い  ○  ○   ○  ○  ○    ○  ○  

13 か ゆ い  ○  ○   ○  ○     ○  ○  

14 だ る い  ○  ○   ○      ○  ○  

15 け む た い  ○  ○   ○  ○      ○  

16 ま ぶ し い  ○  ○   ○  ○      ○  

17 ね む い   ○   ○       ○  

18 ね む た い  ○  ○   ○       ○  

19 重 宝 な  ○           

20 き た な い  ○           

 

西 尾 （ 1972） は こ れ ら の 環 境 に お い て 形 容 詞 が 生 起 し う る か ど う か に

ついて、自身の内省において生起しうるものには○を付け、生起しえない

ものは空欄にしている。西尾（ 1972）は表 2-2の（ 1）～（ 18）を感情形容

 
3 西 尾 （ 197 2） の 「 環 境 」 は 、 本 研 究 の 「 指 標 」 に 相 当 す る 。  
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詞 、 （ 19） （ 20） を 属 性 形 容 詞 で あ る と し 、 感 情 形 容 詞 の う ち （ 1） ～

（ 11）は感情を表すものであり、（ 12）～（ 18）は感覚を表すものである

と述べている。  

表 2-2の 環境 Ⅰ～ Ⅳ とⅩ は感 情 形容 詞と 属性 形容 詞 の分 類、 環境 Ⅴ ～Ⅷ

は感情形容詞の下位分類、環境Ⅸは感覚形容詞の下位分類に関わるもので

ある。以下、西尾（ 1972）の各環境の内容をまとめておく。  

 

 環境Ⅰ  ～がる  

  接尾語「～がる」は、「人間が、形容詞の表している内的な気持や状

態 に あ る こ と を 外 的 な 態 度 ・ 言 動 な ど に 示 す こ と を 意 味 す る も の 」

（ p.24） で あ る た め 、 感 情 形 容 詞 に は 「 ま ぶ し が る 、 い た が る 、 う れ

しがる」のよ うに「～が る」が付 き、属 性形容詞には 「 ＊ おお きがる 、

＊ しろ が る 、 ＊ かた が る 」 のよ う に 付 か な いと し て い る。 西 尾 （ 1972）

は 「 ～ が る 」 は 属 性 形 容 詞 と 感 情 形 容 詞 を 区 別 す る 「 外 的 な 手 が か り 」

として簡便である程度有効であるとしている。  

西 尾 （ 1972） は 「 ～ が る 」 に つ い て 、 意 味 上 の 区 別 と 「 ～ が る 」 が

付 く か 付 か な い か と い う 区 別 は か な り よ く 対 応 し て い る と 評 価 し て い

る が 、 そ の 対 応 か ら 外 れ る 語 も あ る こ と を 指 摘 し て い る 。 そ れ は 、

「 つ よ が る 」 「 あ た ら し が る 」 「 え ら が る 」 の よ う に 感 情 を 表 す 語 で

な い の に 「 ～ が る 」 が 付 い た り 、 「 す き な 」 「 き ら い な 」 の よ う に 感

情を表す語なのに「～がる」が付かなかったりする場合である。  

 

 環 境Ⅱ  (わたしは )～い (だ )。話し手の感情・感覚  

 環 境Ⅲ  {あなた／あの人 }は～い。第二 (三 )人称者の感情 (覚 ) 

 環 境Ⅳ  {あなた／あの人 }は～そうだ。感情 (覚 )の表れた様子  

  環 境 Ⅱ ～ Ⅳ は 感 情 形 容 詞 の 主 語 の 制 約 に 関 す る も の で あ る 。 西 尾

（ 1972） は 、 感 情 形 容 詞 が そ の ま ま の 形 で 平 叙 文 の 言 い 切 り の 述 語 に
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な る 場 合 に は 、 話 し 手 自 身 の 感 情 ・ 感 覚 し か 表 さ な い と い う 制 約 が あ

る と 指 摘 し て い る 。 す な わ ち 、 感 情 形 容 詞 が 平 叙 文 で 辞 書 形 を 取 る 場

合 、 主 体 は 基 本 的 に 一 人 称 に 限 ら れ る と い う こ と で あ る 。 そ の た め 、

環 境 Ⅱ の 「 わ た し は ～ い 。 」 の よ う に 一 人 称 が 主 語 に な る 文 で は 平 叙

文 で 感 情 形 容 詞 の 辞 書 形 が 成 り 立 つ が 、 環 境 Ⅲ の 「 {あ な た ／ あ の 人 }

は ～ い 。 」 の よ う に 二 人 称 や 三 人 称 が 主 語 に な る 文 で は 平 叙 文 で 感 情

形 容 詞 の 辞 書 形 は 成 り 立 た ず 、 環 境 Ⅳ の 「 {あ な た ／ あ の 人 }は ～ そ う

だ 。 」 の よ う に 「 形 容 詞 ＋ そ う だ 」 と い う 形 式 を 取 る こ と に な る と し

ている 。  

西 尾 （ 1972） は 、 こ の う ち 環 境 Ⅲ に つ い て 、 「 形 の 上 の 手 が か り 」

か ら 、 感 情 形 容 詞 で あ る か ど う か を 認 定 す る 方 法 を も し 一 つ だ け 選 ぶ

と す れ ば 、 こ の 基 準 が 一 番 適 切 で あ る と 論 じ て い る 。 例 え ば 、 こ の 基

準 に よ れ ば 「 し あ わ せ な 」 「 い そ が し い 」 は 「 君 は し あ わ せ だ ね 」

「 あ の 人 は い つ も い そ が し い 」 の よ う に 話 し 手 以 外 の 人 に つ い て も 言

え る の で 、 感 情 形 容 詞 か ら 除 か れ る こ と に な る と 述 べ て い る 。 一 方 、

環 境 Ⅳ の 「 ＜ 語 幹 ＞ そ う だ 」 の 形 は 感 情 形 容 詞 以 外 に も 「 し あ わ せ そ

う だ 」 「 か し こ そ う だ 」 な ど 広 く 成 り 立 つ た め 、 感 情 形 容 詞 を 区 別 す

るための積極的な条 件にはなり得ないとしている。  

 

 環 境Ⅴ  《対象＝モノ》が～い (だ ) 

 環 境Ⅵ  《対象＝人》が～い (だ ) 

 環 境Ⅶ  《対象＝コト》が～い (だ ) 

  環境Ⅴ～Ⅶは対象語にもの・人・ことを取り得るかによって感情形容

詞 を 「 感 情 」 と 「 感 覚 」 に さ ら に 下 位 分 類 す る も の で あ る 。 西 尾

（ 1972） は 、 感 情 形 容 詞 が 感 情 の 主 体 を 主 語 と し て 取 り 得 る ほ か に 、

感 情 の 対 象 を 表 す 語 を 取 り 得 る こ と を 感 情 形 容 詞 の 基 本 的 な 特 徴 の 一

つ で あ る と し 、 感 情 の 主 体 は 「 ～ は 」 の 形 で 表 す が 、 感 情 の 対 象 は
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「 ～ が 」 の 形 で 表 す の が 基 本 的 で あ る と 述 べ て い る 。 そ の な か で 、 西

尾 （ 1972） は 、 対 象 語 に な り 得 る も の の 特 徴 （ も の ・ 人 ・ こ と ） を 手

がかりに、感情形容詞を「感情」と「感覚」に下位区分している。  

  ま ず 「 感 覚 」 を 表 す 形 容 詞 は 、 「 ご わ ご わ の 布 が い た い 」 「 星 が あ

ん まりまぶしい 」 4のように対象語がほと んど もの
．．

5を表す具体名詞に 限

ら れ 、 人 や こ と
． ．

を 表 す 名 詞 や 名 詞 句 は 取 り 得 な い と し て い る 。 一 方

「 感 情 」 を 表 す 形 容 詞 は 、 「 東 京 で 吸 う 赤 い 味 噌 汁 は な つ か し い 」

「 俺 も 煙 草 ほ し い お も た と こ や け ど 」 の よ う に も の
． ．

を 表 す 具 体 名 詞 だ

け で な く 「 私 、 ど う し て も あ な た が 欲 し い の ね 」 「 駒 子 が 憎 い つ て 」

の よ う に 人 名 詞 や 「 毎 朝 床 離 れ が 辛 か つ た 」 「 杉 子 の 桃 の つ ぼ み が 今

に も 咲 き か け て ゐ る や う な 感 じ が 、 実 に な つ か し か つ た 」 の よ う に こ
．

と
．
を 表 す 名 詞 （ 句 ） が 対 象 語 に 取 り 得 る 点 で 、 「 感 覚 」 を 表 す 形 容 詞

と異なることを指摘している。  

 

 環 境Ⅷ  ～い (な )こと＜内容＞  

  環境Ⅷの「（連体形）＋こと」は、環境Ⅴ～Ⅶと同様「感情」を表す

形 容 詞 と 「 感 覚 」 を 表 す 形 容 詞 の 対 象 語 の 相 違 に 関 す る も の で あ る 。

西 尾 （ 1972） は 、 感 情 を 表 す 形 容 詞 は 「 （ 連 体 形 ） ＋ こ と （ の ） 」 が

「 内 容 」 を 持 つ が 、 感 覚 を 表 す 形 容 詞 は 「 （ 連 体 形 ） ＋ こ と （ の ） 」

が そ の よ う な 意 味 を 持 た な い こ と を 指 摘 し て い る 。 例 え ば 、 感 情 を 表

す 形 容 詞 の 場 合 、 「 （ 前 略 ） 半 生 の 悔 し か つ た 事 、 悲 し か つ た 事 、 乃

至 嬉 し か つ た 事 が 、 玩 具 の カ レ ー ド ス コ ー プ を 見 る や う に 、 粉々
ご た ご た

と 目

ま ぐ る し く 心 の 上 面 を 過 ぎ て 行 く 」 の 「 く や し か っ た こ と 」 「 か な し

か っ た こ と 」 「 う れ し か っ た こ と 」 は 主 体 の 生 活 上 に 起 こ っ た 内 容 、

 
4 四 角 と 下 線 は 筆 者 （ 権 ） に よ る 。  

5 上 付 き の 点 の 表 記 は 西 尾 （ 1972） に 従 っ た も の で あ る 。  
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展 開 を も っ た 出 来 事 を 指 し 、 「 こ と 」 は 内 容 を 持 っ て い る と し て い る 。

一 方 、 感 覚 を 表 す 形 容 詞 の 場 合 、 「 い た い こ と も  忘 れ て  呼 ん だ 。 」

「 ね む い の を  が ま ん し て  仕 事 を す る 。 」 「 か ゆ い の を  こ ら え

る 。 」 の 「 い た い こ と 」 「 ね む い の 」 「 か ゆ い の 」 は 感 覚 が 生 起 し た

事 実 そ の も の を 表 し 、 「 こ と 」 が 内 容 を 持 つ と い う 意 味 は な い こ と を

論 じ て い る 。 ま た 、 「 こ と 」 が 内 容 を 表 す か ど う か を 見 る 方 法 と し て 、

西 尾 （ 1972） は 「 う れ し い こ と 」 「 か な し い こ と 」 は 「 う れ し さ 」

「 か な し さ 」 に 置 き 換 え ら れ な い が 「 い た い こ と 」 「 ね む い こ と 」 は

「いたさ」「ねむさ」に置き換えられることを示している。  

 

 環 境Ⅸ  《体の部分》が～い (だ ) 

  環境Ⅸは、感覚を表す形容詞を「体の部分」が対象語になるものとな

ら な い も の 、 す な わ ち 体 の あ る 部 分 に 感 じ ら れ る 感 覚 （ 局 所 的 に 位 置

づ け ら れ う る 感 覚 ） を 表 す も の と そ う で な い も の に 分 け る も の で あ る 。  

「 体 の 部 分 」 を 対 象 語 に 取 り 得 る も の に は 「 痛 い 」 「 痒 い 」 「 だ る

い 」 な ど が あ る と し 、 「 私 は 頭 が 痛 い 」 「 い く ら 頬 ぺ た が 痒 く て も 」

「 手 が だ る く な つ た 」 な ど の 例 を 挙 げ て い る 。 一 方 、 体 の 部 分 を 対 象

語に 取ら ない 語に は 「ま ぶし い」 「 うる さい 」な どの Aグ ルー プと 「 暑

い 」 「 寒 い 」 な ど の Bグ ル ー プ が あ る と し て い る 。 Aグ ル ー プ は 、 「 ま

ぶ し い 」 「 う る さ い 」 な ど 感 覚 を 受 け る 体 の 部 分 が 特 定 の と こ ろ に 決

ま っ て い る た め 「 眼 が ま ぶ し い 」 「 耳 が う る さ い 」 の よ う に そ の 部 分

を限 定し て表 す必 要 があ まり ない も ので ある とし てい る。 一 方、 Bグ ル

ー プ は 、 「 暑 い 」 「 寒 い 」 な ど 体 の 特 定 の 部 分 に 感 じ ら れ る 性 質 で は

な い た め 、 身 体 部 位 を 対 象 に 取 る こ と が あ ま り な い も の で あ る と し て

いる。  
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 環 境Ⅹ  ～くて (で )たまらない  

  「～くて (で )たまらない」は、感情の程度が（たえがたく感じるほど

に ） 高 ま っ た 状 態 を 表 す 形 式 で あ り 、 感 情 を 表 す 形 容 詞 に 広 く 成 り 立

つ と し て い る 。 「 ～ く て た ま ら な い 」 は 、 「 嬉 し く つ て た ま ら な い 」

「 愉 快 で た ま ら な い 」 の よ う に 快 の 感 情 を 表 す 形 容 詞 に つ い て も 、

「 悲 し く て 悲 し く て た ま り ま せ ん 」 「 こ わ く て た ま り ま せ ん で し た 」

のように不快の感情を表す形容詞についても成り立つとしている。  

 

 以上、西尾（ 1972）は 10種の指標を示しているが、その主な内容は感情

形容詞の主語の制限や対象語の特徴に関するものである。西尾（ 1972）は

これら 10種の指標を総 合的に用いることについては言及していないが、こ

れらの指標を合わせてみることで形容詞をより詳細に分類できる。例えば

「苦 しい 」と 「眠 い」 は、 第 1人称 を主 語と する （環 境Ⅱ ・Ⅳ ○、 環 境Ⅲ

×）点で共通しているが、「苦しい」は特定の身体部位を対象語に取るこ

とができる（環境Ⅸ○）のに対し、「眠い」は特定の身体部位を対象語に

取ることができない（環境Ⅸ×）という相違点を持ち、「苦しい」と「眠

い」は感情形容詞であるが、より区別できることが考えられる。  

本 研 究 も 西 尾 （ 1972） に 倣 い 、 形 容 詞 に 関 わ る 指 標 を 複 数 取 り 上 げ る 。

様々な側面に関わる指標を合わせて使うことで、形容詞を詳細に分類する。  

 

2.3 草薙（ 1977）の研究  

 

 草薙（ 1977）は、西尾（ 1972）と同様に日本語の形容詞を分類するもの

であるが、西尾（ 1972）との相違点を述べることで研究の立場を明らかに

している。  

草 薙 （ 1977） は 西 尾 （ 1972） と の 相 違 点 に つ い て 次 の 二 点 を 挙 げ て い

る。まず、西尾（ 1972）は用例から出発してそれを分類するという、帰納
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的方法を用いるのに対して、草薙（ 1977）は演繹的方法を用いると述べて

いる。次に、西尾（ 1972）は形容詞がどういうものを形容するかという観

点、すなわち語彙的レベルでの考察であるのに対して、草薙（ 1977）は形

容表現を用いる場合、話し手がいかに情報を得るかを考えるという認知レ

ベルでの考察であると述べている。  

 草薙（ 1977）は、言語の意味を言語使用の状況（どういう情報 がどうい

うように提供されるか）という観点から研究することによって言語の本質

がより的確に究明できるという考えに基づき、現代日本語の形容表現の意

味的分析を行っている。草薙（ 1977）は、実際の情報の提供という意味で

は、平叙文における話し手（「私は行きます」の「私」）と疑問文におけ

る聞き手（「あなたは行きますか」の「あなた」）は文中において同じ働

きをするとし、これらを「情報提供者」と名付けている。また、情報提供

者が形容表現の中で果たす役割によって形容表現を大きく「観察形容表現」

「感覚形容表現」「感情形容表現」「嗜 好形容表現」の四つに分け、「観

察形容表現」をさらに「比較形容表現」「判断形容表現」「記述形容表現」

の三つに細分類している。これらを図示すると次の図 2-1のようになる。  

 

                 比 較 形 容 表 現 （ ex.あ の 山 は 高 い ）  

        観 察 形 容 表 現    判 断 形 容 表 現 （ ex.こ の 本 は お も し ろ い ）  

                 記 述 形 容 表 現 （ ex.こ の 花 は 赤 い ）  

 形 容 表 現    感 覚 形 容 表 現 （ ex .私 は 頭 が い た い ）  

        感 情 形 容 表 現 （ ex .私 は う れ し い ）  

        嗜 好 形 容 表 現 （ ex .私 は す し が 好 き だ ）  

図 2- 1 草薙 （ 1 977） の形 容表 現の 分 類 6  

 

 
6 草 薙 （ 197 7） の 記 述 を 筆 者 （ 権 ） が 整 理 し た も の で あ る 。  
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 まず「観察形容表現」は情報提供者が何かを観察した上で、その観察結

果を報告する形で情報を提供するものであると述べている。草薙（ 1977）

は「観察形容表現」は「比較形容表現」「判断形容表現」「記述形容表現」

に下位分類できるとしている。  

第 一 に 「 比 較 形 容 表 現 」 は 、 常 に 何 か と 比 べ て 表 現 す る も の で あ る と

している。例えば、「あの山は高い」の場合、ある地方の山が頭の中にあ

る情報提供者が、その中の「高い」山を「あの山は高い」といえるが、富

士山を思い浮かべれば「あの山は高い」は成り立たなくなるということで

ある。この表現は情 報提供者が何らかの「条件」を考慮に入れて、その基

準で形容表現を選んでいるものであり、この「条件」は情報提供者の外に

本来存在し、誰かが条件を検討すれば情報の真疑が立証されるとしている。

この場合、情報提供者は客観的な基準を比較する単なる比較者であるとさ

れている。  

第 二 に 「 判 断 形 容 表 現 」 は 、 「 比 較 形 容 表 現 」 と 違 っ て 立 証 不 可 能 な

ものであるとしている。例えば、「この本はおもしろい」の場合、「おも

しろい」の判断の基準は全く情報提供者個々のものであるため、その基準

をはっきり客観的に表すことは不可能に近いと述べている。この 場合、情

報提供者は観察者であると同時に、主観的判断を下すとされている。  

 第三に「記述形容表現」は、観察形容表現の中で比較を主な働きとしな

いものであるとしている。例えば、「この花は赤い」の場合、そうかそう

でないかということが問題になるものであり、程度をうんぬんするもので

はないと述べている。この場合、情報提供者は何かを観察し、それの色や

形を記述することによって情報提供をする機能を果たすだけであるとされ

ている。  

 次に「感覚形容表現」は、情報提供者の感覚を表すものであるとしてい

る。例えば、「私は頭がいたい」の場 合、情報提供者の生理的現象を表し



第２章 形容詞の分類に関する先行研究 32 

 

 

情報提供者のみが知っていることであるため、外から客観的に見ることは

できないと述べている。  

 続いて「感情形容表現」は、最も主観的な形容表現であり、人間の感情

を表す表現であるとしている。例えば、「私はうれしい」の場合、情報提

供者は自分の気持ちを表すものであると述べている。  

 最後に「嗜好形容表現」は、気持ちを表すという点で「感情形容表現」

と同じであるが、やや異質のものがあるとしている。例えば、「私はすし

が好きだ」の場合、これは「感情形容表現」と違って半恒久的な状態を表

現すると述 べている。  

 このように、草薙（ 1977）は「情報提供者」が観察者であるか、判断者

であるか、経験者であるかという観点から、形容表現を分類している。 草

薙（ 1977）が西尾（ 1972）との違いで述べたように、草薙（ 1977）は演繹

的な方法を用いている点で西尾（ 1972）と区別されるが、本研究では西尾

（ 1972）と同様、形容詞個々の語の文法的な働きを観察した上で形容詞を

分類するという方法を取る。特に、本研究ではコーパスを使い各構文で用

いられる形容詞の特徴を調査し、その結果に基づき形容詞を分類する。  

 

2.4 寺村（ 1982）の研究  

 

 寺村（ 1982）は、「コト」の述語と補語の結びつき方（格関係）を類型

化 す る 中 で 、 述 語 の 一 つ で あ る 形 容 詞 の 類 型 に つ い て 論 じ て い る 。 寺 村

（ 1982）は、「コト」とは「客観的な叙述の内容の表現」であり、その主

要な要素は名詞と叙述語（動詞や形容詞が主なるもの）であるとしている。

具体的なコトを描くかなめとしての叙述語を「述語」、それと色々な 格関

係において結びつく名詞を「補語」としている。  

 寺村（ 1982）は「コト」には外界の動的事象を客観的に描く「動的事象

の客 観的 な描 写 」（ ex.殺す 、会 う、 戦 う） と対 象の 一 般的 属性 を既 定 す
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る「 性状 規定 」 （ ex.賛 成だ 、大 きい 、 丸い ）が あり 、 その 中間 に「 感 情

表現 」（ ex.驚く 、憎 い 、怖 い） が存 在 する と論 じて い る。 本章 は形 容 詞

の 分 類 に 関 す る 内 容 を 扱 っ て い る た め 、 形 容 詞 の 分 類 に 直 接 的 に 関 わ る

「性状規定」と「感情表現」の内容を中心に見る。  

 まず「性状規定」とは「動的事象の客観的 描写に大きく対立するものと

して、存在が認識された物・人・事態について、話し手が何らかの特徴づ

け、 種類 分 け、 評価 な どを 下す 表現 」 （ p.162） であ る と述 べて 、 述語 に

動 詞 や 名 詞 も あ る が 、 典 型 的 な も の は 形 容 詞 で あ る と し て い る 。 寺 村

（ 1982）は「性状規 定」を大きく三つのグループに下位分類している。  

 第一に、「何かに対する性状、態度」を表すものである。例えば、「賛

成ダ 、似 テイ ル、 同ジ ダ」 な どが あり 、 「彼 ラハ  コ ノ案 ニ  賛成 ダ /反

対ダ」のように「Ｙニ」が必須補語であるとしている。  

 第二に、「相対的性状規定」を表すものである。例えば、「大キイ、小

サイ、強イ、弱イ」などがあり、「地球ハ 月ヨリ大きい」「千代ノ富士ハ、

力士トシテハ 小サイ」「コノ服ガ 私ニ（ハ） 大キイ（コト）」のよう「Ｙ

ヨリ／Ｙトシテ／Ｙニ」が準必須補語であるとしている。  

 第三に、「絶対的性状規定 」を表すものである。例えば、「丸イ、赤イ、

簡単ダ、病気ダ」などがあり、「地球ハ丸イ」のように必須補語としては

主体の「～ガ」だけで足りて、特に第二の補語を必要としないものである

としている。  

 次 に 、 「 感 情 表 現 」 と は 「 （ 略 ） 生 き 物 の 心 の 動 き を 写 そ う と す る 表

現」 （ p.139） であ ると 述 べて 、「 オ ド ロク 、失 望 スル 」の よ うな 動詞 と

「悲シイ、コワイ」のような形容詞が述語になるとしている。このうち、

寺村（ 1982）は「感情を表す形容詞」を大きく二つに下位分類している。  

 第一に、「感情の直接的表出―感情形容詞による表現」 である。例えば、

「コワイ、ホシイ、ウレシイ」などがあり、「私ハクモガコワイ」のよう

に対象を表す名詞が「～ガ」を取ることが特徴的であると述べている。ま
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た、感情主を表す補語は「～ガ」（まれに「～ニ」）を取るが、文中に感

情主 が出 ない 方 が多 い（ ex.水ガ 欲シ イ ）と 述べ てい る 。ま た、 述語 が 現

在形で言い切りになる場合、感情主は話し手自身（疑問文では話し相手）

に限られるという「人称制限」についても指摘している。  

 第二に、「感情的品定めの表現」である。例えば、「憎ラシイ、ヨロコ

バシイ、ノゾマシイ」などがあり、「サソリハオ ソロシイ」「政治道徳ノ

低下ガナゲカワシイ」のように感情主が文の背後に隠れて、感情の対象が

文の主題となり「一般に、誰にとっても」そうだという意味に解釈される

としている。寺村（ 1982）はこれについて、「（略）感情の直接表出とい

うよりはむしろ感情をもととした主観的な性状規定、判断のような性格の

もの（略）」（ p.140）であると述べている。  

 以上の 「 性状 規定 」と 「感 情 表現 」の 下位 分類 をま とめ る と次 の図 2-2

のようになる。  

 

          「 何 か に 対 す る 性 状 、 態 度 」 （ ex .私 ハ ソ ノ 結 果 ニ 満 足 ダ ）  

「 性 状 規 定 」    「 相 対 的 性 状 規 定 」 （ ex.地 球 ハ 月 ヨ リ 大 キ イ ）  

          「 絶 対 的 性 状 規 定 」 （ e x.地 球 ハ 丸 イ ）  

          「 感 情 の 直 接 表 現 」 （ e x.私 ハ 犬 ガ コ ワ イ ）  

          「 感 情 的 品 定 め の 表 現 」 （ ex.サ ソ リ ハ オ ソ ロ シ イ ）  

図 2- 2 寺村 （ 1 982） の「 性状 規定 」 と「 感情表 現 」 7  

 

以 上 、 寺 村 （ 1982） は 「 コ ト 」 の 内 容 に よ っ て 形 容 詞 の 分 類 を 行 っ て

いて、形容詞と補語の結びつき方を類型化している。寺村（ 1982）は文全

体の機能に注目して形容詞を分類している点で草薙（ 1977）と通じる部分

 
7 寺 村 （ 198 2） の 記 述 を 筆 者 （ 権 ） が 整 理 し た も の で あ る 。  

「 感 情 表 現 」  
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があるが、本研究では形容詞個々の働きを調査した上で形容詞の分類を行

う。  

ま た 、 寺 村 （ 1982） は 、 「 感 情 表 現 」 の う ち 「 感 情 的 品 定 め の 表 現 」

は 「 主 観 的 な 性 状 規 定 」 の 性 格 を 持 つ と し 、 「 感 情 的 品 定 め の 表 現 」 が

「 性 状 規 定 」 に 繋 が っ て い る こ と を 論 じ て い る が 、 「 性 状 規 定 」 の 中 で

「感情表現」により繋がっているものについては触 れていない。本研究で

は形容詞の属性と感情の連続性に注目して、属性を表す形容詞の中でもよ

り感情度の高いものや感情を表す形容詞の中でもより属性度の高いものの

分類を行う。  

 

2.5 細川（ 1989）の研究  

 

 細川（ 1989）は、現代日本語の形容詞は、一般に属性・感情の二分類が

認められるとし、こうした二分類説に対し て時枝（ 1950）の「客観的 表現

の語・主観客観の総合的表現の語・客観的表現の語」という中間的意味の

語 の 存 在 を 認 め た も の や 、 寺 村 （ 1982） の 「 感 情 表 現 ・ 感 情 性 状 規 定 表

現・性状規定表現」という三分類がある ことを述べている。細川（ 1989）

は、以上のような研究を踏まえつつ、現代日本語の形容詞についてその分

類の全体像を捉えることを目的とし、形容詞分類のために三つの指標を立

てて、形容詞を大きく四つに分けている。  

ま ず 、 細 川 （ 1989） の 形 容 詞 分 類 の 三 つ の 指 標 を 見 る 。 細 川 （ 1989）

は、西尾（ 1972）の「環境Ⅰ～Ⅹ」を参考にして、次のような指標①～③

を立てている。  

 

 指 標 ①  「 わ た し は ～ い 。 」 の 形 で 、 「 わ た し 」 の 心 の 様 子 を 表 す こ

とが可能か。  
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  指標①は、形容詞諸語の表す状態が「わたし」の心の様子、すなわち

話し手の内面的な状態を表し得るかをチェックするものであり、指標①

に該 当す る もの （ ex.嬉 し い、 痛い 、暑 い） は話 し 手の 内面 的 な状 態を

表す とい う こと にな り 、該 当し な いも の （ ex.青 い、 新 しい 、怪 し い）

は外側から見える対象としてモノ・コト（人を含む）の外面的な状態を

表すということになるとしている。  

  これに関して本研究では、指標①に該当するか否かの判断が恣意的に

なる可能性 があることを指摘する。例えば、細川（ 1989）は「暖かい」

「頼もしい」は指標①に該当するものであり、「柔らかい」「望ましい」

は 指 標 ① に 該 当 し な い も の で あ る と し て い る が 、 「 わ た し は 暖 か い 」

「わたしは頼もしい」は「わたし」の「心の様子」を表すが「わたしは

柔らかい」「わたしは望ましい」は「わたし」の「心の様子」を表さな

いという線引きが難しいと思われる。形容詞が指標①に該当するか否か

という判断は判断者の意味解釈によって揺れる可能性があり、本研究で

は指標①を形容詞分類の指標として用いない。  

   

指 標②  「わたしは～てたまらない／～でならない」が可能か。  

  指標②は、感覚感情の主体を第一称である場合に限定して、その心の

状 態 が 直 接 的 に 表 出 す る 文 型 で 使 用 が 可 能 で あ る か を チ ェ ッ ク す る も

の で あ り 、 指 標 ② に 該 当 す る も の は 「 忙 し い 、 可 愛 い 、 嬉 し い 」 な ど

で あ り 、 該 当 し な い も の は 「 赤 い 、 丸 い 、 か た い 」 な ど で あ る と し て

いる。  

  細川（ 1989）は指標②について、なぜこの文型を指標とするかについ

て 特 に 説 明 し て い な い 。 本 研 究 で は 「 ～ て た ま ら な い 」 「 ～ て な ら な

い 」 と い う 文 型 を 指 標 の 一 つ と し て 立 て て 、 こ れ ら の 文 型 に よ る 形 容

詞 の 分 類 の 特 徴 を 感 情 ・ 感 覚 の 自 発 性 に 注 目 し な が ら 論 じ る 。 ま た 、

細 川 （ 1989） は 、 「 ～ て た ま ら な い 」 と 「 ～ て な ら な い 」 の 相 違 点 に
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つ い て は 特 に 触 れ ず 両 者 を 同 等 の 文 型 の よ う に 扱 っ て い る が 、 本 研 究

で は 二 つ の 文 型 と 共 起 す る 形 容 詞 の 特 徴 を 調 査 し 違 い を 明 ら か に し た

上 で 、 こ れ ら を 指 標 と し て 用 い る 。 本 研 究 で は さ ら に 、 二 つ の 文 型 の

類義表現である「～てしかたがない」も加える。  

 

 指 標 ③  対 象 内 容 と し て モ ノ ・ コ ト ・ カ ラ ダ （ 話 し 手 自 身 の 身 体 部 位 ）

のどれをとるか。  

  指標③は、形容詞の叙述に関係する対象の内容を具体的に考えるもの

であるとしている 。対象の内容を取らないものには「暑い、眠い、ひも

じい」があり、対象の内容に「モノ」を取るのは「温かい、熱い、甘い」

があり、対象の内容に「コト」を取るのは「卑しい、偉い、ずるい」が

あり、対象の内容に「カラダ」を取るのは「痛い、痒い、苦しい」があ

るとしている。  

  細川（ 1989）は、形容詞が叙述用法で用いられる場合、対象にモノ・

コ ト ・ カ ラ ダ を 取 る こ と が で き る か を 見 て い る 。 本 研 究 で も 形 容 詞 の

叙 述 に 関 係 す る 対 象 の 内 容 を 指 標 に 用 い る が 、 本 研 究 で は 「 ｛ モ ノ ／

コ ト ／ カ ラ ダ ｝ ヲ ～ ク ス ル 」 「 ｛ モ ノ ／ コ ト ／ カ ラ ダ ｝ ヲ ～ ク サ セ ル 」

や「 モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ ～ い」 「 コト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～い 」 が 成り 立 つか の

よ う に 、 他 動 詞構 文 ・ 使 役 構 文 ・ 比 較 構 文 な ど 、 形 容 詞 叙 述 の 基 本 文

型以外における対象の内容を扱う。  

 

 細 川 （ 1989） は 指 標 ① ～ ③ の 可 否 に よ っ て 形 容 詞 515語 を 表 2-3の よ う

に 大 き く Ａ ～ Ｃ 型 の 三 つ に 分 類 し て い る 。 指 標 ① と 指 標 ② を 満 た す も の

は Ａ 型 で あ り 、 指 標 ① は 満 た さ ず 指 標 ② の み を 満 た す も の は Ｂ 型 で あ り 、

指 標 ① も 指 標 ② も 満 た さ な い も の は Ｃ 型 で あ る と し て い る 。 ま た 、 Ａ ～
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Ｃ 型は 指 標 ③に よ っ て さら に 五 つ（ ― 8／ カ ラダ ／ コ ト／ コ ト ・ モノ ／ モ

ノ ） に 下 位 分 類 さ れ て い て 、 詳 細 に は 11タ イ プ の 分 類 が 示 さ れ て い る 。

表 2-3の記号のうち、○は可能、×は不可能を示している。  

 

表 2- 3 細川 （ 1 989） の指 標① ～③ に よる 形容詞 分 類  

（ 細 川 19 89： 10 2の 表 １ に 筆者 （権 ） が形 容詞の 例 を 加 筆）  

型  
指 標  

単 純  派 生  複 合  計  
①  ②  ③  

Ａ  

1 

○  ○  

―  

5 

(ex.暑 い 、

涼 し い )  

2 

(ex.煙 た い 、

眠 た い )  

12 

(ex.暑 苦 し い 、

息 苦 し い )  

19 

2 カ ラ ダ  

7 

(ex.痛 い 、

痒 い )  

2 

(ex.く す ぐ っ た

い 、 こ そ ば ゆ い )  

1 

(ex.む ず 痒 い )  
10 

3 コ ト  

12 

(ex.嬉 し い 、

悲 し い )  

25 

(ex.有 り 難 い 、

恨 め し い )  

13 

(ex.後 ろ め た

い 、 心 地 良 い )  

50 

4 
コ ト ・

モ ノ  

7 

(ex.う る さ

い 、 惜 し い )  

7 

(ex.羨 ま し い 、

頼 も し い )  

5 

(ex.味 気 な い 、

薄 気 味 悪 い )  

19 

5 モ ノ  
1 

(ex.欲 し い )  
0 0 1 

Ｂ  1 × ○  ―  0 0 0 0 

2 カ ラ ダ  0 0 0 0 

3 コ ト  

2 

(ex.お か し

い 、 か た じ

け な い )  

15 

(ex.忙 し い 、

痛 ま し い )  

16 

(ex.重 苦 し い 、

気 ま ず い )  

33 

4 
コ ト ・

モ ノ  

3 

(ex.怪 し い 、

喧 し い )  

10 

(ex.騒 が し い 、

清 々 し い )  

5 

(ex.気 味 悪 い 、

む さ く る し い )  

18 

5 モ ノ  

17 

(ex.温 か

い 、 熱 い )  

10 

(ex.愛 ら し い 、

重 た い )  

18 

（ ex.甘 酸 っ ぱ

い 、 物 珍 し い )  

45 

Ｃ  1 × × ―  0 0 0 0 

2 カ ラ ダ  0 0 0 0 

3 コ ト  

20 

(ex.う ま い 、

偉 い )  

66 

(ex.厚 か ま し い 、

大 人 し い )  

51 

(ex.著 し い 、

気 難 し い )  

137  

4 
コ ト ・

モ ノ  

24 

(ex.新 し い 、

危 な い )  

13 

(ex.逞 し い 、 馴

れ 馴 れ し い )  

22 

(ex.お め で た い 、

名 高 い )  

59 

5 モ ノ  

51 

(ex.青 い 、

明 る い )  

29 

(ex.四 角 い 、 見

す ぼ ら し い )  

30 

(ex.あ い く る

し い 、 か 細 い )  

110  

計  149  179  173  501 9 

 
8 指 標 ③ の 「 ― 」 は 対 象 を 必 要 と し な い 場 合 を 示 す と し て い る 。  
9 501 語 と は 、 51 5 語 の う ち 形 容 詞 句 1 5 語 ・ 接 尾 語 2 語 を 除 く 反 面 、 「 か わ い

い （ 小 さ い ／ 愛 す べ き ） 」 「 お か し い （ 滑 稽 だ ／ 変 だ ） 」 「 よ い ・ い い （ 良 ・

善 ／ 好 い ） 」 に つ い て は 二 義 を 認 め た 結 果 で あ る 。  
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 細 川（ 1989）は指標①～③による分類を行った結果を次のように示して

いる。  

 

 対象内容 1 0「―／カラダ」の場合  

対象内容が「―／カラダ」のものは、 A-1、 A-2に限られるとしている。

A-1（―）・ A-2（カラダ）は、話し手の心の状態を極めて直接的に表す

もの であ り 、 A-1（ ―） の 例に 「 こう 暑 く っ ちゃ 、 （略 ）」 「 おば あ ち

ゃん も 眠 い よ」 を、 A-2（ カラ ダ ）の 例 に「 目が 痛 い わ 、と 彼 女は い っ

た」「あの次の日は腰が 痛くてね、」を挙げている。  

 

対象内容「コト／コト・モノ」の場合  

対象内容が「コト／コト・モノ」のものは、Ａ～Ｃ型の全てに見られ

るとしている。  

まずＡ型の A-3（コト）・ A-4（コト・モノ）の場合、話し手の心情を

表すものであり、感情主の感情が直接的に表現される形容詞群であると

して いる 。 「 A-3（ コト ） 」の 例 に「 同 時に 心を ふ たつ に使 い わけ る こ

とは、 つらい 」「伸子は気疲れが出た故か、毎朝床離れが 辛か った」を

挙 げ て い て 、 「 A-4（ コ ト ・ モ ノ ） 」 の 例 に 「 里 子 は お も し ろ い ね 」

「健ちゃんがあんまり 可愛いいから、ママがパクッて食べちゃったのよ」

を挙げている。  

次にＢ型の B-3（コト）・ B-4（コト・モノ）の場合、人の状態につい

て用いられることの多い表現であるが、全てその外面的な 様子を表す語

であ ると し てい る。 「 B-3（コ ト ）」 の 例に 「悦 子 さん 、親 爺 があ ん な

ことを言い出すのは おかしい ぜ」「房子のことが頭に浮かばなかったの

 
1 0 細 川 （ 198 9） は 、 形 容 詞 の 叙 述 に 関 係 す る 対 象 の 内 容 を 「 対 象 内 容 」 と 呼 ん

で い る 。  
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はお かし い 」を 挙げ て いて 、 「 B-4（ コ ト・ モノ ） 」の 例に 「 その 仕 事

にかかれるかどうかは あやしい」「その兵隊のなかで挙動の あやしかっ

たものはいないか」を挙げている。  

最後にＣ型の C-3（コト）・ C-4（コト・モノ）の場合、人の様子・性

格 、 動 作 に 使 わ れ る も の が 多 い と し て い る 。 「 C-3（ コ ト ） 」 の 語 に

「卑 しい 、 偉い 、遅 い 」を 挙 げて いて 、 「 C-4（ コト ・ モノ ）」 の 語に

「新しい、危ない、多い」を挙げている。  

 

 対象内容「モノ」の場合  

対 象 内 容 が 「 モ ノ 」 の も の は 、 Ａ ～ Ｃ 型 の 全 て に 見 ら れ る と し て い

る。  

 ま ず Ａ 型 の A-5（ モ ノ ） の 場 合 、 「 ほ し い 」 1語 に 限 ら れ て い る と し

て い る 。 細 川 （ 1989） は 、 本 来 話 し 手 の 心 の 状 態 を 表 現 す る に は 、 直

接 的 な 対 象 内 容 を 持 た な い （ ― ） よ う に な る か 、 事 物 （ モ ノ ） に 対 し

て は 基 本 的 に 使 い に く い と し て い る 。 そ の 意 味 で 、 対 象 内 容 に 「 モ ノ 」

を 取 る Ａ 型 の 「 ほ し い 」 は 例 外 的 な 存 在 と な る と 述 べ て い る 。 「 A-5

（ モ ノ ） 」 の 例 に は 「 そ の う ち 、 父 は テ レ ビ が ほ し い と 言 い 出 し た 」

「ノリ子は靴屋の前で、靴が ほしい ともらした」などを挙げている。  

次に Ｂ型 の B-5（ モ ノ） の場 合 、感 覚的 な語 彙が 見 られ ると して い る。

これは、Ａ型の感覚系の語彙とは別のものであると指摘している。  

 

Ａ  体感／温度感覚 1（内側の状態）……臓器感覚  

  （ ex.暑い、寒い、眠い、痛い、眩しい）  

Ｂ  味覚／温度感覚 2（外側の状態）……皮膚感覚  

  （ ex.熱い、甘い、からい、臭い、苦い）  

（細川 1989： 23に筆者（権）が例を加えたものである）  
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こ の Ａ ・ Ｂ の 区 別 に つ い て 細 川 （ 1989） は 「 （ 略 ） 臓 器 感 覚 と 皮 膚

感 覚 と い う 神 経 系 統 の 差 異 に 起 因 す る も の で あ ろ う 。 た だ 、 こ と ば の

上 か ら 、 話 し 手 の 内 側 の 心 の 状 態 と し て 表 現 す る か 対 象 と し て の モ ノ

の 外 側 の 状 態 と し て 表 現 す る か と い う 問 題 と な る 。 し か も 、 Ｂ が モ ノ

に し か 用 い ら れ な い 点 は 注 目 し て よ い だ ろ う 」 （ p.23） と 述 べ て い る 。  

最後 にＣ 型 の C-5（ モ ノ） の場 合 、こ の 型の 中の 外 側の 状 態を 対象 と

し て 表 す 典 型 的 な タ イ プ で あ る と し て い る 。 こ の 中 に は 「 色 彩 」 ・

「 形 状 」 ・ 「 性 質 」 ・ 「 程 度 」 の よ う な い く つ か の 種 類 が あ る と し て

いる 。 「 色彩 」の 形 容詞 （ ex.青 い、 赤 い） は、 いわ ゆる 「 絶対 的性 状 」

を表 すの に 対し て、 「形 状 」・ 「性 質 」 の形 容詞 （ ex.厚 い 、薄 い、 広

い） と「 程 度」 の形 容詞 （ ex.高い 、安 い、 低い ） は「 相対 的性 状 」を

表すとしている。  

 

 細 川（ 1989）は、以上のような形容詞の領域と境界との関係をまとめ、

次の 表 2-4の よう に 「形 容詞 分 類案 」を 示し てい る 。細 川（ 1989） は、 表

2-4の 横 軸は 「外 側の 状 態」 と「 内側 の 状態 」を 、縦 軸 は対 象内 容の 「 ―

／カラダ／コト／コト・モノ／モノ」の五分類を取るとし、横軸の「外側

の状態」と「内側の状態」の区別は従来の属性・感情の区別と大体一致し

たものであると述べている。  
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表 2- 4 細川 （ 1 989） の形 容詞 分類 案 （細 川 1 989： 9 3の 表 2）  

（ 線 は、 同一 の グル ープ を 形成 する こと を 示す）  

状 態  

対 象  
外 側 の 状 態  内 側 の 状 態  

―  

該 当 語 な し  

 

A-1  

感 覚 （ 体 感 ・ 温 覚 ） /感 情  

 

カ ラ ダ  

 

A-2  

感 覚 （ 体 感 ・ 温 覚 ）  

 

コ ト  

 

C-3  

人 の 様 子 ・ 性 格  

-ポ イ  -ド イ  

-シ イ  

 

B-3  

感 情  

心 の 動 作 ＋ シ イ  

― 感 覚 系 形 容 詞  

 

A-3  

感 情  

-シ イ  

― 感 情 系  

 

コ ト ・  

モ ノ  

 

C-4  

 

B-4  

 

A-4  

 

モ ノ  

 

C-5  

色 彩 ・ 形 態 ・  

程 度 ・ ・ ・  

名 ＋ モ ノ 系  

 

 

B-5  

感 覚  

（ 温 覚 ・ 味 覚 ）  

 

A-5  

「 ほ し い 」 の み 。  

A1/A2/ A3に  

共 通 す る  

 

 

細 川 （ 1989） は Ｂ 型 に つ い て 「 話 し 手 の 感 覚 ・ 感 情 に 基 づ く 表 現 で も

あ り 、 従 来 の 考 え 方 か ら す れ ば 、 境 界 を 跨 ぐ も の 」 （ p.92） で あ る と 述

べ、 A5の「ほしい」はモノを取る点で例外的な語であるとしている。  

表 2-4で 対象 内容 によ っ てコ ト・ モノ （ 人の 状態 ）の 外 面的 な様 子を 表

す B-3・ B-4と対 象と して の モノ の外 側の 状態 を表 す B-5の 二つ に さら に分

類 し て い る 。 以 上 、 細 川 （ 1989） は 外 側 ・ 内 側 の 状 態 及 び 対 象 内 容 五 類

（ ― ／ カ ラ ダ ／ コ ト ／ コ ト ・ モ ノ ／ モ ノ ） に お け る 分 布 に よ っ て 、 形 容

詞をＡ型、 B-3・ B-4型、 B-5型、Ｃ型の四つに分類している。  

 以上、細川（ 1989）は、三つの指標を提示し、形容詞個々の語が各指標

に 該 当 す る か 否 か に よ っ て 形 容 詞 の 分 類 を 行 っ て い る 。 本 研 究 も 細 川

（ 1989）の形容詞分類の方法に従い、分類 の指標を立ててその可否によっ
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て形容詞個々の語の分類を行う。細川（ 1989）の指標の中では指標②を用

いる。  

ま た 、 細 川 （ 1989） は 時 枝 （ 1950） 、 寺 村 （ 1982） に 基 づ き 、 形 容 詞

を属性・感情と両者に跨るものに分類しているが、本研究では属性と感情

に跨るものをより詳細に分類し、最終的に形容詞を七つの類型に分類する。  

 

2.6 荒（ 1989）の研究  

 

 荒（ 1989）は従来の感情・属性による分類とは観点を異にする、時間的

なありか限定が関わるかという観点から形容詞を分類したものである。荒

（ 1989）は、 形容詞が述語の位置に表れてくるとき、特定の具体的な時間

に縛られる《状態》を表すか、それとも物にコンスタントに備わっている

《特性》を表すかによって、形容詞を「状態形容詞」と「質形容詞」の二

つに分類している。  

荒 （ 1989） は 意 味 的 な カ テ ゴ リ ー と し て の 《 状 態 》 と 《 特 性 》 に つ い

て、《状態》は「あたえられた時間の断片のなかで生じる、アクチュアル

な 現 象 を と ら え て い て 、 つ ね に 特 定 の 具 体 的 な 時 間 に し ば ら れ て い る 」

（ p.147）も ので あ り、 《特 性》 は「 物 にコ ンス タン ト にそ なわ って いる 、

ポテ ンシ ャル な 特徴 をと らえ てい る 」（ p.147） もの であ る と論 じて いる 。

これに基づき状態を表現している形容詞は「状態形容詞」、特性を表して

いる形容詞は「質形容詞」と呼んでいる。  

ま ず 「 状 態 形 容 詞 」 に 関 し て 、 荒 （ 1989） は 状 態 と は 「 特 定 の 時 間 の

わくのなかに生じている、アクシデンタルな、一時的な現象であって、つ

ねに《時間のありか限定》をうけとっている」（ pp.147-148）ものである

とし、人の状態と物の状態に分かれると述べている。人の状態は「嬉しい、

悲しい」のように心理的な状態を表すものと「眠い、怠い」のように生理

的な状態を表すものの二つのグループがあり、物の状態は「明るい、暑い」
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などがあるとしている。荒（ 1989）は状態形容詞の格の構造やテンスの形

という面からもその特徴を述べている。格構造の面で、「嬉しい、悲しい」

など心理的な状態を表すものは「 主体の感情的な状態をひきおこす出来事」

をガ格に、「痛い、苦しい」など生理的な状態を表すものは「異常をおこ

している、身体の部分」をガ格に差し出し、「明るい、暑い」など物の状

態を表すものは「状態のもち主である物」をガ格で表現するとしている。

テンスの面では、状態形容詞はテンスの形を備えていて、このテンスの形

は時間の状況語と一緒になって状態が存在している具体的な時間を表現す

ると述べている。  

次 に 「 質 形 容 詞 」 に 関 し て 、 荒 （ 1989） は 《 特 性 》 は 色 、 形 、 大 き さ 、

重さ、味など、物にコンスタントに備わっているものであるとし 「大きい、

小さい、辛い、甘い」を例として挙げている。「特性のもち主である物」

は《は》の形で表現され、連体修飾語の位置にも表れるとし、質形容詞が

差し出す特性は時間外的であるとしている。荒（ 1989）はこのような文法

的な特徴の違いに基づき質形容詞と状態形容詞を区別することが大切であ

ることを論じている。  

さ ら に 、 状 態 形 容 詞 と 質 形 容 詞 に お い て 《 特 性 》 の 表 現 か ら 《 状 態 》

の表現へと、《状態》の表現から《特性》の表現へと、移行が生じてくる

現象が見られることを指摘している。例えば、「日頃怒りっぽい父が妙に

やさしかった 。」の 場合は特性の「やさしい」から状態の表現へと移行が

生じ、「流行歌のメロデーはことごとく 悲しい 。」の場合は状態の「悲し

い」から特性の表現へと移行が生じるのであり、これらは語彙的な意味の

変化が生じるため行われる現象であると論じている。  

と こ ろ が 、 「 冷 た い 、 明 る い 、 暗 い 、 暑 い 」 等 の よ う な 形 容 詞 は 、 語

彙的な意味の修正とは関係なく、形容詞が時間のありか限定を受けるか否

かによって、《特性》を表したり《状態》を表したりするのであると論じ

ている。例えば、「冷たい」の場合、「三面川の水は冷たい」は特性を表
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し、「今日の三面川の水は冷たかった」は状態を表すが、「冷たい」とい

う語の語彙的な意味は変わりがないと述べている。荒（ 1989）は、これら

の形容詞について、「この種の形容詞を形容詞全体のなかでどのように位

置づけるかは、いまの私には、結論をだすことができない。状態形容詞と

質形容詞とのあいだをとりむすぶ、中間的なものとして、みなしておきた

い」（ pp.160-161）と述べている。  

 以 上 、 荒 （ 1989） は 時 間 的 な あ り か 限 定 が 関 わ る か に よ っ て 形 容 詞 を

「状態形容詞」と「質形容詞」に分類しているが、この基準では分類しが

たい語もある。荒（ 1989）が分類しがたい語として取り上げた「冷たい」

以外にも、荒（ 1989）が「状態形容詞」と分類した「うるさい」は「市場

はうるさい」のような文では「質形容詞」となり、「質形容詞」と分類し

た「辛い」は「今日のカレーは辛かった」のような文では「状態形容詞」

となる。  

本 研 究 で は 、 従 来 の 属 性 ・ 感 情 と い う 形 容 詞 の 分 類 と い う 立 場 に 立 ち 、

荒（ 1989）で質形容詞と状態形容詞の中間的なものとして取り上げた「暑

い、寒い、冷たい、暖かい」などの位置づけを明らかにする。  

 

2.7 樋口（ 1996）の研究  

 

 樋口（ 1996）は、荒（ 1989）の「状態形容詞」と「質形容詞」の分類を

そ の ま ま 認 め て 、 こ の 分 類 の 必 要 性 に つ い て 論 じ た も の で あ る 。 樋 口

（ 1996）も荒（ 1989）と同様、状態形容詞は「人や物のもとに生じてくる

一時的な状態をとらえている」（ p.39）ものとして扱い、質形容詞は「人

や物に恒常的にそなわっている特性をとらえている」（ p.39）ものとして

扱っている。  

一 方 、 樋 口 （ 1996） は 状 態 形 容 詞 と 質 形 容 詞 の 二 重 の 性 格 を 持 つ 形 容

詞があることを指摘している。例えば「かたい」の場合、パンがかたくな
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る場合「かたい」は状態形容詞として使用されていて、鉄の固有な特性を

いう場合「かたい」は質形容詞として使用されているとしている。このよ

うに、自然現象としての物の特徴を指し示す形容詞は、その特徴に時間的

なありか限定を与えれば状態形容詞として働くし、その特徴を時間のそと

に置くとすれば質形容詞として働くと述べている。  

し か し 、 こ の こ と か ら 状 態 形 容 詞 と 質 形 容 詞 の 形 容 詞 の 分 割 が 不 必 要

である ことにはならないことを強調し、この規定が成立する背後には「痛

い、嬉しい」のように常に状態形容詞であるという形容詞のグループが存

在して、「優しい、バカな」のように常に質形容詞であるという形容詞の

グループが存在すると論じている。「あたまがいたい」とはいえても「あ

たまはいたい」とはいえないように、多くの状態形容詞は一般化を許さな

いとし、形容詞を「状態」を差し出すものと「特性」を差し出すものとの

二つのグループに分ける必然性は十分にあると論じている。  

 以上、樋口（ 1996）は荒（ 1989）の「状態形容詞」と「質形容詞」とい

う形容詞分類の必要性を論じているが、この分類では「かたい、寒い、暑

い」以外にも状態形容詞と質形容詞のどちらにもなり得る語が多いため分

類の有効性が薄いと思われる。例えば、樋口（ 1996）が常に「状態形容詞」

であるものとして挙げている「まぶしい」「つらい」も、「夏の日差しは

まぶしい」「避難民の立場はつらい」のような文では「質形容詞」になり

得る。  

 

2.8 山岡（ 2000）の研究  

 

 山岡（ 2000）は、形容詞文の「文機能」を記述していく上で、形容詞述

語 と 「 文 機 能 」 と の 相 関 関 係 に 基 づ い て 形 容 詞 を 分 類 し て い る 。 山 岡

（ 2000） は 文 機 能 と は 「 文 型 式 そ の も の の 機 能 で あ る 」 と し 、 〈 遂 行 〉

〈 意 思 表 出 〉 〈 感 情 表 出 〉 〈 命 令 〉 〈 事 象 描 写 〉 〈 状 態 描 写 〉 〈 属 性 叙
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述〉〈関係叙述〉の八種類に分類している。このうち、形容詞文と関係す

る文機能として〈感情表出〉〈属性叙述〉〈関係叙述〉〈状態描写〉の四

つを扱っている。それぞれの例をまとめると次の図 2-3のようになる。  

 

〈 感 情 表 出 〉 （ 例 ： 私 は 水 が 欲 し い 。 ）  

        〈 属 性 叙 述 〉 （ 例 ： 第 一 、 自 殺 な ん て 芝 居 が か っ て て 、 み っ と も

な い か ら な あ 。 ）  

文 機 能   〈 関 係 叙 述 〉 （ 例 ： 君 の 帽 子 は 昨 日 テ レ ビ で 女 優 が 被 っ て い た 帽

子 と 同 じ だ 。 ）  

        〈 状 態 描 写 〉 （ 例 ： お 前 た ち は 霧 で お 互 い に 顔 も 見 え ず さ び し い

だ ろ う 。 ）  

図 2- 3 山岡 （ 2 000） の形 容詞 に関 す る文 機能  

 

ま ず 〈 感 情 表 出 〉 は 、 「 私 は 水 が 欲 し い 。 」 の よ う に 「 話 者 の 現 在 の

感情状態（情意・感覚・思考など）を直接に言語化する機能」（ p.86）で

あるとしている。  

次 に 〈 属 性 叙 述 〉 は 、 「 第 一 、 自 殺 な ん て 芝 居 が か っ て て 、 み っ と も

ない からなあ。」のように「名詞的概念を表す主題に、属性概念を表す命

題を 結び つ ける こと に よっ て行 う叙 述 の こと 」（ p.101）で ある と して い

る。  

続 い て 〈 関 係 叙 述 〉 は 、 「 君 の 帽 子 は 昨 日 テ レ ビ で 女 優 が 被 っ て い た

帽 子 と 同 じ だ 。 」 の よ う に 「 二 つ の 名 詞 的 概 念 を 結 び つ け る 文 機 能 」

（ p.101）であるとしている。  

最 後 に 〈 状 態 描 写 〉 は 、 「 お 前 た ち は 霧 で お 互 い に 顔 も 見 え ず さ び し

いだろう。」のように「客観世界の状態をそのまま話者が言語に写像する

文機能」（ p.97）であるとしている。  
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山 岡 （ 2000） は 文 機 能 論 的 な 形 容 詞 分 類 に つ い て 「 基 本 的 に は 、 感 情

形 容 詞 と 属 性 形 容 詞 の 二 分 類 に 依 拠 し て い る が 、 草 薙 （ 1977） 、 寺 村

（ 1982）が行っている文機能論的な発想を理論的に徹底した結果、そこに

荒（ 1989）における状態形容詞と質形容詞の二分類の考え方を取り入れる

こととなった。その際、分類の手法として細川（ 1989）を参考にしている」

（ p.126）と述べ、次の四つの指標を示している 1 1。  

 

 指 標Ａ  第 1人称 名 詞句 を主 題と して、 〈 感情 表出 〉文 を作 るこ とが 可

能か。  

  指標Ａは、形容詞を感情形容詞とそうでないものに分けるものであり、

可 と な る も の は す べ て 「 感 情 形 容 詞 」 と し て い る 。 山 岡 （ 2000） は 、

〈感情表出〉文の述語として用いることのできる形容詞が「感情形容詞」

であるとし、指標Ａが可となるものに「こわい、うれしい、憎い、痛い」

などを挙げて いる。一 方で、「痛 々しい 」は「 ？ 私 は痛々しい 」のよ う

に、自分の感情ではなく他人が自分を見てこう見えるだろうということ

を他人事のように描写している文となるため、不可であるとしている。  

 

  （ 2-4）  Ａ ○  感情 形容 詞（ こわ い、 うれ しい 、憎 い、 痛い 、 …… ）  

       Ａ× ？  

（山岡 2000： 127の（ 1））  

 

これに関して本研究では、指標Ａは判断が恣意的になる恐れがあると

考える。例えば、「忙しい」「清々しい」の場合、山岡（ 2000）は指標

 
1 1 指 標 Ａ は 細 川 （ 1989） の 指 標 ① （ 「 『 わ た し は ～ い 』 の 形 で 、 『 わ た し 』 の

心 の 様 子 を 表 す こ と が 可 能 か 。 」 ） を 山 岡 （ 20 00） の 文 機 能 論 の 立 場 に 沿 っ て

改 め た も の で あ り 、 指 標 A2 は 細 川 （ 1 989） の 指 標 ③ （ 「 対 象 内 容 と し て モ

ノ ・ コ ト ・ カ ラ ダ （ 話 し 手 自 身 の 身 体 部 位 ） の ど れ を と る か 。 」 ） の 一 部 分 に

相 当 す る も の で あ る と し て い る 。 指 標 Ｂ と B2 は 山 岡 （ 200 0） 独 自 の も の で あ

る と し て い る 。  
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Ａが可であると判断しているが、細川（ 1989）は指標①（「『わたしは

～い』の形で、『わたし』の心の様子を表すことが可能か。」）で不可

であると判断している。両者とも同じ指標であるが、形容詞の意味をど

のように捉えるかによって判断が分かれたと思われる。「心の様子」を

表すかという判断は主観性が高いため、判断が恣意的になる恐れがある。

本研究では指標Ａを形容詞分類の指標として用いない。  

 

 指 標 A2  話 し 手 の 肉 体 部 分 を 経 験 者 格 と し て 構 文 中 に 言 語 化 し 得 る か 。  

  指 標 A2は 、 感 情 形 容 詞 を 下 位 分 類 す る も の で あ り 、 可 と な る も の

（ 例 ： 痛 い 、 重 い 、 か ゆ い ） を 「 感 覚 形 容 詞 」 と 、 不 可 と な る も の

（ 例 ： こ わ い 、 う れ し い 、 憎 い ） を 「 情 意 形 容 詞 」 と し て い る 。 山 岡

（ 2000） は 属 性 形 容 詞 文 、 感 情 形 容 詞 文 を 問 わ ず 、 ガ 格 の 意 味 格 を 対

象 格 (Ob)と し て い る が 、 感 覚 形 容 詞 文 の ガ 格 は 「 私 (Ex)は 脚 (Ex)が 痛

い 」 の 「 脚 (Ex)が 」 の よ う に 「 経 験 者 格 」 と し て い る 。 「 痛 い 」 の 別

の 例 の 「 私 は 手 が 痛 い 」 の 場 合 も 、 意 味 格 を 表 示 す る と 「 私 (Ex)は 手

(Ex)が 痛 い 」 の よ う に な り 、 意 味 構 造 と し て は 一 つ の 名 詞 句 （ 私 の 手 ）

を経験者格としている。  

 

  （ 2-5）  Ａ○ A2○  感情形容詞―感覚形容詞  

（ 痛 い 、 重 い 、 か ゆ い 、 … … ）  

       Ａ○ A2×   〃   ―情意形容詞  

（こわい、うれしい、憎い、……）  

（山岡 2000： 127の（ 2））  

 

  これに関して本研究では、形容詞述語文の基本文型における補語と述

語との格関係を主な考察対象としないため、指標 A2は用いない。  
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 指 標 Ｂ  名 詞 句 を 主 題 と し て 、 超 時 的 〈 叙 述 〉 文 を 作 る こ と が 可 能 か 。  

  指標 Ｂは 、 〈属 性叙 述〉 にな り 得る かを 見る もの で ある 。（ 2-6）で

指 標 Ａ が 可 、 A2が 不 可 で あ る 「 情 意 形 容 詞 」 は 指 標 Ｂ の 可 否 に よ っ て

「属 性的 情意 形容 詞 」と 「状 態的 情 意形 容詞 」に 分か れて い て、 （ 2-7）

で 指 標 Ａ が 不 可 で あ る 形 容 詞 は 指 標 Ｂ の 可 否 に よ っ て 「 叙 述 形 容 詞 」

と「描写形容詞」に分かれている。  

 

  （ 2-6）Ａ○ A2×Ｂ○  感情形容詞―情意形容詞―属性的情意形容詞  

（かわいい、こわい、……）  

      Ａ○ A2×Ｂ×   〃   ―   〃   ―状態的情意形容詞  

（いとしい、恋しい、……）  

  （ 2-7）Ａ×  Ｂ○  叙述形容詞（明るい、等しい、……）  

      Ａ×  Ｂ× 描写形容詞（痛々しい、有頂天だ、……）  

（山岡 2000： 129の（ 5）の一部であり、 例（ 2-6）の形容詞の例は筆者

（権）が加筆 ）  

 

  まず （ 2-6） で「 情 意形 容詞 」に 指 標Ｂ を適 用さ せ る例 を見 る。 例 え

ば 、 「 恐 ろ し い 」 の 場 合 、 「 あ の 男 は 恐 ろ し い 」 の よ う に 「 あ の 男 」

を 主 題 化 し た 〈 叙 述 〉 文 を 作 る こ と が 可 能 で あ る が 、 「 恨 め し い 」 の

場 合 は 「 あ の 男 は 恨 め し い 」 の よ う に 主 題 「 あ の 男 」 に 対 比 の 意 味 が

生 じ 、 背 後 に 第 一 人 称 経 験 者 格 が 依 然 と し て 含 意 さ れ 〈 叙 述 〉 文 を 作

る こ と が 不 可 能 で あ る と し て い る 。 情 意 形 容 詞 の う ち 指 標 Ｂ が 可 と な

る 語 は 「 恐 ろ し い 」 以 外 に 「 か わ い い 、 い じ ら し い 、 忌 ま わ し い 、 う

っ と う し い 」 な ど が あ り 、 こ れ ら を 「 属 性 的 情 意 形 容 詞 」 と し て い る 。

一 方 、 情 意 形 容 詞 の う ち 指 標 Ｂ が 不 可 と な る 語 は 「 恨 め し い 」 以 外 に

「 い と し い 、 う ら や ま し い 、 恋 し い 、 心 細 い 」 な ど が あ り 、 こ れ ら を

「状態的情意形容詞」としている。  
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 次 に（ 2-7）で Ａが 不 可で ある 形容 詞 に指 標Ｂ を適 用さ せ る例 を見 る 。

例 え ば 、 「 青 い 」 の 場 合 、 「 空 は 青 い 」 の よ う に 「 空 」 を 主 題 化 し た

〈 叙 述 〉 文 を 作 る こ と が 可 能 で あ る が 、 「 痛 々 し い 」 の 場 合 、 「 あ の

犬 の 姿 は 痛 々 し い ね 」 は 主 題 「 あ の 犬 」 の 〈 叙 述 〉 に な ら ず 〈 状 態 描

写〉のままであるとしている。  

 こ れ に 関 し て 本 研 究 で は 、 指 標 Ｂ は 判 断 が 恣 意 的 に な る 恐 れ が あ る

と 考 え る 。 山 岡 （ 2000） は 「 恨 め し い 」 の 場 合 、 「 あ の 男 は 恨 め し い 」

の よ う に 名 詞 句 を 主 題 化 し た 〈 叙 述 〉 文 を 作 る こ と が 不 可 能 で あ る と

し て い る が 、 「 敵 は 恨 め し い 」 は 「 敵 」 を 主 題 化 し た 〈 叙 述 〉 文 と し

て 捉 え ら れ る と 考 え る 。 ま た 、 「 恨 め し い 」 以 外 に 「 愛 し い 」 「 心 細

い 」 な ど も 「 わ が 子 は 愛 し い 」 「 一 人 旅 は 心 細 い 」 の よ う に 文 脈 に よ

れ ば 主 題 化 さ れ た 名 詞 句 の 〈 叙 述 〉 文 と し て 捉 え ら れ る と 考 え る 。 こ

の よ う に 、 指 標 Ｂ は 文 脈 の 設 定 に よ っ て 判 断 が 分 か れ 得 る た め 、 判 断

が 恣 意 的 に な り や す い 。 本 研 究 で は 指 標 Ｂ を 形 容 詞 分 類 の 指 標 と し て

用いない。  

 

 指標 B2 ２項以上の必須格名詞句があるか。  

  指 標 B2は 、 叙 述 形 容 詞 を 下 位 分 類 す る も の で あ り 、 可 と な る も の

（ 例 ： 等 し い 、 そ っ く り だ 、 同 一 だ ） を 「 関 係 形 容 詞 」 に 、 不 可 と な

る も の （ 例 ： 明 る い 、 潔 い 、 幼 い ） を 「 情 意 形 容 詞 」 に し て い る 。 こ

れ に 関 し て 山 岡 （ 2000） は 、 「 関 係 形 容 詞 の 定 義 的 特 徴 は 必 ず 二 項 以

上 の 名 詞 句 を 含 む 〈 関 係 叙 述 〉 文 を 作 る こ と で あ る 。 し た が っ て 、 B2

が ○ な ら ば 関 係 形 容 詞 で あ る 。 属 性 形 容 詞 に も 二 項 を 取 る も の が あ る

が 、 い か な る 場 合 で も 絶 対 に 二 項 が 必 要 な も の は 属 性 形 容 詞 の 中 に は

ない」（ p.128）と述べている。  
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  （ 2-8）Ａ×Ｂ○ B2○  叙述形容詞― 関係形容詞  

（等しい、そっくりだ、……）  

      Ａ×Ｂ○ B2×   〃   ―属性形容詞  

（ 明 る い 、 潔 い 、 幼 い 、 … … ）  

（山岡 2000： 128の（ 4））  

 

  指標 B2に関して、「同じだ」と「青い」を例で見る。まず「同じだ」

の 場 合 、 「 が ん も ど き と ひ ろ う す は 同 じ だ 」 の よ う に 「 が ん も ど き 」

と 「 ひ ろ う す 」 の よ う に 二 つ の 名 詞 句 が 必 須 要 素 で あ り 指 標 B2が 可 と

な る が 、 「 青 い 」 の 場 合 、 「 空 は 青 い 」 の よ う に 二 つ の 名 詞 句 が 必 須

要素でないため指標 B2が不可となる としている 。  

  これに関して本研究では、指標 B2は〈叙述〉と いう文機能を項の特徴

か ら 〈 属 性 叙 述 〉 と 〈 関 係 叙 述 〉 に 分 類 す る 指 標 と し て 意 義 が あ る と

考 え る 。 し か し 、 〈 属 性 叙 述 〉 〈 関 係 叙 述 〉 と い う 文 機 能 の 違 い は 本

研究の主眼点でないため、指標 B2は本研究の指標として用いない。  

 

 これらの指標によって、山岡（ 2000）は形容詞を大きく「感情形容詞」

「叙述形容詞」「描写形容詞」の三つに分類し、さらに「感情形容詞」を

「感覚形容詞」「情意形容詞」の二つと「叙述形容詞」を「関係形容詞」

「属性形容詞」の二つに分類し、このうち「情意形容詞」は「属性的情意

形容詞」「状態的情意形容詞」の二つに下位分類し、合計六つに細分して

いる 。山 岡 （ 2000） の 六つ の形 容 詞の 分 類を まと め ると 図 2-4の よう に な

る。  
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○     感 情 形 容 詞 ― 感 覚 形 容 詞 (例 ： 痛 い 、 重 い )  

 ○ A 2 

○  感 情 形 容 詞 ― 情 意 形 容 詞 ― 属 性 的 情 意 形 容 詞  

×B                (例 ： か わ い い 、 こ わ い )  

A         ×    〃   ―   〃   ― 状 態 的 情 意 形 容 詞  

(例 ： い と し い 、 恋 し い )  

     ○ B 2  ○  叙 述 形 容 詞 ― 関 係 形 容 詞 (例 ： 等 し い 、 そ っ く り だ )  

 ×    B      ×    〃   ― 属 性 形 容 詞 (例 ： 明 る い 、 幼 い )  

     ×     描 写 形 容 詞 (例 ： 痛 々 し い 、 有 頂 天 だ )  

図 2- 4 山岡 （ 2 000） の形 容詞 分類 （ 山岡 200 0： 12 9の （ 5）） 1 2  

 

 以上、山岡（ 2000）は文機能に着目した四つの指標を用い、形容詞を大

きく「感情形容詞」「叙述形容詞」「描写形容詞」の三つに分類している。

山岡（ 2000）は指標Ｂ（「名詞句を主題として、超時的〈叙述〉文を作る

ことが可能か。」）を提示し、「情意形容詞」をより属性的な「属性的情

意形容詞」とより感情的な「状態的情意形容詞」に下位分類している点が

特徴的である。本研究も山岡（ 2000）と同様、形容詞を属性と感情の連続

体として捉えてその連続性 を分類することを試みる。  

し か し 、 先 に も 述 べ た よ う に 指 標 Ａ と 指 標 Ｂ は 恣 意 的 な 分 類 に 陥 り や

すく、本研究ではより客観的な指標を示し形容詞の分類を行う。  

 

 

 

 

 

 
1 2 線 と 形 容 詞 の 語 例 の 一 部 は 筆 者 （ 権 ） が 付 け 加 え た も の で あ る 。  
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2.9 村上（ 2017）の研究  

 

 村上（ 2017）は、細川（ 1989）と山岡（ 2000）の指標の問題点を指摘し

な が ら 、 新 た な 形 容 詞 分 類 の 指 標 の 必 要 性 に つ い て 主 張 し て い る 。 細 川

（ 1989）と山岡（ 2000）は、感情形容詞と属性形容詞を分類する指標とし

て「私は～い。」という非過去・言い切りの形で話者の「心の様子」を表

す こ と が 可 能 で あ る か 1 3を 用 い て い る が 、 村 上 （ 2017） は こ れ に つ い て

「この指標は、「うれしい」等、はっきりと判断できる語がある一方で、

判断が難しい場合も多い」（ p.59）ことを指摘している。 例えば、「うる

さい」「すみにくい」は、 細川（ 1989）では「私は～い。」で言えるとさ

れているが、「私は、うるさい」「私は、（この街 には）すみにくい」は

「他の人はうるさいと感じないが、私はうるさいと感じる」「他の人はす

みにくいと感じないが、私はすみにくいと感じる」という対比的な文脈で

は可能であるが、「心の様子」ではないようであると述べている。そこで、

村上（ 2017）は様態のソウダを用いた「第三者は、～そうだ。」を分類の

指標に示し、この指標を用いることによって「私は、～い。」で判断が難

しい語も分類することができると述べている。  

 村上（ 2017）はソウダによる分類の前提として、分類に用いるソウダに

二つの解釈があることを述べている。村上（ 2017）はソウダの解釈の異な

る例として（ 2-9）と（ 2-10）を挙げている。  

 

（ 2-9）  花子は、うれしそうだ 。  

（ 2-10）  花子は、 かしこそうだ 。  

（村上 2017： 63の（ 12）（ 13））  

 
1 3 細 川 （ 198 9） は 「 『 わ た し は ～ い 。 』 の 形 で 、 「 わ た し 」 の 心 の 様 子 を 表 す

こ と が 可 能 か 。 」 （ 指 標 ① ） を 、 山 岡 （ 200 0） は 「 第 1 人 称 名 詞 句 を 主 題 と し

て 、 〈 感 情 表 出 〉 文 を 作 る こ と が 可 能 か 。 」 （ 指 標 Ａ ） を 指 標 と し て 提 示 し て

い る 。  
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 （ 2-9）は 、話 者が 花 子の 様子 から 「 花子 は、 うれ し いと いう 「感 情 」

を持っているように見える」と述べているのに対し、（ 2-10）は、花子の

様子や外見・その他の情報から「花子がかしこいという「属性」を持って

いる よう に見 え る」 と述 べて いる の であ ると して いる 。 （ 2-9） と（ 2-10）

で話者が推し量っている内容を［］に入れると、（ 2-11）と（ 2-12）のよ

うに なる と し、 「う れ しい 」は （ 2-11b）の よう に 思考 動詞 「 感じ る」 を

［］の中に入れることができるが、「かしこい」は思考動詞を［］の中に

入れられず（ 2-12b） のような解釈になると述べている。  

 

（ 2-11） a.花子は、 うれしそうだ 。  

     b.［花子は、うれしいと感じている］ように見える  

 （ 2-12） a.花子は、かしこそうだ 。  

     b.［花子は、かしこい］ように見える  

     c.［花子は、かしこいと感じている］ように見える  

（ 村 上 2017： 63-64の （ 14） （ 15） ）  

 

 村上（ 2017）はソウダの二つの解釈のうち、「感情や感覚が経験者の外

見 に 現 れ た 様 子 を 述 べ る 」 と 解 釈 さ れ る も の を ［ 内 部 ソ ウ ダ ］ と 呼 び 、

「対象がある属性を持っているような様子であ ることを述べる」と解釈さ

れるものを［外部ソウダ］と呼んでいる。村上（ 2017）は、「形容詞＋ソ

ウダ」が［内部ソウダ］と［外部ソウダ］のうちのど ちらに解釈されるか

について、終止用法、副詞用法、連体用法のそれぞれにおいて見て、これ

を形容詞分類の指標としている。それぞれの指標は次の通りである。  
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 指標 1：終止用法  

    「花子は、～そうだ（だった）」が［内部ソウダ］として適格文

になる。  

 指標 2：副詞用法  

    「花子は、～そうに～する（した）」が［内部ソウダ］として適

格文になる。  

 指 標 3：連体用法  

    「～そうな名詞」が［内部ソウダ］にしかならず、［外部ソウダ］

にならない。  

（村上 2017： 66）  

 

指 標 1は「 当該 の 形容 詞が 、他 者の 感 情 や感 覚を 話者 が直 接述 べ られ な

い も の と し て 表 せ る か を 見 る も の で 、 感 情 形 容 詞 の 人 称 制 限 の 有 無 を 見

るも の」 （ p.66）で あり 、指 標 1を満 た す語 を感 情形 容詞 、 満た さな い語

を属性形容詞であると認定している。  

指 標 2は「 当該 の 形容 詞が 、副 詞句 と し て、 他者 の感 情や 感覚 を 話者 が

直 接 述 べ ら れ な い も の と し て 表 せ る か を 見 る も の 」 （ p.66） で あ り 、 指

標 1を 満た す語 はす べて 指標 2を満 たす と してい る。 ただ し、 指標 1を 満た

さな い語 のう ち指 標 2を 満た す 語が あり 、そ れは 属性 形容 詞で もや や感 情

形容詞寄りのものとして扱っている。  

指 標 3は「 感情 を 表し 得る 形容 詞を 、 よ り経 験者 の感 情を 表す こ とを 志

向 す る 語 と 、 そ う で な い 語 を 分 け る 」 （ p.66） も の で あ り 、 指 標 1・ 2を

満た す語 を指 標 3が 満た すか ど うか によ り、 典型 的な 感情 形容 詞と やや 属

性形容詞寄りのものに分類している。  

この よう にし て形 容詞 は 表 2-5の よう に A～ Dの 四つ の群 に 分類 され ると

し 、 A群と B群は 感情 形容 詞で A群は 「よ り経験 者の 感情 を表 すこ とを 志 向

する 語」 、 B群 は「 経験 者の 感 情だ けで なく 対象 の状 態を 表す こと をも 志
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向 す る 語 」 で あ り 、 D群 は 「 典 型 的 な 属 性 形 容 詞 」 、 C群 は 「 属 性 形 容 詞

で は あ る も の の 副 詞 句 と し て 用 い ら れ た 場 合 に 感 情 を 表 す 語 」 で あ る と

定義している。  

その 結果 、 村上 （ 2017） は四 つの 分 類に 該当 する 形 容詞 を 表 2-5の よう

に指標 1～ 3の可否とともに示している。  

 

表 2-5 形容詞分類の概略（村上 2017： 67の表 1）  

 

語 例  

指 標 1  

終 止 用 法 で  

[内 部 ソ ウ ダ ]  

に な る  

指 標 2  

副 詞 用 法 で  

[内 部 ソ ウ ダ ]  

に な る  

指 標 3  

連 体 用 法 で  

[内 部 ソ ウ ダ ]  

に し か な ら な い  

A 悲 し い  ○  ○  ○  

B 寒 い  ○  ○  × 

C う る さ い  × ○   

D 明 る い  × × 

 

 ここからは、各形容詞グループの例を挙げ、村上（ 2017）が各指標をど

のように判断して分類を行っているかを見ていく。  

 

A群（例：「悲しい」）  

  A群は指標 1～ 3の 三つ とも成り立つものであるとしている。  

 

（ 2-13）  花子は、 悲しそうだ 1 4。  

［花子は、悲しいと感じている］ように見える。  

〈指標 1…○〉  

（ 2-14）  花子は、 悲しそうにうつむいた。  

花子は［花子が悲しいと感じているように見えるやりかたで］

うつむいた。               〈指標 2…○〉  

  （ 2-15） a. 悲しそうな  顔／声／様子／目  

 
1 4 （ 2- 13） ～ （ 2- 22） の 下 線 は 筆 者 （ 権 ） に よ る も の で あ る 。  
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       ［悲しいと感じているよう見える］顔／声／様子／目  

      b.＊ 悲しそうな  知らせ／ニュース／映画  

       ［悲しいと感じさせる属性を持っているように見える］知

らせ／ニュース／映画          〈指標 3…○〉  

（村上 2017： 8-9の（ 31）～（ 33））  

 

ま ず （ 2-13） で は 終 止 用 法 の 「 悲 し そ う だ 」 は ［ 内 部 ソ ウ ダ ］ と 解 釈

され て指 標 1を 満た し 、「 悲し い」 は感 情形 容詞 と認 定さ れて いる 。 次に

（ 2-14）では副詞用法の「悲しそうに」も［内部ソウダ］と解釈されて指

標 2を満たすとしている。続いて（ 2-15）では（ 2-15a）の連体用法「悲し

そう な顔 ／ 声／ 様子 ／ 目」 は［ 内部 ソ ウ ダ］ と解 釈 され るが （ 2-15b） の

「悲しそうな知らせ／ニュース／映画」は不適格で外部ソウダにならない

としている。このように、「悲しい」は連体用法では［内部ソウダ］にし

かならず指標 3を満たし、 A群の形 容詞と認定されている。  

 

 B群（例：「寒い」）  

  B群は指標 1、 2は成り立つが指標 3は成り立たないものであるとしてい

る。  

 

  （ 2-16）  花子は、 寒そうだ 。  

      ［花子は寒いと感じている］ように見える。〈指標 1…○〉  

  （ 2-17）  花子は、 寒そうに 手をこすった。  

      花子は［花子が寒いと感じているように見えるやり方で］手

をこすった。               〈指標 2…○〉  

（ 2-18） a. 寒そうな  様子／そぶり  

      ［寒いと感じているように見える］様子／そぶり  

     b. 寒そうな  部屋／服装  
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      ［ 寒 い と 感 じ さ せ る 属 性 を 持 っ て い る よ う に 見 え る ］ 部

屋／服装               〈指標 3…×〉  

（村上 2017： 9-10の（ 34）～（ 36））  

 

ま ず （ 2-16） で は 終 止 用 法 の 「 寒 そ う だ 」 が ［ 内 部 ソ ウ ダ ］ と 解 釈

さ れ 指 標 1を 満 た し 、 「 寒 い 」 は 感 情 形 容 詞 と 認 定 さ れ て い る 。 次 に

（ 2-17） で は 副 詞 用 法 の 「 寒 そ う に 」 も ［ 内 部 ソ ウ ダ ］ と 解 釈 さ れ 指

標 2を 満 た す と さ れ て い る 。 た だ し 指 標 3で は 、 連 体 用 法 で は 「 寒 そ う

な」 が（ 2-18a）の 「寒 そ うな  様 子／ そぶ り」 の よう に［ 内部 ソ ウダ ］

に な る の み で な く 、 （ 2-18b） の 「 寒 そ う な  部 屋 ／ 服 装 」 の よ う に

［外 部ソ ウダ ］に も なる とさ れて い る。 この よう に、 「寒 い 」は 指標 3

を満たさず、感情形容詞 Bと認定されている。  

 

 C群 （例：「うるさい」）  

  C群は 指標 1は成 り立 たな いが 指標 2は成り 立つ もの であ ると して いる 。  

 

  （ 2-19）  花子は、 うるさそうだ。  

      ［花子は、うるさいと感じている］ように見える 。  

      ［花子は、大声で話す迷惑な人間である］ように見える。  

〈指標 1…×〉  

  （ 2-20）  花子は、 うるさそうに耳をふさいだ。  

花子は［花子がうるさいと感じているように見えるやり方で］

耳をふさいだ。              〈指標 2…○〉  

（村上 2017： 10の（ 37）（ 38））  

 

  まず（ 2-19）では終止用法の「うるさそうだ」は［外部ソウダ］の解

釈と なり 指標 1を 満た さず 、 属性 形容 詞 と認 定さ れて いる 。 次に （ 2-20）
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では 副詞 用法 の「 う るさ そう に」 は ［内 部ソ ウダ ］と 解釈 さ れて 指標 2

を 満 た す と さ れ て い る 。 こ の よ う に 「 う る さ い 」 は 属 性 形 容 詞 と 認 定

さ れ る が 副 詞 用 法 で は 内 部 ソ ウ ダ と 解 釈 さ れ る た め 、 属 性 形 容 詞 で も

やや感情形容詞寄りの C群と認定されている。  

 

 D群（例：「明るい」）  

  D群は指標 1も 2も成り立たないものであるとしている。  

 

  （ 2-21）  花子は、 明るそうだ 。  

      ［花子は明るいと感じている］ように見える 。  

      ［花子は明るい人間である］ように見える。〈指標 1…×〉  

  （ 2-22） ？ 花子は、 明るそうに 挨拶した。  

cf.花子は、明るく挨拶した。       〈指標 2…×〉  

（ 村 上 2017： 10-11の （ 39） （ 40） ）  

 

 ま ず （ 2-21） で は 終 止 用 法 の 「 明 る そ う だ 」 は ［ 外 部 ソ ウ ダ ］ の 解

釈と なり 指標 1を 満た さず 、 属性 形容 詞 と認 定さ れて いる 。 次に （ 2-22）

では 副詞 用法 の「 明 るそ うに 」は 文 がそ もそ も不 自然 であ り 、指 標 2も

満 た さ な い と 判 断 さ れ て い る 。 こ の こ と か ら 「 明 る い 」 は 典 型 的 な 属

性形容詞の D群と認定されている。  

 

 上記の内容を村上（ 2017）は表 2-6のようにまとめている。  
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表 2- 6 村上 （ 2 017） の形 容詞 の分 類 のま とめ（ 村 上 20 17： 80の 表３ を修 正 ）  

 

指 標 1  

終 止 用 法  

［ 内 部 ソ ウ

ダ ］ に な る  

指 標 2  

副 詞 用 法  

［ 内 部 ソ ウ

ダ ］ に な る  

指 標 3  

連 体 用 法  

［ 内 部 ソ ウ

ダ ］ に し か

な ら な い  

語 例  形 容 詞 分 類  

A ○  ○  ○  
悲 し い  

残 念 な  

感

情

形

容

詞 

典 型 的 な 感 情 形

容 詞  

よ り 経 験 者 の 状

態 を 述 べ る こ と

を 志 向 す る  

B ○  ○  × 
寒 い  

快 適 な  

対 象 の 状 態 を 述

べ る こ と を も 志

向 す る  

C × ○  

 

う る さ い  

気 の 毒 な  

属

性

形

容

詞 

副 詞 句 と し て あ

る 限 定 さ れ た 時

間 に お け る 動 き

の 行 わ れ 方 を 表

す こ と に よ り 感

情 を 表 す  

D × × 
明 る い  

静 か な  

典 型 的 な 属 性 形

容 詞  

 

 以上、村上（ 2017）は三つの指標を用いて形容詞を典型的な感情形容詞

から 典型 的な 属性 形容 詞ま で段 階的 に A～ Dの 四つ に分 類し てい る。 A群 は

典型的な感情形容詞で、 D群は典型的な属性形容詞であり、 B群は連体用法

で「寒そうな部屋」「寒そうな服装」などモノの属性を表せる点でやや属

性的 な感 情形 容詞 に、 C群 は連 用用 法で 「う るさ そう に耳 をふ さい だ 」の

ように主体の感情を表せる点でやや感情的な属性形容詞に分類されている。

本研究も形容詞を属性と感情の連続体として捉えて、分類の指標を用いて

形容詞をより感情的なものとより属性的なも のに分類する点で村上（ 2017）

と同様である。  

し か し 、 村 上 （ 2017） が 用 い た 指 標 に 関 し て は 、 そ の 判 断 が 恣 意 的 に

なる恐れがあるという問題点が指摘できる。例えば、村上（ 2017）が「わ

たしは～い。」で判断が難しい例として挙げた「うるさい」の場合、「花

子は～そうだ。」においてもそうであることが指摘できる。村上（ 2017）

は「花子は、うるさそうだ」について、「「花子は、うるさいと感じてい

る」ように見える」という解釈は不自然で、「「花子は、大声で話す迷惑



第２章 形容詞の分類に関する先行研究 62 

 

 

な人間であるように見える」」という解釈が可能であるとしている 。「花

子は、うるさそうだ」を「「花子は、うるさいと感じている」ように見え

る」のように解釈するには、「花子はうるさそうにしていた」のように副

詞句にしなければならないと述べている。  

し か し 、 花 子 が 耳 を 両 手 で ふ さ い で 顔 を し か め て い る 文 脈 で 「 花 子 は 、

うるさそうだ」と言ったとすると、これは「「花子は、うるさいと感じて

いる」ように見える」という意味に解釈できる。  

 

2.10 まとめと本研究の分類  

 

以 上 、 2.1節 か ら 2.9節 ま で 形 容 詞 の 分 類 に つ い て 論 じ た 先 行 研 究 を 概

観した。これらを整理すると次のようになる。  

 

① 分 類の観点  

 

 先行研究の分類の観点は大きく三つに分けられる。一つ目は、形容詞の

文型など文法現象に基づき形容詞を 大きく主観的な語（感情形容詞）と客

観的な語（属性形容詞）の二つに分類したものであり、時枝（ 1950）、西

尾（ 1972）、細川（ 1989）、村上（ 2017）が挙げられる。二つ目は、形容

詞文全体の機能的な意味（感情表出、属性規定、状態描写 …）から形容詞

を感情表現（感情形容詞）と性状規定（叙述形容詞）に分類したものであ

り、草薙（ 1977）、寺村（ 1982）、山岡（ 2000）が挙げられる。三つ目は、

形容詞が一時的な状態を表すか通常的な特性を表すかという 時間的限定か

ら形容詞を状態形容詞と質形容詞に 分類したものであり、荒（ 1989）、樋

口（ 1996）が挙げられる。これらをまとめると表 2-7のようになる。  
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表 2- 7 形容 詞 分類 の立 場に よ る先 行研 究の 分類  

分 類 の 立 場  先 行 研 究  

文 法 的 な 特 徴 か ら の 分 類  

（ 主 観 ・ 客 観 ／ 感 情 ・ 属 性 ）  

時 枝 (1 950)、 西 尾 (197 2)、 細 川 (1 989)、  

村 上 (2 017)  

文 の 機 能 的 な 意 味 か ら の 分 類  

（ 感 情 表 現 ・ 性 状 規 定 ）  
草 薙 (1 977)、 寺 村 (198 2)、 山 岡 (2 000）  

時 間 的 な 限 定 か ら の 分 類  

（ 状 態 形 容 詞 ・ 質 形 容 詞 ）  
荒 (198 9)、 樋 口 (1 996)  

 

 本研究ではこのうち時枝（ 1950）、西尾（ 1972）、細川（ 1989）、村上

（ 2017）と同様に、形容詞を取り巻く構文の特徴を指標として用いる。ま

た、細川（ 1989）と村上（ 2017）と同様に、複数の指標を用いてその可否

を合わせて総合的に判断することで、形容詞を多様な側面から分類し特徴

づける。  

 以 上の 分類 の 観点 から 行わ れた 形 容詞 の分 類は 、 次 の 表 2-8の よう にま

とめ ら れる 。 表 2-8で 時 枝（ 1950） 、 西 尾（ 1972） 、 草薙 （ 1977） 、寺 村

（ 1982）、 細川（ 1989）、山岡（ 2000）、村上（ 2017）は形容詞を大きく

主観的なもの（感情）と客観的なもの（属性）に分けていて、荒（ 1989）、

樋口（ 1996）は形容詞を大きく〈状態〉を表すものと〈質〉を表すものに

分けている。さらに、本研究の形容詞の七つの類型も加えた。線は完全な

一致を意味するものでなく、大体の一致を表す。  
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表 2- 8 先行 研 究に おけ る形 容 詞分 類の まと め  

 形 容 詞 の 分 類  

〈 感 情 ／ 主 観 〉   〈 属 性 ／ 客 観 〉  

時 枝  

（ 1950）  

「 主 観 的 表 現 の 語 」  

(例 ： 恨 め し い 、 恋 し

い 、 懐 か し い 、 望 ま し

い 、 欲 し い )  

「 主 観 客 観 の  

総 合 的 表 現 の 語 」  

(例 ： 暑 い 、 怖 い 、 寂

し い 、 す ご い 、 憎 ら

し い )  

「 客 観 的 表 現 の

語 」  

(例 ： 赤 い 、 堅

い 、 高 い 、 激 し

い )  

西 尾  

（ 1972）  

「 感 情 形 容 詞 」  

(例 ： 恨 め し い 、 恋 し

い 、 懐 か し い 、 欲 し い )  

（ 感 情 と 属 性 の 両 方

を も つ 語 ）  

(例 ： 暑 い 、 お か し

い 、 可 愛 い 、 怖 い 、

寂 し い 、 憎 ら し い )  

「 属 性 形 容 詞 」  

(例 ： 赤 い 、 堅

い 、 す ご い 、 高

い 、 望 ま し い )  

草 薙  

（ 1977）  

「 感 情 形 容 表 現 」  

(例 ： 嬉 し い 、 欲 し い )  

 

「 観 察 形 容 表 現 」  

(例 ： 大 き い 、 赤

い 、 面 白 い )  

「 感 覚 形 容 表 現 」  

(例 ： 痛 い 、 眠 い )  

「 嗜 好 形 容 表 現 」  

(例 ： 好 き だ 、 嫌 い だ )  

寺 村  

（ 1982）  

「 感 情 の 直 接 表 現 」  

(例 ： 嬉 し い 、 寂 し い 、

怖 い 、 好 き だ 、 嫌 い だ )  

「 感 情 的 品 定 め の 表

現 」  

(例 ： 怖 い 、 恐 ろ し

い )  

「 性 状 規 定 」  

(例 ： 大 き い 、 赤

い 、 反 対 だ )  

細 川  

（ 1989）  

A型  

(例 ： 暖 か い 、 暑 い 、 恨

め し い 、 う る さ い 、 恋

し い 、 懐 か し い 、 憎 ら

し い 、 眩 し い )  

B -3、 B- 4型  

(例 ： お か し い 、 忙 し

い 、 疑 わ し い 、 汚 ら

わ し い 、 心 強 い 、

清 々 し い 、 珍 し い )  

C型  

(例 ： 赤 い 、 堅

い 、 す ご い 、 高

い 、 望 ま し い 、 激

し い )  
B -5型  

(例 ： 温 か い 、 熱 い 、

甘 い 、 酸 っ ぱ い )  

山 岡

（ 2000）  

「 状 態 的 情 意 形 容 詞 」  

(例 ： い と し い 、 恋 し

い 、 羨 ま し い )  

「 属 性 的 情 意 形 容

詞 」  

(例 ： 恐 ろ し い 、 可 愛

い 、 怖 い )  

「 属 性 形 容 詞 」  

(例 ： 大 き い 、 赤

い 、 美 し い )  

「 関 係 形 容 詞 」  

(例 ： 反 対 だ 、 同

じ だ )  

「 感 覚 形 容 詞 」  

(例 ： 痛 い 、 痒 い )  

「 描 写 形 容 詞 」  

(例 ： 痛 々 し い 、

有 頂 天 だ )  

村 上  

（ 2017）  

A群  

(例 ： 恋 し い 、 心 強 い 、

懐 か し い 、 欲 し い )  

B群  

(例 ： 暑

い 、 熱

い 、 忙 し

い 、 怖

い 、 清 々

し い 、 憎

ら し い 、

眩 し い )  

C群  

(例 ： う る

さ い 、 汚

ら わ し

い 、 酸 っ

ぱ い 、 珍

し い )  

D群  

(例 ： 赤 い 、 堅

い 、 す ご い 、 高

い 、 望 ま し い 、 は

げ し い )  

 〈 状 態 〉   〈 質 〉  

荒

（ 1989）  

「 状 態 形 容 詞 」  

(例 ： 嬉 し い 、 悲 し い 、

痛 い 、 怠 い )  

(例 ： 冷 た い 、 明 る

い 、 暑 い )  

「 質 形 容 詞 」  

(例 ： 大 き い 、 小

さ い 、 辛 い 、 甘

い 、 や さ し い )  

樋 口

（ 1996）  
「 状 態 形 容 詞 」  

(例 ： か た い 、 寒 い 、

暑 い )  
「 質 形 容 詞 」  
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(例 ： 嬉 し い 、 つ ら い 、

痛 い 、 痒 い 、 そ っ け な

い 、 よ そ よ そ し い )  

(例 ： 優 し い 、 意

地 悪 だ 、 利 口 だ 、

バ カ だ )  

本 研 究  

①  

「 憎

い 」 類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱

い 」 類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少

な

い 」

類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

 

 本研究は、時枝（ 1950）、西尾（ 1972）、寺村（ 1982）、細川（ 1989）、

山岡（ 2000）、村上（ 2017）に続き形容詞の属性・感情の二種の分類を認

め た 上 で 、 感 情 度 の 高 い も の か ら 属 性 度 の 高 い も の ま で 、 「 憎 い 」 類 、

「嬉しい」類、「寂しい」類、「熱い」類、「危ない」類、「少ない」類、

「赤い」類という七つの分類を示す。  

 

② 分類の指標  

 

 形容詞分類のための指標を明示的に示した研究には、西尾（ 1972）、細

川（ 1989）、山岡（ 2000）、村上（ 2017）が挙げられる。西尾（ 1972）、

細川（ 1989）、村上（ 2017）は感情形容詞の主語の 制約や対象語の内容に

関わるものを、山岡（ 2000）は「感情表出」「属性規定」のような文機能

や格 構造 に関 わ るも のを 中心 に示 し てい る。 これ らを ま とめ ると 表 2-9の

ようになる。  
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表 2 - 9  先 行 研 究 の 形 容 詞 分 類 の 指 標  

 西 尾 （ 1 9 7 2）  細 川 （ 1 9 8 9）  山 岡 （ 2 0 0 0）  村 上 （ 2 0 1 7）  

感

情

形

容

詞

の

主

語

の

制

約 

主

語

が

一

人

称

 

環 境 Ⅱ  

(わ た し は )～ い

(だ )。 話 し 手 の  

感 情 ・ 感 覚  

指 標 ①  

「 わ た し は ～

い 。 」 の 形 で 、

「 わ た し 」 の 心 の

様 子 を 表 す こ と が

可 能 か 。  

指 標 Ａ  

第 1人 称 名 詞 句 を

主 題 と し て 、 ＜

感 情 表 出 ＞ 文 を

作 る こ と が 可 能

か 。  

 

主

語

が

一

人

称

以

外

 

環 境 Ⅲ  

{あ な た ／ あ の 人 }

は ～ い 。 第 二 (三 )

人 称 者 の 感 情 (覚 )  

環 境 Ⅳ  

{あ な た ／ あ の 人 }

は ～ そ う だ 。 感 情

(覚 )の 表 れ た 様 子  

環 境 Ⅰ  

～ が る  

  

指 標 1  

終 止 用 法 で  

［ 内 部 ソ ウ ダ ］

に な る  

指 標 2  

副 詞 用 法 で  

［ 内 部 ソ ウ ダ ］

に な る  

指 標 3  

連 体 用 法 で  

［ 内 部 ソ ウ ダ 」

に し か な ら な い  

対

象

語

の

特

徴 

対

象

語

の

内

容

 

環 境 Ⅴ  

《 対 象 ＝ モ ノ 》 が

～ い (だ )  

環 境 Ⅵ  

《 対 象 ＝ 人 》 が  

～ い (だ )  

環 境 Ⅶ  

《 対 象 ＝ コ ト 》 が

～ い (だ )  

環 境 Ⅷ  

～ い (な )こ と  

＜ 内 容 ＞  

指 標 ③  

対 象 内 容 と し て モ

ノ ・ コ ト ・ カ ラ ダ

(話 し 手 自 身 の 身

体 部 位 )の ど れ を

と る か 。  

指 標 A 2  

話 し 手 の 肉 体 部

分 を 経 験 者 格 と

し て 構 文 中 に 言

語 化 し 得 る か 。  

 

格

の

数

 

  

指 標 B 2  

２ 項 以 上 の  

必 須 格 名 詞 句 が

あ る か 。  

 

感

情

感

覚

に

関

わ

る

形

式

が

付

く

か 

環 境 Ⅹ  

～ く て (で )た ま ら

な い  

指 標 ②  

「 わ た し は ～ て た

ま ら な い ／ ～ で な

ら な い 」 が 可 能

か 。  

  

文

機

能 

感

情

表

出

 

  指 標 Ａ   

属

性

叙

述

 

  

指 標 Ｂ  

名 詞 句 を 主 題 と

し て 、 超 時 的 ＜

叙 述 ＞ 文 を 作 る

こ と が 可 能 か 。  
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 先行研究では、感情形容詞の主語の制約に関するもの（西尾 1972、細川

1989、山岡 2000、村上 2017）、対象語の内容に関するもの（西尾 1972、細

川 1989、山岡 2000）、「～てならない／たまらない」のような表現が付く

かというもの（西尾 1972、細川 1989）が形容詞を分類する指標として用い

られている。先行研究での指標は、主に人称制限や対象語の特徴に関する

ものに集中していて、人称制限に関する指標の場合、判断が恣意的になる

恐れがある問題点があった。また、「～てならない／たまらない」の場合、

この指標と形容詞の特徴の関連性については特に説明されていない。  

 以上を踏まえて、本研究では表 2-10のような分類の指標を用いる。本研

究で用いる指標は「～てならない／たまらない／しかたがない」構文、他

動詞・使役構文「ＸガＹヲ～クスル／サセル」、比較構文「ＸガＹヨリ～

い」、程度副詞と共起する構文の大きく四つであり、これらは形容詞を入

れて成り立つか否かを見る点で客観的である。自発性・コントロール性や

比較の特徴という面から属性と感情を見ている点で先行研究とは区別され

る。 これらの四つの指標の内容や共起する形容詞については第３章～第６

章で論じる。  
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表 2- 10  本 研究 の分 類 指標 と形 容 詞の 分類 案  

成 り 立 つ か 否 か  ①  

「 憎

い 」 類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱

い 」 類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  
章 指 標  

３

章

 

自

発

性

 

～ て な ら な い  ○  ○  ○  ×  ×  ×  ×  

～ て た ま ら な い  ○  ○  ○  ○  △  ×  ×  

～ て し か た が な い  ○  ○  ○  ○  ○  △  ×  

４

章

 

属

性

・

感

情

の

 

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

性

 

～

ク

ス

ル 

有 情 物  ×  ×  ○  ○  ○  ○  ○  

有 情 物

の 部 分  

心  ×  △  ○  ○  ○  ○  ○  

カ ラ ダ  ×  ×  △  ○  ○  ○  ○  

非 情 物  

コ ト  ×  ×  ○  ○  ○  ○  ○  

モ ノ  ×  ×  ×  ○  ○  ○  ○  

～

ク

サ

セ

ル 

有 情 物  ×  ○  ○  ○  ○  ○  ×  

有 情 物

の 部 分  

心  ×  ○  ○  ○  ○  ○  ×  

カ ラ ダ  ×  ×  ×  ○  ○  ○  ○  

非 情 物  

コ ト  ×  ×  ○  ○  ○  ○  ○  

モ ノ  ×  ×  ×  ○  △  △  ×  

５

章

 

属

性

・

感

情

の

比

較

の

特

徴

 

人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い  ×  ×  △  △  ○  ○  ○  

モ ノ 1 ガ モ ノ 2 ヨ リ ～

い  
×  △  ○  ○  ○  ○  ○  

コ ト 1 ガ コ ト 2 ヨ リ ～

い  
×  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

６

章

 

非 常 に ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

と て も ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

か な り ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

ち ょ っ と ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

少 し ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

や や ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

相 当 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

大 変 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ×  

な か な か ～ い  ×  ×  ○  ○  ○  ○  ×  

だ い ぶ ～ い  ×  ×  ○  ○  ○  ○  ○  

ず い ぶ ん ～ い  ×  ×  △  ○  ○  ○  ×  
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第３章  「～てならない／たまらない／しかたがない」  

 

3.1 はじめに  

 

 本章では、「～てならない」「～てたまらない」「～てしかたがない」

に前接する語の違いを見ることによって、形容詞を分類することを主張す

る。従来、これらは感情・感覚を表す動詞・形容詞が付いて、その程度が

甚だしいことを表すものであると されている 。  

先 行 研 究 で 、 西 尾 （ 1972） と 細 川 （ 1989） は 「 ～ て な ら な い 」 と 「 ～

てたまらない」を形容詞を分類する指標とし、成り立つものを感情形容詞、

成り立たないも のを属性形 容詞と大き く 二分している 1 5。しかし、これ ら

の 表 現 の 違 い に よ っ て 形 容 詞 は さ ら に 細 か く 分 け ら れ る 。 ま た 、 細 川

（ 1989）は「～てならない」と「～てたまらない」を同じもののように扱

っているが、それぞれと共起する形容詞には違いがありその違いを詳細に

見る必要がある。  

本 研 究 で は 、 形 容 詞 に は 感 情 度 の 高 い も の と 属 性 度 の 高 い も の の よ う

に段階があると考えるが、「～てならない」「～てたまらない」「～てし

かたがない」はその段階を分けるに使われる。各表現が共起する形容詞の

違い と本 研究 に おけ る形 容詞 の七 分 類と の関 連性 を示 す と表 3-1のよ うに

なる。  

 

 

 

 
1 5 西 尾 （ 197 2） は 、 環 境 Ⅹ 「 ～ く て （ で ） た ま ら な い 」 と い う 指 標 を 、 細 川

（ 1989） は 、 指 標 ② 「 『 わ た し は ～ て た ま ら な い ／ ～ で な ら な い 』 が 可 能

か 。 」 と い う 指 標 を 示 し て い る 。  
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表 3- 1 「～ て なら ない ／た ま らな い／ しか たが な い」 と形 容 詞の 七分 類  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を

表 す  

評 価 を

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎 い 」

類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱

い 」 類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

～ て な ら な い  ○  ○  ○  × × × × 

～ て た ま ら な い  ○  ○  ○  ○  △  × × 

～ て し か た が な い  ○  ○  ○  ○  ○  △  × 

 

 表 3-1を見 ると 、全 体 的に 三つ の表 現 は、 ①「 憎い 」 類、 ②「 嬉し い 」

類、③「寂しい」類のように感情度の高い形容詞と共起し、⑦「赤い」類

のように属性度の高い形容詞とは共起できない点で共通している。しかし、

④「熱い」類、⑤「危ない」類、⑥「少ない」類においては違いが見られ

る。  

 このように、三つの表現では形容詞と共起する範囲に違いがある。本研

究ではこれに基づき、「～てならない」「～てたまらない」「～てしかた

がない」を形容詞の分類の一つとし、形容詞を五つの段階に分ける。さら

に、他の章と合わせて最終的に形容詞を七つ に分類する。  

3.1節 で は 本 章 の 構 成 と 主 張 の 要 点 に つ い て 述 べ て 、 3.2節 で は 「 ～ て

ならない」「～てたまらない」「～てしかたがない」の先行研究について

概観する。続いて 3.3節では検索エンジン gooを用いた調査の概要について

説明 し、 3.4節で はそ の 検索 結果 に基 づ き「 ～て なら な い」 「～ てた ま ら

な い 」 「 ～ て し か た が な い 」 と 共 起 す る 形 容 詞 の 特 徴 を 述 べ る 。 最 後 に

3.5節ではここまでの内容をまとめる。  
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3.2 先行研究  

 

 本節では「～てならない」「～てたまらない」「～てしかたがない」に

ついて論じられている杉村（ 2007）について概観し、先行研究を踏まえて

本章の課題を提示する。  

 杉村（ 2007）は、「～てならない」「～てたまらない」「～てしかたが

ない 」を 対象 に 、検 索エ ンジ ン gooを 使 用し たイ ンタ ー ネッ ト検 索及 び 日

本語母語話者へのアンケートを基に、共起する形容詞と動詞の特徴を調査

し、三つの表現の違いを論じている。  

 杉村（ 2007）は調査対象として動詞と形容詞の 72語を挙げているが、そ

れらは次のとおりである。  

 

《 動詞（ 45語）》  

 心 理動 詞 A（気 がす る、 気 にな る、 気 がつ く、 感じ る、 感 じら れる 、

案じ られ る、 期待 さ れる 、想 像さ れ る） 、心 理動 詞 B（焦 る、 慌て る 、

忘 れ る 、 諦 め る 、 感 動 す る ） 、 思 考 動 詞 （ 思 う 、 思 え る 、 思 わ れ る 、

思 い つ く 、 考 え る 、 考 え ら れ る 、 考 え つ く 、 分 か る 、 分 か ら な い ） 、

生 理 動 詞 （ 喉 が 渇 く 、 腹 が 減 る ） 、 知 覚 ・ 感 覚 動 詞 （ 見 る 、 見 え る 、

聞 く 、 聞 こ え る 、 に お う 、 か お る 、 味 が す る 、 痛 む ） 、 感 情 動 詞 （ 腹

が 立 つ 、 怒 る 、 怒 れ る 、 笑 う 、 笑 え る 、 泣 く 、 泣 け る ） 、 動 作 ・ 変 化

動 詞 （ 食 べ る 、 寝 る 、 起 こ る 、 沸 く ） 、 受 身 動 詞 （ 間 違 わ れ る 、 聞 か

れる）  

《 形容詞（ 27語）》  

感 情 形 容 詞 （ 寂 し い 、 う れ し い 、 恐 ろ し い 、 怖 い 、 楽 し い 、 残 念 だ 、

嫌 だ 、 嫌 い だ 、 好 き だ ） 、 感 覚 形 容 詞 （ う る さ い 、 苦 し い 、 痛 い 、 冷

た い 、 暑 い 、 寒 い 、 暖 か い 、 涼 し い ） 、 味 覚 形 容 詞 （ お い し い 、 ま ず
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い 、 甘 い 、 辛
か ら

い ） 、 属 性 形 容 詞 （ 広 い 、 狭 い 、 物 価 が 高 い 、 赤 い 、 静

かだ、元気だ）  

 

 以 上 の 72語 に 対 し て 、 杉 村 （ 2007） は gooの ウ ェ ブ 検 索 を 使 用 し て 、

「～てならない」「～てたまらない」「～てしかたがない」とのヒット数

を調 査し てい る。 実施 期間 は 2006年 6月 3日か ら 4日 まで であ り 、検 索の 対

象とした形は次の通りである。  

 

 ・「～てならない」「～てなんない」「～てならなかった」「～てなら

なく」「～てならなけれ」「～てならず」「～てならぬ」「～てなら

ん」「～てならねえ」「～てなんねえ」 「～てなりません」  

 ・「～てたまらない」「～てたまんない」「～てたまらなかった」「～

てたまらなく 」「～てたまらなけれ」「～てたまらず」「～てたまら

ぬ」「～てたまらん」「～てたまらねえ」 「～てたまんねえ」 「～て

たまりません」  

・ 「 ～ て し か た が な い 」 「 ～ て し か た が な か っ た 」 「 ～ て し か た が な

く 」 「 ～ て し か た が な け れ 」 「 ～ て し か た が ね え 」 「 ～ て し か た が

あ り ま せ ん 」 （ そ れ ぞ れ 「 し か た が な い 」 「 し か た な い 」 「 仕 方 が

ない」「仕方ない」「しょうがない」の形を検索）  

 

ま た 、 杉 村 （ 2007） は 日 本 語 母 語 話 者 と 上 級 日 本 語 学 習 者 （ 中 国 語 母

語話者）に○・×の二択の文法性判断テストを行っている。母語話者への

アン ケー ト 調査 の実 施 期間 は 2004年 11月 18日 から 2005年 7月 13日 にか け て

であり、回答者は「～てならない」は 58人、「～てたまらない」と「～て

しかたがない」は 50人である。テストは次の通りである。  
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質 問  次 の 表 現 が 正 し い と 思 う 場 合 は ○ を 、 正 し く な い と 思 う 場 合  

は×を入れて下さい。  

（）諦めてならない  （）味がしてならない  （）焦ってならない  

（）慌ててならない  （）案じられてならない（）痛んでならない  

（）静かでならない  （）残念でならない   （）好きでならない  

（ 杉 村 2007： 6 ）  

 

 杉村（ 2007）は上のアンケートで母語話者の許容度の高いものを 10例ず

つ抽 出し 、そ れ をコ ーパ ス調 査の ヒ ット 数と 比較 して 、 表 3-2の よう に示

している。  

 

表 3- 2 アン ケ ート にお いて 母 語話 者の 許容 度の 高 い表 現上 位 1 0例  

（ 左 は母 語話 者 の許 容度 、 右は コー パス の ヒット 数 ）  

 ～ て な ら な い  ～ て た ま ら な い  ～ て し か た が な い  

1 
気 が し

て  
91.4%  86,339  

寂 し く

て  
98.0%  2,550  

気 に な

っ て  
100.0%  232,05 2  

2 思 え て  89.7%  86,465  暑 く て  98.0%  7,250  
腹 が 立

っ て  
98.0%  6,168  

3 
寂 し く

て  
84.5%  319  寒 く て  96.0%  3,988  

喉 が 渇

い て  
94.0%  829  

4 残 念 で  84.5%  85,447  痛 く て  96.0%  12,779  
う れ し

く て  
92.0%  5,339  

5 
喉 が 渇

い て  
81.0%  10 

う る さ

く て  
96.0%  1,098  

寂 し く

て  
90.0%  4,262  

6 嫌 で  81.0%  158  
喉 が 渇

い て  
96.0%  143  思 え て  88.0%  27,919  

7 
う る さ

く て  
81.0%  27 嫌 で  96.0%  8,007  

う る さ

く て  
88.0%  3,108  

8 
気 に な

っ て  
77.6%  862  

苦 し く

て  
94.0%  1,999  

腹 が 減

っ て  
86.0%  699  

9 
腹 が 立

っ て  
77.6%  228  

う れ し

く て  
92.0%  7,234  残 念 で  86.0%  19,400  

10 笑 え て  77.6%  44 
気 に な

っ て  
92.0%  2,092  寒 く て  86.0%  4,282  

（杉村 2007： 7の表 10）  

 

 杉 村 （ 2007） は 「 ～ て な ら な い 」 に つ い て 、 「 気 が す る 」 「 思 え る 」

「 残 念 だ 」 な ど 「 自 然 に あ る 思 い が こ み 上 げ て く る こ と を 表 す 表 現 」 や
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「寂しい」「うるさい」「喉が渇く」など「感情や生理的現象を表す表現」

と共起する場合に許容度が高いが、このうち「寂しくてならない」「うる

さくてならない」「喉が渇いてならない」はコーパスからの出現数が「～

てたまらない」や「～てしかたがない」に比べてかなり少ないことを指摘

している。このことから「～てならない」は「気がする」「思える」「残

念だ」などとの共 起を典型とし、「そうした思いが自然にこみ上げてきて

頭から離れないほど甚だしいことを表す」（ p.7）と論じている。  

 次に、「～てたまらない」は、「寂しい」「暑い」「痛い」など「精神

的・身体的な刺激によって生じる感情・感覚表現」と共起しやすく、この

点はコーパスの結果と一致するとしている。一方、「気になる」「喉が渇

く」「腹が減る」など「自然に湧き起こる感情や感覚を表す表現」と共起

する場合、許容度は高いが実例が「～てしかたがない」に比べて少なく、

「～てならない」と自然に共起する「思える」「思われる」が「～てたま

らない」とは共起しにくいことを指摘している。このことから「～てたま

らない」は「寂しい」「暑い」「痛い」などとの共起を 典型とし、「そう

した 感情 や感 覚 の程 度が 耐え られ な いほ ど甚 だし いこ と を表 す」 （ p.7）

と論じている。  

 最 後 の 「 ～ て し か た が な い 」 に つ い て は 、 「 気 に な る 」 「 腹 が 立 つ 」

「喉が渇く」など「自然に湧き起こる感情や感覚を表す表現」と共起しや

すく、「思える」「残念だ」「寂しい」など「～てならない」や「～てた

まらない」で許容度の高い表現は「～てしかたがない」とも共起しやすい

としている。したがって、「～てしかたがない」は「気になる」「腹が立

つ」「喉が渇く」などとの共起を典型としつつ「～てならない」や「～て

たまらない」の範囲 まで広く覆い、「そうした感情や感覚の程度が制御で

きないほど甚だしいことを表す」（ p.8）と論じている。  

 また、これらの表現と共起する形容詞に関して、「寂しい」「残念だ」

のような感情形容詞や「暑い」「痛い」のような感覚形容詞と共起しやす
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いが、「広い」「赤い」のような属性形容詞や「暖かい」「涼しい」のよ

うなプラスイメージの形容詞とは共起しにくい傾向があることを述べてい

る。  

 以上、杉村（ 2007）の三つの表現の特徴をまとめると次のようになる。  

 

  「～てならない」：「気がする」「思える」などと共起して自然にあ

る 思 い が こ み 上 げ て き て 頭 か ら 離 れ な い ほ ど 甚

だしいことを表す  

  「～てたまらない」：「寂しい」「暑い」などと共起して精神的・身

体的な刺激によって生じる感情や感覚の程度が

耐えられないほど甚だしいことを表す  

  「～てしかたがない」：「気になる」「腹が立つ」などと共起して自

然 に 湧 き 起 こ る 感 情 や 感 覚 の 程 度 が 制 御 で

きないほど甚だしいことを表す  

（杉村 2007： 10）  

 

この よう に 、杉 村 （ 2007）は 、検 索 エン ジン gooやア ン ケー ト など の客

観的な調査に 基づき、「～てならない」「～てたまらない」「～てしかた

がない」の使い分けを明らかにしている。本研究も杉村（ 2007）に倣い、

検索エンジン gooを用いて三つの表現と形容詞の共起関係の調査を行う。  

杉 村 （ 2007） は 形 容 詞 の 場 合 27語 を 調 査 対 象 に し て い る が 、 そ の 中 に

「もったいない、いやらしい、美しい」のような評価を表す形容詞や「 眠

い、怠い、かったるい 」のような生理的現象を表す形容詞は含 めていない。

本研究ではそれらも対象にする。また、杉村（ 2007）は、「広い、赤い」

の よ う な 属 性 形 容 詞 は 共 起 し に く い 傾 向 が あ る こ と を 指 摘 し て い る が 、

「～てたまらない」と「～てしかたがない」の場合「味が濃くてたまらな

い」や「部屋が狭くてしかたがない」など属性を表す形容詞と共起する例
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が見られる。本研究では属性を表す形容詞も語を増やして対象にする。こ

のよ うに して 、 本研 究で は形 容詞 275語 を対 象と し、 三 つの 表現 と共 起 す

る形容詞の特徴を詳細に論じる。  

ま た 、 杉 村 （ 2007） が 示 唆 し て い る 三 つ の 表 現 に お け る 形 容 詞 の 違 い

に注目して、本研究では三つの表現と形容詞の共起関係の違いを、形容詞

を分類する指標として用いる。  

 

3.3 調査概要  

 

 本研究では 「～てならない」「～てたまらない」「～てしかたがない」

と 形 容 詞 275 語 と の 共 起 に つ い て 、 検 索 エ ン ジ ン goo

（ https://www.goo.ne.jp/）を使用したインターネット検索でそれぞれの

ヒット数を調査した。それは、同じ条件のもとで、特定の形容詞と共起す

る三つの表現の使用の差を比べるためである。検索期間は 2021年 11月 28日

から 2021年 12月 3日までである。  

検 索 に 際 し て は 、 杉 村 （ 2007） に 倣 い 、 「 ～ て な ら な い 」 「 ～ て た ま

らない」の場合は「～ない」「～んない」「～なかった」「～なく」「～

なけれ」「～ならず」「～ならぬ」「～ならん」「～ならねえ」「～なん

ねえ」「～なりません」の 11の形を検索し、「～てしかたがない」の場合

は「～ない」「～なかった」「～なく」「～なけれ」「～ねえ」「～あり

ま せ ん 」 の 六 つ の 形 を 検 索 し た 。 ま た 「 ～ て し か た が な い 」 に 関 し て は

「しかたがない」「しかたない」「仕方がない」「仕方ない」「しょうが

ない」の形を検索した。例えば、「悲しい」の検索語は以下のようになる。  
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 （例）「悲しい」の場合  

  ・悲しくて｛ならない／ なんない／ ならなかった／ならなく／ならな

けれ／ならず／ならぬ／ならん／ならねえ／なんねえ／

なりません｝  

  ・悲しくて｛たまらない／たまんない／ たまらなかった／たまらなく

／たまらなけれ／たまらず／たまらぬ／たまらん／たま

らねえ／たまんねえ／たまりません｝  

  ・悲しくて｛しかたがない／しかたがなかった／しかたがなく／しか

たがなけれ／しかたがねえ／しかたがありません｝  

       ｛しかたない／しかたなかった／しかたなく／しかたなけ

れ／しかたねえ／しかたありません｝  

       ｛仕方がない／仕方がなかった／仕方が なく／仕方がなけ

れ／仕方がねえ／仕方がありません｝  

       ｛仕方ない／仕方なかった／仕方なく／仕方なけれ／仕方

ねえ／仕方ありません｝  

       ｛しょうがない／しょうがなかった／しょうがなく／しょ

うがなけれ／しょうがねえ／しょうがありません｝  

 

 検索方法は、半角のダブルクオーテーションマーク（「“”」）で検索

語 を 囲 ん で 検 索 し た 。 そ れ は 、 検 索 語 を ダ ブ ル ク オ ー テ ー シ ョ ン マ ー ク

（「“”」）で囲まずに検索すると検索対象外のものも検索されてしまう

ためである。  

こ の よ う に 検 索 す る と 、 画 面 に ヒ ッ ト 数 は 表 示 さ れ な い た め 、 本 研 究

では画面に表示されているものを全て目で見て数えてヒット数を調査した。  
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3.4 共起する形容詞の特徴  

 

 3.3節 で 示 し た よ う に 調 査 し た 結 果 、 「 ～ て な ら な い 」 の 延 べ 語 数 は

9,708語、異なり語数は 195語、「～てたまらない」の延べ語数は 37,806語、

異な り語 数 は 251語 、 「～ てし か たが な い」 の 延べ 語数 は 72,692語、 異 な

り 語 数 は 250語 で あ っ た 。 表 3-3は 「 ～ て な ら な い 」 「 ～ て た ま ら な い 」

「～てしかたがない」と共起する形容詞のヒット数を上位 50位まで示した

ものである。  

 表 3- 3で 、「 ～て なら ない 」「 ～て た まら ない 」「 ～て しか たが ない 」

と共起する上位 50位までの形容詞を見ると、①「憎い」類、②「嬉しい」

類、③「寂しい」類の ように感情度の高い形容詞が上位を占めている こと

が分かる。各表現において上位に現れる形容詞の特徴を見ると、「～てな

ら な い 」 は ① 「 憎 い 」 類 が 上 位 に 現 れ て い て 、 「 ～ て た ま ら な い 」 は ④

「熱い」類 、「～てし かたがない」は⑤「危ない」類と⑥「少ない」類が

上位に現れている。このように、三つの表現は感情を表す形容詞と共起し

やすいが、表現ごとに共起する形容詞の特徴に違いがあることが うかがえ

る。  
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表 3- 3 各表 現 にお ける ヒッ ト 数の 高い 形容 詞の 上 位 50語  

 

「 ～ て な ら な い 」  

延 べ 語 数 ： 9 ,708語  

異 な り 語 数 ： 195語  

「 ～ て た ま ら な い 」  

延 べ 語 数 ： 3 7,806語  

異 な り 語 数 ： 251語  

「 ～ て し か た が な い 」  

延 べ 語 数 ： 7 2,692語  

異 な り 語 数 ： 250語  

形 容 詞  数  類  形 容 詞  数  類  形 容 詞  数  類  

1 悔 し い  478  3寂  楽 し い  959  3寂  楽 し い  2,943  3寂  

2 嬉 し い  383  2嬉  嬉 し い  934  2嬉  嬉 し い  2,183  2嬉  

3 待 ち 遠 し い  369  1憎  暑 い  869  4熱  怖 い  2,092  3寂  

4 悲 し い  356  2嬉  欲 し い  833  1憎  可 愛 い  1,904  5危  

5 楽 し い  351  3寂  怖 い  809  3寂  悔 し い  1,867  3寂  

6 恋 し い  320  1憎  悔 し い  799  3寂  眠 い  1,832  2嬉  

7 愛 お し い  315  1憎  痛 い  780  3寂  欲 し い  1,690  1憎  

8 羨 ま し い  314  1憎  寒 い  773  4熱  待 ち 遠 し い  1,664  1憎  

9 恐 ろ し い  310  3寂  面 白 い  763  5危  面 白 い  1,646  5危  

10 寂 し い  309  3寂  可 愛 い  729  5危  痛 い  1,612  3寂  

11 恥 ず か し い  272  2嬉  恥 ず か し い  703  2嬉  羨 ま し い  1,570  1憎  

12 愛 し い  257  1憎  眠 い  703  2嬉  寒 い  1,491  4熱  

13 可 愛 い  255  5危  待 ち 遠 し い  653  1憎  悲 し い  1,400  2嬉  

14 歯 が ゆ い  238  1憎  恋 し い  648  1憎  苦 し い  1,356  3寂  

15 惜 し い  235  1憎  熱 い  632  4熱  寂 し い  1,278  3寂  

16 怖 い  232  3寂  苦 し い  630  3寂  恥 ず か し い  1,224  2嬉  

17 腹 立 た し い  230  1憎  臭 い  629  4熱  暑 い  1,223  4熱  

18 も ど か し い  198  3寂  愛 し い  623  1憎  悪 い  1,175  6少  

19 口 惜 し い  190  3寂  寂 し い  618  3寂  憎 い  1,143  1憎  

20 苦 し い  183  3寂  愛 お し い  604  1憎  う る さ い  1,122  5危  

21 面 白 い  182  5危  お か し い  573  5危  つ ら い  1,103  3寂  

22 欲 し い  172  1憎  憎 い  564  1憎  痒 い  1,089  2嬉  

23 憎 い  166  1憎  羨 ま し い  550  1憎  気 持 ち 悪 い  1,083  3寂  

24 痛 い  135  3寂  悲 し い  546  2嬉  恋 し い  1,035  1憎  

25 お か し い  
133  

5危  恐 ろ し い  543  3寂  愛 お し い  1,021  1憎  

26 懐 か し い  1憎  懐 か し い  542  1憎  重 い  934  6少  

27 心 苦 し い  131  3寂  痒 い  538  2嬉  恐 ろ し い  931  3寂  

28 痒 い  130  2嬉  切 な い  524  3寂  お か し い  927  5危  

29 切 な い  127  3寂  う る さ い  478  5危  危 な い  917  5危  

30 つ ら い  121  3寂  つ ら い  457  3寂  愛 し い  904  1憎  

31 寒 い  108  4熱  美 味 し い  452  4熱  眠 た い  825  3寂  

32 痛 ま し い  
102  

3寂  し ん ど い  422  3寂  情 け な い  808  5危  

33 情 け な い  5危  気 持 ち 悪 い  375  3寂  鬱 陶 し い  731  3寂  

34 痛 々 し い  95 5危  さ み し い  
373  

3寂  眩 し い  707  4熱  

35 重 い  76 6少  悪 い  6少  腹 立 た し い  691  1憎  

36 悪 い  74 6少  も ど か し い  370  3寂  も ど か し い  685  3寂  

37 誇 ら し い  68 5危  鬱 陶 し い  350  3寂  ウ ザ い  658  5危  

38 気 持 ち 悪 い  66 3寂  可 愛 ら し い  346  5危  臭 い  628  4熱  

39 暑 い  
65 

4熱  愛 ら し い  336  5危  面 倒 臭 い  621  3寂  

40 恨 め し い  1憎  蒸 し 暑 い  334  4熱  も っ た い な い  609  5危  

41 疎 ま し い  
58 

5危  重 い  330  6少  懐 か し い  557  1憎  

42 眠 い  2嬉  眩 し い  319  4熱  切 な い  538  3寂  

43 さ み し い  56 3寂  い じ ら し い  300  1憎  歯 痒 い  534  1憎  

44 鬱 陶 し い  54 3寂  忙 し い  
281  

5危  煩 わ し い  528  5危  

45 う る さ い  51 5危  い や ら し い  5危  さ み し い  522  3寂  

46 忙 し い  49 5危  き つ い  275  6少  息 苦 し い  497  4熱  

47 申 し 訳 な い  48 2嬉  情 け な い  272  5危  申 し 訳 な い  489  2嬉  

48 あ り が た い  
47 

3寂  良 い  269  6少  し ん ど い  488  3寂  

49 心 細 い  3寂  甘 い  267  4熱  忙 し い  473  5危  

50 煩 わ し い  41 5危  ウ ザ い  264  5危  惜 し い  455  1憎  
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 そこで、 3.4.1節～ 3.4.3節では各表現と共起しやすい形容詞の特徴を見

る。各表現において集中度の高い形容詞の特徴を 見るが、 ここで「集中度」

と は 三 つ の 表 現 の う ち 一 つ の 表 現 の ヒ ッ ト 数 が 占 め る 割 合 を 意 味 す る 。

3.4.1節 で は「 ～ て なら な い」 、 3.4.2節 では 「 ～て た ま らな い 」、 3.4.3

節では「～てしかたがない」の集中度の高い上位 50位までの形容詞を見る。  

上 位 50位ま での 形容 詞を 決め る際 、三 つ の表 現の 合計 が 100件未 満の 語

は取り除く こととする 。それは、ヒット数は少ないが集中度が高いため上

位を占める語を排除するためである。例えば「親しい」は、三つの表現の

うち 出現 は「 親し くて しか た がな い」 の 1件の みで ある が、 「 ～て しか た

がない」の集中度は 100%になる。また「偉い」の場合、三つの表現での出

現が全部で 12件であるが、「偉くてしかたがない」は 11件であり「～てし

かたが ない 」の 集中 度は 9 1.7%にな る。 件数を 制限 せ ず に全 て を 対象 にす

る と、 数件 程度 のヒッ ト数 の表 現で あっ ても 集 中度 では 100%や 91.7%と な

り、上位を 占めることになるのである。  

 

3.4.1 「～てならない」  

 

本 節 で は 「 ～ て な ら な い 」 の 集 中 度 の 高 い 上 位 50位 ま で の 形 容 詞 を 見

る。「～てならない」の集中度は「『～てならない』のヒット数／三つの

表現のヒット数の合計×100」であり、表 では「 %」と示す 。  

表 3-4で は 三 つ の 表 現 の 合 計 が 100件 未 満 の 語 を 取 り 除 き 、 「 ～ て な ら

ない」の集中度の高い上位 50位までの形容詞をまとめた。灰色で示した部

分は「～てならない」のヒット数と集中度である。「類」は本研究におけ

る形容詞の七つの類型を示す。他の表も同様である。  
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表 3 - 4  「 ～ て な ら な い 」 の 集 中 度 の 高 い 形 容 詞 の 上 位 5 0位  

（ 三 つ の 表 現 の 合 計 が 1 0 0件 以 上 の 場 合 ）  

 形 容 詞  類  
な ら な

い  

た ま ら

な い  

し か た

が な い  
合 計   形 容 詞  類  

な ら な

い  

た ま ら

な い  

し か た

が な い  
合 計  

1  
痛 ま し

い  
3寂  

1 0 2  

( 5 0 % )  

3 3  

( 1 6 % )  

7 0  

( 3 4 % )  

2 0 5  

1 0 0 %  
2 6  切 な い  3寂  

1 2 7  

( 1 1 % )  

5 2 4  

( 4 4 % )  

5 3 8  

( 4 5 % )   

1 , 1 8 9  

1 0 0 %  

2  
口 惜 し

い  
3寂  

1 9 0  

( 4 1 % )  

1 2 9  

( 2 8 % )  

1 3 9  

( 3 0 % )  

4 5 8  

1 0 0 %  
2 7  

バ カ バ

カ し い  
5危  

1 8  

( 1 0 % )  

4 9  

( 2 9 % )  

1 0 3  

( 6 1 % )  

1 7 0  

1 0 0 %  

3  
心 苦 し

い  
3寂  

1 3 1  

( 3 6 % )  

7 9  

( 2 2 % )  

1 5 1  

( 4 2 % )  

3 6 1  

1 0 0 %  
2 8  心 細 い  3寂  

4 7  

( 9 % )  

1 9 4  

( 4 0 % )  

2 5 0  

( 5 1 % )  

4 9 1  

1 0 0 %  

4  惜 し い  1憎  
2 3 5  

( 2 5 % )  

2 4 4  

( 2 6 % )  

4 5 5  

( 4 9 % )  

9 3 4  

1 0 0 %  
2 9  

い じ ら

し い  
1憎  

4 0  

( 9 % )  

3 0 0  

( 6 8 % )  

1 0 4  

( 2 3 % )  

4 4 4  

1 0 0 %  

5  
歯 が ゆ

い  
1憎  

2 3 8  

( 2 5 % )  

1 7 5  

( 1 8 % )  

5 3 4  

( 5 6 % )  

9 4 7  

1 0 0 %  
3 0  憎 い  1憎  

1 6 6  

( 9 % )  

5 6 4  

( 3 0 % )  

1 , 1 4 3  

( 6 1 % )  

1 , 8 7 3  

1 0 0 %  

6  
腹 立 た

し い  
1憎  

2 3 0  

( 2 1 % )  

1 8 2  

( 1 7 % )  

6 9 1  

( 6 3 % )  

1 , 1 0 3  

1 0 0 %  
3 1  可 愛 い  5危  

2 5 5  

( 9 % )  

7 2 9  

( 2 5 % )  

1 , 9 0 4  

( 6 6 % )  

2 , 8 8 8  

1 0 0 %  

7  
恨 め し

い  
1憎  

6 5  

( 2 1 % )  

5 7  

( 1 8 % )  

1 9 0  

( 6 1 % )  

3 1 2  

1 0 0 %  
3 2  

情 け な

い  
5危  

1 0 2  

( 9 % )  

2 7 2  

( 2 3 % )  

8 0 8  

( 6 8 % )  

1 , 1 8 2  

1 0 0 %  

8  
忌 々 し

い  
5危  

2 2  

( 1 9 % )  

2 2  

( 1 8 % )  

7 4  

( 6 3 % )  

1 1 8  

1 0 0 %  
3 3  

頼 も し

い  
5危  

1 8  

( 8 % )  

2 1  

( 1 0 % )  

1 7 4  

( 8 2 % )  

2 1 3  

1 0 0 %  

9  
痛 々 し

い  
5危  

9 5  

( 1 8 % )  

1 9 5  

( 1 9 % )  

2 2 6  

( 4 4 % )  

5 1 6  

1 0 0 %  
3 4  苦 し い  3寂  

1 8 3  

( 8 % )  

6 3 0  

( 2 9 % )  

1 , 3 5 6  

( 6 3 % )  

2 , 1 6 9  

1 0 0 %  

1 0  
恐 ろ し

い  
3寂  

3 1 0  

( 1 7 % )  

5 4 3  

( 3 8 % )  

9 3 1  

( 5 2 % )  

1 , 7 8 4  

1 0 0 %  
3 5  楽 し い  3寂  

3 5 1  

( 8 % )  

9 5 9  

( 2 3 % )  

2 , 9 4 3  

( 6 9 % )  

4 , 2 5 3  

1 0 0 %  

1 1  
愛 お し

い  
1憎  

3 1 5  

( 1 6 % )  

6 0 4  

( 3 1 % )  

1 , 0 2 1  

( 5 3 % )  

1 , 9 4 0  

1 0 0 %  
3 6  

お か し

い  
5危  

1 3 3  

( 8 % )  

5 7 3  

( 3 5 % )  

9 2 7  

( 5 7 % )  

1 , 6 3 3  

1 0 0 %  

1 2  
疎 ま し

い  
5危  

5 8  

( 1 6 % )  

3 8  

( 1 1 % )  

2 6 3  

( 7 3 % )  

3 5 9  

1 0 0 %  
3 7  

あ り が

た い  
3寂  

4 7  

( 7 % )  

1 7 8  

( 2 8 % )  

4 0 8  

( 6 4 % )  

6 3 3  

1 0 0 %  

1 3  恋 し い  1憎  
3 2 0  

( 1 6 % )  

6 4 8  

( 3 2 % )  

1 , 0 3 5  

( 5 2 % )  

2 , 0 0 3  

1 0 0 %  
3 8  怖 い  3寂  

2 3 2  

( 7 % )  

8 0 9  

( 2 6 % )  

2 , 0 9 2  

( 6 7 % )  

3 , 1 3 3  

1 0 0 %  

1 4  
も ど か

し い  
3寂  

1 9 8  

( 1 6 % )  

3 7 0  

( 3 0 % )  

6 8 5  

( 5 5 % )  

1 , 2 5 3  

1 0 0 %  
3 9  痒 い  2嬉  

1 3 0  

( 7 % )  

5 3 8  

( 3 1 % )  

1 , 0 8 9  

( 5 2 % )  

1 , 7 5 7  

1 0 0 %  

1 5  悲 し い  2嬉  
3 5 6  

( 1 5 % )  

5 4 6  

( 2 4 % )  

1 , 4 0 0  

( 6 1 % )  

2 , 3 0 2  

1 0 0 %  
4 0  つ ら い  3寂  

1 2 1  

( 7 % )  

4 5 7  

( 2 7 % )  

1 , 1 0 3  

( 6 6 % )  

1 , 6 8 1  

1 0 0 %  

1 6  悔 し い  3寂  
4 7 8  

( 1 5 % )  

7 9 9  

( 2 5 % )  

1 , 8 6 7  

( 5 9 % )  

3 , 1 4 4  

1 0 0 %  
4 1  厳 し い  6少  

8  

( 7 % )  

2 5  

( 2 2 % )  

8 0  

( 7 1 % )  

1 1 3  

1 0 0 %  

1 7  
誇 ら し

い  
5危  

6 8  

( 1 4 % )  

1 9 5  

( 4 1 % )  

2 0 7  

( 4 4 % )  

4 7 0  

1 0 0 %  
4 2  面 白 い  5危  

1 8 2  

( 7 % )  

7 6 3  

( 2 9 % )  

1 , 6 4 6  

( 6 4 % )  

2 , 5 9 1  

1 0 0 %  

1 8  愛 し い  1憎  
2 5 7  

( 1 4 % )  

6 2 3  

( 3 5 % )  

9 0 4  

( 5 1 % )  

1 , 7 8 4  

1 0 0 %  
4 3  弱 い  6少  

1 1  

( 7 % )  

2 8  

( 1 7 % )  

1 2 5  

( 7 6 % )  

1 6 4  

1 0 0 %  

1 9  寂 し い  3寂  
3 0 9  

( 1 4 % )  

6 1 8  

( 2 8 % )  

1 , 2 7 8  

( 5 8 % )  

2 , 2 0 5  

1 0 0 %  
4 4  欲 し い  1憎  

1 7 2  

( 6 % )  

8 3 3  

( 3 1 % )  

1 , 6 9 0  

( 6 3 % )  

2 , 6 9 5  

1 0 0 %  

2 0  
待 ち 遠

し い  
1憎  

3 6 9  

( 1 4 % )  

6 5 3  

( 2 4 % )  

1 , 6 6 4  

( 6 2 % )  

2 , 6 8 6  

1 0 0 %  
4 5  

申 し 訳

な い  
2嬉  

4 8  

( 6 % )  

2 2 3  

( 2 9 % )  

4 8 9  

( 6 4 % )  

7 6 0  

1 0 0 %  

2 1  
羨 ま し

い  
1憎  

3 1 4  

( 1 3 % )  

5 5 0  

( 2 3 % )  

1 , 5 7 0  

( 6 5 % )  

2 , 4 3 4  

1 0 0 %  
4 6  

バ カ ら

し い  
5危  

7  

( 6 % )  

1 6  

( 1 4 % )  

8 9  

( 7 9 % )  

1 1 2  

1 0 0 %  

2 2  
気 恥 ず

か し い  
5危  

1 8  

( 1 3 % )  

5 4  

( 3 8 % )  

7 1  

( 5 0 % )  

1 4 3  

1 0 0 %  
4 7  怪 し い  5危  

2 4  

( 6 % )  

6 0  

( 1 6 % )  

3 0 2  

( 7 8 % )  

3 8 6  

1 0 0 %  

2 3  
恥 ず か

し い  
2嬉  

2 7 2  

( 1 2 % )  

7 0 3  

( 3 2 % )  

1 , 2 2 4  

( 5 6 % )  

2 , 1 9 9  

1 0 0 %  
4 8  

煩 わ し

い  
5危  

4 1  

( 6 % )  

9 6  

( 1 4 % )  

5 2 8  

( 7 9 % )  

6 6 5  

1 0 0 %  

2 4  嬉 し い  2嬉  
3 8 3  

( 1 1 % )  

9 3 4  

( 2 7 % )  

2 , 1 8 3  

( 6 2 % )  

3 , 5 0 0  

1 0 0 %  
4 9  忙 し い  5危  

4 9  

( 6 % )  

2 8 1  

( 3 5 % )  

4 7 3  

( 5 9 % )  

8 0 3  

1 0 0 %  

2 5  
懐 か し

い  
1憎  

1 3 3  

( 1 1 % )  

5 4 2  

( 4 4 % )  

5 5 7  

( 4 5 % )  

1 , 2 3 2  

1 0 0 %  
5 0  

妬 ま し

い  
1憎  

3 4  

( 6 % )  

1 4 4  

( 2 5 % )  

3 8 7  

( 6 8 % )  

5 6 5  

1 0 0 %  
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 表 3-4で、 「～ てな ら ない 」が 他の 表 現よ り集 中度 の 高い 語は 「痛 ま し

い」と「口惜しい」の 2語のみであり、この 2語以外は「～てたまらない」

や「～てしかたがない」の集中度の方が高い。このように、形容詞との共

起において「～てならない」は他の二つの表現に比べ集中度が低い。これ

は、杉村（ 2007）が「～てならない」は「気がする」「思える」「残念だ」

などとの共起を典型とすることを指摘しているように、「～てならない」

は自発的な動詞との共起を主とするためではないかと思われる。  

そ の 中 で も 「 ～ て な ら な い 」 の 集 中 度 が 20%を 超 え る 上 位 7位 ま で の 形

容詞の類型を見ると、③「寂しい」類と①「憎い」類のように感情度の高

い形容詞が現れている。一方、「～てならない」の集中度 の高い形容詞の

上位 50位の中で、④「熱い」類と⑦「赤い」類は現れていない。また、⑤

「危ない」類は上位 50位の中に見られるが「～てたまらない」や「～てし

かた がな い」 の集 中度 が高 く 、⑥ 「少 な い」 類は 2語見 られ る が「 ～て な

らない」の集中度が 7%ぐらいである。このように、「～てならない」は他

の表現に比べて、感覚を表す形容詞や属性度の高い形容詞の集中度が低い

といえる。  

次の 表 3-5は 、④ 「熱 い 」類 の「 熱い 」 、⑤ 「危 ない 」類 の 「危 ない 」 、

⑥「少ない」類の「少ない」における三つの表現の集中度であるが、三語

とも 「～てならな い」の集中度は 1～ 2%程度である。  

 

表 3- 5 「～ て なら ない 」の 集 中度 の低 い形 容詞  

形 容 詞  類  な ら な い  
た ま ら な

い  

し か た が

な い  
合 計  

熱 い  4熱  
14 

(1%)  

632  

(60%)  

411  

(39%)  

1,057  

(100%)  

危 な い  5危  
16 

(2%)  

56 

(6%)  

917  

(93%)  

989  

(100%)  

少 な い  6少  
4 

(2%)  

17 

(8%)  

192  

(90%)  

213  

(100%)  
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以 上 、 「 ～ て な ら な い 」 は 、 三 つ の 表 現 の う ち 形 容 詞 と の 集 中 度 が 低

い表現であるが、その中でも③「寂しい」類と①「憎い」類のように感情

を表す形容詞の集中度が高く、④「熱い」類、⑤「危ない」類、⑥「少な

い」類のように感覚や属性を表す形容詞の集中度は低い。一方、 ⑦「赤い 」

類は現れていない。  

 

3.4.2 「～てたまらない」  

 

 本節では、「～てたまらない」の集中度の高い上位 50位までの形容詞の

特徴 を 見 る 。 表 3-6は 「 ～て たま らな い 」の 集中 度が 高 い順 に並 べた も の

である。  

表 3-6で 、「 ～て た まら ない 」 が他 の表 現よ り集 中 度が 高い のは 上 位 28

位の「臭い」までである。上位 28位までの形容詞の類型は、主に④「熱い」

類、⑤「危ない」類、⑥「少ない」類が現れているのが特徴的である。一

方、「～てたまらない」の集中度の高い形容詞の上位 50位の中で、⑦「赤

い」類は現れていない。①「憎い」類、②「嬉しい」類、③「寂しい」類

は 上 位 50位の 中に 見ら れる が 、③ 類の 「 心地 良い 」「 寝苦 しい 」の 2語 以

外の①～③類の語は「～てたまらない」より「～て しかたがない」の集中

度の方がより高い。  
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表 3 - 6  「 ～ て た ま ら な い 」 の 集 中 度 の 高 い 形 容 詞 の 上 位 5 0位  

（ 三 つ の 表 現 の 合 計 が 1 0 0件 以 上 の 場 合 ）  

 形 容 詞  類  
な ら

な い  

た ま ら

な い  

し か た

が な い  
合 計   形 容 詞  類  

な ら な

い  

た ま ら

な い  

し か た

が な い  
合 計  

1  渋 い  4熱  
0  

( 0 % )  

2 5 3  

( 9 4 % )  

1 5  

( 6 % )  

2 6 8  

1 0 0 %  
2 6  

愛 ら し

い  
5危  

2 3  

( 3 % )  

3 3 6  

( 5 1 % )  

3 0 2  

( 4 6 % )  

6 6 1  

1 0 0 %  

2  
柔 ら か

い  
4熱  

5  

( 2 % )  

2 1 9  

( 9 2 % )  

1 5  

( 6 % )  

2 3 9  

1 0 0 %  
2 7  尊 い  6少  

1 1  

( 3 % )  

1 6 5  

( 5 1 % )  

1 5 0  

( 4 6 % )  

3 2 6  

1 0 0 %  

3  濃 い  6少  
0  

( 0 % )  

1 5 1  

( 8 7 % )  

2 2  

( 1 3 % )  

1 7 3  

1 0 0 %  
2 8  臭 い  4熱  

3 4  

( 3 % )  

6 2 9  

( 4 9 % )  

6 2 8  

( 4 9 % )  

1 , 2 9 1  

1 0 0 %  

4  
い や ら

し い  
5危  

1  

( 0 % )  

2 8 1  

( 8 4 % )  

5 1  

( 1 5 % )  

3 3 3  

1 0 0 %  
2 9  近 い  6少  

1  

( 1 % )  

4 9  

( 4 9 % )  

5 1  

( 5 0 % )  

1 0 1  

1 0 0 %  

5  で か い  6少  
0  

( 0 % )  

8 7  

( 8 1 % )  

2 0  

( 1 9 % )  

1 0 7  

1 0 0 %  
3 0  

気 持 ち

良 い  
3寂  

4  

( 1 % )  

2 6 2  

( 4 6 % )  

3 0 4  

( 5 3 % )  

5 7 0  

1 0 0 %  

6  深 い  6少  
5  

( 4 % )  

9 8  

( 7 9 % )  

2 1  

( 1 7 % )  

1 2 4  

1 0 0 %  
3 1  小 さ い  6少  

2  

( 1 % )  

6 7  

( 4 6 % )  

7 8  

( 5 3 % )  

1 4 7  

1 0 0 %  

7  
素 晴 ら

し い  
5危  

5  

( 3 % )  

1 3 7  

( 7 6 % )  

3 8  

( 2 1 % )  

1 8 0  

1 0 0 %  
3 2  

し ん ど

い  
3寂  

3 0  

( 3 % )  

4 2 2  

( 4 5 % )  

4 8 8  

( 5 2 % )  

9 4 0  

1 0 0 %  

8  
蒸 し 暑

い  
4熱  

6  

( 1 % )  

3 3 4  

( 7 5 % )  

1 0 4  

( 2 3 % )  

4 4 4  

1 0 0 %  
3 3  高 い  6少  

6  

( 1 % )  

1 9 5  

( 4 4 % )  

2 3 9  

( 5 4 % )  

4 4 0  

1 0 0 %  

9  優 し い  5危  
2  

( 2 % )  

8 7  

( 7 4 % )  

2 9  

( 2 5 % )  

1 1 8  

1 0 0 %  
3 4  切 な い  3寂  

1 2 7  

( 1 1 % )  

5 2 4  

( 4 4 % )  

5 3 8  

( 4 5 % )  

1 , 1 8 9  

1 0 0 %  

1 0  す ご い  5危  
1  

( 1 % )  

1 3 7  

( 7 2 % )  

5 3  

( 2 8 % )  

1 9 1  

1 0 0 %  
3 5  

可 愛 ら

し い  
5危  

2 7  

( 3 % )  

3 4 6  

( 4 4 % )  

4 1 3  

( 5 3 % )  

7 8 6  

1 0 0 %  

1 1  
心 地 良

い  
3寂  

7  

( 4 % )  

1 1 1  

( 7 1 % )  

3 8  

( 2 4 % )  

1 5 6  

1 0 0 %  
3 6  

懐 か し

い  
1憎  

1 3 3  

( 1 1 % )  

5 4 2  

( 4 4 % )  

5 5 7  

( 4 5 % )  

1 , 2 3 2  

1 0 0 %  

1 2  甘 い  4熱  
2  

( 1 % )  

2 6 7  

( 7 0 % )  

1 1 3  

( 3 0 % )  

3 8 2  

1 0 0 %  
3 7  き つ い  6少  

5  

( 1 % )  

2 7 5  

( 4 3 % )  

3 5 3  

( 5 6 % )  

6 3 3  

1 0 0 %  

1 3  美 し い  5危  
1 1  

( 3 % )  

2 4 1  

( 6 9 % )  

9 5  

( 2 7 % )  

3 4 7  

1 0 0 %  
3 8  

憎 た ら

し い  
5危  

3 0  

( 6 % )  

2 1 7  

( 4 3 % )  

2 5 5  

( 5 1 % )  

5 0 2  

1 0 0 %  

1 4  
い じ ら

し い  
1憎  

4 0  

( 9 % )  

3 0 0  

( 6 8 % )  

1 0 4  

( 2 3 % )  

4 4 4  

1 0 0 %  
3 9  

暑 苦 し

い  
4熱  

3  

( 1 % )  

1 1 9  

( 4 2 % )  

1 6 3  

( 5 7 % )  

2 8 5  

1 0 0 %  

1 5  苦 い  4熱  
1  

( 1 % )  

1 2 2  

( 6 6 % )  

6 2  

( 3 4 % )  

1 8 5  

1 0 0 %  
4 0  

誇 ら し

い  
5危  

6 8  

( 1 4 % )  

1 9 5  

( 4 1 % )  

2 0 7  

( 4 4 % )  

4 7 0  

1 0 0 %  

1 6  
寝 苦 し

い  
3寂  

3  

( 2 % )  

1 1 1  

( 6 3 % )  

6 1  

( 3 5 % )  

1 7 5  

1 0 0 %  
4 1  

こ そ ば

ゆ い  
1憎  

4  

( 4 % )  

4 4  

( 4 1 % )  

5 9  

( 5 5 % )  

1 0 7  

1 0 0 %  

1 7  
た ま ら

な い  
5危  

0  

( 0 % )  

7 7  

( 6 2 % )  

4 8  

( 3 8 % )  

1 2 5  

1 0 0 %  
4 2  多 い  6少  

1 8  

( 4 % )  

2 0 2  

( 4 1 % )  

2 7 3  

( 5 5 % )  

4 9 3  

1 0 0 %  

1 8  激 し い  6少  
4  

( 3 % )  

8 1  

( 6 1 % )  

4 7  

( 3 6 % )  

1 3 2  

1 0 0 %  
4 3  

く す ぐ

っ た い  
2嬉  

2 3  

( 4 % )  

2 3 7  

( 4 1 % )  

3 2 3  

( 5 5 % )  

5 8 3  

1 0 0 %  

1 9  良 い  6少  
1 5  

( 3 % )  

2 6 9  

( 6 1 % )  

1 5 8  

( 3 6 % )  

4 4 2  

1 0 0 %  
4 4  暑 い  4熱  

6 5  

( 3 % )  

8 6 9  

( 4 0 % )  

1 , 2 2 3  

( 5 7 % )  

2 , 1 5 7  

1 0 0 %  

2 0  熱 い  4熱  
1 4  

( 1 % )  

6 3 2  

( 6 0 % )  

4 1 1  

( 3 9 % )  

1 , 0 5 7  

1 0 0 %  
4 5  煙 い  4熱  

1  

( 1 % )  

6 0  

( 4 0 % )  

8 8  

( 5 9 % )  

1 4 9  

1 0 0 %  

2 1  大 き い  6少  
1 3  

( 5 % )  

1 5 1  

( 5 9 % )  

9 4  

( 3 6 % )  

2 5 8  

1 0 0 %  
4 6  ひ ど い  5危  

3  

( 1 % )  

8 8  

( 4 0 % )  

1 2 9  

( 5 9 % )  

2 2 0  

1 0 0 %  

2 2  エ モ い  5危  
0  

( 0 % )  

8 2  

( 5 7 % )  

6 2  

( 4 3 % )  

1 4 4  

1 0 0 %  
4 7  心 細 い  3寂  

4 7  

( 1 0 % )  

1 9 4  

( 4 0 % )  

2 5 0  

( 5 1 % )  

4 9 1  

1 0 0 %  

2 3  強 い  6少  
1 7  

( 4 % )  

2 5 3  

( 5 3 % )  

2 0 3  

( 4 3 % )  

4 7 3  

1 0 0 %  
4 8  

や る せ

な い  
1憎  

5  

( 3 % )  

6 3  

( 3 9 % )  

9 2  

( 5 8 % )  

1 6 0  

1 0 0 %  

2 4  美 味 い  4熱  
2 3  

( 5 % )  

2 2 4  

( 5 2 % )  

1 8 6  

( 4 3 % )  

4 3 3  

1 0 0 %  
4 9  

さ み し

い  
3寂  

5 6  

( 6 % )  

3 7 3  

( 3 9 % )  

5 2 2  

( 5 5 % )  

9 5 1  

1 0 0 %  

2 5  
美 味 し

い  
4熱  

1 4  

( 2 % )  

4 5 2  

( 5 2 % )  

4 0 9  

( 4 7 % )  

8 7 5  

1 0 0 %  
5 0  冷 た い  4熱  

6  

( 1 % )  

2 0 9  

( 3 8 % )  

3 3 7  

( 6 1 % )  

5 5 2  

1 0 0 %  
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「 ～ て た ま ら な い 」 の 集 中 度 の 最 も 高 い ④ 「 熱 い 」 類 、 ⑤ 「 危 な い 」

類、⑥「少ない」類の語の 特徴を見る 1 6。  

ま ず 、 ④ 「 熱 い 」 類 は 「 渋 い 」 「 柔 ら か い 」 「 蒸 し 暑 い 」 「 甘 い 」

「苦い」「熱い」「美味い」「美味しい」であり、これらは感覚器官を通

して感じる味覚、触覚、温覚などの感覚を表す。  

次 に 、 ⑤ 「 危 な い 」 類 は 「 い や ら し い 」 「 素 晴 ら し い 」 「 優 し い 」

「すごい」「美しい」「たまらない」「エモい」であり、これらは特に感

覚器 官（ ex.視覚 ）に 基づ いて 下す 評価 を表 す点 で特 徴的 であ る。 例 えば 、

「美しい」は視覚器官に基づいて下す評価を表し、「彼女を見た瞬間美し

いと思った」のようにその評価が瞬時に行われる点で感覚的な反応と通じ

る部分があると思われる。  

ま た 、 ⑥ 「 少 な い 」 類 は 「 濃 い 」 「 で か い 」 「 深 い 」 「 激 し い 」 「 良

い」「大きい」「強い」であり、これらはその属性の程度が大きいことを

表す。 （ 3-1）～（ 3-3）は「濃い」「深い」「大きい」が「～てたまらな

い」と共起する例であるが、これらは「チーズの味が濃い」「奥が深い」

「ギャップが大きい」ことに対して、ある感情を伴いその感情の程度が甚

だし いこ とも 表 して いる 。例 えば （ 3-1）は 「チ ーズ の 味の 濃さ 」の 程 度

が甚だしいことを表すのみでなく、「チーズの味が濃い」ことに伴う感情

（ ex.嬉しさ）の程度が甚だしいことも表している。他も同様である。  

 

 

 

 
1 6 「 て た ま ら な い 」 に つ い て は 、 形 容 詞 が 三 人 称 の 状 態 を 表 す か 、 一 人 称 の 感

情 ・ 感 覚 を 表 す か に よ っ て 、 テ 節 と 「 た ま ら な い 」 の 結 合 度 に 違 い が あ る こ と

が 考 え ら れ る 。 例 え ば 「 渋 い 」 の 場 合 、 「 人 が か っ こ よ く て 渋 く て た ま ら な

い 」 の よ う に 「 渋 い 」 が 「 三 人 称 」 の 状 態 を 表 す と 、 テ 節 で 一 端 切 れ て 「 た ま

ら な い 」 と い う 感 情 が 表 出 さ れ て い る よ う に 見 え る が 、 「 こ の 柿 は 渋 く て た ま

ら な い 」 の よ う に 「 渋 い 」 が 「 一 人 称 」 の 感 情 ・ 感 覚 を 表 す と 、 テ 節 と 「 た ま

ら な い 」 が 一 体 と な っ て い る よ う に 見 え る 。 こ の よ う に 、 「 ～ て た ま ら な い 」

は 両 方 の 解 釈 の 可 能 性 が あ る が ど ち ら の 方 で あ る か は っ き り 分 け る こ と は 難 し

い た め 、 ひ と ま ず 補 助 動 詞 用 法 と し て お い た 。  
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（ 3-1）  期待以上に チーズの味が濃くてたまらない ！  

https: //www .buzz feed .com/ jp/hu iyeo ngkim /se ijoish ii -ch eesep asta（ 202 2年 7月

5日 検 索 ） 【 ⑥ 類 】  

（ 3-2）  まったく、本当にこのシリーズは奥が深くてたまらない 。  

https: //www .book bang .jp/r eview /art icle/ 702 153  

（ 2022年 7月 5日 検 索 ） 【 ⑥ 類 】  

（ 3-3）  普 段 しっ かり し てい る 人ほ ど 、 甘 えて い る姿 との ギ ャッ プ が

大きくてたまらない ！  と感じられるようです。  

https: //goo girl. jp/r ena i/ 19102 9005 /（ 20 22年 7月 5日 検 索 ） 【 ⑥ 類 】  

 

以 上 、 「 ～ て た ま ら な い 」 に お い て 他 の 表 現 よ り も 集 中 度 の 高 い 形 容

詞の類型は大きく④「熱い」類、⑤「危ない」類、⑥「少ない」類の三つ

であった。④「熱い」類の中では「柔らかい」「蒸し暑い」のように感覚

器官を通して感じる感覚を表す形容詞の集中度が高く、⑤「危ない」類で

は「 いや らし い 」「 素晴 らし い」 の よう に感 覚器 官（ ex.視覚 ） に基 づい

て比較的瞬時に下す評価を表す形容詞の集中度が高かった。また、⑥「少

ない」類では「濃い」「深い」のように程度の大きい属性を表す形容詞の

集中度が高かった。一方、⑦「赤い」類は現れていない。  

 

3.4.3 「～てしかたがない」  

 

 本節では、「～てしかたがない」の集中度の高い上位 50位までの形容詞

の特 徴を 見る 。 表 3-7は 「～ てし かた が ない 」の 集中 度 が高 い順 に並 べ た

ものである。  
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表 3 - 7  「 ～ て し か た が な い 」 の 集 中 度 の 高 い 形 容 詞 の 上 位 5 0位  

（ 三 つ の 表 現 の 合 計 が 1 0 0件 以 上 の 場 合 ）  

 形 容 詞  類  
な ら

な い  

た ま ら

な い  

し か た が

な い  
合 計   形 容

詞  
類  

な ら な

い  

た ま ら

な い  

し か た

が な い  
合 計  

1  
お っ か

な い  
3寂  

0  

( 0 % )  

0  

( 0 % )  

1 8 4  

( 1 0 0 % )  

1 8 4  

1 0 0 %  
2 6  暗 い  6少  

6  

( 3 % )  

5 4  

( 2 3 % )  

1 7 3  

( 7 4 % )  

2 3 3  

1 0 0 %  

2  危 な い  5危  
1 6  

( 2 % )  

5 6  

( 6 % )  

9 1 7  

( 9 3 % )  

9 8 9  

1 0 0 %  
2 7  ま ず い  4熱  

5  

( 2 % )  

5 4  

( 2 4 % )  

1 6 4  

( 7 4 % )  

2 2 3  

1 0 0 %  

3  
紛 ら わ

し い  
5危  

0  

( 0 % )  

1 4  

( 8 % )  

1 6 6  

( 9 2 % )  

1 8 0  

1 0 0 %  
2 8  

疎 ま し

い  
5危  

5 8  

( 1 6 % )  

3 8  

( 1 1 % )  

2 6 3  

( 7 3 % )  

3 5 9  

1 0 0 %  

4  
か っ た

る い  
2嬉  

2  

( 1 % )  

1 7  

( 7 % )  

2 1 6  

( 9 2 % )  

2 3 5  

1 0 0 %  
2 9  

し つ こ

い  
5危  

1  

( 1 % )  

4 6  

( 2 7 % )  

1 2 4  

( 7 3 % )  

1 7 1  

1 0 0 %  

5  
み っ と

も な い  
5危  

3  

( 2 % )  

8  

( 6 % )  

1 1 6  

( 9 1 % )  

1 2 7  

1 0 0 %  
3 0  悪 い  6少  

7 4  

( 5 % )  

3 7 3  

( 2 3 % )  

1 , 1 7 5  

( 7 2 % )  

1 , 6 2 2  

1 0 0 %  

6  少 な い  6少  
4  

( 2 % )  

1 7  

( 8 % )  

1 9 2  

( 9 0 % )  

2 1 3  

1 0 0 %  
3 1  

照 れ 臭

い  
1憎  

3  

( 2 % )  

4 5  

( 2 6 % )  

1 2 2  

( 7 2 % )  

1 7 0  

1 0 0 %  

7  
息 苦 し

い  
4熱  

1 6  

( 3 % )  

4 6  

( 8 % )  

4 9 7  

( 8 9 % )  

5 5 9  

1 0 0 %  
3 2  珍 し い  6少  

1 4  

( 5 % )  

6 7  

( 2 4 % )  

1 9 9  

( 7 1 % )  

2 8 0  

1 0 0 %  

8  
物 足 り

な い  
5危  

3  

( 1 % )  

2 5  

( 1 0 % )  

2 1 6  

( 8 9 % )  

2 4 4  

1 0 0 %  
3 3  

気 持 ち

悪 い  
3寂  

6 6  

( 4 % )  

3 7 5  

( 2 5 % )  

1 , 0 8 3  

( 7 1 % )  

1 , 5 2 4  

1 0 0 %  

9  遠 い  6少  
4  

( 3 % )  

1 5  

( 1 1 % )  

1 1 2  

( 8 5 % )  

1 3 1  

1 0 0 %  
3 4  

面 倒 臭

い  
3寂  

1 5  

( 2 % )  

2 3 9  

( 2 7 % )  

6 2 1  

( 7 1 % )  

8 7 5  

1 0 0 %  

1 0  
気 ま ず

い  
5危  

1 4  

( 3 % )  

6 4  

( 1 3 % )  

4 2 6  

( 8 5 % )  

5 0 4  

1 0 0 %  
3 5  厳 し い  6少  

8  

( 7 % )  

2 5  

( 2 2 % )  

8 0  

( 7 1 % )  

1 3 3  

1 0 0 %  

1 1  
も っ た

い な い  
5危  

4 0  

( 6 % )  

7 2  

( 1 0 % )  

6 0 9  

( 8 4 % )  

7 2 1  

1 0 0 %  
3 6  ウ ザ い  5危  

8  

( 1 % )  

2 6 4  

( 2 8 % )  

6 5 8  

( 7 1 % )  

9 3 0  

1 0 0 %  

1 2  醜 い  5危  
1  

( 0 % )  

3 9  

( 1 7 % )  

1 8 3  

( 8 2 % )  

2 2 3  

1 0 0 %  
3 7  眠 い  2嬉  

5 8  

( 2 % )  

7 0 3  

( 2 7 % )  

1 , 8 3 2  

( 7 1 % )  

2 , 5 9 3  

1 0 0 %  

1 3  煙 た い  4熱  
1  

( 1 % )  

3 1  

( 1 8 % )  

1 4 5  

( 8 2 % )  

1 7 7  

1 0 0 %  
3 8  薄 い  6少  

2  

( 2 % )  

3 8  

( 2 9 % )  

9 3  

( 7 0 % )  

1 3 3  

1 0 0 %  

1 4  
頼 も し

い  
5危  

1 8  

( 8 % )  

2 1  

( 1 0 % )  

1 7 4  

( 8 2 % )  

2 1 3  

1 0 0 %  
3 9  

じ れ っ

た い  
3寂  

8  

( 2 % )  

1 1 8  

( 2 8 % )  

2 9 1  

( 7 0 % )  

4 1 7  

1 0 0 %  

1 5  
や や こ

し い  
5危  

1 0  

( 2 % )  

6 8  

( 1 7 % )  

3 3 0  

( 8 1 % )  

4 0 8  

1 0 0 %  
4 0  重 い  6少  

7 6  

( 6 % )  

3 3 0  

( 2 5 % )  

9 3 4  

( 7 0 % )  

1 , 3 4 0  

1 0 0 %  

1 6  
気 味 悪

い  
5危  

6  

( 4 % )  

2 2  

( 1 6 % )  

1 0 9  

( 8 0 % )  

1 3 7  

1 0 0 %  
4 1  軽 い  6少  

5  

( 3 % )  

4 2  

( 2 7 % )  

1 0 7  

( 6 9 % )  

1 5 4  

1 0 0 %  

1 7  
バ カ ら

し い  
5危  

7  

( 6 % )  

1 6  

( 1 4 % )  

8 9  

( 7 9 % )  

1 1 2  

1 0 0 %  
4 2  

憎 ら し

い  
5危  

1 5  

( 2 % )  

1 7 9  

( 2 8 % )  

4 4 1  

( 6 9 % )  

6 3 5  

1 0 0 %  

1 8  
煩 わ し

い  
5危  

4 1  

( 6 % )  

9 6  

( 1 4 % )  

5 2 8  

( 7 9 % )  

6 6 5  

1 0 0 %  
4 3  楽 し い  3寂  

3 5 1  

( 8 % )  

9 5 9  

( 2 3 % )  

2 , 9 4 3  

( 6 9 % )  

4 , 2 5 3  

1 0 0 %  

1 9  怠 い  2嬉  
4  

( 1 % )  

7 3  

( 2 0 % )  

2 9 1  

( 7 9 % )  

3 6 8  

1 0 0 %  
4 4  

見 苦 し

い  
5危  

1 1  

( 6 % )  

4 7  

( 2 5 % )  

1 2 9  

( 6 9 % )  

1 8 7  

1 0 0 %  

2 0  眠 た い  3寂  
4  

( 0 % )  

2 1 5  

( 2 1 % )  

8 2 5  

( 7 9 % )  

1 , 0 4 4  

1 0 0 %  
4 5  難 し い  5危  

1 5  

( 6 % )  

6 8  

( 2 5 % )  

1 8 4  

( 6 9 % )  

2 6 7  

1 0 0 %  

2 1  怪 し い  5危  
2 4  

( 6 % )  

6 0  

( 1 6 % )  

3 0 2  

( 7 8 % )  

3 8 6  

1 0 0 %  
4 6  

妬 ま し

い  
1憎  

3 4  

( 6 % )  

1 4 4  

( 2 5 % )  

3 8 7  

( 6 8 % )  

5 6 5  

1 0 0 %  

2 2  
つ ま ら

な い  
5危  

2 2  

( 4 % )  

9 5  

( 1 9 % )  

3 8 5  

( 7 7 % )  

5 0 2  

1 0 0 %  
4 7  

情 け な

い  
5危  

1 0 2  

( 9 % )  

2 7 2  

( 2 3 % )  

8 0 8  

( 6 8 % )  

1 , 1 8 2  

1 0 0 %  

2 3  重 た い  4熱  
5  

( 1 % )  

9 2  

( 2 2 % )  

3 1 5  

( 7 6 % )  

4 1 2  

1 0 0 %  
4 8  

う る さ

い  
5危  

5 1  

( 3 % )  

4 7 8  

( 2 9 %  

1 , 1 2 2  

( 6 8 % )  

1 , 6 5 1  

1 0 0 %  

2 4  弱 い  6少  
1 1  

( 7 % )  

2 8  

( 1 7 % )  

1 2 5  

( 7 6 % )  

1 6 4  

1 0 0 %  
4 9  長 い  6少  

1 0  

( 2 % )  

1 2 5  

( 3 0 % )  

2 8 3  

( 6 8 % )  

4 1 8  

1 0 0 %  

2 5  狭 い  6少  
3  

( 1 % )  

9 3  

( 2 3 % )  

3 0 7  

( 7 6 % )  

4 0 3  

1 0 0 %  
5 0  汚 い  6少  

1 0  

( 3 % )  

8 6  

( 2 9 % )  

2 0 1  

( 6 8 % )  

2 9 7  

1 0 0 %  
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表 3-7で 、「 ～て し かた がな い 」は 上位 50位ま で の全 ての 語 が他 の表 現

より集中度が高い。上位 50位までの形容詞の類型は、⑥「少ない」類、⑤

「危ない」類、④「熱い」類、③「寂しい」類、②「嬉しい」類、①「憎

い」類であるが、その中で⑥「少ない」類と⑤「危ない」類は上位を占め

ていて広く分布している。一方、「～てならない」「～てたまらない」と

同様に⑦「赤い」類は現れていない。  

「 ～ て し か た が な い 」 と 共 起 す る 上 位 50位 の 中 で 上 位 を 占 め て い て 、

分布が広い⑤「危な い」類と⑥「少ない」類の語の特徴を見る。  

 ま ず 、 ⑤ 「 危 な い 」 類 は 「 危 な い 」 「 紛 ら わ し い 」 「 み っ と も な い 」

「物足りない」「気まずい」「もったいない」「醜い」「頼もしい」「や

やこしい」「気味悪い」「バカらしい」「煩わしい」「怪しい」「つまら

な い 」 「 疎 ま し い 」 「 し つ こ い 」 「 ウ ザ い 」 「 憎 ら し い 」 「 見 苦 し い 」

「難しい」「情けない」「うるさい」のように評価を表す形容詞である。

こ れ ら の 評 価 は 3.4.2節 の 「 ～ て た ま ら な い 」 に 現 れ た 「 い や ら し い 」

「美しい」などと比べると、その判断が瞬時には行われにくく、ある程度

の思考活動を経て行われるという特徴を持つ。例えば 、「紛らわしい」は

「 ？ その問題 は見た瞬間 紛らわし かった 」のように瞬間 的に下す評 価と は

考えにくく、知識や過去の経験などに基づいて下す評価であると思われる。  

次 に 、 ⑥ 「 少 な い 」 類 は 「 少 な い 」 「 遠 い 」 「 弱 い 」 「 狭 い 」 「 暗 い 」

「悪い」「珍しい」「厳しい」「薄い」「重い」「軽い」「長い」「汚い」

のように属性を表す形容詞である。⑥類のうち、属性の程度が小さいも の

が上位を占めている点で特徴的である。例えば、「弱い」「遠い」「狭い」

は、「強さ」「近さ」「広さ」という程度においてその程度が小さい方を

表している。  

（ 3-4） ～ （ 3-6） は 「 弱 い 」 「 遠 い 」 「 狭 い 」 が 「 ～ て し か た が な い 」

と共起する例であるが、「涙線が弱い」「大浴場まで遠い」「空間が狭い」

ことに対して、ある感情を伴いその感情の程度が甚だしいこと も表してい
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る 。 1 7例 え ば （ 3-4） は 「 涙 線 の 弱 さ 」 の 程 度 が 甚 だ し い こ と を 表 す の み

でな く、 「涙 線 が弱 い」 こと に伴 う 感情 （ ex.悲 しい ）の 程度 が 甚だ しい

ことも表している。他の例も同様である。  

 

（ 3-4）  お 家 に 帰 っ た ら 、 事 務 所 か ら 素 敵 な お 便 り が 届 い て い ま し

た ！ じ っ く り 読 ん で た ら … 涙  最 近 涙 腺 弱 く て し ょ う が な い

https: //twi tter. com/ sairi _ito/ stat us/49 984 539684 83409 92（ 20 22年

7月 13日 検 索 ） 【 ⑥ 類 】  

（ 3-5）  「 ノースウ イングは 大浴場まで 遠くて仕方が ない 。反 対側に

大 浴 場 の 一 つ も で き な い も の か 」 と ぼ や き つ つ 口 コ ミ を 投 稿

し た の が 数 年 前 。 な ん と い つ の 間 に か ノ ー ス ウ ィ ン グ の 果 て

に新しい温浴施設ができているじゃありませんかｗ。  

https: //www .jtri p.co .jp/h otel/ 0122 0/rev iew /?kID= SKITO URC&d ep=O

S&ref= touro nly（ 2022年 3月 12日 検 索 ） 【 ⑥ 類 】  

（ 3-6）  み なさ ん ご存 知の ル ーブ ル美 術館 、も と もと 宮殿 であ っ たの

を 半 分 を 美 術 館 、 半 分 を 大 蔵 省 が 使 用 し て い ま し た が 、 狭 く

て し ょ う が な い と い う こ と で 大 蔵 省 を 外 に 出 し 、 全 部 を 美 術

館に使することになりました。  

http:/ /netw ork20 10.o rg/ar ticle /159 8（ 20 22年 7月 5日 検 索 ） 【 ⑥ 類 】  

 

 
1 7 田 中 （ 200 4） は 「 て な ら な い 」 「 て た ま ら な い 」 「 て し か た が な い 」 の 容 認

度 に 関 し て 、 次 の よ う な 例 文 を 示 し て い る が 、 こ れ ら の 例 文 で も 「 小 さ い 」

「 狭 い 」 は 「 て し か た が な い 」 （ 「 て し ょ う が な い 」 ） と 一 番 共 起 し や す い 。

本 章 の 調 査 結 果 と 一 致 し て い る 。  

  （ ⅰ ）  こ の 靴 は 小 さ く て ｛ ？ し か た が な い ＞ ？ ？ た ま ら な い ＞ ＊ な ら な

い ｝ 。  

  （ ⅱ ）  こ の 部 屋 は 狭 く て ｛ し ょ う が な い ＞ ？ た ま ら な い ＞ ？ ？ な ら な い ｝ 。  

（ 田 中 2004： 190 の （ 25） （ 26） ）  
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以 上 、 「 ～ て し か た が な い 」 に お い て 他 の 表 現 よ り も 集 中 度 の 高 い 形

容詞の類型は①「憎い」類、②「嬉しい」類、③「寂しい」類、④「熱い」

類、⑤「危ない」類、⑥「少ない」類のように多様である。一方、⑦「赤

い」類は現れていない。「～てしかたがない」の集中度が高い語の中では、

⑤ 類 と ⑥ 類 が 上 位 を 占 め て い て 広 く 分 布 し て い た 。 ⑤ 「 危 な い 」 類 で は

「危ない」「紛らわしい」の ように知識や過去の経験に基づいて下す評価

を表す形容詞の集中度が高く、⑥「少ない」類では「小さい」「狭い」の

ように程度の小さい属性を表す形容詞の集中度が高かった。  

 

 以 上 、 3 . 4 . 1節 ～ 3 . 4 . 3節 で は 、 「 ～ て な ら な い 」 「 ～ て た ま ら な い 」

「～てしかたがない」と共起する形容詞の特徴を見た。その結果をまとめ

ると表 3-8のようになる。  

 

表 3- 8 「～ て なら ない ／た ま らな い／ しか たが な い」 と形 容 詞の 七分 類  

（ 表 3-1の再 掲 ）  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を

表 す  

評 価 を

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎 い 」

類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱

い 」 類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

～ て な ら な い  ○  ○  ○  × × × × 

～ て た ま ら な い  ○  ○  ○  ○  △  × × 

～ て し か た が な い  ○  ○  ○  ○  ○  △  × 

 

 三つの表現は①「憎い」類、②「嬉しい」類、③「寂しい」類のように

感情度の高い形容詞の類型と共起できて、⑥「少ない」類、⑦「赤い」類

の よ う に 属 性 度 の 高 い 形 容 詞 の 類 型 と は 共 起 し に く い 。 こ の こ と か ら 、

「～てならない」「～てたまらない」「～てしかたがない」は自発的に生

じる「憎い」「嬉しい」「寂しい」「熱い」のような感情・感覚の程度は

表せるが、自発的に生じるとは考えにくい「赤い」のような属性の程度は

表しにくいことが分かる。 ただし、「危ない」 「みっともない」のような
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評価 や「濃い」「狭い」のような属性は 、「危なくてしか たがない」「チ

ーズの味が濃くてたまらない」のように ある感情を伴いその感情の自発性

との関連で「～て しかたがない」や「～てたまらない 」が共起できる場合

がある のだ と思われる。  

 

3.5 本章のまとめ  

 

 第３章では、「～てならない」「～てたまらない」「～てしかたがない」

につ いて 、 3.3節 で gooでヒ ット 数 の調 査 を行 い 3.4節 で各 表 現と 共起 す る

形容詞の特徴を見た。その結果、三つの表現において共起する形容詞の特

徴は表 3-9の通りであった。  

 

表 3- 9 「～ て なら ない ／た ま らな い／ しか たが な い」 と形 容 詞の 七分 類  

（ 表 3-1の再 掲 ）  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を

表 す  

評 価 を

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎 い 」

類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱

い 」 類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

～ て な ら な い  ○  ○  ○  × × × × 

～ て た ま ら な い  ○  ○  ○  ○  △  × × 

～ て し か た が な い  ○  ○  ○  ○  ○  △  × 

 

 表 3-9で、 三つ の表 現 は感 情度 の高 い ①「 憎い 」類 、 ②「 嬉し い」 類 、

③「寂しい」類と共起し、属性度の高い⑦「赤い」類と共起しない点で共

通している。しかし、④「熱い」類、⑤「危ない」類、⑥「少ない」類に

おいては共起範囲に違いが見られる。  



第４章 他動詞構文「ＸガＹヲ～クスル」と使役構文「ＸガＹヲ～クサセル」 92 

 

 

 

第４章  他動詞構文「ＸガＹヲ～クスル」と  

使役構文「ＸガＹヲ～クサセル」 1 8 

 

4.1 はじめに  

 

 従来、「花子 がスカート を 短くす る 」 が言えて「 ＊ 花子がスカ ートを 短

く させる 」が言 えないこと や「 ？ 花子が 太郎を 悲しくす る 」が言い にく く

て「花子が太郎を 悲しくさせる」が言えることが指摘された。金（ 2003）

は、前者についてヲ格名詞句（「スカート」）が意志性のない無生物であ

るため主語（「花子」）の「スカート」へのコントロールが働きかけの段

階と変化の段階の両方に及ぶ「スル」が選択されるとし、後者についてヲ

格名詞句（「太郎」）が意志性のある有生物であるため主語（「花子」）

の「太郎」へのコントロールが働きかけの段階にだけ及ぶ「サセル」が選

択されるとしている。  

 さらに、 金（ 2003）はヲ格名詞句が有生物で「サセル」が選択される場

合、「嬉しい、楽しい、悲しい」のような感情形容詞 が用いられることを

指摘している。それは、感情形容詞は人間の感情・感覚を表す性質を持つ

ため、属性形容詞と違って主語がヲ格名詞句の感情の変化まで直接的にコ

ントロールできない使役構文「ＸガＹヲ～クサセル」で使われることを論

じている。  

し かし、「 ? ?花子が私 を 恨めしく させる 」のようにヲ 格名詞句が 「私 」

のように有生物であり「サセル」が選択されても、感情形容詞を用いにく

い場合もある。  

 
1 8 本 章 は 権 （ 2018） を 基 に 加 筆 ・ 修 正 を 行 っ た も の で あ る 。  
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そ こ で 本 章 で は 、 「 Ｘ ガ Ｙ ヲ ～ ク ス ル 」 構 文 （ 以 下 、 「 ～ ス ル 」 構 文 ）

と「ＸガＹヲ～クサセル」構文（以下、「～サセル」構文）にどのような

形容詞 が共起するか、さらにヲ格名詞句にどのような語が来るかを見るこ

とによって、コントロールによる属性・感情の変化の特徴を論じ、形容詞

が六段階に分けられることを主張する。さらに他の章も合わせることで七

段階に分けられる。  

 本章では、「ＸガＹヲ～クスル」構文と「ＸガＹヲ～クサセル」構文の

うち状態変化の対象になるヲ格名詞句に注目し、ヲ格名詞句に現れる語を

「有情物」「心」「カラダ」「コト」「モノ」の五つに分け、これらと共

起する形容詞の特徴を見る。ヲ格名詞句をなぜ五つに分けるかについては

後 の 4.3節で 説明 する 。 各構 文と 形容 詞 の七 分類 の共 起 関係 を見 ると 、 表

4-1のようになる。  

 

表 4- 1 「～ ス ル」 「～ サセ ル 」構 文と 形容 詞の 七 分類 の共 起 関係  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を  

表 す  

評 価 を  

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎

い 」 類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱 い 」

類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

ス

ル 

有 情 物  × × ○  ○  ○  ○  ○  

有 情 物

の 部 分  

心  × △  ○  ○  ○  ○  ○  

カ ラ ダ  × × △  ○  ○  ○  ○  

非 情 物  
コ ト  × × ○  ○  ○  ○  ○  

モ ノ  × × × ○  ○  ○  ○  

サ

セ

ル 

有 情 物  × ○  ○  ○  ○  ○  × 

有 情 物

の 部 分  

心  × ○  ○  ○  ○  ○  × 

カ ラ ダ  × × × ○  ○  ○  ○  

非 情 物  
コ ト  × × ○  ○  ○  ○  ○  

モ ノ  × × × ○  △  △  × 
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 表 4-1を見 ると 、「 ～ スル 」構 文も 「 ～サ セル 」構 文 も① 「憎 い」 類 の

ように感情度の高い形容詞とは共起しないが、④「熱い」類、⑤「危ない」

類、⑥「少ない」類のように属性度の高い形容詞とは共起する傾向がある。

一方、②「嬉しい」類、③「寂しい」類、⑦「赤い」類の三つ は、 「～ス

ル」構文、「～サセル」構文と共起する場合もあれば共起しない場合もあ

り、例えば 「嬉しい」類は「花子の心を 嬉しくする 」（「心ヲ～クスル」）

は 成り立つが「 ＊ ピクニ ックを 嬉 しくす る 」（「コトヲ ～ クスル」 ）は 成

り立たない。このように「～スル」構文、「～サセル 」構文と形容詞の七

分類の共起関係を見ると、大きく六つの段階に分けることができる。これ

を表 4-1の縦の太線で示す。  

 このような結果に基づき、本章では属性の場合はある対象を直接にコン

トロールしてその状態を変化させることが比較的自由であるが、感情の場

合はその感情が何であるかによって変化させるのに制限があることを論じ

る。例えば、 感情度の高い ①「憎い」類の感情はどのように してもコント

ロールしにくいが、②「嬉しい」類と③「寂しい」類は直接・間接的にコ

ントロールできる場合がある。詳しい内容は 4.4節で論じる。  

4.1節 で は 本 章 の 構 成 と 主 張 の 要 点 に つ い て 述 べ 、 4.2節 で は 「 Ｘ ガ Ｙ

ヲ～ クスル」構文 と「ＸガＹヲ～ クサセル」構文に関する先行研究につい

て概 観す る。 続 いて 4.3節で は五 つの ヲ 格名 詞句 （「 有 情物 」「 心」 「 カ

ラダ」「コト」「モノ」）について説明して、国立国語研究所の「現代日

本語 書き 言 葉均 衡コ ー パス 」（ 以下 、 BCCWJ）を 用い た調 査 概要 につ い て

説明 する 。 4.4節 では 「 ～ス ル」 構文 、 「～ サセ ル」 構 文の ヲ格 名詞 句 の

分布 につ いて 、 4.5節 で は「 ～ス ル」 構 文、 「～ サセ ル 」構 文と 共起 す る

形容詞の特徴について述べる。最後に 4.6節では本章の内容をまとめる。  
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4.2 先行研究  

 

 本節では「ＸガＹヲ～クスル」構文と「ＸガＹヲ～クサセル」構文の構

造的・意味的特徴について論じられている金（ 2003）について概観し、先

行研究を踏まえて本章の課題を提示する。重要な先行研究であるため少し

長くなるが、以下に紹介する。  

 金（ 2003）は、（ 4-1）（ 4-2）のような状態述語文（述語が形容詞、形

容動詞、「名詞＋だ」で構成される文）の特徴を、他動化・使役化という

観点から論じたものである。  

 

 （ 4-1） a. この出来事が彼を不安にする 。  

        b. この出来事が彼を不安にさせる 。  

 （ 4-2） a. 彼は息子を医者にする 。  

        b. 彼は息子を医者にさせる 。  

（金 2003： 37の（ 19）（ 20））  

 

 金（ 2003）は状態述語文の他動化と使役化とは、「状態述語文によって

表される状態を別の関与者が引き起こすことをどのように表すかというこ

と」（ p.28）であるとしている。例えば、（ 4-3a）は「彼」が不安な状態

にあるということを表す状態述語文であるが、このような状態を「この出

来事」が引き起こし、「する」によって他動化が、「させる」によって使

役化が行われるとしている。金（ 2003）は（ 4-3b）を他動詞文、（ 4-3c）

を使役文と呼び、（ 4-3a）から（ 4-3b）への過程を状態述語文の他動化、

（ 4-3a）から（ 4-3c）への過程を状態述語文の使役化と既定している。  

 

 （ 4-3） a. 彼は不安だ 。  

        b. この出来事が彼を不安にする 。  
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        c. この出来事が彼を不安にさせる 。  

（金 2003： 35の（ 13））  

 

 金（ 2003）は状態述語文の 使役化は、典型的な使役化の過程からは外れ

てい るこ とを 論 じて いる 。一 般に 、 使役 化の 過程 には （ 4-4） の よう な自

動詞 の場 合で あ れ、 （ 4-5） のよ うな 他 動詞 の場 合で あ れ、 使役 化す る と

述語の形態が「させる」になり項の増加を伴うとしている。  

 

 （ 4-4） a. 生徒が走る 。  

        b. 先生が生徒を /に走らせる 。  

 （ 4-5） a. 生徒が本を読む。  

        b. 先生が生徒に本を読ませる。  

（金 2003： 36の（ 14）（ 15））  

 

 しかし、（ 4-6）と（ 4-7）のような状態述語文は、述語の形態が「不安

にする」から「不安にさせる」に、「医者にする」から「医者にさせる」

に変わっているにも関わらず、 aの文と bの文の間で項の増加が生じていな

いことを指摘している。  

 

（ 4-6） a. この出来事が彼を不安にする 。  

b. この出来事が彼を不安にさせる 。  

（ 4-7） a. 彼は息子を医者にする 。  

b. 彼は息子を医者にさせる 。  

（（ 4-1）（ 4-2）の再掲）  

 

 金（ 2003）は状態述語文が他動化・使役化する過程を次のように説明し

ていて、その関係を（ 4-8）のように図で表している。  
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  具体的に見ると、状態述語文「ＹガＺい」における状態述語「Ｚい」

は 状 態 変 化 を 表 す 自 動 詞 「 Ｚ く な る 」 へ の 自 動 詞 化 を 起 こ す 。 そ し て 、

そ の 自 動 詞 文 か ら 他 動 化 が 行 わ れ た り 、 使 役 化 が 行 わ れ た り す る と 想

定 さ れ る 。 こ の よ う に 、 自 動 詞 文 「 Ｙ ガ Ｚ く な る 」 を 想 定 す る こ と に

よ っ て 、 自 動 詞 文 「 Ｙ ガ Ｚ く な る 」 と 他 動 詞 文 「 Ｘ ガ Ｙ ヲ Ｚ く す る 」

の 間 に は 自 他 関 係 が 、 自 動 詞 文 「 Ｙ ガ Ｚ く な る 」 と 使 役 文 「 Ｘ ガ Ｙ ヲ

Ｚくさせる」の間には使役関係が構築される。（ p.39）  

 

 （ 4-8） a.ＹがＺい。（状態述語文）  

        ↓  

        b.ＹがＺくなる。（自）→ b’ＸがＹをＺくさせる。（使役）  

        ↓  

        c.ＸがＹをＺくする。（他）→ c’ＷがＸにＹをＺくさせる。  

（使役）  

（金 2003： 39の（ 23））  

 

 これを具体例で示すと（ 4-9）のようになるとしている。  

 

 （ 4-9） a.彼が不安だ 。  

        ↓  

        b.彼が不安になる 。→ b’この出来事が彼を不安にさせる 。  

        ↓  

        c.この出来事が彼を不安にする 。  

→ c’ ＊ Ｗ が こ の 出 来 事 に 彼 を 不 安 に さ せ る 。  

（金 2003： 40の（ 24））  
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 （ 4-9b）の自動詞文を使役化すると、（ 4-9b’）の「ＸがＹをＺくさせ

る」になり、（ 4-9c）の他動詞文を使役化すると、（ 4-9c’）の「ＷがＸ

にＹをＺくさせる」になるとしている。ここで、自動詞文の使役形は形態

的に「～くならせる」になるはずであるが、「～くならせる」は実際にそ

の 使 用 例 が ほ と ん ど 見 ら れ な い と し 、 金 （ 2003） は （ 4-9b’ ） の よ う な

「～くさせる」を「～くならせる」の意を表す補充形として扱っている。  

以 上 の よ う に 金 （ 2003） は 「 Ｘ が Ｙ を Ｚ く す る 」 を 状 態 述 語 文 の 他 動

化形式、「ＸがＹをＺくさせる」を状態述語文の使役化形式と呼び、以下

では 「Ｘ」「Ｙ」 の意味役割や有生・無生、「Ｚ」に来る名詞・形容詞が

どのような状態を表すかなどから 「～くする」と「～くさせる」の特徴に

ついて論じている。  

 金（ 2003）は「Ｘ」の意味役割が「動作主」であるか「原因」であるか

が「～くする」と「～くさせる」の成立に関わるとし、（ 4-10）と（ 4-11）

を そ の 例 と し て 挙 げ て い る 。 Ｘ の 意 味 役 割 が 動 作 主 で あ る （ 4-10） で は

「～くする」が成立するが「～くさせる」は成立せず、Ｘの意味役割が原

因である（ 4-11）では「～くする」と「～くさせる」の両方とも成立する

としている。  

 

（ 4-10） a. 太郎は部屋をきれいにする 。  

       b.＊ 太郎は部屋をきれいにさせる 。  

（ 4-11） a. この出来事が人々の心を暗くする 。  

       b. この出来事が人々の心を暗く させる 。  

（金 2003： 48の（ 39）（ 40））  

 

 そこで金（ 2003）は、他動詞文「～くする」と使役文「～くさせる」の

選択について、「動作主型」と「原因型」に分けて分析を行っている。ま

ず「動作主型」とは、「Ｘ」が「ＹがＺくなる」という事態に対して動作
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主として関係する場合であるとし、典型的な動作主型になるのは（ 4-12）

～ （ 4-14） のよ うな 「Ｘ ：有 生 物 - Ｙ ：無 生物 」の パ ター ンで ある と し

ている。これらは括弧のように「～くさせる」にすると不適格になるとし

ている。  

 

 （ 4-12）  不動産屋はとにかく売りたい一心で、彼女の言い値にあわて

たりしながらも売り値を 相当安くした（ ＊ 安くさせた） 。  

『交差点で石蹴り』  

 （ 4-13）  それを払いのけるように頭をふり、徹吉は船室に戻った。着

替えをし、 灯を暗 く し て（ ＊ 暗 くさせ て） 寝床にもぐりこんだ 。

『楡家の人びと』  

 （ 4-14）  たとえば 病院をさ らに 大き くしよう （ ＊ 大 きくさ せよう） と

か 、 基 一 郎 の よ う に 積 極 的 に 次 代 の 医 者 を 養 成 し よ う と か い

う意図は少しも起こさなかった。『楡家の人びと』  

（金 2003： 60-61の（ 67）と（ 67’） 、（ 69）と（ 69’ ）、（ 74）と

（ 74’ ）を合体）  

 

 このように動作主型において「～くする」が選択される理由について、

「それは有生物である「Ｘ」には意志性があるが、無生物である「Ｙ」に

は意志性がないため、「Ｙ」は自力の力で「Ｚ」という状態に変化するこ

とができず、「Ｘ」の働きかけによってのみ状態変化を実現することがで

きるからである。このような状況では、「Ｘ」 のコントロールは働きかけ

の段階と変化の段階の両段階に及ぶため、他動詞文が選択されると考えら

れる」（ pp.61-62）と述べている。  

 次に、原因型とは「Ⅹ」が「ＹがＺくなる」という事態に対して原因と

して関わる場合であるとし、「Ｘ：無生物―  Ｙ：無生物」や「Ｘ：無生
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物―  Ｙ：有生物」のパターンがあるとしている。金（ 2003）は原因型の

「Ｙ」が無生物の場合と有生物の場合に分けて分析を行っている。  

 「Ｙ」が無生物の場合は、（ 4-15）～（ 4-17）のように「Ｘ：無生物―  

Ｙ：無生物」のパターンで「Ｘ」が原因、「 Ｙ」が対象の意味役割を持ち、

全て他動詞文が選択されているとしている。これらを括弧のように「～く

させる」にすると成立しないとしている。  

 

 （ 4-15）  ローソクの火が 部屋の中を 明るくした（ ? ?/＊ 明るくさせた） 。

『孤高の人』  

 （ 4-16）  もうそろそろ晴れてもいいころだと思うのだが、新雪はさら

に雪の層を厚くして（ ? ?/＊ 厚く させて）いた。『孤高の人』  

 （ 4-17）  香辛料は料理をおいしくする（ ? ?/＊ おいしくさせる） 。  

（金 2003： 62-63の（ 80）と（ 80’） 、（ 83）と（ 83’）、（ 84）と

（ 84’）を合体）  

 

 上 記 の 例 に お い て 「 ～ く す る 」 が 選 択 さ れ る 理 由 に つ い て 、 「 （ 略 ）

「Ｙ」が意志性のない無生物であるため、「Ｙ」は自らの能力で状態変化

を実現することができないからである。つまり、原因である「Ｘ」のコン

トロールは働きかけの段階と変化の段階の両方に及ぶことになる」（ p.63）

と述べている。  

 次に原因型において「Ｙ」が有生物の場合は、（ 4-18）～（ 4-20）のよ

うに「Ｘ：無生物―  Ｙ：有生物」のパターンであり、「～くさせる」が

選択されるとしている。これらを括 弧のように「～くする」にすると文の

容認度が落ちてしまうとしている。  

 

 （ 4-18）  大戸の取材に来たと言うことを、森田が思いのほか喜んでい

るらしいことが、 私を心苦しくさせた（ ？ 心苦しくした） 。  
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『一瞬の夏』  

 （ 4-19）  人を 笑わせ、 楽 しく させる （ ？ 楽し くする ） ことがあなたに

与えられた使命です。『交差点で石蹴り』  

 （ 4-20）  新潟に限らないが、観光客を失望させる商道徳の欠如が 旅を

つ まらな くさ せ（ ？ つま らなく し） 、郷土の評判を落と してい

ることに気づいてほしい。『朝日新聞  1997.5.9』  

（金 2003： 64-65の（ 90）と（ 90’） 、（ 91）と（ 91’ ）、（ 95）と

（ 95’）を合体）  

 

 上記の例において「～くさせる」が選択される理由について、「（略）

「Ｘ」には意志性のない無生物が「Ｙ」には意志性のある有生物が来てい

るため、「Ｙ」が「Ｚ」という状態に変化するにあたって「Ｘ」の働きか

け は 原 因 や 誘 発 に と ど ま る か ら で あ る と 考 え ら れ る 。 つ ま り 、 「 Ｘ 」 は

「原因」の意味役割を、「Ｙ」は「経験者」の意味役割を持つが、このよ

うな状況において「Ｘ」のコントロールは働きかけの段階には及ぶが、変

化の段階には及ばないのである」（ p.66）と述べている。  

 以上、原因型は「Ｙ」に意志性のない無生物が来れば「～くする」が、

「Ｙ」に意志性のある有生物が来れば「～くさせる」が選択されることを

見たが、金（ 2003）はこれが原因型の全てにおいて 適用される わけ ではな

いことを指摘している。金（ 2003）は、原因型において「Ｙ」が無生物で

も「～くさせる」が選択されたり、「Ｙ」が有生物でも「～くする」が選

択されたりする、「～くする」と「～くさせる」の中和現 象があるとして

いる。  

 まず「Ｙ」が無生物にも関わらず「～くさせる」も選択される場合とし

て、（ 4-21）～（ 4-23）が挙げられている。  
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 （ 4-21）  彼 ら の 人 生 は ま さ に 旅 で あ る 。 故 郷 の な い こ と が 旅 を 容 易

に さ せ る （ 容 易 に す る ） 。 そ し て 悲 し く さ せ る （ 悲 し く す

る）。『若き数学者のアメリカ』  

 （ 4-22）  そ の 労 働 の リ ズ ム が 急 に 彼 の 気 持 を 軽 く さ せ た （ 軽 く し

た）。『砂の女』  

（ 4-23）  日 米 交 渉 の ひ き つ づ く 圧 迫 感 も 、 こ の 老 い か け た 男 の 頭 を

ひ と き わ 重 苦 し く さ せ （ 重 苦 し く し ） 、 院 長 会 議 の 判 で 押 し

たような話題もそ の不機嫌をつのらせた。『楡家の人びと』  

（金 2003： 67-68の（ 105）（ 110）（ 113））  

 

 「～くする」と「～くさせる」の両方が成り立つ要因を明らかにするた

めに、金（ 2003）は次のように「～くする」のみが選択される例における

「Ｙ」と「～くする」「～くさせる」の両方が選択される例における「Ｙ」

を取り上げている。金（ 2003）は（ 4-24）と（ 4-25）を比較し、（ 4-24）

では具体的な実物を指す名詞句が主流をなすのに対して、（ 4-25）では出

来事や概念などを表す抽象名詞句が主流をなすとしている。特に（ 4-25）

の名詞は人間を背後に読み込ませる性質を持つことを強調している。  

 

（ 4-24）  「 す る 」 の み が 選 択 さ れ る 例 に お け る 「 Ｙ 」 ： （ 動 作 主 型 ）  

     売り値、レポートや数字の表、灯、魚、伐った竹、設備、砂の

傾斜、病院、阿片、日本酒  

「する」のみが選択される例における「Ｙ」：（原因型）  

野 良 着 、 部 屋 の 中 、 戦 場 の 交 通 、 味 、 雪 の 層 、 料 理 、 チ ョ コ

レート  

 （ 4-25）  「する」、「させる」両方が選択される例における「Ｙ」：  

     旅、抱擁、妄想、防衛、沈黙、心、気持ち、気、気色、頭  

（金 2003： 69の（ 119）（ 120））  
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 「Ｙ」が無生物にも関わらず「させる」も選択されるのは、（ 4-25）の

ように背後に人間を読み込ませる性質を持つことで、「Ｘ」のコントロー

ルの範囲を働きかけの段階にとどまらせることになるためであると論じて

いる。  

 また「Ｙ」が有生物にも関わらず「～くする」も選択される場合として、

（ 4-26）～（ 4-28）が挙げられている。  

 

（ 4-26）  恋 が 女 を 美 し く す る （ 美 し く さ せ る ） と い う の は 嘘 だ な ど

と 思 い な が ら 、 な ぜ 、 と 七 瀬 は 訪 ね た 。 『 エ デ ィ プ ス の 恋 人 』  

 （ 4-27）  このコンプレックスは、当然の反作用として、 私を不必要な

までに攻撃的にさせた（攻撃的にした）。  

『若き数学者のアメリカ』  

 （ 4-28）  だが、このふかい絶望にもかかわらず、事態はほとんどいつ

も 予 想 し た よ り は は る か に い い も の だ 、 と い う 経 験 が 、 ぼ く

を 、 は げ ま し た と い う よ り 図 太 く さ せ て （ 図 太 く し て ） い た

ことも事実である。『聖少女』  

（金 2003： 70の（ 125）、金 2003： 71の（ 130）（ 131））  

 

「 す る 」 と 「 さ せ る 」 の 両 方 が 成 り 立 つ 要 因 を 明 ら か に す る た め に 、

ここでも金（ 2003）は「Ｙ」が有生物で「～くさせる」のみが選択されて

いる例と上記の例を比較しているが、ここで「Ｙ」は同じく有生物であり

違いが見られないため、「Ｚ」の性質の違いを見ている。まず「Ｚ」が名

詞句の場合、（ 4-29）には「気持ち、気分、心地」など人間の感情・心理

状態を表す主観的な性質を帯びる名詞句が来ているが、（ 4-30）には「盲

目、無気力、相撲取り」など客観的な状態や職業などを表す名詞句が来て
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いるとしている。次に「Ｚ」が形容詞、形容動 詞の場合、（ 4-29）は感情

形容詞が、（ 4-30）は属性形容詞が来ているとしている。  

 

（ 4-29）  「させる」のみを許容する傾向を示す例における「Ｚ」：  

   名詞：気持、気分、心地  

    形容詞：不快だ、嬉しい、空虚だ、心苦しい、楽しい、悲しい、

苦しい、寂しい、眠い、つまらない  

（ 4-30）  「 す る 」 、 「 さ せ る 」 両 方 を 許 容 す る 傾 向 を 示 す 例 に お け

る「Ｚ」：  

    名詞：盲目、無気力、相撲取り  

    形容詞：愉快だ、投機的だ、攻撃的だ、大胆だ、美しい、図太い  

（金 2003： 71の（ 133）（ 134））  

 

 以上、名詞句の場合、（ 4-30）の「盲目、無気力、相撲取り」は客観的

性質を持ち「Ｘ」のコントロールの範囲を広くするため「～くする」も成

立させているのに対して、（ 4-29）の「気持、気分、心地」は主観的性質

を持ち「Ｘ」のコントロールを変化の段階にまで及ばせることが困難であ

るため「～くする」が成立しにくくなっていると論じている。次に形容詞

の場合、（ 4-30）は「愉快だ、投機的だ、攻撃的だ」など属性 形容詞が来

ているが、属性形容詞は対象のある側面を切り取って一般化して表現する

性質を持つため、捉え方によっては有生物の「Ｙ」を無生物と同等に捉え

ることも可能であるとしている。例えば「私を攻撃的にした」の場合、攻

撃的にする対象は意志性を持つ「私」ではなく、「私の態度や言い方」な

ど単なる有生物ではなくなるため「Ｘ」のコントロールの範囲が広くなる

と論じている。一方、（ 4-29）は「不快だ、嬉しい、空虚だ」など感情形

容詞が来ているが、感情形容詞は人間の感情・感覚を表す性質を持つため
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属性形容詞と違って「Ｘ」のコントロー ルは感情の変化まで及ぶことがな

いと論じている。  

 

 以上、金（ 2003）の「Ｘが ＹをＺくする」構文と「Ｘが ＹをＺくさせる 」

構 文 の 構 文 的 ・ 意 味 的 特 徴 を ま と め る と 表 4-2の よ う に な る 。 表 4-2は 金

（ 2003）に基づき筆者（権）が作成したものである。  

 

表 4- 2 金 （ 200 3） の 「Ｘ がＹ をＺ く する 」構文 と 「Ｘ がＹ を Ｚく させ る 」構 文の

特 徴  

 
「 Ｘ が Ｙ を Ｚ く す

る 」  

「 Ｘ が Ｙ を Ｚ く さ

せ る 」  

「 す る 」 「 さ せ る 」 の 中 和 現 象  

「 さ せ る 」 も 可 能  
「 す る 」 も  

可 能  

構 文 的  

特 徴  
他 動 詞 文  自 動 詞 の 使 役 文  - - 

「 Ｘ 」

「 Ｙ 」 の

無 生 /  

有 生

（ 「 Ｘ 」

「 Ｙ 」 の

意 味 役

割 ）  

「 Ｘ ： 有 生 物 、

Ｙ ： 無 生 物

（ Ｘ ： 動 作 主 、

Ｙ ： 対 象 ） 」  

「 Ｘ ： 無 生 物 、

Ｙ ： 無 生 物

（ Ｘ ： 原 因 、

Ｙ ： 対 象 ） 」  

「 Ｘ ： 無 生 物 、

Ｙ ： 有 生 物

（ Ｘ ： 原 因 、

Ｙ ： 経 験 者 ） 」  

「 Ｙ ： 無 生

物 」  

「 Ｙ ： 有 生

物 」  

「 Ｙ 」 の  

特 徴  

具 体 的 な 実 物 を

指 す 名 詞 句  

（ 例 ： 売 り 値 、

灯 、 野 良 着 、 チ

ョ コ レ ー ト ）  

- 

背 後 に 人 間 を

読 み 込 ま せ る

名 詞 句  

（ 例 ： 沈 黙 、

心 、 頭 ）  

- 

「 Ｚ 」 の  

特 徴  
- 

感 情 ・ 心 理 状 態

を 表 す 名 詞 句

（ 例 ： 気 持 、 気

分 、 心 地 ） 、 感

情 形 容 詞 (例 ： 不

快 だ 、 嬉 し い 、

心 苦 し い )  

- 

客 観 的 な 状 態

や 職 業 な ど を

表 す 名 詞 句

（ 例 ： 盲 目 、

相 撲 取 り ） 、  

属 性 形 容 詞

（ 例 ： 投 機 的

だ 、 美 し い ）  

状 態 変 化

に お け る

「 Ｘ 」 の  

コ ン ト ロ

ー ル の  

範 囲  

「 Ｙ 」 が 意 志 性

の な い 無 生 物 で

あ る た め 、

「 Ｘ 」 の コ ン ト

ロ ー ル が 働 き か

け の 段 階 と 変 化

の 段 階 の 両 段 階

に 及 ぶ  

「 Ｙ 」 が 意 志 性

の あ る 有 生 物 で

あ る た め 、

「 Ｘ 」 の コ ン ト

ロ ー ル が 働 き か

け の 段 階 に 留 ま

る  

「 Ｙ 」 は 無 生

物 に も 関 わ ら

ず 、 背 後 に 人

間 を 読 み 込 ま

せ る の で 、

「 Ｘ 」 の コ ン

ト ロ ー ル の 範

囲 が 働 き か け

の 段 階 に 留 ま

る  

「 Ｙ 」 は 有 生

物 で あ る が 無

生 物 と 同 等 に

捉 え る こ と も

可 能 で あ り 、

「 Ｘ 」 の コ ン

ト ロ ー ル の 範

囲 が 広 く な る  
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 金（ 2003）は「ＸがＹをＺくする」構文を他動詞文に、「ＸがＹをＺく

させる」構文を自動詞の使役文に位置付け、他動と使役という観点から二

つの構文の違いを論じている点で興味深いが、各構文の「Ｙ」「Ｚ」の特

徴に関してはより分析する余地がある。  

ま ず 「 Ｙ 」 の 場 合 、 金 （ 2003） は 「 有 生 物 」 と 「 無 生 物 」 の 二 つ に 分

けているが、金（ 2003）が「無生物」として 扱っているものはより詳細に

分 け る こ と が で き る 。 例 え ば 、 金 （ 2003） は 「 チ ョ コ レ ー ト 」 「 沈 黙 」

「心」「頭」を無生物として扱っている が、「チョコレート」は「チョコ

レ ー ト を 丸 く す る 」 の よ う に 直 接 的 に コ ン ト ロ ー ル で き る が 、 「 心 」 は

「 ？ 花子の心 を丸くする 」のよう に直接 的にコントロー ルしにくい 。そ こ

で、本研究では「Ｙ」の名詞句を まずは 大きく「有情物」「非情物」「有

情物の部分」に分けて、「有情物の部分」はさらに「心」「カラダ」に、

「非情物」はさらに「コト」「モノ」に細分する。「Ｙ」は詳細に五つに

分類されるが、これらの分類については 4.3節で論じる。  

ま た 、 「 ス ル 」 構 文 と 「 サ セ ル 」 構 文 に お け る 五 つ の 「 Ｙ 」 の 分 布 を

調査し、その分布に基づき「スル」構文と「サセル」構文の「Ｙ」へのコ

ントロールの特徴を論じる。これは 4.4節で論じる。  

次 に 「 Ｚ 」 の 場 合 、 金 （ 2003） は 「 Ｙ 」 が 有 生 物 で あ る 場 合 、 「 Ｚ 」

に感情形容詞が現れるとしているが、どのような感情 形容詞が「Ｚ」に現

れやすく、どのような感情形容詞が「Ｚ」に現れにくいかに関しては考察

していない。例えば、「楽しい」も「憎い」も感情形容詞であるが、「そ

の 言葉が花子を 楽しくさせ る 」は言 える が「 ＊ その言 葉が花子を 憎くさ せ

る」は言いにくいように、感情形容詞でも違いが表れる。また、「Ｙ」が

有生物で「Ｚ」が感情形容詞の場合、「スル」が使われることについては
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特に言及していないが、「その言葉が花子を 楽しくする」のように感情形

容詞が使われる例文が見られる。 1 9 

 以下、「～スル」構文「～サセル」構文の共起についてコーパスを 使っ

て調査し、その特徴を分析する。  

 

4.3 コーパス調査の概要  

 

 本節では、「ＸガＹヲ～クスル」構文と「ＸガＹヲ～クサセル」構文に

ついて 、 BCC WJの 「中 納言 」で 調査 を行 った。 「～ スル 」「 ～サ セル 」構

文と 共起 する 語 と して 対象 にし たの は第 １章 で提 示し た形 容詞 27 5語 であ

る。用例の抽出方法は次のようになる。  

 

 ①  検索の設定  

  ・「～スル」構文の場合  

   ⅰ）単一語  

    検索対象：全て  

    長単位検索：例）甘い  

キー：「語彙素読み」が「アマイ」  

後方共起 1：キーから 1語  

「語彙素読み」が「スル」  

   ⅱ）複合語  

    検索対象：全て  

    長単位検索：例）興味深い  

     前方共起 1：キーから 1語  

 
1 9 「 ～ ス ル 」 と 感 情 形 容 詞 の 共 起 に 関 し て 、 楊 （ 1986） 、 大 曾 （ 1987、

2001） 、 池 上 （ 20 03） は 共 起 し に く い と 述 べ て い る 。 一 方 、 森 （ 2004） 、 頼

（ 2008） 、 権 （ 20 10） は 共 起 で き る と し て い る が 、 ど の よ う な 感 情 形 容 詞 が 用

い ら れ や す い か に つ い て は 論 じ て い な い 。  
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「語彙素読み」が「キョウミ」  

キー：「語彙素読み」が「フカイ」  

後方共起 1：キーから 1語  

「語彙素読み」が「スル」  

 

  ・「～サセル」構文の場合  

   ⅰ）単一語  

    検索対象：全て  

    長単位検索：例）甘い  

キー：「語彙素読み」が「アマイ」  

後方共起 1：キーから 1語  

「語彙素読み」が「スル」  

後方共起 2：キーから 2語  

「語彙素読み」が「セル」  

   ⅱ）複合語  

    検索対象：全て  

    長単位検索：例）興味深い  

     前方共起 1：キーから 1語  

「語彙素読み」が「キョウミ」  

キー：「語彙素読み」が「フカイ」  

後方共起 1：キーから 1語  

「語彙素読み」が「スル」  

後方共起 2：キーから 2語  

「語彙素読み」が「セル」  

②  ① の よ う に 検 索 し 「 ～ ス ル 」 構 文 は 延 べ 語 数 13,963例 、 「 ～ サ セ

ル」 構文 は 延べ 語数 415例出 現 した 。 こ のう ち同 じ 文が 重複 する も の、

「 親 は 普 段 か ら よ く し て く れ る 」 の よ う に ヲ 格 名 詞 句 が 省 略 さ れ て
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い る も の な ど は 除 外 し た 。 そ の 結 果 、 「 ～ ス ル 」 構 文 は 延 べ 語 数

7,516語 、 異な り 語 数 111語 が 、「 ～ サセ ル」 構 文は 延 べ語 数 241語 、

異なり語数 74語が抽出できた。  

 

以 上 の よ う に 抽 出 し た 文 を 基 に 、 以 下 、 「 ～ ス ル 」 構 文 と 「 ～ サ セ ル 」

構文におけるヲ格名詞句や共起する形容詞の特徴を明らかにする。  

 

4.4 ヲ格名詞句の特徴  

 

 本 節 で は 「 Ｘ ガ Ｙ ヲ ～ ク ス ル 」 構 文 と 「 Ｘ ガ Ｙ ヲ ～ ク サ セ ル 」 構 文 の

「Ｙ」に来るヲ格名詞句を大きく「有情物」「有情物の部分」「非情物」

に 分 け て 、 こ の う ち 「 有 情 物 の 部 分 」 は 「 心 」 「 カ ラ ダ 」 に 再 分 類 し 、

「非情物」は「コト」「モノ」に再分類した。これらを図示すると次の図

4-1のようになり、細分すると 五つの分類になる。  

 

      有 情 物     ― 「 有 情 物 」 （ ex .花 子 を 嬉 し く さ せ る ）  

 「 Ｙ 」   有 情 物 の 部 分  ― 「 心 」 （ ex.花 子 の 心 を 嬉 し く さ せ る ）  

             ― 「 カ ラ ダ 」 （ ex .目 を 赤 く さ せ る ）  

      非 情 物  ― 「 コ ト 」 （ ex .起 き る こ と を 早 く す る ）  

          ― 「 モ ノ 」 （ ex .テ ー ブ ル を 丸 く す る ）  

図 4- 1 「Ｙ 」 に現 れる 名詞 の 再分 類  

 

 上記の分類にはコントロールが関連している。まず「有情物」は人の状

態でありコントロールしにくく、「非情物」の「コト」「モノ」は有情物

の外部に存在するものでありコントロールしやすい。一方、「有情物の一

部」である「心」「カラダ」は「有情物」と「非情物」の中間のものであ
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り「心」はより「有情物」に近いものでありコントロールしにくく、「カ

ラダ」はより「モノ」に近いものでありコントロールしやすいと思われる。  

形 容 詞 の 対 象 語 に つ い て 、 西 尾 （ 1972） や 細 川 （ 1989） は 「 人 」 「 カ

ラダ（体の部分 ）」「コト 」「モノ」 の ように 分類して いる。 2 0それによ

って、形容詞が取る対象語が異なることを示唆している。これを受け本稿

では「～スル」構文と「～サセル」構文のヲ格名詞句を「有情物」「心」

「カラダ」「コト」「モノ」の五つに分類する。 以下、「有情物」「心」

「カラダ」「コト」「モノ」の順に説明する。  

 

ⅰ．「有情物」  

心 が あ り 、 感 情 や 感 覚 を 持 つ も の を 「 有 情 物 」 と す る 。 （ 4-31） ～

（ 4-33） は ヲ 格 名 詞 句 に 有 情 物 が 現 れ る 例 で あ り 、 主 語 （ Ｘ ） が 「 私 」

「老婦人」「人」といった有情物の感情・属性をコントロールしている。

有情物は固有の感情を持つものであるため、その状態を直接的にコントロ

ールしにくい。  

 

（ 4 - 3 1）  私 を 受 け 入 れ て く れ る 気 持 ち が 、 私 を う れ し く さ せ ま す 。

（『女性セブン』）  

（ 4-32）  「その男とのあいだには子供が一人いましたね！」彼はこの

こ と ば を 投 げ つ け て 、 老 婦 人 を お と な し く さ せ よ う と 思 っ た 。

（高行健著、飯塚容訳『ある男の聖書』）  

（ 4-33）  試練は 人 を大きくする のだ！！（ Yahoo!ブログ ）  

 

 

 
2 0 西 尾 （ 197 2） は 形 容 詞 の 対 象 語 を 「 人 」 「 体 の 部 分 」 「 モ ノ 」 「 コ ト 」 の よ

う に 分 け て い て 、 細 川 （ 198 9） は 形 容 詞 の 対 象 語 を 「 カ ラ ダ 」 「 モ ノ 」 「 コ

ト 」 の よ う に 分 け て い る 。  
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ⅱ．「心」  

「 心 、 気 持 ち 、 思 い 」 の よ う な 有 情 物 の 感 情 ・ 意 志 な ど を 表 す も の を

「心」とする。（ 4-34）～（ 4-36）はヲ格名詞句に心が現れる例であり、

主語（Ｘ）が「ぼくの心」「男のハート」「相手の気持ち」といった心の

感情をコントロールしている。これらの例で「心」は「有情物の～」のよ

うな形で表れていて有情物の部分であり、「有情物」と同様にその状態を

直接的にコントロールしにくい。  

 

（ 4-34）  そ ん な 思 い が 、 お 墓 と い う 死 者 を 祀 る 場 所 に 立 つ ぼ く の 心

を寂しくさせる。（佐藤藤三郎『村に、居る。』）  

（ 4-35）  （ 略 ） Ａ ・ ヘ プ バ ー ン の 役 ど こ ろ は 、 そ れ ま で 恋 は 火 遊 び

だ よ く ら い に し か 考 え て い な か っ た 男 の 認 識 を ガ ラ ッ と 変 え 、

女 な ん て く だ ら ん と 考 え て い た 男 の ハ ー ト を 熱 く さ せ て し ま

う と い う 、 ま る で 恋 愛 革 命 家 み た い な 女 た ち だ っ た 。 （ 『 Ｃ

ＯＳＭＯＰＯＬＩＴＡＮ  日本版』）  

（ 4-36）  ユ ー モ ア を ま じ え 、 相 手 の 気 持 ち を 明 る く し な が ら 、 親 近

感 を 持 つ よ う に し ま す 。 （ 内 藤 和 美 『 イ ラ ス ト で わ か る 驚 く

ほど売上げが伸びる話し方』）  

 

ⅲ．「カラダ」  

 

 有情物の身体や身体の一部を「カラダ」とする。（ 4-37）～（ 4-39）は

ヲ格名詞句にカラダが現れる例であり、主語（Ｘ）が「すべての人々の頭」

「 手 首 」 「 眼 」 と い っ た カ ラ ダ の 感 覚 ・ 様 子 を コ ン ト ロ ー ル し て い る 。

「カラダ」は有情物の部分であり感覚を感じるという点で「非情物」とは
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区別されるが、「有情物」「心」に比べればその状態をより直接的にコン

トロールできる。  

 

（ 4-37）  し か し そ の 一 方 で 、 こ の 千 九 百 八 年 と い う 年 に は 、 ボ ス ニ

ア 併 合 も 起 こ り ま し た 。 当 時 、 こ の 問 題 は す べ て の 人 々 の 頭

を 熱 く さ せ ま し た 。 （ ア ウ グ ス ト ・ ク ビ ツ ェ ク 著 、 橘 正 樹 訳

『アドルフ・ヒトラーの青春』）  

（ 4-38）  ● ス ト レ ッ チ ― １ 手 首 を ス ト レ ッ チ 最 初 に 、 手 首 を 柔 ら か

くしましょう 。（岩下聆『手軽にかんたんフィットネス』）  

（ 4-39）  そ れ は 耕 助 の く せ を ま だ 知 ら ぬ 、 佐 清 が び っ く り し て 、 眼

を ま る く し た く ら い 猛 烈 な も の だ っ た 。 （ 横 溝 正 史 『 犬 神 家

の一族』）  

 

ⅴ．「コト」  

 抽象的な事態を「コト」とする。（ 4-40）～（ 4-42）はヲ格名詞句にコ

トが現れる例であり、主語（Ｘ）が「小作争議」「日本の独立」「同僚と

の関係」といったコトの状態をコン トロールしている。「コト」は有情物

の外部に存在するものであり、その状態を直接的にコントロールしやすい。  

 

（ 4-40）  宣 言 で は ， こ の よ う な 封 建 的 な 地 主 の 姿 勢 が ， 小 作 争 議 を

は げ し く し て い る と も 述 べ ら れ て い ま す 。 （ 田 邉 裕 他 『 新 し

い社会  歴史』）  

（ 4-41）  そ の 際 、 彼 ら は 、 日 本 の 独 立 を 危 う く す る 最 大 の 要 因 は 、

大 国 ロ シ ア の 南 下 に あ る と 考 え ま し た 。 （ 山 田 朗 『 護 憲 派 の

ための軍事入門』）  

（ 4-42）  私も職場にそういう性格のおばさんがいて 同僚との関係 を  

悪くさせられた事あります。（ Yahoo!知恵袋）  
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ⅳ．「モノ」  

 現実の空間に存在する実物を「モノ」とする。（ 4-43）～（ 4-45）はヲ

格名詞句にモノが現れる例であり、主語（Ｘ）が「巣」「制服のスカート」

「ボルト」といったモノの形状をコントロールしている。「モノ」は有情

物の外部に存在するものであり、その状態を直接的にコントロールしやす

い。  

 

（ 4-43）  そ の 年 の 秋 休 み に 東 京 か ら 帰 つ て 来 て 掘 つ て み る と 、 蜂 が

巣 を 大 き く す る た め に 蜜 柑 箱 の 底 を 喰 ひ 破 つ て 、 巣 の 層 が 十

三段もありました。（井伏鱒二『井伏鱒二自選全集』）  

（ 4-44）  高 校 に 入 っ た ら 、 中 学 の 時 で き な か っ た こ と を い っ ぱ い し

た い 。 制 服 の ス カ ー ト を 短 く し た り 、 当 時 ま だ 本 格 的 に 流 行

る 前 の ル ー ズ ソ ッ ク ス を は い た り 、 新 し い ピ ン ク の 自 転 車 に

乗ったり。（園山真希絵『食べてキレイ。』）  

（ 4-45）  真 木 は 缶 を 金 切 り 鋏 で 切 っ て 短 冊 状 の ア ル ミ 片 を 二 枚 つ く

り 、 ナ ッ ト の 外 れ た ボ ル ト に そ れ を 巻 き つ け た 。 ボ ル ト を 太

く す れ ば 、 径 の 大 き な ナ ッ ト も 使 え る 理 屈 だ 。 （ 『 小 説 宝

石』）  

 

 以 上の よ うな ヲ格 名 詞句 の五 つの 分 類 に基 づき 、 BCCWJで 抽出 し た「 ～

スル」構文と「～サセル」構文の用例におけるヲ格名詞句の分布を見た。

その結果、「～スル」構文と「～サセル」構文のヲ格名詞句の分布は表 4-

3のよ うに なる 。表 の 中の 出現 率は 延べ 語数 に対 する 割合 であ る。 ヲ 格名

詞句は上記の順番と同様に「有情物」「心」「カラダ」「コト」「モノ」

の順に並べた。  
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表 4- 3 「～ ス ル」 構文 と「 ～ サセ ル」 構文 のヲ 格 名詞 句の 分 布  

（ 「 ～ス ル」 構 文の 延べ 語 数： 7 ,5 16語 、 異なり 語 数： 111語 、  

「 ～ サセ ル」 構 文の 延べ 語 数： 2 41語、 異な り語 数 ： 74語 ）  

 有 情 物  心  カ ラ ダ  コ ト  モ ノ  合 計  

ス ル  
159  

(2.1%)  

399  

(5.3%)  

1,307  

(17.4% )  

5,034  

(67.0% )  
617  

(8.2%)  

7,516  

(100.0 %)  

サ セ ル  
77 

(32.0% )  

32 

(13.3% )  

24 

(10.0% )  

103  

(42.7% )  
5 

(2.1%)  

241  

(100.0 %)  

 

 「～スル」構文と「～サセル」構文は、両方とも「コト」の出現率が一

番高く、「～スル」構文は 67.0%を、「～サセル」構文は 42.7%を占めてい

る。一方、「コト」以外のヲ格名詞句に関しては「～スル」構文と「～サ

セル」構文の間でその順番が異なる。まず「～スル」構文では「コト」の

後に「カラダ」「モノ」「心」「有情物」が続くが、「～サセル」構文で

は「コト」の後に「有情物」「心」「カラダ」「モノ」が続く。  

 これは、金（ 2003）の「原因型において「Ｙ」に意志性のない無生物が

来れば、「Ｘ」のコントロールが働きかけの段 階と変化の段階の両方に及

ぶため、他動化が選択され、「Ｙ」に意志性のある有生物が来れば、「Ｘ」

のコントロールが働きかけの段階にとどまるため、使役化が選択される」

（ p.67） と 大 体 一 致 す る 結 果 で あ り 、 「 ～ ス ル 」 構 文 は ヲ 格 名 詞 句 を 完

全・直接的にコントロールするが「～サセル」構文はヲ格名詞句を間接的

にコントロールする特徴を持つと考えられる。  

 以上、本節ではヲ格名詞句を五つに分類して、「～スル」構文と「～サ

セル 」構 文の ヲ 格名 詞句 の分 布を 比 較し たが 、次 の 4.5節 では 「 ～ス ル」

構文と「～サセル」構文に現れる形容詞の特徴を考察する。  

 

 

 

 

 

 



第４章 他動詞構文「ＸガＹヲ～クスル」と使役構文「ＸガＹヲ～クサセル」 115 

 

 

4.5 共起する形容詞の特徴  

 

本 節 で は 「 ～ ス ル 」 構 文 、 「 ～ サ セ ル 」 構 文 と 共 起 す る 形 容 詞 の 特 徴

を見る。表 4-4と表 4-5は、共起する形容詞を出現数の上位 40位までの形容

詞に示したものである。「数」は出現数を、「類」は本研究における形容

詞の七つの類型を表す。以下同様。  

 

表 4 - 4  「 ～ ス ル 」 構 文 と 共 起 す る 形 容 詞 (延 べ 語 数 ： 7 , 5 1 6語 、 異 な り 語 数 ： 1 1 1語 )  

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1  良 い  9 2 4  6少  

2 4  

重 い  

7 3  

6少   激 し い   6少  
 

貧 し い  
 
6少  

9 4  

暑 苦 し い  

 

4熱  

2  大 き い  6 4 5  6少  厳 し い  6少  
4 8  

お か し い  
1 8  

5危  優 し い  5危  危 な い  5危  

3  少 な い  4 6 0  6少  濃 い  6少  緩 い  6少  

7 2  

苦 し い  

4  

3寂  卑 し い  5危  

4  小 さ い  4 0 4  6少  2 7  暗 い  7 1  6少  

5 0  

黒 い  

1 6  

7赤  寒 い  4熱  疑 わ し い  5危  

5  丸 い  3 9 7  7赤  2 8  安 い  7 0  6少  冷 た い  4熱  近 い  6少  美 味 い  4熱  

6  悪 い  3 7 1  6少  2 9  難 し い  6 9  5危  
や や こ し

い  
5危  

つ ま ら な

い  
5危  恐 ろ し い  3寂  

7  強 い  3 6 8  6少  3 0  狭 い  6 2  6少  

5 3  

青 い  

1 3  

7赤  鈍 い  6少  重 苦 し い  5危  

8  低 い  3 2 7  6少  3 1  厚 い  6 1  6少  暖 か い  4熱  

7 7  

偉 い  

3  

6少  賢 い  5危  

9  高 い  2 9 2  6少  3 2  新 し い  5 6  6少  険 し い  6少  可 愛 い  5危  悲 し い  2嬉  

1 0  軽 い  2 2 6  6少  3 3  熱 い  4 9  4熱  
5 6  

浅 い  
1 2  

6少  さ び し い  3寂  黄 色 い  7赤  

1 1  短 い  2 1 7  6少  3 4  逞 し い  4 8  5危  温 か い  4熱  渋 い  4熱  気 ま ず い  5危  

1 2  か た い  1 9 5  6少  
3 5  

遅 い  
4 6  

6少  5 8  空 し い  1 1  3寂  乏 し い  6少  臭 い  4熱  

1 3  長 い  1 9 2  6少  弱 い  6少  5 9  き つ い  1 0  6少  

8 2  

痛 い  

2  

 

 

3寂  快 い  5危  

1 4  多 い  1 7 4  6少  3 7  細 か い  4 4  6少  
6 0  

詳 し い  
9  
6少  大 人 し い  5危  

素 晴 ら し

い  
5危  

1 5  明 る い  1 4 3  6少  3 8  楽 し い  4 1  3寂  等 し い  7赤  重 た い  4熱  容 易 い  6少  

1 6  
柔 ら か

い  
1 2 3  4熱  3 9  美 し い  4 0  5危  

6 2  

気 持 ち 良

い  
8  

3寂  汚 い  6少  甚 だ し い  6少  

1 7  赤 い  1 1 7  7赤  4 0  面 白 い  3 7  5危  涼 し い  4熱  力 強 い  5危  め で た い  5危  

1 8  細 い  8 9  6少  4 1  酸 っ ぱ い  3 5  4熱  ひ ど い  5危  つ ら い  3寂  若 々 し い  5危  

1 9  広 い  8 7  6少  4 2  正 し い  2 9  7赤  6 5  平 た い  7  7赤  物 悲 し い  3寂  煩 わ し い  5危  

2 0  は や い  8 2  6少  4 3  白 い  2 7  7赤  

6 6  

甘 い  

6  

4熱  脆 い  6少  

 
2 1  薄 い  7 5  6少  4 4  あ ら い  2 3  6少  で か い  6少  易 し い  6少  

2 2  
危 う い  

7 4  
5危  4 5  太 い  2 2  6少  醜 い  5危  若 い  6少  

深 い  6少  4 6  美 味 し い  2 0  4熱  6 9  遠 い  5  6少  9 2  暑 い  1  4熱  
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表 4 - 5  「 ～ サ セ ル 」 構 文 と 共 起 す る 形 容 詞 (延 べ 語 数 ： 2 4 1語 、 異 な り 語 数 ： 7 4語 )  

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1  大 人 し い  1 9  5危   難 し い   5危  

 

親 し い  

 

6少  

 

痛 い  

 

3寂  

 

逞 し い  

 

5危  

2  

熱 い  

1 8  

4熱  

1 8  

薄 い  

3  

6少  少 な い  6少  
苛 立 た し

い  
2嬉  正 し い  7赤  

悪 い  6少  嬉 し い  2嬉  鋭 い  6少  美 し い  5危  
つ ま ら な

い  
5危  

4  

気 持 ち 良

い  
1 5  

3寂  か た い  6少  高 い  6少  美 味 し い  4熱  乏 し い  6少  

楽 し い  3寂  悲 し い  2嬉  
た ま ら な

い  
5危  多 い  6少  悩 ま し い  5危  

6  大 き い  1 2  6少  厳 し い  6少  小 さ い  6少  恐 ろ し い  3寂  鈍 い  6少  

7  良 い  9  6少  切 な い  3寂  つ ら い  3寂  重 苦 し い  5危  広 い  6少  

8  息 苦 し い  8  4熱  低 い  6少  等 し い  7赤  軽 い  6少  
紛 ら わ し

い  
5危  

9  強 い  7  6少  貧 し い  6少  深 い  6少  黄 色 い  7赤  短 い  6少  

1 0  
激 し い  

5  
6少  

2 5  

厚 い  

2  

6少  緩 い  6少  き つ い  6少  珍 し い  6少  

丸 い  7赤  忙 し い  5危  

4 1  

青 い  

1  

7赤  気 難 し い  5危  脆 い  6少  

1 2  

赤 い  

4  

7赤  
お か し

い  
5危  浅 い  6少  苦 し い  3寂  優 し い  5危  

明 る い  6少  遅 い  6少  温 か い  4熱  詳 し い  6少  安 い  6少  

危 う い  5危  重 い  6少  甘 い  4熱  寒 い  4熱  
や や こ し

い  
5危  

寂 し い  3寂  暗 い  6少  あ ら い  6少  騒 々 し い  5危   

 

 「～スル」構文と「～サセル」構文に現れる形容詞の類型を全体的に見

ると、「～スル」構文も「～サセル」構文も⑥「少ない」類と⑤「危ない」

類が多く、⑦「赤い」類、④「熱い」類、③「寂しい」類の語が見られる。

ただし、「～スル」構文では⑥「少ない」類が上位を占めているのに対し

て、「～サセル」構文では③「寂しい」類が上位を占めていることが特徴

的であり、②「嬉しい」類は「～サセル」構文において見られる。一方、

「～スル」構文も「～サセル」構文も①「憎い」類との共起は見られない。  

こ の よ う に 、 「 ～ ス ル 」 構 文 と 「 ～ サ セ ル 」 構 文 は 両 方 と も 属 性 を 表

す形容詞と共起するが、「～サセル」構文は「～スル」構文に比べて感情

を表す形容詞がより多く現れている ことが特徴的である。一方、「～スル」

構文も「～サセル」構文も「憎い」「恨めしい」のような感情度の高い形

容詞は現れていない。  

 以下 4.5.1節～ 4.5.5節では、五つのヲ格名詞句ごとに「～スル」構文、

「～サセル」構文と共起する形容詞の特徴を見ていく。ヲ格名詞句の順番
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は 4.4節 と同 様に 「有 情 物」 「心 」「 カ ラダ 」「 コト 」 「モ ノ」 の順 で あ

る。  

 

4.5.1 ヲ格名詞句が「有情物」の場合  

 

 ヲ格名詞句が「 有情物」の場合、「～スル」構文、「～サセル」構文と

共起する形容詞を全てまとめると表 4-6と表 4-7のようになる。  

 

表 4- 6 「有 情 物ヲ ～ク スル 」 構文 と共 起す る形 容 詞  

（ 延 べ語 数： 15 9語 、異 なり 語 数： 42語 ）  

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 強 い  27 6少  

12 

偉 い  

3 

6少  

 

物 悲 し い  

 

3寂  

 

狭 い  

 

6少  

2 良 い  17 6少  多 い  6少  若 い  6少  高 い  6少  

3 大 き い  15 6少  か た い  6少  悪 い  6少  逞 し い  5危  

4 弱 い  9 6少  醜 い  5危  

26 

新 し い  

1 

6少  つ ら い  3寂  

5 空 し い  8 3寂  

16 

熱 い  

2 

4熱  危 う い  5危  鈍 い  6少  

6 
美 し い  

7 
5危  厚 い  6少  大 人 し い  5危  酷 い  5危  

低 い  6少  お か し い  5危  重 い  6少  等 し い  7赤  

8 明 る い  6 6少  軽 い  6少  賢 い  5危  太 い  6少  

9 
気 持 ち 良 い  

5 
3寂  白 い  7赤  悲 し い  2嬉  柔 ら か い  4熱  

小 さ い  6少  楽 し い  3寂  黒 い  7赤  
 

11 少 な い  4 6少  貧 し い  6少  涼 し い  4熱  

 

表 4- 7 「有 情 物ヲ ～ク サセ ル 」構 文と 共起 する 形 容詞  

（ 延 べ語 数： 77語、 異 なり 語数 ： 2 2語 ) 

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 大 人 し い  19 5危   悲 し い   2嬉  

13 

明 る い  

1 

6少  

 

気 難 し い  

 

5危  

2 気 持 ち 良 い  15 3寂  

8 

忙 し い  

2 

5危  
苛 立 た し

い  
2嬉  親 し い  6少  

3 
息 苦 し い  

7 
4熱  暗 い  6少  美 し い  5危  つ ら い  3寂  

楽 し い  3寂  寂 し い  3寂  お か し い  5危  優 し い  5危  

5 

熱 い  

3 

4熱  切 な い  3寂  重 苦 し い  5危  

 
嬉 し い  2嬉  

た ま ら

な い  
5危  か た い  6少  

 

 「～スル」構文と「～サセル」構文に現れる形容詞の類型を全体的に見

ると、「～スル」構文も「～サセル」構文も⑥「少ない」類、⑤「危ない」

類、④「熱い」類、③「寂しい」類が現れている。ただし、「～スル」構

文では⑦「赤い」類が現れているのに対して「～サセル」構文では現れて

お ら ず 、 「 ～ サ セ ル 」 構 文 で は ② 「 嬉 し い 」 類 が 現 れ て い る の に 対 し て
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「～スル」構文では現れていない。また「～スル」構文では⑥「少ない」

類が上位を占めているが、「～サセル」構文では③「寂しい」類が上位を

占めていることが特徴的である。一方、「～スル」構文 も「～サセル」構

文も①「憎い」類は現れていない。  

 「～スル」構文と「～サセル」構文に共通して現れる形容詞は、「明る

い」「大人しい」「熱い」「気持ち 良い」など属性・評価・感覚・感情を

表す形容詞であり、これらは⑥～③類に該当する。（ 4-46）～（ 4-53）は

「明るい」「大人しい」「熱い」「気持ち良い」が「～スル」「～サセル」

構文と共起して、 人をその形容詞の状態に変化させることを表している。

例えば、（ 4-46）（ 4-47）は「明るい」が「～スル」「～サセル」構文と

共 起 す る 例 で あ る が 、 「 ～ ス ル 」 構 文 の （ 4-46） は 「 み ん な 」 （ Ｙ ） を

「明るい」状態に変化 させるように直接的にコントロールして 、「～サセ

ル」構文の（ 4-47）は「その子」（Ｙ）を「明るい」状態に変化させ るよ

うに間接的にコントロールしている 。他の例文も同様である。  

 

（ 4-46）  学 校 で も は じ け て い る の か 、 落 ち 着 い て い る の か よ く 分 か

ら な く て け ど そ れ が よ く て み ん な を 明 る く し て く れ て い た ま

っきー氏（ Yahoo!ブログ ）【⑥類】  

（ 4-47）  そ の よ う に す る こ と が 、 そ の 子 を 明 る く さ せ よ う と し た り 、

憂 鬱 さ を 取 り 去 ろ う と し た り す る よ り も 、 ず っ と よ い 効 果 を

生 み 出 す の で す 。 （ カ ロ リ ー ネ ・ フ ォ ン ・ ハ イ デ ブ ラ ン ト 著 、

西川隆範訳『子どもの体と心の成長』）【⑥類】  

（ 4-48）  な ん と か 柴 犬 を 大 人 し く す る 方 法 は な い で し ょ う か ？

（ Yahoo!知恵袋）【⑤類】  

（ 4-49）  「 そ の 男 と の あ い だ に は 子 供 が 一 人 い ま し た ね ！ 」 彼 は こ

の こ と ば を 投 げ つ け て 、 老 婦 人 を お と な し く さ せ よ う と 思 っ

た。（高行健著、飯塚容訳『ある男の聖書』）【⑤類】  
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（ 4-50）  フ ァ ン を 熱 く す る 美 意 識  で す が 、 私 は み な さ ん に 『 ロ ー

マ 人 の 物 語 』 を 読 破 せ よ 、 と 勧 め て い る わ け で は な い の で す 。

（福田和也『悪の読書術』）【④類】  

（ 4-51）  私 も 阪 神 フ ァ ン 、 タ イ ガ ー ス は フ ァ ン を 熱 く さ せ る 、 面 白

い 野 球 を や っ て く れ る 、 こ な い だ の 中 日 戦 な ん か 最 高 ！

（ Yahoo!知恵袋）【④類】  

（ 4-52）  「 奈 央 美 さ ん 、 触 っ て … 詩 ち ゃ ん を 気 持 ち よ く し て あ げ て

…」（開田あや『禁断の告白』）【③類】  

（ 4-53）  「 僕 ら は あ る 意 味 ホ ス ト で あ っ て 、 ど れ だ け お 客 さ ん を 気

持 ち 良 く さ せ る か が 大 切 。 （ 『 Ｂ ｏ ｏ ｎ （ ブ ー ン ） 』 ） 【 ③

類】  

 

 一方、「～スル」構文のみと共起するのは「白い、黒い」など⑦「赤い」

類であり、（ 4-54）（ 4-55）は「白い」「黒い」が「～スル」構文と共起

する例である。これらは「赤く育った人」「自分」といった人を「白い」

「黒い」状態に変化させるように直接的にコントロールしている。括弧の

ように「～サセル」には置き換えにくい。  

 

（ 4-54）  よ そ の お 母 さ ん が 育 て て き た も の を ね 、 変 え ら れ る わ け が

な い と い う 、 そ こ を ま ず 考 え な さ い と い う こ と で す 。  赤 く

育った人 を 白くしよう （ ＊ 白くさ せよう ）というのは、何年も

か か る も の な ん で す 。 （ 野 村 有 紀 子 ， 野 村 沙 知 代 『 日 本 一 勇

気ある嫁』）【⑦類】  

（ 4-55）  ほ ん と う の 殺 人 は 、 窓 ぎ わ か ら 銃 を 撃 っ て 、 窓 か ら 逃 げ 出

し た 何 者 か に よ っ て な さ れ た ― ホ ワ イ ト の 靴 で な い 靴 を 履 い

て 、 ホ ワ イ ト が 持 っ て い る は ず の な い 銃 を 持 っ て い た 何 者 か

に よ っ て 。 要 す る に 、 ホ ワ イ ト は 、 あ と か ら 白 く す る た め に 、
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わざと 自分 を黒くした （ ＊ 黒くさ せた ） のです。（カーター・

ディクスン著、田口俊樹訳『第三の銃弾』）【⑦類】  

 

 また、「～サセル」構文のみに共起するのは「嬉しい」「苛立たしい」

のような②「嬉しい」類であり、（ 4-56）（ 4-57）は「嬉しい」「苛立た

しい」が「～サセル」と共起する例である。これらは「相手」「彼」とい

った人を「嬉しい」「苛立たしい」状態に変化させるように間接的にコン

トロールしている。そのため、括弧のように「～スル」に置き換えにくい。  

 

（ 4-56）  言 い 方ひ と つで 、 相 手 を 嬉 し くさ せ た り （ ?嬉し く し たり ） 、

が っ か り さ せ た り す る こ と に 気 付 く 。 （ 森 田 弘 行 『 小 五 教 育

技術』）【②類】  

（ 4-57）  ダ ッ シ ュ は ク ラ レ ン の 悲 し み に す っ か り 気 を と ら れ て 、 こ

の 女 性が 彼 を ど ん な に い ら だ た し く させ ら れ る （ ?い ら だ たし

く す る こ と が で き る ） か 、 ほ と ん ど 忘 れ て い た の だ っ た 。

（ ジ ョ ア ン ・ ロ ス 作 、 柴 田 礼 子 訳 『 ル ー ル は 無 用 』 ） 【 ② 類 】  

 

 さらに、「～スル」構文も「～サセル」構文も①「憎い」類が現れてい

ない。（ 4-58）～（ 4-60）では①「憎い」類の「憎い」「恨めしい」「恋

しい」が「～スル」「～サセル」構文と共起する例であるが、どちらも不

自然になる。それは、「憎い」「恨めしい」「恋しい」といった感情はコ

ントロ ールによってそのような状態に変化させることが難しいためである

と思われる。  

 

（ 4-58） a. ＊ 花子を 憎くする 。【①類】  

b. ＊ 花子を 憎くさせる 。  

（ 4-59） a. ＊ 花子を 恨めしくする 。【①類】  
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b. ＊ 花子を 恨めしくさせる 。  

（ 4-60） a. ＊ 花子を 恋しくする。【①類】  

b. ＊ 花子を 恋しくさせる。  

 

 以上、有情物をヲ格名詞句に取る「～スル」構文と「～サセル」構文は、

⑥～③類の属性・評価・感覚・感情を表す形容詞が用いられている点で共

通しているが、「～スル」構文は「～サセル」構文と違って⑦類が用いら

れていて「～サセル」構文は「～スル」構文と違って②類が用いられてい

る。また「～スル」構文も「～サセル」構文も①「憎い」類は用いられて

いない。  

こ の こ と か ら 、 「 有 情 物 ヲ ～ ク ス ル ／ サ セ ル 」 構 文 に お い て 、 属 性 ・

評価・感覚・感情を表す形容詞が用いられるが、「～スル」構文は「～サ

セル」構文より属性を表す形容詞との共起範囲 が広く「～サセル」構文は

「～スル」構文より感情を表す形容詞との共起範囲が広いことが考えられ

る。また、二つの構文とも「憎い」「恨めしい」など感情度の高い形容詞

と共起しにくい。  

 

4.5.2 ヲ格名詞句が「心」の場合  

 

 ヲ格名詞句が「 心」の場合、「～スル」構文、「～サセル」構文と共起

する形容詞を全てまとめると表 4-8と表 4-9のようになる。  

 

表 4- 8 「心 ヲ ～ク スル 」構 文 と共 起す る形 容詞  

（ 延 べ語 数： 39 9語 、異 なり 語 数： 22語 ）  

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 悪 い  145  6少  7 暗 い  11 6少  
 

か た い  
 
6少  

 

冷 た い  

 

4熱  

2 良 い  114  6少  8 正 し い  8 7赤  柔 ら か い  4熱  遠 い  6少  

3 強 い  31 6少  9 軽 い  6 6少  

15 

新 し い  

1 

6少  貧 し い  6少  

4 明 る い  25 6少  10 温 か い  5 4熱  美 し い  5危  空 し い  3寂  

5 熱 い  21 4熱  11 優 し い  3 5危  大 き い  6少  
 

6 重 い  16 6少  12 暖 か い  2 4熱  寂 し い  3寂  
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表 4- 9 「心 ヲ ～ク サセ ル」 構 文と 共起 する 形容 詞  

（ 延 べ語 数： 32語、 異 なり 語数 ： 1 2語 ）  

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 悪 い  11 6少  4 強 い  3 6少  

7 

明 る い  

1 

6少  

 

重 い  

 

6少  

2 
熱 い  

4 
4熱  

5 
寂 し い  

2 
3寂  温 か い  4熱  軽 い  6少  

良 い  6少  楽 し い  3寂  痛 い  3寂  切 な い  3寂  

 

 「～スル」構文と「～サセル」構文に現れる形容詞の類型を全体的に見

ると、「～スル」構文も「～サセル」構文も⑥「少ない」類、④「熱い」

類、③「寂しい」類が現れている。ただし、「～スル」構文では⑦「赤い」

類と⑤「危ない」類が現れているのに対して、「～サセル」構文では現れ

ていない。一方、「～スル」構文も「～サセル」構文も①「憎い」類と②

「嬉しい」類は現れていない。  

 「～スル」構文と「～サセル」構文に共通して現れる形容詞は、「強い」

「熱い」「寂しい」など属性・感覚・感情を表す形容詞であり、これらは

⑥類、④類、③類 に該当する。（ 4-101）～（ 4-106）は「強い」「熱い」

「寂しい」が「～スル」「～サセル」構文と共起して、 心をその形容詞の

状態に変化させることを表している。例えば、（ 4-101）（ 4-102）は「強

い」 が「 ～ スル 」「 ～ サセ ル」 構文 と 共 起す る例 で 、（ 4-101） の 「～ ス

ル 」 構 文 は 「 天 皇 の 心 」 （ Ｙ ） を 「 明 る い 」 状 態 に 変 化 さ せ る こ と を 、

（ 4-102）の 「 ～サ セル 」 構文 は「 外 界 との 交渉 を 完全 に断 ち 切ろ うと す

る気持ち」（Ｙ）を「明るい」状態に変化させることを表している。他の

例文も同様である。  

 

（ 4-61）  吉田 定房の計らいで危うく脱出はしたが、さてその先はどう

し た ら よ い か と 思 っ て い た 矢 先 の 正 成 の 進 言 は 、 天 皇 の 心 を

強くした。（新田次郎『新田義貞』）【⑥類】  
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（ 4-62）  （略）こうした外国からの侵略の企てはかえって私たちの島

国 的 偏 見 を 強 め 、 外 界 と の 交 渉 を 完 全 に 断 ち 切 ろ う と す る 気

持ち を強くさせた 。（岡倉天心『日本の目覚め』）【⑥類】  

（ 4-63）  こ ん な に 長 く 胸 を 熱 く す る ス ポ ー ツ を 、 私 は 他 に 知 り ま せ

ん。（ Yahoo!知恵袋）【④類】  

（ 4-64）  こ ん な に も 胸 を 熱 く さ せ る バ ン ド を あ な た は 知 っ て い る

か！？（『Ｗｅｅｋｌｙぴあ』）【④類】  

（ 4-65）  波 の 音 は 、 ど う も 変 に 心 を 淋 し く し ま す し 、 松 の 風 も 異 様

に響いて兄の心をいじめます。（鳩山一郎『若き血の清く燃え

て』）【③類】  

（ 4-66）  そ の 言 葉 の 響 き が 、 母 の 心 を 頼 も し く 淋 し く さ せ て い く 。

（もえぎゆう『パーソナルニーズ』）【③類】  

 

 一方、「～スル」構文のみと共起するのは「正しい」のような⑦「赤い」

類であり、（ 4-67）は「正しい」が「～スル」構文と共起する例である。

（ 4-67）は「其心」を「正しい」状態に変化させることを表している。こ

こで「～スル」構文は括弧のように「～サセル」構文に置き換えにくい。  

 

（ 4-67）  （略）良心側に於 て亦其意を 誠にし 其心 を正しうす る （ ? ?正

しくさせる）を要する所以の者実に此の 儆醒の間に在るなり、

（略）（新井奥邃『新井奥邃著作集』）【⑦類】  

 

 上の⑦「赤い」類以外に⑤「危ない」類も「～スル」構文のみに現れて

いる。（ 4-68）（ 4-69）は⑤類の「美しい」「優しい」と共起する例であ

る。しかし、ここで「～サセル」は括弧のように「～スル」構文に置き換

えられる。  
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 （ 4-68）  肉 体 を 再 生 し た い の な ら 、 心 を 美 し く す る （ 美 し く さ せ る ）

こ と で す 。 （ ジ ェ ー ム ズ ・ ア レ ン 著 、 坂 本 貢 一 訳 『 ｢原 因 ｣と

｢結果 ｣の法則』）【⑤類】  

 （ 4-69）  心 を 優 し く す る （ 優 し く さ せ る ） た め に は 、 己 を な く す こ

と が い ち ば ん で す 。 （ 司 馬 遼 太 郎 『 司 馬 遼 太 郎 全 講 演 』 ）

【⑤類】  

 

 また、「～スル」構文も「～サセル」構文も②「嬉しい」類は現れてい

ないが、インターネットにその用例が見られる。（ 4-70）～（ 4-73）は②

類の「嬉しい」「悲しい」が「～スル」「～サセル」構文と共起する例で

あるが、「心」をヲ格名詞句に取りそれを形容詞の状態に変化させること

を表している。  

 

（ 4-70）  お ひ な さ ん っ て 、 や っ ぱ り 女 ま つ り 。 女 子 の 心 を 、 嬉 し く

するものでなくては！  

https: //www .344- 0456 .com/ 2016/ 03/0 4/201 6 -0 3-03/（ 2022 .8.5検 索 ） 【 ② 類 】  

（ 4-71）  食 後 の デ ザ ー ト も  た く さ ん の 種 類 が 綺 麗 に 並 べ ら れ て い

て ど こ ま で も 心 を 嬉 し く さ せ て く れ る サ ー ビ ス が 行 き 届 い て

います＾＾  

https: //blo g.goo .ne. jp/ca fe -ph oto/ e/437 e03 c7daba de404 d572e b19f 0af5e 3

（ 2022 .8.5検 索 ） 【 ② 類 】  

（ 4-72）  兄 よ 。 あ な た が こ の 世 に 生 き て い な い こ と が 、 ど ん な に わ

たしの心 を 悲しくすることか。  

https: //www .aozo ra.g r.jp/ cards /001 753/f ile s/5903 2_701 98.ht ml（ 2022. 8.5検

索 ） 【 ② 類 】  

（ 4-73）  愛 は  心 に か い た 落 書 き さ  い つ ま で も  心 に へ ば り つ い て

ぼくの心 を  悲しくさせる  
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https: //lyr icjp. com/ ats/a 001ff 2/l0 061ff h（ 2022.8 .5検 索 ） 【 ② 類 】  

 

 しかし、「～スル」構文も「～サセル」構文も①「憎い」類は現れてい

な い 。 （ 4-74） ～ （ 4-76） は ① 類 の 「 憎 い 」 「 恨 め し い 」 「 恋 し い 」 が

「～スル」「～サセル」構文と共起し「心」をヲ格名詞句に取る例である

が、どちらも不自然になる。それは、「憎い」「恨めしい」「恋しい」と

いった感情はそのような状態に変化させるように直接的にコントロールす

ることが難しいためであると思われる。  

 

（ 4-74） a.＊ 心を憎くする。【①類】  

b.＊ 心を 憎くさせる 。  

（ 4-75） a.＊ 心を恨めしくする 。【①類】  

b.＊ 心を 恨めしくさせる 。  

（ 4-76） a.＊ 心を恋しくする 。【①類】  

b.＊ 心を 恋しくさせる 。  

 

 以上、心をヲ格名詞句に取る「～スル」構文と「～サセル」構文は、③

類、④類、⑥類の感情・感覚・属性を表す形容詞が用いられる点で共通し

ているが、「～スル」構文は「～サセル」構文と違って⑦類が用いられて

いる点が特徴的である。「～サセル」構文では②類と⑤類が現れていない

が、インターネットにそれらの用例が見られた。一方、「～スル」構文も

「～サセル」構文も①「憎い」類は用いられていない。  

こ の こ と か ら 、 「 心 ヲ ～ ク ス ル ／ サ セ ル 」 構 文 は 属 性 ・ 評 価 ・ 感 覚 ・

感情を表す形容詞と共起するが、「～スル」構文は「～サセル」構文に比

べ属性を表す形容詞との共起の範囲が広 いことが考えられる。また、「～

スル」構文も「～サセル」構文も「憎い」「恨めしい」など感情度の高い

形容詞と共起しにくい。  
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4.5.3 ヲ格名詞句が「カラダ」の場合  

 

 ヲ格名詞句が「 カラダ」の場合、「～スル」構文と「～サセル」構文に

現れる形容詞を全てまとめると表 4-10と表 4-11のようになる。  

 

表 4- 10  「 カラ ダヲ ～ ク ス ル」 構 文 と 共起 する形 容 詞  

（ 延 べ語 数： 1, 307語、 異 なり 語数 ： 5 2語 ）  

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 丸 い  379  7赤  
14 

熱 い  
14 

4熱  
 
お か し い  

 
5危   緩 い   6少  

2 か た い  137  6少  良 い  6少  平 た い  7赤  

41 

温 か い  

1 

4熱  

3 赤 い  116  7赤  16 白 い  13 7赤  

29 

重 い  

3 

6少  き つ い  6少  

4 低 い  100  6少  17 青 い  10 7赤  寒 い  4熱  厳 し い  6少  

5 悪 い  66 6少  
18 

厚 い  
9 
6少  狭 い  6少  気 持 ち 良 い  3寂  

6 長 い  62 6少  険 し い  6少  酷 い  5危  濃 い  6少  

7 細 い  54 6少  20 冷 た い  8 4熱  太 い  6少  逞 し い  5危  

8 
柔 ら か

い  
44 4熱  

21 

明 る い  

7 

6少  

34 

暖 か い  

2 

4熱  正 し い  7赤  

9 大 き い  43 6少  美 し い  5危  痛 い  3寂  で か い  6少  

10 強 い  41 6少  軽 い  6少  薄 い  6少  遠 い  6少  

11 高 い  40 6少  24 黒 い  6 7赤  暗 い  6少  広 い  6少  

12 
酸 っ ぱ

い  
35 4熱  25 弱 い  5 6少  涼 し い  4熱  空 し い  3寂  

13 小 さ い  28 6少  26 危 う い  4 5危  は や い  6少  若 々 し い  5危  

 

表 4- 11  「 カラ ダヲ ～ クサ セル 」 構文 と共 起する 形 容詞  

（ 延 べ語 数： 24語、 異 なり 語数 ： 9語）  

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 熱 い  7 4熱  
4 

大 き い  
2 

6少  

 

お か し い  

 

5危  

2 丸 い  5 7赤  か た い  6少  強 い  6少  

3 赤 い  4 7赤  6 青 い  1 7赤  脆 い  6少  

 

 「～スル」構文と「～サセル」構文に現れる形容詞の類型を全体的に見

ると、「～スル」構文も「～サセル」構文も⑦「赤い」類、⑥「少ない」

類、⑤「危ない」類が主に用いられている。「～スル」構文は「～サセル」

構文に比べ④「熱い」類が多く、③「寂しい」類も見られる点が特徴的で

ある。一方、「～スル」構文も「～サセル」構文も①「憎い」類と②「嬉

しい」類は現れていない。  
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 「～スル」構文と「～サセル」構文に共通して現れる形容詞は、「おか

しい」「大きい」「丸い」など属性を表す形容詞であり、これらは⑤類、

⑥ 類 、 ⑦ 類 に 該 当 す る 。 （ 4-77） ～ （ 4-82） は 「 お か し い 」 「 大 き い 」

「丸い」が「～スル」「～サセル」構文と共起して、カラダをその形容詞

の状態に変化させることを表している。例えば、（ 4-77）（ 4-78）は「お

かしい」が「～スル」「～サセル」構文と共起する例であるが、（ 4-77）

の「～スル」は「食べ物」（Ｘ）が「人間の頭」（Ｙ）を「おかしい」状

態に変化させるように直接的にコントロールしていて、（ 4-78）の「～サ

セル」は「頭」（Ｙ）を「おかしい」状態に変化させるように間接的にコ

ントロールしている。他の例文も同様である。  

 

（ 4-77）  博 士 は そ れ ま で 、 食 べ 物 が 人 間 の 頭 を お か し く す る こ と な

ど な い と 考 え て い た 方 な の で す 。 （ 七 田 眞 『 言 葉 が ど ん ど ん

とびでる 0歳教育』）【⑤類】  

（ 4-78）  「 あ の 湾 の 水 に は 、 頭 を お か し く さ せ る も の が い ろ い ろ と

ま じ っ て い ま す 」 と 彼 は 気 味 の 悪 い こ と を い っ た 。 （ ロ バ ー

ト・シーゲル著、中村融訳『氷海のクジラ』）【⑤類】  

（ 4-79）  玉 之 助 は 、 大 き な 目 を 、 い っ そ う 大 き く し て お た け を 見 た 。

（向山正家『天保山夢の川さらえ』）【⑥類】  

（ 4-80）  自 分 の 携 帯 電 話 を 差 し 出 し た 聖 司 に 、 桐 原 は 目 を 大 き く さ

せ て 、 口 だ け を 動 か し た 。 （ 宮 本 輝 『 に ぎ や か な 天 地 』 ）

【⑥類】  

（ 4-81）  旅 館 へ 戻 る と 、 さ っ き の お 手 伝 い が 目 を ま る く し て 出 迎 え

た。（森村誠一『人間の証明』）【⑦類】  

（ 4-82）  イプネフェルがそんなことを言って、 亜弐の目 を丸くさせ  

た。（ゆうきりん『オーパーツ・ラブ SP』）【⑦類】  
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 ④「熱い」類は（ 4-83）（ 4-84）のように「～スル」「～サセル」構文

で表れている。（ 4-83）（ 4-84）は「～スル」「～サセル」構文が「熱い」

と共起する例であり、「身体」「目頭」を「熱い」状態に変化させるよう

にコントロールしている。  

 

（ 4-83）  老 婆 の 宿 痾 と い わ れ て い た そ の 疾 患 を 、 と も か く も 治 し た

の だ 、 と い う 思 い だ け が 身 体 を 熱 く し 、 バ イ ク の ス ピ ー ド を

あげていた。（曠野信太郎『榎の里』）【④類】  

（ 4-84）  毎 回 新 刊 を 買 っ て き て 読 ん で は 目 頭 を 熱 く さ せ て も ら っ た

感動の一品ですよ。（ Yahoo!ブロ グ）【④類】  

 

 一方、③「寂しい」類に関して「～スル」構文では「気持ち良い」「空

しい 」の 2例が あっ た が、 「～ サセ ル」 構文 では ③「 寂し い」 類の 例 は見

られなかった。（ 4-85）（ 4-86）は「気持ち良い」「空しい」が「～スル」

構文と共起する例であり、「気持ち良い」は「女体が気持ち良い（と感じ

る）」のようにカラダの感覚を表す意味で用いられていて、「むなしい」

は 「 手 が む な し い 」 と い う 派 生 的 な 意 味 で 用 い ら れ て い る 。 こ の よ う に

（ 4-85）（ 4-86）で「気持ち良い」と「むなしい」は、主体の感情を表す

意味よりは感覚や属 性を表す意味で用いられていて、「女体」「手」の状

態を変化させるように直接的にコントロールしている。  

 

（ 4-85）  女 体 を 気 持 ち よ く し て や る ど こ ろ か 、 さ っ き の 自 信 な ど い

っ ぺ ん に か な ぐ り 捨 て た 。 （ 龍 一 京 『 く り か ら 女 刑 事 』 ）

【③類】  

（ 4-86）  ◆ 似 た こ と わ ざ ＝ 宝 の 山 に 入 り な が ら 手 を む な し く し て 帰

る お じ ゃ る 丸 ◎ ケ ン は 、 自 分 さ が し の た め の 旅 だ と い っ て は 、

仕 事 を 変 え て お る が 、 石 屋 で つ く っ た マ ロ の 石 像 は 、 み な が
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びっ く り する ほ ど よく で きて お っ た。 （ 藤田 隆 美 『 NHKお じ ゃ

る丸ことわざ辞典』）【③類】  

 

 また、「～スル」構文も「～サセル」構文も①「憎い」類と②「嬉しい」

類が現れていない。それは、「憎い」「嬉しい」のような感情を表す形容

詞は（ 4-87）と（ 4-88）のように、元々対象語にカラダを取らないためで

あると思われる。  

 

（ 4-87）  ＊ ｛目／頭／腰｝が 憎い。【①類】  

（ 4-88）  ＊ ｛目／頭／腰｝が 嬉しい 。【②類】  

 

 以上、カラダをヲ格名詞句に取る「～スル」構文と「～サセル」構文は、

⑤～⑦類の属性を表す形容詞が用いられている。「～スル」構文では③類

の感 情を 表す 形容 詞「 気持 ち 良い 」「 む なし い」 の例 も 2例 あ った が、 こ

れ ら は 主 体 の 感 情 よ り 感 覚 、 属 性 を 表 す 意 味 で 用 い ら れ て い た 。 一 方 、

「～スル」構文も「～サセル」構文も感情度の高い①類と②類は用いられ

ていない。  

こ の よ う に 、 「 カ ラ ダ ヲ ～ ク ス ル ／ サ セ ル 」 構 文 に お い て 、 「 ～ ス ル 」

構文と「～サセル」構文は属性を表す形容詞と共起し感情を表す形容詞と

は共 起しにくい点で共通する。  
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4.5.4 ヲ格名詞句が「コト」の場合  

 

 ヲ格名詞句が「コト」の場合、「～スル」構文と共起する形容詞は上位

50位まで、「～サセル」構文と共起する形容詞は全てをまとめると、それ

ぞれ表 4-12、表 4-13のようになる。  

 「～スル」構文と「～サセル」構文に現れる形容詞の類型を全体的に見

ると、「～スル」構文も「～サセル」構文も⑥「少ない」類と⑤「危ない」

類が多く、⑦「赤い」類、④「熱い」類、③「寂しい」類の語が見られる。

一方、「～スル」構文も「～サセル」構文も②「嬉しい」類と①「憎い」

類は現れていない。  

 

表 4 - 1 2  「 コ ト ヲ ～ ク ス ル 」 構 文 と 共 起 す る 形 容 詞  

(延 べ 語 数 ： 5 , 0 3 4語 、 異 な り 語 数 ： 9 5語 )  

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1  良 い  7 7 6  6少   難 し い  6 9  5危  3 9  細 い  1 8  6少  

 

険 し い  

 

6少  

 

易 し い  

 

6少  

2  大 き い  5 3 0  6少  2 1  濃 い  6 4  6少  4 0  
柔 ら か

い  
1 7  4熱  

つ ま ら

な い  
5危  優 し い  5危  

3  少 な い  4 2 6  6少  
2 2  

暗 い  
5 7  

6少  4 1  
や や こ

し い  
1 6  5危  

6 0  

温 か い  

3  

4熱  

7 9  

暑 い  

1  

4熱  

4  小 さ い  3 2 2  6少  狭 い  6少  
4 2  

浅 い  
1 2  

6少  甘 い  4熱  暑 苦 し い  4熱  

5  強 い  2 6 3  6少  2 4  薄 い  5 4  6少  緩 い  6少  渋 い  4熱  危 な い  5危  

6  高 い  2 1 0  6少  
2 5  

遅 い  
4 6  

6少  
4 4  

お か し

い  1 1  
5危  近 い  6少  疑 わ し い  5危  

7  低 い  2 0 6  6少  逞 し い  5危  丸 い  7赤  冷 た い  4熱  恐 ろ し い  3寂  

8  軽 い  1 9 3  6少  2 7  重 い  4 3  6少  4 6  詳 し い  9  6少  で か い  6少  重 苦 し い  5危  

9  短 い  1 7 0  6少  
2 8  

か た い  
3 9  

6少  

4 7  

熱 い  

8  

4熱  乏 し い  6少  気 ま ず い  5危  

1 0  悪 い  1 5 8  6少  楽 し い  3寂  き つ い  6少  鈍 い  6少  快 い  5危  

1 1  多 い  1 5 6  6少  3 0  面 白 い  3 6  5危  等 し い  7赤  

6 8  

青 い  

2  

7赤  寒 い  4熱  

1 2  明 る い  9 8  6少  
3 1  

厚 い  
3 2  

6少  太 い  6少  重 た い  4熱  
素 晴 ら し

い  
5危  

1 3  長 い  9 1  6少  弱 い  6少  5 1  酷 い  7  5危  可 愛 い  5危  容 易 い  6少  

1 4  広 い  8 5  6少  3 3  細 か い  2 6  6少  

5 2  

黒 い  

5  

7赤  汚 い  6少  つ ら い  3寂  

1 5  は や い  7 5  6少  
3 4  

新 し い  
2 3  

6少  白 い  7赤  
気 持 ち

良 い  
3寂  甚 だ し い  6少  

1 6  深 い  7 3  6少  あ ら い  6少  涼 し い  4熱  寂 し い  3寂  平 た い  7赤  

1 7  厳 し い  7 2  6少  3 6  美 し い  2 2  5危  

5 5  

暖 か い  

4  

4熱  力 強 い  5危  空 し い  3寂  

1 8  安 い  7 0  6少  
3 7  

正 し い  
2 0  

7赤  
美 味 し

い  
4熱  遠 い  6少  め で た い  5危  

1 9  危 う い  6 9  5危  激 し い  6少  苦 し い  3寂  貧 し い  6少  煩 わ し い  5危  
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表 4 - 1 3  「 コ ト ヲ ～ ク サ セ ル 」 構 文 と 共 起 す る 形 容 詞  

(延 べ 語 数 ： 1 0 3語 、 異 な り 語 数 ： 4 8語 )  

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1  大 き い  1 0  6少  

 

強 い  

 

6少  
 

等 し い  
 

7赤  

 

苦 し い  

 

3寂  

 

悩 ま し

い  

 

5危  

2  
楽 し い  

6  
3寂  低 い  6少  深 い  6少  詳 し い  6少  鈍 い  6少  

悪 い  6少  貧 し い  6少  

2 3  

浅 い  

1  

6少  寒 い  4熱  広 い  6少  

4  

激 し い  

5  

6少  

1 4  

明 る い  

2  

6少  あ ら い  6少  親 し い  6少  
紛 ら わ

し い  
5危  

良 い  6少  厚 い  6少  息 苦 し い  4熱  
騒 々 し

い  
5危  短 い  6少  

6  

熱 い  

4  

4熱  遅 い  6少  多 い  6少  逞 し い  5危  珍 し い  6少  

危 う い  5危  少 な い  6少  恐 ろ し い  3寂  正 し い  7赤  
や や こ

し い  
5危  

難 し い  5危  鋭 い  6少  重 い  6少  
つ ま ら

な い  
5危  緩 い  6少  

9  
薄 い  

3  
6少  高 い  6少  黄 色 い  7赤  つ ら い  3寂  

 
厳 し い  6少  小 さ い  6少  き つ い  6少  乏 し い  6少  

 

 「～スル」構文と「～サセル」構文に共通して現れる形容詞は、⑤～⑦

類の「危うい」「少ない」「等しい」など属性を表すものである。（ 4-89）

～（ 4-94）は「危うい」「少ない」「等しい」が「～スル」「～サセル」

構文と共起して、ヲ格名詞句をその形容詞の状態に変化させることを表し

ている。例えば、（ 4-89）（ 4-90）は「危うい」が「～スル」「～サセル」

構文と共起する例であるが、「～スル」構文の（ 4-89）は「日本の独立」

（Ｙ）を「危うい」状態に変化させるように直接的にコントロールしてい

て、「～サセル」構文の（ 4-90）は「自らの立場」（Ｙ）を「危うい」状

態に変化させるように間接的にコントロールしている。他の例文も同様で

ある。  

 

（ 4-89）  そ の 際 、 彼 ら は 、 日 本 の 独 立 を 危 う く す る 最 大 の 要 因 は 、

大 国 ロ シ ア の 南 下 に あ る と 考 え ま し た 。 （ 山 田 朗 『 護 憲 派 の

ための軍事入門』）【⑤類】  

（ 4-90）  下 手 な 発 言 を し て 、 ヒ ト ラ ー の 機 嫌 を 損 ね で も し た ら 、 自

ら の 立 場 を も 危 う く さ せ て し ま う か ら だ 。 （ 原 田 治 『 帝 国 欧

州戦記』）【⑤類】  
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（ 4-91）  社 会 は 、 可 能 な か ぎ り 、 貧 困 、 病 気 、 犯 罪 を 少 な く し 、 不

平 等 や 不 満 を 是 正 す べ き だ と は 思 い ま す 。 （ 鷲 田 小 彌 太 『 社

会に出てから役に立つ考え方』）【⑥類】  

（ 4-92）  そ の こ と が 、 チ ュ ー ブ ワ ー ム の 出 番 を 少 な く さ せ て い る 一

番 の 原 因 と な っ て い る か も し れ ま せ ん 。 （ 『 海 の 根 魚 完 全 攻

略 500の Q&A』）【⑥類】  

（ 4-93）  た だ 、 Ｓ Ｄ Ｓ Ｌ で は 上 り と 下 り の 速 度 を 等 し く す る た め 、

音 声 通 話 で 使 う 周 波 数 の 範 囲 ま で 利 用 し て い ま す 。 （ 『 超 入

門ネットワーク』）【⑦類】  

（ 4-94）  こ の 場 合 ， 投 資 の 収 益 率 は ， ネ ッ ト ・ キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー の

現 在 価 値 を 投 資 額 と 等 し く さ せ る よ う な 割 引 率 （ 言 い 換 え る

と Ｎ Ｐ Ｖ を ゼ ロ に す る よ う な 割 引 率 ） と し て 計 算 さ れ ， 内 部

収 益 率 （ Ｉ Ｒ Ｒ ： Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｌ  Ｒ ａ ｔ ｅ  ｏ ｆ  Ｒ ｅ

ｔ ｕ ｒ ｎ ） と 呼 ば れ る ． （ 遠 藤 彰 郎 ほ か 『 企 業 価 値 向 上 の た

めの IR経営戦略』）【⑦類】  

 

 また、④「熱い」類の「熱い」や③「寂しい」類の「楽しい」のように

感覚・感情を表す形容詞も共通して用いられている。（ 4-95）～（ 4-98）

は「熱い」「楽しい」が「～スル」「～サセル」構文と共起して、コトを

そ の 形 容 詞 の 状 態 に 変 化 さ せ る こ と を 表 し て い る 。 （ 4-95） （ 4-96） は

「 熱 い 」 が 「 ～ ス ル 」 「 ～ サ セ ル 」 構 文 と 共 起 す る 例 で あ り 、 （ 4-97）

（ 4-98）は「楽しい」が「～スル」「～サセル」構文と共起する例である

が、それぞれ「「冷たい」認識」「男子テニス界」「毎日の食事」「会話」

といったコトをその形容詞の状態に変化させることを表している。  
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（ 4-95）  そ う し た 仕 方 で 彼 は 「 冷 た い 」 認 識 を 実 存 的 に 熱 く す る の

に 成 功 し て い る 。 （ リ ュ デ ィ ガ ー ・ ザ フ ラ ン ス キ ー 著 、 山 本

尤訳『ニーチェ』）【④類】  

（ 4-96）  感 情 の 起 伏 の 激 し い 選 手 だ が そ の パ フ ォ ー マ ン ス も と き に

は 過 激 、 と き に は 魅 力 的 で 、 男 子 テ ニ ス 界 を 熱 く さ せ て く れ

る選手の一人だ（『スマッシュ』）【④類】  

（ 4-97）  料 理 と い ふ 技 術 の 普 及 は 、 毎 日 の 食 事 を 更 に 楽 し く し て く

れ た 代 り に 、 家 庭 の 労 務 は 甚 だ し く 煩 瑣 な も の に な つ た 。

（柳田国男『柳田國男全集』）【③類】  

（ 4-98）  男 性 が 女 性 の 気 を ひ く た め に 話 題 を 豊 富 に し 、 会 話 を 楽 し

くさせる。 （奥脇洋子『 ｢雑談力 ｣講座』）【③類】  

 

「 楽 し い 」 の 他 に も 、 感 情 を 表 す 形 容 詞 が 用 い ら れ る 例 と し て （ 4-99）

と （ 4-100）が 挙げ ら れる 。 （ 4-99） は 「つ ら い」 が「 ～ スル 」 構文 と共

起す る例 で あり 、（ 4-100）は 「恐 ろ し い」 が「 ～ サセ ル 」 構 文と 共起 す

る例であるが、それぞれ「嫁の立場」「最初の夜」といったコトの状態を

変化させることを表している。  

 

（ 4-99）  “ 嫁 の 立 場 ” を 辛 く す る 周 囲 の 無 理 解 （ 宮 子 あ ず さ 『 老 親

の看かた、私の老い方』）【③類】  

（ 4-100）  し か し、 あ の夜 の 窒息 す る よう な 暗闇 の なか で は、 近 くに

なにが―もし手をのばしたときに私が触れるかもしれないなに

か ― あ る の か も わ か ら な か っ た 。 そ の こ と が 、 最 初 の 夜 を と

ても恐ろしくさせたのだった。（エミリー・カー著、上野眞枝

『カナダ先住民物語』）【③類】  
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 このようにヲ格名詞句がコトの場合、③「寂しい」類の感情を表す形容

詞を取ることができる。しかし、同じ感情を表す形容詞でも①「憎い」類

と②「嬉しい」類は現れていない。例えば、（ 4-103）と（ 4-104）は「憎

い」「嬉しい」が「～スル」「～サセル 」構文と共起して「学生生活」と

いうコトの状態を変化させることを表す例であるが、どちらも成り立たな

い。「憎い」「嬉しい」は「学生生活」に対する主体の感情を表す意味は

強いが「学生生活」の属性を表す意味は弱いため、コトをその形容詞の状

態に変化させる「コトヲ～クスル／サセル」構文では用いられにくいと思

われる。  

 

 （ 4-101） a. 不良学生の存在が学生生活を つらくする。【③類】  

         b. 不良学生の存在が学生生活をつらくさせる。  

 （ 4-102） a. 格好良い先輩が学生生活を楽しくする 。【③類】  

         b. 格好良い先輩が学生生活を 楽しくさせる 。  

（ 4-103） a. ＊ 不良学生の存在が学生生活を 憎くする 。【①類】  

b. ＊ 不良学生が学生生活を 憎くさせる。  

（ 4-104） a. ＊ 格好良い先輩が学生性格を嬉しくする 。【②類】  

b. ＊ 格好良い先輩が学生生活を嬉しくさせる 。  

 

 以上、コトをヲ格名詞句に取る「～スル」構文と「～サセル」構文は、

⑤～⑦類の属性を表す形容詞のみでなく、③類、④類の感情・感覚を表す

形容詞も用いられている。一方、①類、②類 の感情度の高い形容詞は用い

られていない。  

こ の よ う に 、 「 コ ト ヲ ～ ク ス ル ／ サ セ ル 」 構 文 に お い て 、 コ ト の 属 性

を表す形容詞は用いられるが、「憎い」「嬉しい」のようにコトに対する

主体の感情を表す形容詞は用いられにくい。  
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4.5.5 ヲ格名詞句が「モノ」の場合  

 

 ヲ格名詞句が「 モノ 」の場合、「～スル」構文、「～サセル」構文と共

起する形容詞を全てまとめると表 4-14と表 4-15のようになる。  

 「～スル」構文と「～サセル」構文を比較すると、「～スル」構文は延

べ語 数が 617語、 異な り 語数 が 54語で あ るの に対 して 、 「～ サセ ル」 構 文

は延べ語数が 5語、異なり語数が 5語であり 1例ずつ現れている。  

 「～スル」構文と「～サセル」構文に現れる形容詞の類型を全体的に見

ると、「～スル」構文も「～サセル」構文も⑥「少ない」類と④「熱い」

類が現れている。「～スル」構文では⑤「危ない」類と⑦「赤い」類が現

れているが「～サセル」構文ではこれらの類型の形容詞が現れていないの

が特徴的である。一方、「～スル」構文も「～サセル」 構文も②「嬉しい」

類と①「憎い」類は現れていない。  

 

表 4- 14  「 モノ ヲ～ ク スル 」 構 文 と共 起す る形容 詞  

（ 延 べ語 数： 61 7語 、異 なり 語 数： 54語 ）  

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 柔 ら か い  59 4熱  15 多 い  15 6少  
 

冷 た い  
 
4熱  

 

大 人 し い  

 

5危  

2 大 き い  56 6少  
16 

か た い  
14 

6少  緩 い  6少  面 白 い  5危  

3 小 さ い  49 6少  低 い  6少  

31 

温 か い  

3 

4熱  可 愛 い  5危  

4 短 い  47 6少  
18 

重 い  
10 

6少  甘 い  4熱  黄 色 い  7赤  

5 高 い  41 6少  太 い  6少  美 し い  5危  き つ い  6少  

6 長 い  39 6少  20 濃 い  8 6少  良 い  6少  臭 い  4熱  

7 新 し い  31 6少  

21 

明 る い  

7 

6少  

35 

で か い  

2 

6少  暗 い  6少  

8 少 な い  30 6少  白 い  7赤  平 た い  7赤  狭 い  6少  

9 薄 い  19 6少  丸 い  7赤  脆 い  6少  近 い  6少  

10 

厚 い  

18 

6少  24 強 い  6 6少  

38 

青 い  

1 

7赤  遠 い  6少  

軽 い  6少  
25 

暖 か い  
5 

4熱  赤 い  7赤  広 い  6少  

細 か い  6少  は や い  6少  卑 し い  5危  深 い  6少  

13 細 い  17 6少  
27 

熱 い  
4 

4熱  美 味 い  4熱  
 

14 美 味 し い  16 4熱  黒 い  7赤  お か し い  5危  

 

表 4- 15  「 モノ ヲ～ ク サセ ル」 構 文と 共起 する形 容 詞  

（ 延 べ語 数： 5語 、 異な り語 数： 5語 ）  

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 甘 い  
1 

4熱  3 安 い  
 

6少  5 悪 い   6少  

2 美 味 し い  4熱  4 緩 い  6少   
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 「～スル」構文と「～サセル」構文に共通して現れる形容詞は、④「熱

い」類の「甘い」「美味しい」と⑥「少ない」類の「緩い」である。（ 4-

105）～（ 4-110）は「甘い」「美味しい」「ゆるい」 が「～スル」「～サ

セル」構文と共起して、モノをその形容詞の状態に変化させることを表し

ている。例えば、（ 4-105）（ 4-106）は「甘い」が「～スル」「～サセル」

構文 と共 起 する 例で あ るが 、（ 4-105） の「 ～ス ル 」構 文は 「 栗や トウ モ

ロコシ」（Ｙ）を「甘い」状態に変化させるように直接的にコントロール

して いて 、 （ 4-106）の 「 ～サ セル 」 構 文は 「海 の 水」 （Ｙ ） を「 甘い 」

状態に変化させるように間接的にコントロールしている。他の例文も同様

である。  

 

（ 4-105）  栗 や ト ウ モ ロ コ シ を 甘 く す る ゆ で 方 （ 永 島 ト ヨ 『 ｢台 所 お

ばあちゃん ｣の料理秘伝』）【④類】  

（ 4-106）  これ では 大海 に砂 糖を まい て 海の 水 を 甘く させ よう とす る

よ う な も の で あ る 。 （ 北 杜 夫 『 ど く と る マ ン ボ ウ 医 局 記 』 ）

【④類】  

（ 4-107）  イ ンス タ ント ラー メ ンに 野 菜を 入れ た り、 何 か一 手間 加 え

る と 美 味 し く な る よ う に 、 イ ン ス タ ン ト コ ー ヒ ー を 美 味 し く

する方法ってありますか？（ Yahoo!知恵袋）【④類】  

（ 4-108）  肉 から 茹で 汁の 中に にじ み 出たウ マみ が、 茹で 汁 を 一層 お

い し く さ せ た あ と 、 ま た 肉 の 中 に 戻 っ て き た 、 そ う い う 味 が

する。（東海林さだお『タケノコの丸かじり』）【④類】  

（ 4-109）  靴 をゆ るく して も 改 善さ れ なけれ ば、 整形 外科 へ。 （『 Ｈ

ａｎａｋｏ』）【⑥類】  

（ 4-110）  樹 木 の根 はそ の 烈風 に 耐え よう と して 、 おの れが 拠 ると こ

ろ の 地 盤 を ゆ さ ぶ り 、 そ の 根 本 の 土 を ゆ る く さ せ 、 風 の た め
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ばかりではなく根を露出させて倒れていく。（半村良『黄金奉

行』）【⑥類】  

 

 ただし、「ゆるい」以外に⑥「少ない」類に「大きい」「短い」「高い」

など があ る が、 これ ら は「 ～サ セル 」 構 文と 共起 し にく い。 （ 4-111） ～

（ 4-113）は 「 大き い」 「 短い 」「 高 い 」が 「～ ス ル」 構文 と 共起 する 例

であり、「指輪」「スカート」「床」といったモノの状態をその形容詞の

状態に変化させるように直接的にコントロールすることを表しているが、

括弧のように「～サセル」構文には置き換えられない。  

 

（ 4-111）  問 題  世界 最大 の指 輪の 重 さは何 キロ ？ 指 輪 を いく ら 大 き

く し て も （ ＊ 大 き く さ せ て も ） 、 重 く て 限 界 が あ り ま す ね 。

（塩塚輝男『宴会・パーティーゲーム集』）【⑥類】  

（ 4-112）  高 校 な ど で 、 ス カ ー ト を 短 く し て は （ ＊ 短 く さ せ て は ） い

け な い と 校 則 が あ り ま す が 、 な ぜ 短 く し て は い け な い ん で す

か？？（ Yahoo!知恵袋）【⑥類】  

 （ 4-113）  床 を 一 段 高 く し て （ ＊ 高 く さ せ て ） 、 下 を 収 納 ス ペ ー ス と

して使っています。（『子ども部屋』）【⑥類】  

 

 また、「～スル」構文では⑤「危ない」類の「美しい」や⑦「赤い」類

の「黄色い」など属性を表す形容詞が現れているが、「～サセル」構文に

は現れていない。（ 4-114）（ 4-115）は「美しい」「黄色い」が「～スル」

構文と共起する例であり、「インテリア用品」「ピーマン」といったモノ

をその形容詞の状態に変化させるように直接的にコントロールしているこ

とを表しているが、括弧のように「～サセル」構文には置き換えにくい。  
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 （ 4-114）  ６お もち ゃ 、文 具、 イ ン テリ アグ ッ ズ… 日用 雑 貨手 間を か

けずにホコリを取るワ ザ インテリ ア用 品 を 美しくする （ ? ?美し

く さ せ る ） （ 永 田 美 穂 と 平 成 暮 ら し の 研 究 会 『 ヨ ゴ レ を 落 と

す裏ワザ・隠しワザ』）【⑤類】  

 （ 4-115）  カラ ーピ ーマ ンは ピー マ ン を過 熟さ せて 赤や 、 黄 色く し た

（ ＊ 黄色 くさせ た ）も ので、 肉厚は 薄く 、店もち も２‐ ３日 で

やわらかくなります。（ Yahoo!知恵袋）【⑦類】  

 

 一方、「～スル」構文も「～サセル」構文も①「憎い」類、②「嬉しい」

類、③「寂しい」類のように感情度の高い形容詞とは共起していない。そ

れは、これらの類型の形容詞は（ 4-116）～（ 4-118）のように本来モノを

対象語に取りにくいためであると思われる。  

 

 （ 4-116）  ＊ 靴が憎い 。【①類】  

 （ 4-117）  ＊ 靴が嬉しい 。【②類】  

 （ 4-118）  ＊ 靴が寂しい 。【③類】  

 

 このように、モノをヲ格名詞句に取る「～スル」構文と「～サセル」構

文では、感覚を表す④「熱い」類と属性を表す⑥「少ない」類が用いられ

ている。ただし、⑥「少ない」類の場合「～サセル」構文では用いられる

語に制限があると思われる。また「～スル」構文では⑤「危ない」類と⑦

「赤い」類が用いられているが、「～サセル」構文ではこれらの語が用い

られていない。一方、「～スル」構文も「～サセル」構文も①「憎い」類、

②「嬉しい」類、③「寂しい」類が用いられていない。  

こ の よ う に 、 「 モ ノ ヲ ～ ク ス ル ／ サ セ ル 」 構 文 で は 感 覚 と 属 性 を 表 す

形容詞が用いられるが、「～スル」構文は「～サセル」構文より属性を表
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す形容詞との共起範囲が広く、二つの構文とも「憎い」「嬉しい」「寂し

い」など感情を表す形容詞は用いられにくい。  

 

 以上、五つのヲ格名詞句を取る「～スル」「～サセル」構文と共起する

形容詞の特徴を見たが、「～スル」構文の直接的なコントロールと「～サ

セル」構文の間接的なコントロールから、属性・評価・感覚・感情の変化

に関して次のようなことが考えられる。  

ま ず 、 感 情 は 「 嬉 し い 」 「 楽 し い 」 の よ う に 直 接 ・ 間 接 的 な コ ン ト ロ

ールによってそのように変化できるものもあれば、「憎い」のようにどの

ようにコントロールしても変化しにくいものもある。一方、属性は直接・

直接的にコントロールできるが、「赤い 」「丸い」など間接的にコントロ

ールしにくいものもある。感覚と評価は直接・間接的にコントロールでき

る。  

 

4.6 本章のまとめ  

 

 第４章では「ＸガＹヲ～クスル」構文と「ＸガＹヲ～クサセル」構文に

つ い て 、 「 ～ ス ル 」 構 文 と 「 ～ サ セ ル 」 構 文 の ヲ 格 名 詞 句 を 「 有 情 物 」

「心」「カラダ」「コト」「モノ」の五つに詳細に分類して、各ヲ格名詞

句と共起する形容詞の特徴を見た。  

 その結果、表 4-16のように「～スル」構文と「～サセル」構文では共起

する形容詞の範囲に違いが見られるが、それに基づき形容詞は太い線のよ

うに①類、②類、③類、④類、⑤⑥類、⑦類の六つの段階に分けられた。  
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表 4- 16  「 ～ス ル」 構 文、 「～ サ セル 」構 文と形 容 詞の 七分 類 （表 4-1の再 掲 ）  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を  

表 す  

評 価 を  

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎

い 」 類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱 い 」

類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

ス

ル 

有 情 物  × × ○  ○  ○  ○  ○  

有 情 物

の 部 分  

心  × △  ○  ○  ○  ○  ○  

カ ラ ダ  × × △  ○  ○  ○  ○  

非 情 物  
コ ト  × × ○  ○  ○  ○  ○  

モ ノ  × × × ○  ○  ○  ○  

サ

セ

ル 

有 情 物  × ○  ○  ○  ○  ○  × 

有 情 物

の 部 分  

心  × ○  ○  ○  ○  ○  × 

カ ラ ダ  × × × ○  ○  ○  ○  

非 情 物  
コ ト  × × ○  ○  ○  ○  ○  

モ ノ  × × × ○  △  △  × 
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第５章  比較構文「ＸガＹヨリ～い」  

 

5.1 はじめに  

 

 従来、形容詞は 程度性を持つため、属性や感情の意味に関係なく 「私は

花子より背が 高い」「その言葉が他のどの言葉よりも 嬉しい 」のように比

較構文が成り立つとされてきた。しかし、感情を表す形容詞の場合を詳し

く 見 る と 、 「 ＊ 私 が 花 子 よ り 嬉 し い 」 「 ?そ の 言 葉 が 他 の ど の 言 葉 よ り も

憎い 」のように比較構文が成り立ちにくい場合がある。そこで本章では、

比較構文「ＸガＹヨリ～い」がどのような形容詞と共起するか、さらに比

較する対象（Ｘ、Ｙ）にどのような語が来るかを見ることによって、 感情

と属性の比較の特徴を論じ、 これにより形容詞が四段階に分けられること

を主張する。  

 本章では、まず比較の対象であるＸ、Ｙが「人」「モノ」「コト」であ

る か を 見 て 、 形 容 詞 が 三 つ の 比 較 構 文 （ 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い 」 「 モ ノ 1ガ

モ ノ 2ヨ リ ～ い 」 「 コ ト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～ い 」 ） と 共 起 す る か を 見 る 。 各 比

較構文において、それぞれの形容詞の類 型がどのような場合に共起してど

のような場合に共起しないかを見ると表 5-1のようになる。  

 

表 5- 1 三つ の 比較 構文 と形 容 詞の 七分 類  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を

表 す  

評 価 を

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎

い 」 類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱

い 」 類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い  × × △  △  ○  ○  ○  

モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ ～ い  × △  ○  ○  ○  ○  ○  

コ ト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～ い  × ○  ○  ○  ○  ○  ○  



第５章 比較構文「ＸガＹヨリ～い」 142 

 

 

 

 表 5-1を見 ると 、三 つ の比 較構 文は い ずれ も⑤ 「危 な い」 類、 ⑥「 少 な

い」類、⑦「赤い」類のように属性度の高い形容詞とは共起する。一方、

①「憎い」類、②「嬉しい」類、③「寂しい」類、④「熱い」類の四つは、

三つの比較構文 と共起しな いか共起し に くく、例えば① 「憎い」類 は「 ＊

私は 花 子 より 憎 い」 （ 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い」 ） や 「 ？ そ の 言葉 が 他の ど の

言 葉よりも 憎い 」（「コト 1ガコト 2ヨリ ～い」）のよう に比較構文 が成り

立ちにくい。このように三つの比較構文と形容詞の七分類の共起関係を見

ると 、大 きく 四 つの 段階 に分 ける こ とが でき る。 これ を 表 5-1の 縦の 太線

で示す。  

 このような結果に基づき本章では、属性の場合はその対象が人、モノ、

コトであるかに関係なく自由にその程度が比較できるが、感情の場合は人

と人の感情の比較のみ難しいのでなく、同一人の主体における感情であっ

ても程度の比較が行われにくい場合があることを論じる。  

この よ う に、 比 較構 文 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い」 「 モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ ～い 」

「 コト 1ガコ ト 2ヨリ ～い」は共起 する形 容詞の範囲に違 いが見られ て、本

章ではこれらを形容詞を分類する指標の一つとし、形容詞を四つの段階に

分ける。さらに、他の章の指標と合わせることで最終的に形容詞を七つに

分類する。  

5.1節 で は 本 章 の 構 成 と 主 張 の 要 点 に つ い て 述 べ 、 5.2節 で は 比 較 構 文

の先 行研 究に つ いて 概観 する 。続 い て 5.3節で は比 較 する 対象 のＸ 、 Ｙで

ある「人」「モノ」「コト」について説明して、国立国語研究所の「現代

日本 語書 き 言葉 均衡 コ ーパ ス」 （以 下 、 BCCWJ） を用 い た調 査の 概 要に つ

いて 説明 する 。次 に 5.4節 では 三つ の比 較構 文と 共起 する 形容 詞を 調 査し 、

その特徴を考察する。最後に 5.5節では本章の内容をまとめる。  
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5.2 先行研究  

 

 本節では比較構文について論じられている安達（ 2001）について概観し、

先行研究を踏まえ本章の課題を提示する。  

 安達（ 2001）は、比較構文の文型や比較述語の特徴など、比較構文の全

体像について論じたものである。安達（ 2001）は「二つ以上の要素の比較

とい う意 味を 構 造化 して 表し た文 」 （ p.1）を 「比 較 構文 」と 呼び 、 典型

的な 比較 構文 は （ 5-1） のよ うに 比較 の 基準 を「 より 」 で表 す文 であ る と

して いる 。（ 5-1）は 、 「複 雑さ 」に 関 して 比較 を行 う と「 知識 とし て 持

っていたもの」という基準に対して「放射性物質の実際の挙動」は上位に

置かれることを表していると述べている。  

 

 （ 5-1）  これ らの 研 究を やり 始め て 、私 は少 なか ら ず驚 いた 。微 量 の

放射性物質の実際の挙動というの は、当初私 が学んで知識として

もっていたものよりも、はるかにはるかに複雑だった 。  

（高木仁三郎『市民科学者として生きる』 p.77）  

（安達 2001： 1の（ 1））  

 

安 達 （ 2001） は 、 「 典 型 的 な 比 較 構 文 は 、 あ る テ ー マ に 関 し て 、 あ る

要素を基準とすると別のある要素が上位に置かれることを意味する。した

がって典型的な比較は、テーマを設定する述語、基準となる「より」句、

そして比較の対象の 3つの構成要素からなることになる」（ p.2）と述べて

いる。  

例え ば（ 5-2）は 、 「毅 然と し た、 骨の ある 人の 多 さ」 とい う比 較 のテ

ーマに関して「おじいさん」を基準とすると、その基準を「おばあさん」

が量的に上回っていることを表していて、ここで「より（も）」で表され
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る句を「比較の基準」、その基準と比較さ れる要素を「比較の対象」、述

語を「比較述語」と呼ぶとしている。  

 

 （ 5-2）  一般 に、 男 と女 とど ちら が 立派 か、 など と 言っ てみ ても は じ

まらないが、年よりだけについて言えば、 おじいさんよりも おば

あさんのほうが、毅然とした、骨のある人が 多いような気がする。  

（高島俊男『お言葉ですが … 』 p.143）  

（安達 2001： 2の（ 6））  

 

 安達（ 2001）は典型的な比較構文の文型を次のように表している。  

 

 （ 5-3）  Ｘより  Ｙ（の方）が   Ｐ  。  

     比 較 の 基 準   比 較 の 対 象    比 較 述 語  

（安達 2001： 2の（ 7））  

 

 安達（ 2001）は「ＸよりＹの方がＰ」は比較の対象が主題化されないと

きの文型であり、「ＹはＸよりＰ」は比較の対象が主題化されたときの文

型であるとし、二つとも典型的な比較構文の文型として扱っている。本研

究では、比較の対象が主題化される「ＹはＸよりＰ」という文型を比較構

文の 典型 的な 文 型と して 扱い 、本 章 では 比較 構文 の文 型 を（ 5-4）の よう

に示すことにする。  

 

 （ 5-4）  Ｘガ  Ｙヨリ  Ｐ  。  

 

 安達（ 2001）は比較構文を成立させる主要因となる比較述語について、

二つの要素の間で上下、優劣が付けられるという程度性や相対性を持つこ
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とを論じている。その点で、「とても」「非常に」のような純粋程度副詞

が共起する、形容詞がその中心になる比較述語であると述べている。  

 次の（ 5-5）と（ 5-6）は形容詞「暑い」「楽しい」が述語である比較構

文の 例で ある が 、例 えば （ 5-5） にお い て真 夏の 暑さ と 秋口 の暑 さが 同 じ

気温である必要がないように、「暑い」という形容詞の表す意味には幅が

あることを述べている。  

 

（ 5-5）  「暑いねえ。ひどい暑さだ」  

と野田地佑さんは電話のむこうで、あきらかに元気のない声を出

していた。たしかに 今年の夏はいつもの年より ずっと 暑い ようだ

った。熱帯夜というものがもう十六日間も続いている。  

（椎名誠『鷲と豚 』 p.127）  

（ 5-6）  そ ん なふ うに し て、 そ こで 一 日仕 事を や って みる と 、け っ こ

うそれは市ヶ谷の学校へ行ってノートにこしゃこしゃした文字を

書いているより楽しかった 。  

（椎名誠『哀愁の町に霧が降るのだ  上』 p.196）  

（ 安 達 2001： 4の （ 17） （ 18） ）  

 

安 達 （ 2001） は 、 こ の よ う に 形 容 詞 が 表 す 属 性 や 感 情 が 程 度 性 を 持 つ

ことが比較構文の成立に大きな意味を持っていることを論じている。  

 このように、安達（ 2001）は形容詞が表す属性・感情は程度性を持つた

め比較構文が成り立つとしているが、程度性を持つ形容詞であるにも関わ

らず（ 5-7）～（ 5-9）のように比較構文が成り立たない場合もある。  

 

 （ 5-7） ＊ 私は花子より 嬉しい 。  

 （ 5-8） ?手作りチョコは ブランドのチョコより羨ましい 。  

 （ 5-9） ?その言葉は他のどの言葉よりも憎い 。  



第５章 比較構文「ＸガＹヨリ～い」 146 

 

 

 

 上記の形容詞は、「とても｛嬉しい／羨ましい／憎い ｝」「非常に｛嬉

しい／羨ましい／憎い」のように程度副詞が共起して程度性を持つもので

あるが、比較構文が成り立たない。  

本 研 究 で は 比 較 構 文 「 Ｘ ガ Ｙ ヨ リ ～ い 」 に お い て 、 ど の よ う な 形 容 詞

が共起するか、比較する対象（Ｘ、Ｙ）にどのような語が来るかを見て、

比較における形容詞の特徴を明らかにする。  

 

5.3 調査概要  

 

 本節 では 、比 較構 文「 Ｘガ Ｙヨ リ～ い 」につ いて 、 BCCW Jの 「中 納言 」

を用いた調査の概要について述べる。  

調 査 の 概 要 の 説 明 に 入 る 前 に 、 比 較 構 文 「 Ｘ ガ Ｙ ヨ リ ～ い 」 の 述 語 と

「Ｘ」「Ｙ」に現れる語の特徴について説明する。  

ま ず 、 比 較 構 文 の 述 語 に 関 し て は 、 述 部 に 用 い ら れ る 形 容 詞 を 対 象 と

し た 。 2 1そ の 例 は 、 （ 5 - 1 0） ～ （ 5 - 1 2） の よ う な も の で あ る 。 （ 5 - 1 0）

（ 5-11）では「難しい」「細かく」が述部に用いられていて、（ 5-12）で

は「高い」が［形容詞＋名詞＋ダ /デス］の形で述部に用いられている。  

 

（ 5 - 1 0）  命 ず る こ と は 従 う こ と よ り 難 し い 。 （ ア リ ス ・ ミ ラ ー 著 、

山下公子訳『真実をとく鍵』）  

 

2 1  形 容 詞 が 修 飾 部 や 補 部 な ど 、 述 部 以 外 で 用 い ら れ る 場 合 、 「 そ の 友 達 よ り も き

っ と い い 彼 氏 が 出 来 る は ず で す 」 「 も と も と の 原 子 核 よ り 、 小 さ く 分 か れ た 原 子

核 を ま と め る 方 が 少 な い エ ネ ル ギ ー で す む た め に 、 （ 略 ） 」 よ う に 「 Ｘ ガ Ｙ ヨ リ

～ い 」 と 異 な る 文 構 造 を 取 る 場 合 が 多 か っ た た め 、 形 容 詞 が 述 部 以 外 に 現 れ る 場

合 は 対 象 外 に し た 。  
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（ 5 - 1 1）  イ ス ラ ム の 列 柱 は コ ル ド バ の モ ス ク に も 見 ら れ る が 、 「 獅

子 の 中 庭 」 の 列 柱 は モ ス ク の 柱 よ り 細 く て 優 美 で あ る 。 （ ロ

ム ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 『 こ の 建 築 物 が ｢凄 い ！ ｣と い わ れ る

理由』）  

（ 5 - 1 2）  タ ナ ー は 、 わ た し が 知 っ て い る 誰 よ り も プ ラ イ ド の 高 い 人

だ 。 （ ミ ン デ ィ ・ ネ フ 作 、 神 津 ち さ と 訳 『 花 嫁 は 行 方 不

明？』）  

 

 次に、「ＸガＹヨリ～い」の「Ｘ」と「Ｙ」に関しては、「人」「モノ」

「 コ ト 」 の も の を 対 象 と し た 。 こ れ ら は 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い 」 「 モ ノ 1ガ

モ ノ 2ヨ リ ～ い 」 「 コ ト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～ い 」 の 三 つ で あ る が 、 こ れ ら の 三

つについて次のⅰ～ⅲで説明する。  

 

ⅰ．「人 1ガ人 2ヨリ～い」  

 

 比較構文「ＸガＹヨリ～い」において、Ｘ、Ｙが「人」であり人の状態

を比較する場合である。ここで「人」は（ 5-13）～（ 5-16）の「ドブレ山

の王、ギャッファー」「妻、私」「私の夫、あちらの夫」「みな、ジェシ

ー」のことである。 「人」には（ 5-13）（ 5-14）のように外見・所有とい

う外面的な側面と、（ 5-15）（ 5-16）のように性格・感情という内面的な

側面があり、内面的な側面を持たない「モノ」「コト」とは区別される。  

 

（ 5-13）  ド ブ レ 山 の 王 は ギ ャ ッ フ ァ ー よ り も 背 が 高 く 、 と て も 落 ち

つ い て い て 、 威 厳 に 満 ち て い る 。 （ キ ャ サ リ ン ・ ラ ン グ リ ッ

シュ作、金原瑞人，杉田七重訳『トロール・フェル』）  

（ 5-14）  共 働 き で 妻 が 、 私 よ り 若 干 手 取 り 収 入 が 多 く 、 い つ も 威 圧

的です。（ Yahoo!知恵袋）  
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（ 5-15）  私 の 夫 は あ ち ら の 夫 よ り も 頼 も し く 、 私 の 子 供 は 、 だ れ の

子 供 よ り も か し こ く て 美 人 だ 。 （ 瀬 戸 内 寂 聴 『 寂 聴 人 は 愛 な

しでは生きられない』）  

（ 5-16）  み な 、 ジ ェ シ ー よ り も は る か に 楽 し そ う で 、 ジ ョ ー ク を 言

い 合 っ て 笑 っ て い る で は な い か 。 （ ゲ ー リ ー ・ S.ト プ チ ッ ク

著 、 有 賀 裕 子 訳 『 ネ ガ テ ィ ブ な 部 下 と ど う つ き あ え ば い い の

か！』）  

 

ⅱ．「モノ 1ガモノ 2ヨリ～い」  

 

 比較構文「ＸガＹヨリ～い」において、Ｘ、Ｙが「モノ」でありモノの

状 態 を 比 較 す る 場 合 で あ る 。 こ こ で 「 モ ノ 」 と は （ 5-17） ～ （ 5-20） の

「その家、周りの家」「石畳、竈」「柘榴の花、薔薇の花」「パン、ジャ

ガイモの皮」のことである。モノは空間に存在し感覚によって捉えられる

具体物 のことであり、 大きさ・温度・色・味のような属性を持つ。「モノ」

は実質的である点で、抽象的な「コト」とは区別される。  

 

 （ 5-17）  その家は 、周りの家 より一回り 大きく 、芝生の中央で噴水が、

水 を 噴 き 上 げ て い た 。 （ コ リ ン ・ ウ ィ ル ソ ン 著 、 小 森 健 太 朗

訳『スパイダー・ワールド』）  

（ 5-18）  道 の 石 畳 は 午 後 の 陽 光 に 灼 か れ て パ ン 屋 の 竈 よ り も 熱 く 、

ひ び 割 れ 尖 っ て 裸 足 の 足 裏 に 突 き 刺 さ る 。 （ 篠 田 真 由 美 『 龍

の黙示録』）  

（ 5-19）  チ ル ス の 園 に 生 え て い る 柘 榴 の 花 は 、 薔 薇 の 花 よ り 赤 い け

れ ど 、 お 前 の 口 の よ う に 赤 く は な い 。 （ 鶴 見 俊 輔 他 『 新 ・ ち

くま文学の森』）  

（ 5-20）  パ ン の ほ う が 、 ジ ャ ガ イ モ の 皮 よ り ず っ と お い し か っ た 。
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（ ジ ェ ニ ン グ ズ ・ マ イ ケ ル ・ バ ー チ 著 、 塩 谷 紘 訳 『 ぬ い ぐ る

みを檻に入れられて』）  

 

ⅲ．「コト 1ガコト 2ヨリ～い」  

 

 比較構文「ＸガＹヨリ～い」において、Ｘ、Ｙが「コト」でありコトの

状 態 を 比 較 す る 場 合 で あ る 。 こ こ で 「 コ ト 」 と は （ 5-21） ～ （ 5-24） の

「男女差、個人差」「うまくいくこと、失敗すること 」「走り出すこと、

止まること」「現実、想像」のことである。「 コト」は概念的・抽象的な

事態のことであり、大きさや難易度などの属性を持つ。  

 

（ 5-21）  赤 ち ゃ ん 時 期 は 、 男 女 差 よ り 個 人 差 の ほ う が 大 き い と い う

のが正解のようです。（『Ｂａｂｙ -ｍｏ』）  

（ 5-22）  確 か に 、 板 を 頼 り に 売 買 し て も 、 う ま く い く こ と よ り も 失

敗することが 多いような気がします。（ Yahoo!ブログ）  

（ 5-23）  「 走 り 出 す よ り 、 止 ま る 方 が 難 し い な ん て 、 考 え て も み な

かったよ」（坂本康宏『歩兵型戦闘車両ダブルオー』）  

（ 5 - 2 4）  た い て い の 場 合 、 現 実 の 方 が 我 々 の い か な る 想 像 よ り も は

る か に 恐 ろ し い 。 （ ポ ー ル ・ オ ー ス タ ー 著 、 柴 田 元 幸 ， 畔 柳

和代訳『空腹の技法』）  

 

以上 を踏 ま えて 、 BCCWJの 「中 納 言」 で 比較 構文 「 Ｘガ Ｙ ヨリ ～い 」 の

用例を抽出した。抽出方法は次の通りである。  

 

 ①  検索対象：全て  

   長単位検索：  

前方共起 1：キーから 5語以内  
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「語彙素読み」が「ヨリ」  

      AND「品詞」の「中分類」が「助詞 -格助詞」  

キー：「品詞」の「大分類」が「形容詞」  

②  ① の よ う に 検 索 し て 17,096件 を 抽 出 し た が 、 形 容 詞 が 述 部 で 用 い

ら れ て い な い 場 合 （ 例 ： 甘 い キ ス を し よ う ） や 「 よ り 」 が 比 較 の 意

味 で 用 い ら れ て い な い 場 合 （ 例 ： 肩 甲 骨 の 下 の 少 し 真 ん 中 よ り の と

こ ろ ） や 重 複 す る 文 な ど は 除 外 し た 。 次 に 、 比 較 す る 対 象 Ｘ 、 Ｙ が

「 人 」 の 場 合 、 「 モ ノ 」 の 場 合 、 「 コ ト 」 の 場 合 の も の を 抽 出 し た

結果、「人 1ガ人 2ヨリ～い 」は延べ 語数 967語、異なり 語数 100語が 、

「モノ 1ガ モノ 2ヨリ～い 」は延べ 語数 1,045語、異な り語数 106語が 、

「コト 1ガ コト 2ヨリ～い 」は延べ 語数 2,952語、異な り語数 144語が 抽

出できた。  

 

5.4 共起する形容詞の特徴  

 

 5.3節 で行 った 調査 結果 を基 に、 各構 文と共 起す る形 容詞 の特 徴を 見る 。

各 構 文 の 延 べ 語 数 と 異 な り 語 数 を 見 る と 、 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い 」 「 モ ノ 1

ガ モ ノ 2ヨ リ ～ い 」 「 コ ト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～ い 」 の 順 に そ の 数 が 多 く な る 。

以 下、 5.4.1節では「人 1ガ人 2ヨリ～い」と共起する形容詞の特徴 を、 5.4.

2節 では「モノ 1ガモノ 2ヨリ～い」と共起 する形容詞の特徴を 、 5.4.3節で

は「コト 1ガコト 2ヨリ～い」と共起する形容詞の特徴を見る。  

 

5.4.1 「人 1ガ人 2ヨリ～い」  

 

本 節 で は 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い 」 と 共 起 す る 形 容 詞 の 特 徴 を 見 る 。 表 5-2

は 、「人 1ガ 人 2ヨリ ～い」 と共起 する形 容詞を示したも のであり、 「数」
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は出 現数 を、 「類 」は 表 5-2に 示し た ① ～⑦ の七 つの 形容 詞の 類型 を 表す 。

他も同様である。  

 

表 5- 2 比較 構 文「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～い 」と 共 起す る 形容 詞  

（ 延 べ語 数： 96 7語 、異 なり 語 数： 100語）  

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 高 い  109  6少  

26 

賢 い  

7 

5危  

 

つ ら い  

 

3寂  

 

細 か い  

 

6少  

2 多 い  88 6少  軽 い  6少  遠 い  6少  嫉 妬 深 い  5危  

3 若 い  79 6少  短 い  6少  相 応 し い  6少  吝 い  5危  

4 良 い  72 6少  29 無 い  6 7赤  太 い  6少  し ん ど い  3寂  

5 強 い  57 6少  

30 

幼 い  

5 

6少  古 い  6少  
素 晴 ら し

い  
5危  

6 
大 き い  

45 
6少  広 い  6少  醜 い  5危  逞 し い  5危  

低 い  6少  深 い  6少  や さ し い  - ダ サ い  5危  

8 は や い  39 6少  

33 

上 手 い  

4 

6少  － ぽ い  6少  正 し い  7赤  

9 少 な い  35 6少  面 白 い  5危  － ら し い  6少  楽 し い  3寂  

10 － や す い  28 6少  怖 い  3寂  

60 

浅 い  

1 

6少  頼 り な い  5危  

11 小 さ い  21 6少  安 い  6少  厚 い  6少  慎 ま し い  5危  

12 
偉 い  

20 
6少  

37 

重 い  

3 

6少  甘 い  4熱  生 臭 い  4熱  

弱 い  6少  か た い  6少  潔 い  6少  鈍 い  6少  

14 
う ま い  

19 
- 頼 も し い  5危  煩 い  5危  人 情 深 い  5危  

悪 い  6少  激 し い  6少  嬉 し い  2嬉  の ろ い  6少  

16 
詳 し い  

18 
6少  － に く い  6少  縁 遠 い  6少  甚 だ し い  6少  

長 い  6少  

42 

明 る い  

2 

6少  大 人 し い  5危  幅 広 い  6少  

18 可 愛 い  16 5危  忙 し い  5危  お も ろ い  5危  欲 し い  1憎  

19 遅 い  15 6少  薄 い  6少  我 慢 強 い  5危  貧 し い  6少  

20 酷 い  11 5危  汚 い  6少  か わ ゆ い  5危  脆 い  6少  

21 

美 し い  

9 

5危  厳 し い  6少  汚 ら し い  6少  喧 し い  5危  

近 い  6少  黒 い  7赤  興 味 深 い  5危  優 し い  5危  

で か い  6少  濃 い  6少  毛 深 い  6少  宜 し い  6少  

24 
格 好 良 い  

8 
5危  狭 い  6少  心 無 い  5危  若 々 し い  5危  

凄 い  5危  冷 た い  4熱  好 も し い  5危  － 深 い  6少  

 

 表 5- 2に 現れ る形 容詞 の類 型を 見る と 、⑥ 「少 ない 」類 と⑤ 「危 ない 」

類が上位を占めていて多く分布している。その他に⑦「赤い」類、④「熱

い」類、③「寂しい」類、②「嬉しい」類、①「憎い」類の語も見られる。

一方、①「憎い」類の語は「欲しい」の 1語のみである。  

表 5-2では 、⑥ 「少 ない 」類 と ⑤「 危な い」 類が 上位 を占 めて 広く 分 布

している。（ 5-25）は⑥類の「高い」と共起する例であり（ 5-26）は⑤類

の「美しい」と 共起する例 であるが、 ど ちらも人 1が 人 2より ある側面に お

いてその程度が上であることを表している。例えば（ 5-25）は「花沢唯」

と「黒田」の身長という側面を比較し、「花沢唯」が「黒田」より身長の
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程度が拳ひとつ分高いことを表している。（ 5-26）は「ヌーレディン」と

「シャムセディン」の美しさという側面を比較していて、「ヌーレディン」

が「シャムセディン」より美しさ の程度が上であることを表している。  

 

（ 5 - 2 5）  花 沢 唯 は 黒 田 よ り 拳 ひ と つ 背 が 高 い 。 （ 結 城 信 孝 『 牌 が さ

さやく』）【⑥類】  

（ 5 - 2 6）  け れ ど も 彼 に は 二 つ の 月 に も 似 た 二 人 の 子 供 が あ り ま し た 。

（ 中 略 ） け れ ど も 下 の ヌ ー レ デ ィ ン の 方 が 、 確 か に シ ャ ム セ

デ ィ ン よ り も 美 し く 、 出 来 が よ い の で あ り ま し た 。 （ 幸 田 露

伴他『美食』）【⑤類】  

 

 一方、⑦「赤い」類の「無い」「黒い」「正しい」のように程度性を欠

く 形 容 詞 の 出 現 も 見 ら れ る 。 こ れ ら は 「 無 い ↔有 る 」 「 黒 い ↔黒 く な い 」

「 正 しい ↔正 しく な い」 のよ うに 、そ の 中間 の程 度は 考 えに くい 。た だし 、

（ 5-27）～（ 5-29）は「無い」「黒い」「正しい」が比較構文で用いられ

る例であり、ここで「無い」は「（学歴が）低い」の意味で、「黒い」は

「（黒の明度・彩度 が）高い」の意味で、「正しい」は「賢い」の意味で

用いられていて、その程度の上下が考えられるようになり比較構文が成り

立つと思われる。  

 

（ 5 - 2 7）  あ と 、 や は り 自 分 は 他 の 人 よ り も 学 歴 も な い 分 、 こ れ か ら

先 の 仕 事 に 対 し て 自 身 が な い よ う で す 。 （ Y a h o o !知 恵 袋 ）

【⑦類】  

（ 5 - 2 8）  「 き れ い な 人 だ っ た ？ 」  「 ま あ ま あ だ ね 」  「 肌 の 色

は ？ 」  「 ル ア ン よ り ず っ と 黒 い 」 （ 笹 倉 明 『 ル ア ン 』 ）

【⑦類】  

（ 5 - 2 9）  そ の 結 果 、 高 学 歴 者 に 庶 民 よ り 自 分 た ち の 方 が 正 し い と い
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う 独 善 的 な 態 度 が 生 ま れ や す く な っ た の で あ る 。 （ 古 川 隆 久

『戦時下の日本映画』）【⑦類】  

 

 また、④「熱い」類、③「寂しい」類、②「嬉しい」類のように感覚・

感情を表す形容詞の共起も見られる。まず、感覚を表す形容詞の場合を見

る。（ 5-30）～（ 5-32）は④類の「甘い」「冷たい」「生臭い」と共起す

る例であるが、 これらは人 1と人 2が感じ る感覚を表すの でなく、「 金銭感

覚が甘い」「（態度が）冷たい」「（働きぶりが）生臭い」のように派生

的に使われて人の属性を表している。  

 

（ 5 - 3 0）  金 銭 感 覚  お 金 に 困 っ た 経 験 が 少 な い た め 、 人 よ り も 金 銭

感 覚 が 甘 い よ う 。 （ 動 物 占 い プ ロ ジ ェ ク ト 『 恋 愛 動 物 占 い 』 ）

【④類】  

（ 5 - 3 1）  郁 彦 が 好 き に な っ た 人 は 、 誰 よ り 冷 た い ― 義 兄 と い う 名 の

男 だ っ た 。 （ 竹 内 照 菜 『 こ の 夜 が 、 終 わ る ま で に は 』 ） 【 ④

類】  

（ 5 - 3 2）  片 や 中 曾 根 は 五 月 に 七 十 六 歳 と な る が 、 こ れ も 意 気 さ か ん 、

福 田 よ り も 生 臭 く 、 院 政 を 敷 く 色 気 や あ わ よ く ば 再 度 の 宰 相

の 野 望 を 秘 め る か と の 憶 測 さ え 出 る 活 動 ぶ り を 見 せ て い る 。

（内田健三『戦後宰相論』）【④類】  

 

 次 に 、 感 情 を 表 す 形 容 詞 の 場 合 を 見 る 。 （ 5 - 3 3） は ③ 「 寂 し い 」 類 の

「怖い」と共起する例であり（ 5-34）は②「嬉しい」類の「嬉しい」 と共

起 する例である が、感覚を 表す形容詞 と 同様に人 1と 人 2が感 じる内面を 表

していない。これらは、「親、子ども」 「ヤンクミみたいな先生、普通の

先生 」といった人に対して感じる評価的感情を表すといえる。例えば（ 5-

35）で、「怖い」は「親」と「子ども」が感 じる内面の状態を表すのでな
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く、「親」と「子供」に対して感じられる「怖い」という感情を表すと同

時に「（態度が）怖い」という性質を表すのである。  

 

（ 5 - 3 3）  本 書 の タ イ ト ル 「 子 ど も よ り も 親 が 怖 い 」 は 、 担 当 編 集 者

の 坂 口 雄 一 朗 さ ん の 強 い 意 向 で 決 ま り ま し た 。 （ 諸 富 祥 彦

『子どもよりも親が怖い』）【③類】  

（ 5 - 3 4）  『 ご く せ ん 』 の 人 気 が 高 い よ う で す が 、 実 際 に 『 ヤ ン ク ミ 』

み た い な 先 生 が い た ら 、 嬉 し い ？ そ れ と も ウ ザ い ？ 普 通 の 先

生より 百倍は 嬉しい です。（ Yahoo!知恵袋）【②類】  

 

 一方、例文の 中には人 1と人 2が 感情の 主体であり、お 互いの感情 の程度

の上下を比較する文もあった。それは③「寂しい」類の「つらい」「楽し

い」「 しん どい 」と共 起す る例 であ り、 （ 5-35） ～（ 5-3 8）の 4例で あ っ

た 。（ 5-35）～（ 5-38）における人 1と人 2は、それぞれ「つ らい」「楽し

い」「しんどい」と感じる主体である。例えば（ 5-35）で、「残される人」

と「残す人」は「つらい」と感じる主体であり、つらさの程度が「残され

る人」の方がより上であることを表している。以下同様である。  

 

（ 5 - 3 5）  自 殺 志 願 者 が 多 い の も ・ ・ 事 実 い る ん だ な ぁ 〜 と 思 う わ た

し も 思 春 期 に 病 気 に な っ て  病 院 の 窓 か ら 飛 び 降 り よ う と し

た こ と あ る ん だ 〜 オ バ カ さ ん だ よ ね 〜 （ 略 ） 残 さ れ る 人 は  

残 す 人 よ り も つ ら い で す 。 き っ と づ 〜 っ と ・ ・ つ ら い で す 。

（ Yahoo!ブログ）【③類】  

（ 5 - 3 6）  （ 略 ） あ た し 、 取 っ て お い て ち び ち び 食 べ る わ 。 そ う す れ

ば お 楽 し み が 長 持 ち す る で し ょ 。 食 べ 終 わ っ た ら 、 い つ だ っ

て ち ょ っ と 辛 い の 」  そ れ を 言 う な ら 、 「 空 し い 」 だ ろ う 。
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た だ 、 孫 小 紅 も 「 空 し い 」 と い う の は 、 う ま く 言 葉 に で き な

か っ た 。 「 上 官 金 虹 か ら 見 れ ば 、 こ の 世 で た だ 一 人 の 宿 敵 は

李 尋 歓 よ 。 殺 し ち ゃ っ た ら 、 あ た し が 胡 桃 を 食 べ き っ た と き

み た い な 気 持 ち に な る は ず だ わ 。 そ れ も 、 あ た し よ り ず っ と

辛 い と 思 う わ 」 （ 古 龍 著 、 岡 崎 由 美 訳 『 多 情 剣 客 無 情 剣 』 ）

【③類】  

（ 5 - 3 7）  だ が 、 少 し 落 ち 着 く と 、 今 度 は 周 囲 の 乗 客 た ち の 言 葉 に 耳

を 傾 け て み た 。 み な 、 ジ ェ シ ー よ り も は る か に 楽 し そ う で 、

ジ ョ ー ク を 言 い 合 っ て 笑 っ て い る で は な い か 。 ジ ェ シ ー は 考

え 込 ん で し ま っ た 。 （ ゲ ー リ ー ・ Ｓ ・ ト プ チ ッ ク 著 、 有 賀 裕

子 訳 『 ネ ガ テ ィ ブ な 部 下 と ど う つ き あ え ば い い の か ！ 』 ）

【③類】  

（ 5 - 3 8）  ６ 月 中 旬 、 ７ 月 に 入 っ て か ら ド タ バ タ と 忙 し く な り 、 気 候

も そ の 季 節 ら し く ど う し ょ う も な く 暑 い 日 に な り 、 体 力 ・ 気

力 共 に イ ッ パ イ 、 イ ッ パ イ に な っ て き ま し た 。 （ 略 ） そ の 後 、

同 級 生 と 話 し た の で す が 、 夜 勤 ４ 連 チ ャ ン と か が あ る ら し く 、

自 分 よ り も し ん ど そ う で 、 軽 々 と 愚 痴 れ な い な ぁ と 思 い ま し

た。（ Yahoo!ブログ ）【③類】  

 

 上記の例では「きっと」「と思う」「 －そうで」のよう な推測を表す表

現が用いられている が、これは人の感情はその人でない限り明確に把握で

きたないため、これらの表現で推測の意味を加えていると思われる。  

 さらに、 上記の例では「づ～っと」「ずっと」「はるかに」のように程

度の差 が大 きい こと を表 す副詞 が用 いら れてい る。 次の （ 5-39）～ （ 5-4

1）は これ らの 副詞 が ある 場合 とな い場 合を 比較 した もの であ るが 、 副詞

のない（ 5-39b）～（ 5-41b）は副詞のある（ 5-39a）～（ 5-41a）に比べて

より不自然になる。それは、人と人の感情の程度を比較すること自体は成
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り立ちにくいことであるが、「ずっと」や「はるかに」のように副詞を付

けることでその程度の差が明確になり、比較が成り立つようになる からだ

と思われる。  

 

（ 5-39） a. 残される人は残す人よりも ずっと つらい 。  

b.？ 残される人は残す人よりも つらい 。  

（ 5-40） a. 彼はあたしより ずっと つらいと思う。  

b.？ 彼はあたしより つらいと思う。  

（ 5-41） a. みな、ジェシーよりも はるかに 楽しそうだ。  

b.？ みな、ジェシーよりも楽しそうだ 。  

 

 このように、 「人 1ガ 人 2ヨリ～ い」は 、 人の外見・態 度・能力な ど外面

的な側面の程度を比較する意味では用いられるが、感覚・感情など内面的

な側面の程度を比較する意味では用いにくい。そのため、⑥類の 「高い」

と⑤類の「 美しい 」のような属性や評価を表す形容詞が主に用いられてい

て、感覚や感情を表す形容詞は「金銭感覚が甘い」「ある人は（性格が）

怖い」のように人の属性を表す意味のものが用いられている。ただし、そ

の 中 で 人 1と 人 2の 感 情 を 表 し 、 そ の 感 情 の 程 度 の 上 下 を 比 較 す る 例 文 が 4

例あったが、これらは「ずっと」「はるかに」のように程度の差が大きい

ことを表す副詞と共起していた。これらの副詞がないと感情の程度の上下

を比較する意味 で比較構文 は成り立ち に くく、「人 1ガ人 2ヨ リ～い」に お

いて感情を表す形容詞は共起しにくいと思われる。  
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5.4.2 「モノ 1ガモノ 2ヨリ～い」  

 

本 節では「モノ 1ガモノ 2ヨリ～ い」と共 起する形容詞の 特徴を見 る。表

5-3は 、 「 モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ ～ い 」 と 共 起 す る 形 容 詞 を 示 し た も の で あ る 。  

 

表 5- 3 比較 構 文「 モノ 1ガモ ノ 2ヨリ ～い 」 と共 起 する 形容 詞  

（ 延 べ語 数： 1, 045語、 異 なり 語数 ： 1 06語）  
 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 良 い  109  6少  

28 

明 る い  

8 

6少  

 

淡 い  

 

6少  

 

興 味 深 い  

 

5危  

2 大 き い  95 6少  美 し い  5危  美 味 い  4熱  黒 い  7赤  

3 高 い  76 6少  細 か い  6少  重 た い  4熱  詳 し い  6少  

4 小 さ い  64 6少  古 い  6少  可 愛 い  5危  険 し い  6少  

5 安 い  48 6少  

32 

難 し い  

7 

5危  臭 い  4熱  香 ば し い  4熱  

6 
強 い  

41 
6少  

柔 ら か

い  
4熱  寒 い  4熱  好 ま し い  5危  

－ や す い  6少  － ぽ い  6少  凄 ま じ い  6少  怖 い  3寂  

8 多 い  38 6少  
35 

新 し い  
6 

6少  正 し い  7赤  白 い  7赤  

9 

低 い  

31 

6少  甘 い  4熱  遠 い  6少  酸 っ ぱ い  4熱  

広 い  6少  

37 

素 晴 ら

し い  

5 

5危  分 厚 い  6少  鋭 い  6少  

11 

美 味 し い  

27 

4熱  近 い  6少  細 長 い  6少  冷 た い  4熱  

少 な い  6少  で か い  6少  若 い  6少  ナ ウ い  5危  

は や い  6少  無 い  7赤  

67 

あ た た か

い  

1 

- 鈍 い  6少  

14 
重 い  

20 
6少  酷 い  5危  暖 か い  4熱  激 し い  6少  

軽 い  6少  太 い  6少  危 な い  5危  幅 広 い  6少  

16 短 い  17 6少  欲 し い  1憎  荒 い  6少  深 い  6少  

17 
長 い  

15 
6少  細 い  6少  煩 い  5危  相 応 し い  6少  

弱 い  6少  
45 

赤 い  
4 

7赤  恐 ろ し い  3寂  不 味 い  4熱  

19 
面 白 い  

14 
5危  嬉 し い  2嬉  お も ろ い  5危  丸 い  7赤  

濃 い  6少  

47 

青 い  

3 

7赤  芳 し い  4熱  珍 し い  6少  

21 遅 い  13 6少  
格 好 良

い  
5危  黄 色 い  7赤  勿 体 無 い  5危  

22 薄 い  12 6少  暗 い  6少  汚 い  6少  や さ し い  - 

23 

狭 い  

11 

6少  優 し い  5危  き つ い  6少  や ば い  5危  

悪 い  6少  

51 

浅 い  

2 

6少  厳 し い  6少  柔 い  4熱  

－ に く い  6少  暑 い  4熱  
木 目 細 か

い  
6少  － 難 い  6少  

26 
う ま い  

10 
- 熱 い  4熱  

気 持 ち 悪

い  
3寂  

 

か た い  6少  厚 い  6少  清 い  6少  

 

表 5- 3に 現 れ る 形 容 詞 の 類 型 を 見 る と 、 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い 」 と 同 様 に

⑥ 「 少 な い 」 類 と ⑤ 「 危 な い 」 類 が 上 位 に 来 や す い 。 ⑦ 「 赤 い 」 類 、 ④

「熱い」類、③ 「寂しい」類 の語も見ら れるが、これら の語は「人 1ガ人 2
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ヨリ～い」と比べるとより多い。②「嬉しい」類の場合は、「嬉しい」の

1語のみである。ここでも①「憎い」類の語は「欲しい」の 1語のみである。  

表 5-3のほ とん どの 形容 詞は ⑥ 「少 ない 」類 の「 高い 」の よう に属 性 を

表すものや⑤「危ない」類の「美しい」のように評価を表すものである。

（ 5- 42）（ 5-4 3） は 「高 い 」 「美 し い」 と共 起 する 例 であ る が、 モ ノ 1が

モ ノ 2に 比 べて そ の 属 性の 程 度 がよ り 上 で ある こ と を表 し て いる 。 例 え ば、

（ 5-42）は 「ガラス」と「プラスチック」の比重を比較していて、「ガラ

ス」 が「 プラ スチ ック 」よ り比 重の 程度 が高 いこ とを 表し てい る。 （ 5-4

3）は 「倒 され た便 器 」と 「仏 陀像 」の 美し さを 比較 して いて 、「 倒 され

た便器」が「仏陀像」より美味しさの程度が上であることを表している。  

 

（ 5 - 4 2）  ガ ラ ス の ほ う が プ ラ ス チ ッ ク よ り も 薄 く で き ま す 。 が 、 そ

れ 以 上 に 、 ガ ラ ス の ほ う が プ ラ ス チ ッ ク よ り 比 重 が 高 い の で

重くなりがちです。（ Yahoo!知恵袋）【⑥類】  

（ 5 - 4 3）  新 し い 産 業 デ ザ イ ン の 一 貫 と し て 生 産 さ れ た 便 器 に 目 を つ

け た こ と と 考 え あ わ せ る な ら 、 （ 中 略 ） 「 倒 さ れ た 便 器 は 仏

陀 像 よ り 美 し い 」 と つ ぶ や く デ ュ シ ャ ン を 思 い 描 く の も 、 さ

ほ ど 的 は ず れ と も い え な い だ ろ う 。 （ 『 ゲ ー ム の 世 界 』 ）

【⑤類】  

 

 また、⑦「赤い」類の「無い」「赤い」「正しい」のように程度性を欠

く形容詞の出現も見られる。（ 5-44）～（ 5-46）は「無い」「赤い」「正

しい」の例であるが、ここで「無い」は「少ない」の意味で、「赤い」は

「（赤の明度・彩度が）高い 」の意味で、「正しい」は「（由緒が）素晴

らしい」の意味で用いられていて、その程度の上下が考えられるようにな

り比較構文が成り立つと思われる。  
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（ 5 - 4 4）  千 九 百 九 十 八 年 に 二 村 化 学 工 業 か ら 出 さ れ た Ｐ Ｐ ／ Ｅ Ｖ Ｏ

Ｈ ／ Ｐ Ｐ 構 成 フ ィ ル ム で Ｐ Ｖ Ｄ Ｃ コ ー ト フ ィ ル ム に 匹 敵 す る

ガ ス バ リ ア 性 、 保 香 性 な ど を 有 す る 。  共 押 出 フ ィ ル ム の た

め 、 コ ー ト フ ィ ル ム よ り も 湿 度 依 存 性 が な く 、 乾 燥 食 品 か ら

半 生 菓 子 の よ う な 比 較 的 水 分 率 の 高 い 食 品 ま で 使 用 可 能 で あ

る 。 （ 鈴 木 久 昭 『 食 品 包 装 /容 器 ・ 包 材 マ ー ケ ッ ト 情 報 』 ）

【⑦類】  

（ 5 - 4 5）  チ ル ス の 園 に 生 え て い る 柘 榴 の 花 は 、 薔 薇 の 花 よ り 赤 い け

れ ど 、 お 前 の 口 の よ う に 赤 く は な い 。 （ 鶴 見 俊 輔 他 『 新 ・ ち

くま文学の森』）【⑦類】  

（ 5 - 4 6）  メ ロ デ ィ ー も い い し 、 歌 詞 だ っ て 、 え っ と 、 大 伴 家 持 だ っ

た か な 、 旅 人 だ っ た か な 、 と に か く 万 葉 集 だ か ら 、 君 が 代 よ

りも由緒正しい。（ Yahoo!ブログ ）【⑦類】  

 

 また、④「熱い」類の「甘い」「暑い」「熱い」「香ばしい」など感覚

を表す形容詞や③「寂しい」類の「恐ろしい」「気持ち悪い」「怖い」と

②「嬉しい」類の「嬉しい」のように感情を表す形容詞が述語になる例文

も見られる。これらはモノの属性を表す意味で用いられている。まず（ 5-

47）～（ 5-50）は「甘い」「暑い」「熱い」「香ばしい」の例であるが、

これらは「飴が甘い」「飛燕服が 暑そうだ」「道の石畳が 熱い」「パンが

香ばしい」のように、モノの味・着用感・温度・匂いといった属性を表す

意味で用いられている。  

 

（ 5 - 4 7）  「 華 場 院 さ ま か ら 勤 六 ど の に お 土 産 を 下 さ れ ま し た 。 甘 酒

よ り も 串 柿 よ り も ず っ と 甘 い 。 き び か ら と り ま し た 飴 じ ゃ そ

うな。（略）（山岡荘八『徳川家康』）【④類】  



第５章 比較構文「ＸガＹヨリ～い」 160 

 

 

（ 5 - 4 8）  そ の 他 、 コ ス 用 品 調 達 （ 滝 汗 ） ウ ィ ッ グ け ち り す ぎ た か な

ぁ … つ け た 感 じ 、 ち ょ っ と 淋 し い 。 （ 中 略 ） … 飛 燕 服 は 浮 竹

服 よ り 暑 そ う だ （ 涙 ） 袖 も 襟 元 も 締 ま っ て る し サ テ ン 地 だ し 。

（ Yahoo!ブログ）【④類】  

（ 5 - 4 9）  道 の 石 畳 は 午 後 の 陽 光 に 灼 か れ て パ ン 屋 の 竈 よ り も 熱 く 、

ひ び 割 れ 尖 っ て 裸 足 の 足 裏 に 突 き 刺 さ る 。 （ 篠 田 真 由 美 『 龍

の黙示録』）【④類】  

 （ 5-50）  肌理細かなパンは歯ごたえがあって、聖司が これまで食べた

ど の ト ー ス ト パ ン よ り も 香 ば し く て 粘 り も あ っ た 。 （ 田 村 明

『イギリスは豊かなり』）【④類】  

 

 次に、（ 5-51）～（ 5-54）は②「嬉しい」類の「嬉しい」と③「寂しい」

類の「恐ろしい」「気持ち悪い」「怖い」の例であるが、これらは「とん

がりコーンが 嬉しそうだ」「『狼と七匹のこやぎ』は 恐ろしい 」「蚕は気

持ち悪い」「砂糖は 怖い」ということで、各形容詞はモノに対する主体の

感情を表すと同時にモノの性質を表している。  

 

（ 5-51）  ひ っ ち ゃ ん は 、 お も ち ゃ よ り も と ん が り コ ー ン が 嬉 し そ う

でした ￣￣！（ Yahoo!ブログ）【②類】  

 （ 5-52）  そのころのボクにとって、 『狼と七匹のこやぎ』は『十三日

の 金 曜 日 』 よ り も 恐 ろ し い サ ス ペ ン ス で し た し 、 『 泣 い た 赤

鬼 』 は 『 フ ィ ー ル ド ・ オ ブ ・ ド リ ー ム ス 』 と 同 じ く ら い ヒ ュ

ー マ ン な ド ラ マ で し た 。 （ 田 窪 一 世 『 黒 い ス ー ツ の サ ン タ ク

ロース』）【③類】  

 （ 5-53）  蚕は鶏の嘴よりももっと気持悪い が、いちは春の初め、新川

の 町 に あ る 種 蚕 を 売 る 家 に 行 き 、 春 蚕 を 三 グ ラ ム ほ ど 買 っ て
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戻 り 、 そ れ を 見 た と き 綾 子 は ち り け が 寒 く な る ほ ど の 嫌 悪 感

を持った。（宮尾登美子『仁淀川』）【③類】  

 （ 5-54）  砂糖は 阿片よりもこわく、アル中よりもひどい影響をもつと

い わ れ て い ま す 。 （ 七 田 眞 『 言 葉 が ど ん ど ん と び で る 0歳 教

育』）【③類】  

 

 一 方 、 感 情 を 表 す 形 容 詞 の 中 で ① 「 憎 い 」 類 の 「 憎 い 」 「 恨 め し い 」

「恋しい」のような語の出現は見られないが、これらの形容詞は（ 5-55）

～（ 5-57）のように元々モノを対象語に取りにくいためであると思われる。  

 

（ 5-55） ? ?靴が憎い  

（ 5-56） ? ?靴が恨めしい  

（ 5-57） ? ?靴が恋しい 2 2 

 

 このように、 比較構文「 モノ 1ガ モノ 2ヨリ～い」は、 モノのある 側面の

程度の上下を比較する意味で用いられている。そのため、⑥「少ない」類

と⑤「危ない」類のようにモノのある側面に関する属性・評価を表す形容

詞が主に用いられている。また、感覚を表す④「熱い」類もモノの属性を

表すものが用いられていて、感情を表す③「寂しい」類と②「嬉しい」類

もモノに対する主体の感情を表すと同時にモノの属性を表すものが用いら

れて いる 。し かし 、① 「憎 い」 類は 「欲 しい 」の 1語の み用 いら れて いる 。  

 

 

 

 
2 2 確 か に 、 そ の 靴 が 元 カ レ か ら も ら っ た 靴 だ っ た と い う 文 脈 が あ れ ば （ 5-5 5）

～ （ 5- 57） も 成 り 立 つ が 、 特 定 な 文 脈 が な け れ ば （ 5- 55） ～ （ 5- 57） は 成 り 立

ち に く い 。  
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5.4.3 「コト 1ガコト 2ヨリ～い」  

 

本節では比較構 文「コト 1ガコト 2ヨリ～ い」と共起する 形容詞の 特徴を

見 る 。 表 5-4は 、 「 コ ト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～ い 」 と 共 起 す る 形 容 詞 を 示 し た も

のである。  

表 5- 4 比較 構 文「 コト 1ガコ ト 2ヨリ ～い 」 と共 起 する 形容 詞  

（ 延 べ語 数： 2, 952語、 異 なり 語数 ： 1 44語）  
 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 良 い  392  6少  

37 

明 る い  

10 

6少  
 

優 し い  
 
5危  

 

お ど ろ お ど

ろ し い  

 

5危  

2 高 い  345  6少  暑 い  4熱  － ぽ い  6少  感 慨 深 い  3寂  

3 多 い  235  6少  凄 い  5危  

75 

浅 い  

2 

6少  汚 い  6少  

4 大 き い  223  6少  若 い  6少  厚 い  6少  香 ば し い  4熱  

5 低 い  183  6少  
41 

き つ い  
9 

6少  荒 々 し い  5危  心 地 良 い  3寂  

6 安 い  172  6少  無 い  7赤  有 り 難 い  3寂  聡 い  5危  

7 少 な い  164  6少  43 － に く い  8 6少  忙 し い  5危  寂 し い  3寂  

8 は や い  115  6少  
44 

涼 し い  
7 

4熱  著 し い  6少  慈 悲 深 い  5危  

9 小 さ い  111  6少  や さ し い  - 薄 暗 い  6少  し ゃ あ な い  5危  

10 強 い  69 6少  

46 

新 し い  

6 

6少  う ま い  - 凄 ま じ い  6少  

11 － や す い  65 6少  美 し い  5危  偉 い  6少  空 々 し い  5危  

12 長 い  53 6少  濃 い  6少  お も ろ い  5危  猛 々 し い  5危  

13 難 し い  47 5危  

49 

薄 い  

5 

6少  賢 い  5危  頼 り な い  5危  

14 遅 い  40 6少  暗 い  6少  悲 し い  2嬉  力 強 い  5危  

15 悪 い  38 6少  仕 方 な い  5危  興 味 深 い  5危  罪 深 い  6少  

16 短 い  35 6少  
素 晴 ら し

い  
5危  詳 し い  6少  で か い  6少  

17 面 白 い  31 5危  尊 い  6少  好 ま し い  5危  手 強 い  6少  

18 

楽 し い  

28 

3寂  望 ま し い  5危  素 早 い  6少  手 早 い  6少  

酷 い  5危  

55 

痛 い  

4 

3寂  乏 し い  6少  生 暖 か い  4熱  

広 い  6少  か た い  6少  儚 い  6少  幅 広 い  6少  

21 

軽 い  

25 

6少  格 好 良 い  5危  恥 ず か し い  2嬉  分 厚 い  6少  

厳 し い  6少  
気 持 ち 良

い  
3寂  等 し い  7赤  古 臭 い  6少  

23 
つ ら い  

22 
3寂  細 か い  6少  相 応 し い  6少  細 い  6少  

古 い  6少  甚 だ し い  6少  貧 し い  6少  蒸 し 暑 い  4熱  

25 近 い  18 6少  欲 し い  1憎  や や こ し い  5危  珍 し い  6少  

26 
暖 か い  

16 
4熱  柔 ら か い  4熱  弱 弱 し い  5危  め ん ど い  3寂  

重 い  6少  若 々 し い  5危  － 深 い  - 勿 体 無 い  5危  

28 
遠 い  

15 
6少  

64 

甘 い  

3 

4熱  

100  

赤 い  

1 

7赤  物 憂 い  3寂  

弱 い  6少  恐 ろ し い  3寂  危 な い  5危  脆 い  6少  

30 嬉 し い  14 2嬉  可 愛 い  5危  荒 い  6少  易 い  6少  

31 

怖 い  

12 

3寂  苦 し い  3寂  如 何 わ し い  5危  緩 い  6少  

寒 い  4熱  正 し い  7赤  潔 い  6少  用 心 深 い  5危  

激 し い  6少  冷 た い  4熱  美 味 い  4熱  
余 所 余 所 し

い  
5危  

深 い  6少  
手 っ 取 り

早 い  
6少  上 手 い  6少  喜 ば し い  5危  

35 
美 味 し い  

11 
4熱  鈍 い  6少  煩 い  5危  宜 し い  5危  

狭 い  6少  易 し い  6少  お か し い  5危  － が た い  6少  
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表 5-4に現 れる 形容 詞の 類型 を 見る と、 他の 比較 構文 と同 様に ⑥「 少 な

い」類と⑤「危ない」類が上位に来やすい。⑦「赤い」類、④「熱い」類、

③「寂しい」類、②「嬉しい」類の語も見られるが、特に③「寂しい」類

と②「嬉しい」類が他の比較構文と比べ上位に現れていることが特徴的で

ある 。こ こも 他と 同様 に① 「憎 い」 類の 語は 「欲 しい 」の 1語の みで ある 。  

表 5-4のう ちほ とん どの 形容 詞 は⑥ 「少 ない 」類 の「 高い 」の よう に 属

性を表すものや⑤「危ない」類の「美しい」のように評価を表すものであ

る。（ 5-58）（ 5-59）は「高い」「美し い」と共起する例であるが、コト

1が コト 2に比べてそ の属性の程度 がより 上である ことを 表している 。例え

ば、（ 5-58）は妊娠 「十二週」と「妊娠十六週」の流産の総合割合を比較

していて、「十二週」が「妊娠十六週」より流産の割合の程度が上である

ことを表している。（ 5-59）では「雨のベルゲン」と「晴れの日（のベル

ゲン）」の美しさを比較していて、前者が後者よりも美しさの程度が上で

あることを表している。  

 

（ 5 - 5 8）  （ 略 ） 流 産 の 総 合 割 合 が 妊 娠 十 六 週 よ り 十 二 週 の ほ う が 高

い た め で す 。 （ ス チ ュ ア ー ト ・ キ ャ ン ベ ル 著 、 菅 田 倫 子 訳

『出生前の "ワタシを見て！ "』）【⑥類】  

（ 5 - 5 9）  「 雨 の ベ ル ゲ ン は 晴 れ の 日 よ り も 美 し い と 言 わ れ て い ま す 。

（略）（岡崎大五『添乗員世界遺産旅がらす』）【⑤類】  

 

 また、⑦「赤い」類の「無い」「正しい」「赤い」のように程度性を欠

く 形 容 詞 の 出 現 も 見 ら れ る 。 （ 5 - 6 0） ～ （ 5 - 6 2） は 「 無 い 」 「 正 し い 」

「赤い」の例であるが、ここで「無い」は「（気温差が）少ない」の意味

で、「正しい」は「優れている」の意味で、「赤い」は「（赤の明度・彩

度が）高い」の意味で用いられており、程度性が現れるため比較構文が成
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り立つのである。  

 

（ 5 - 6 0）  地 下 の ト ン ネ ル 内 部 は 、 地 上 よ り も 気 温 差 が な く 、 快 適 に

す ご せ る 場 所 な の で す 。 （ グ ラ ス ウ イ ン ド 『 ル ー ム メ ー ト は

ハムスター 』）【⑦類】  

（ 5 - 6 1）  と こ ろ で ， 自 信 の 強 さ の 問 題 は 別 と し て ， こ れ は ， 上 野 が

「 ジ ュ ー ス ・ 原 田 組 の 反 対 論 」 の 方 が ナ ウ マ ン 説 よ り 正 し か

っ た ， と 理 解 し た こ と を 示 し て い る ． （ 山 下 昇 『 フ ォ ッ サ マ

グナ』）【⑦類】  

（ 5 - 6 2）  萩 で は 石 垣 は 多 く 見 ら れ ま す け ど 大 島 の は 溶 岩 な ん で す ね 。

萩で見るより 、赤いです。（ Yahoo!ブログ）【⑦類】  

 

 また、④「熱い」類の「 暖かい」「寒い」「柔らかい」など感覚を表す

形容詞や③「寂しい」類の「楽しい」「つらい」「気持ち良い」と②「嬉

しい」類の「嬉しい」など感情を表す形容詞が述語になる例文も見ら れる。

これら はコ トの 属性 を表 す意味 で用 いら れてい る。 まず （ 5-63）～ （ 5-6

5）は 「暖 かい 」「 寒 い」 「甘 い」 の例 であ るが 、こ れら は「 曇っ た 日の

早朝は 暖かい 」「今日はさむい」「成功すると思うのは甘い」のように、

コトの温度・満足感といった属性を表す意味で用いられている。  

 

（ 5 - 6 3）  そ の た め ， 曇 っ た 日 の 早 朝 は ， 晴 れ た 日 の 早 朝 よ り 暖 か い 。

（ 長 倉 三 郎 ， 梶 田 叡 一 ， 松 井 孝 典 他 『 新 編 理 科 総 合 Ｂ 』 ）

【④類】  

（ 5 - 6 4）  今 夜 か ら 明 日 に か け て 一 部 の 地 域 で 雨 に 注 意 す る 必 要 が あ

り 今 日 は 昨 日 よ り さ む い の で さ む さ に も 注 意 す る 必 要 が あ り

（略）（ Yahoo!ブログ）【④類】  

 （ 5-65）  これで成功するなんて思うのは 、あんみつにシロップとハチ
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ミ ツ と パ ル ス イ ー ト を か け る の よ り 甘 い ！ （ ゆ う き ゆ う 『 メ

ルマガで人気者になろう！』）【④類】  

 

 次 に 、 （ 5-66） ～ （ 5-69） は ③ 「 寂 し い 」 類 の 「 楽 し い 」 「 つ ら い 」

「気持ち良い 」と②「嬉しい」類の「うれしい」の例であるが、これらは

「君と歩くことは 楽しい」「肉親と絶縁するのはつらい」「友達が「でき

る」ことは うれしい 」「音楽に身を任せて踊ってみることは 気持ち良い」

ということで、各形容詞はコトに対する主体の感情を表すと同時にコトの

性質を表していると思われる。  

 

（ 5 - 6 6）  議 論 よ り 君 と 歩 く が 楽 し い と 口 に は 出 せ ず 資 料 広 ぐ る （ 栗

木京子『増補版現代短歌全集』）【③類】  

（ 5 - 6 7）  肉 親 と 絶 縁 す る の は 、 夫 婦 の 離 婚 よ り つ ら い か も し れ ま せ

んよ。（ Yahoo!知恵袋）【③類】  

（ 5 - 6 8）  音 楽 に 身 を 任 せ て 踊 っ て み る と 、 普 通 に 突 っ 立 っ る よ り 、

気 持 ち 良 い し 、 そ れ は ア ー テ ィ ス ト に も 伝 わ り ま す 。 （ Y a h o

o!知恵袋）【③類】  

（ 5 - 6 9）  教 え 合 い ・ 学 び 合 い ・ 助 け 合 い に よ っ て 、 友 達 が 「 で き る 」

こ と は 、 自 分 が 「 で き る 」 よ り う れ し い か も し れ ま せ ん ね 。

（ Yahoo!ブログ）【②類】  

 

 一方、①「憎い」類の「憎い」「恨めしい」「恋しい」のような感情を

表 す 形 容 詞 の 出 現 が 見 ら れ な い が 、 こ れ ら は モ ノ の 場 合 と 違 っ て 、 （ 5-

70a）～（ 5-72a）のようにコトを対象語に取ることができるという特徴が

ある。しかし 、（ 5-70b）～（ 5-72b）の ように比較構 文「コト 1ガコ ト 2ヨ

リ～ い」 に する と若 干 不自 然に 感じ ら れ る。 例え ば 、（ 5-70b） は 「そ の
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言葉」と「今まで聞いたどの言葉」に対して主体が「憎い」と感じること

を表し、憎いと感じた程度の上下を比較することであるが、同一の主体に

よる感情の比較であるにも関わらず比較構文が成り立ちにくいのである。

これは、「憎い」「恨めしい」「恋しい」は主にコトに対する主体の感情

を表し、あるコトに対する感情の程度を基準にして他のコトに対する感情

の程度の上下を計るのは難しいためであると思われる。  

 

（ 5-70） a. その言葉が 憎い。【①類】  

    b.？ その言葉は今まで聞いたどの言葉よりも 憎い。  

（ 5-71） a. その言葉が恨めしい 。【①類】  

    b.？ その言葉は今まで聞いたどの言葉よりも 恨めしい 。  

（ 5-72） a. その言葉が 恋しい。【①類】  

    b.？ その言葉は今まで聞いたどの言葉よりも 恋しい 。  

 

 このように、 「コト 1ガコト 2ヨ リ～い 」は、コトのあ る側面の程 度の上

下を表す意味で用いられている。そのため、⑥「少ない」類の「高い」と

⑤「危ない」類の「美しい」のようにコトのある側面に関する属性・評価

を 表 す 形 容 詞 が 主 に 用 い ら れ て い る 。 ま た 、 感 覚 を 表 す ④ 「 熱 い 」 類 の

「暖かい」のようにコトの属性を表すものが用いられていて、感情を表す

③「寂しい」類の「楽しい」と②「嬉しい」類の「嬉しい」のようにコト

に対する主体の感情を表すと同時にコトの属性を表すものが用いられてい

る。しかし、①「憎い」類は「欲しい」以外は用いられていない。  

 

 以 上 、 5 .4 . 1節 ～ 5 .4 . 3節 で は 、 比 較 構 文 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い 」 「 モ ノ 1

ガ モ ノ 2ヨ リ ～ い 」 「 コ ト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～ い 」 と 共 起 す る 形 容 詞 の 特 徴 を

見た。その結果をまとめると表 5-5のようになる。  

 



第５章 比較構文「ＸガＹヨリ～い」 167 

 

 

表 5- 5 三 つ の 比較 構文 の形 容 詞の 特徴 （表 5- 1の 再 掲）  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を 表

す  

評 価 を 表

す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎

い 」 類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱 い 」

類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤 い 」

類  

人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い  × × △  △  ○  ○  ○  

モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ ～ い  × △  ○  ○  ○  ○  ○  

コ ト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～ い  × ○  ○  ○  ○  ○  ○  

 

 表 5-5で、 三つ の比 較 構文 は属 性度 の 高い 「赤 い」 類 、「 少な い」 類 、

「危ない」類は全て共起するが、感情度の高い「憎い」類、「嬉しい」類、

「寂しい」類、「熱い」類との共起には違いが見られる。  

 これは、属性の比較はどの比較構文においても成り立つが、感情の比較

は制限があるこ とを意味す ると思われ る 。「人 1ガ人 2ヨリ～ い」におい て

「憎い」類、「嬉しい」類、「寂しい」類、「熱い」類のような感情・感

覚を表す形容詞は成り立たないか成り立ちにくいが、それは人と人の感情

を 比 較 す る こ と は 考 え に く い た め で あ る と 思 わ れ る 。 2 3ま た 、 「 モ ノ 1ガ

モ ノ 2ヨ リ ～ い 」で は 感 情 度の 高 い 「 憎 い 」類 と 「 嬉 しい 」 類 が 共起 し に

く く、「コト 1ガコト 2ヨリ～い」 では感 情度の高い「憎 い」類が共 起しに

くいが、それは一人の中での感情の比較であっても「憎い」類のように主

に主体の感情のみを表すもの同士はその程度の上下を比較しにくいためで

あると思われる。  

 

 

 
2 3 感 情 形 容 詞 は そ の 感 情 ・ 感 覚 の 主 体 、 つ ま り 一 人 称 を 主 語 に 取 る と い う 「 人

称 制 限 」 を 持 つ た め （ 小 山 1966、 西 尾 1972、 寺 村 19 71、 1 973、 1982、 等 ） 、

「 人 1 ガ 人 2 ヨ リ ～ い 」 の 述 語 に 感 情 を 表 す 形 容 詞 が 来 る 場 合 「 人 1」 が 一 人

称 の と き は 「 人 1」 が 三 人 称 の と き よ り 容 認 度 が 上 が る と 思 わ れ る 。 し か し 、

述 語 が 感 情 を 表 す 形 容 詞 の 場 合 「 人 1」 が 一 人 称 で あ っ て も 、 「 ＊ 私 は 花 子 よ

り 憎 い 」 「 ＊ 私 は 花 子 よ り 嬉 し い 」 「 ? ?私 は 花 子 よ り 寂 し い 」 の よ う に 感 情 の

比 較 が 成 り 立 ち に く い こ と に は 変 わ り が な い 。  
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5.5 本章のまとめ  

 

 第 ５ 章 で は 、 比 較 構 文 「 Ｘ ガ Ｙ ヨ リ ～ い 」 に つ い て 、 Ｘ 、 Ｙ が 「 人 」

「モ ノ」 「 コト 」で あ る場 合を 対象 と し て、 BCCWJで 調 査を 行い 各 比較 構

文と共起する形容詞の特徴を見た。その結果、三つの比較構文において共

起する形容詞の特徴は表 5-6の通りであった。  

 その結果、表 5-6のように比較構文「人 1ガ人 2ヨリ～い」「モノ 1ガモノ 2

ヨリ～い」「コ ト 1ガコ ト 2ヨリ～ い」で は共起する形容 詞の範囲に 違いが

見られるが、それに基づき形容詞は太い線のように①類、②類、③④類、

⑤⑥⑦類の 四つの段階に分けられた。  

 

表 5- 6 比較 構 文と 形容 詞の 七 分類 （表 5-1の 再掲 ）  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を

表 す  

評 価 を

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎

い 」 類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱

い 」 類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い  × × △  △  ○  ○  ○  

モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ ～ い  × △  ○  ○  ○  ○  ○  

コ ト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～ い  × ○  ○  ○  ○  ○  ○  
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第６章  程度副詞「非常に」「とても」「なかな

か」「大変」「かなり」「ずいぶん」「相当」「だ

いぶ」「ちょっと」「少し」「やや」  

 

6.1 はじめに  

 

 従来、程度副詞が形容詞を修飾する際、「 非常に 髪が長い 」「非常に嬉

しい 」の「非常に」のように属性・感情のどちらも修飾するものもあれば、

「 な かなか 髪が 長い 」「 ＊ なかな か 嬉し い 」の「なかな か」のよう に属 性

は修飾するが感情は修飾しないものもあることが指摘されている。しかし、

感情といっても一概に修飾しないのではなく、例えば「なかなか」の場合、

「 ＊ なかなか 嬉しい 」は 成り立ち にくい が「なかなか 楽 しい 」は成 り立 つ

ように、修飾しにくいものもあれば修飾できるものもある。  

 そ こ で 本 章 で は 、 11語 の 程 度 副 詞 「 非 常 に 」 「 と て も 」 「 な か な か 」

「大変」「かなり」「ずいぶん」「相当」「だいぶ」「ちょっと 」「少し」

「やや」が属性、感情を表す形容詞と共起するかを見て、 11語の程度副詞

の共起範囲の違いによって 形容詞が四段階に分けられることを主張する。

ま た、「 非常に 嬉しい 」は 成り立つ が「 ＊ なかなか嬉 しい 」はな ぜ成り 立

たないかのように、程度副詞によって共起する形容詞の範囲が異なる理由

について、疏（ 2018）の比較内容（比較基準と比較差）を参考にしながら

考察する。  

 11語の程度副詞「非常に」「とても」「なかなか」「大変」「かなり」

「ずいぶん」「相当」「だいぶ」「ちょっと」「少し」「やや」と本研究

の形容詞の七分類の共起関係を見ると、表 6-1のようになる。  
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表 6- 1 程度 副 詞 11語と 形 容詞 の七 分類 の 共起関 係  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を  

表 す  

評 価 を  

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎 い 」

類  

②  

「 嬉 し い 」

類  

③  

「 寂 し い 」

類  

④  

「 熱 い 」

類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

非 常 に ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

と て も ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

か な り ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

ち ょ っ と ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

少 し ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

や や ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

相 当 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

大 変 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  × 

な か な か ～ い  × × ○  ○  ○  ○  × 

ず い ぶ ん ～ い  × × △  ○  ○  ○  ○  

だ い ぶ ～ い  × × ○  ○  ○  ○  ○  

 

 表 6-1を 見 る と 、 程 度 副 詞 11語 は ④ 「 熱 い 」 類 、 ⑤ 「 危 な い 」 類 、 ⑥

「少ない」類のように感覚・評価・属性を表す形容詞と共起する。一方、

①「憎い」類、②「嬉しい」類、③「寂しい」類、⑦「赤い」類に関して

は、共起するものもあれば共起しないものもある。 例えば 、①「憎い」類

と②「嬉しい」類は「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」と共起せず他の

副詞八語と共起するが、③「寂しい」類は「ずいぶん」のみと共起しにく

い。このように程度副詞 11語と形容詞①～⑦類の七つの共起関係は、大き

く四つの段階に分けることができる。これを表 6-1の縦の太線で示す。  

以下 、 6.2節 では 程 度副 詞と 形 容詞 の共 起に 関す る 先行 研究 につ い て概

観す る。 続い て 6.3節 で は国 立国 語研 究 所の 「現 代日 本 語書 き言 葉均 衡 コ

ーパ ス」 （ 以下 、 BCCWJ） を用 いた 11語 の程 度副 詞 「非 常に 」 「と ても 」

「なかなか」「大変」「かなり」「ずいぶん」「相当」「だいぶ」「ちょ
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っと」「少し」「やや」と共起する形容詞の調査概要について説明して、

6.4節 で はそ の調 査結 果 から 11語 の程 度 副詞 と共 起す る 形容 詞の 特徴 を 考

察す る。 さら に 6.5節 で は程 度副 詞の 程 度（ 比較 差） の 判断 基準 に注 目 し

て、「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ 」がなぜ感情度の高い形容詞と共

起し にく いか につ いて 考察 す る。 最後 に 6.6節 では 本 章の 内容 をま とめ る 。  

 

6.2 先行研究  

 

 程度副詞 について 、 工藤（ 1983）は「（相対的な）状態性の意味をもつ

語にかかって、その程度を限定する副詞」と既定 している 。工藤（ 1983）

は、程度副詞が単なる意味分類ではない文法的な品詞類の一 つとして認め

られている ことについて「（略）主として動詞と組み合わさる状態副詞に

対して、程度副詞が ≪ 種々の形容詞（いわゆる形容動詞を含めて言う）と

組 み 合 わ さ る の を 基 本 と す る ≫ と い う 形 式 ― 文 法 的 特 徴 を も つ か ら だ

（略）」（ p.178）と述べている。  

 このように、形容詞 を修飾するという ことは程度副詞の 特徴であり 、程

度副詞と形容詞との共起関係 に関しては様々な 研究が なされてきた 。一つ

は 、 「 程 度 性 」 2 4を 持 つ 形 容 詞 と 程 度 副 詞 と の 共 起 関 係 を 考 察 し た 研 究

（西尾 1972、佐野 1999）であり、「非常に、とても、少し」等は程度性を

持つ 形容 詞（ ex.高い 、 うれ しい ）と 共 起す るが 、「 ほ とん ど」 は一 点 的

な状 態を 表す 形 容詞 （ ex.な い、 同じ だ ）と 共起 する こ と が 論じ られ て い

る。もう一つは、感情 形容詞 と程度副詞との共起関係を考察した研究 （佐

野 1998、劉・吉田 2006）であり、 「非常に、とても、少し」 等は感情形容

 
2 4 佐 野 （ 199 9） は 「 程 度 性 」 に つ い て 「 連 続 的 ・ 段 階 的 な 状 態 の 幅 」 で あ り 、

「 形 容 詞 （ ナ 形 容 詞 も 含 め る ） を 中 心 と す る 多 く の 状 態 性 述 語 に 内 在 す る 」

（ p.32） と 説 明 し て い る 。  
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詞ともその他の形容詞とも共起するが、「ずいぶん、なかなか、だいぶ」

等は感情形容詞以外の形容詞 とのみ共起することが論じられている 。  

 本章はこの うち程度副詞と感情形容詞との共起を論じた 佐野（ 1998）と

劉・吉田（ 2006）を概観する。また、「ずいぶん、なかなか、だいぶ」 等

の程度副詞 がなぜ 感情形容詞と共起しにくい かについて考察するため 、疏

（ 2018）の 程度副詞の比較内容（比較基準と比較差） を概観 する。  

 

6.2.1 佐野（ 1998）  

 

佐 野 （ 1998） は 、 程 度 副 詞 は 話 者 の 主 観 に よ っ て 程 度 を 述 べ る も の で

あるとし、その「主観性」の特徴を明らかにするために、程度副詞と感情

形容詞との共起関係や修飾の仕方 の違い について論じたものである。  

佐 野 （ 1998） は ま ず 程 度 副 詞 と 感 情 形 容 詞 と の 共 起 関 係 に よ っ て 程 度

副詞を以下のように 「心底」類、「ずいぶん」類、「非常に」類の 三つに

分類している。「心底」類は感情形容詞とのみ共起するもの、「ずいぶん」

類は感情形容詞以外の形容詞とのみ共起するもの、「非常に」類はどちら

とも共起するものである。  

 

・「心底」類（感情形容詞とのみ共起する）：  

 心底、痛切に、身に染みて、無性に、たまらなく、耐え難く、  

途方もなく  

・「ずいぶん」類（その他の形容詞とのみ共起する）：  

 ずいぶん、極端に、相当、嫌に、異様に、割合、案外、以外に、  

予想外に、なかなか、大層、ある程度、恐ろしく、だいぶ、多少  

 ・「非常に」類（感情形容詞ともその他の形容詞とも共起する）：  

  非常に、とても、たいへん、すごく、まあまあ、少し、ちょっと  
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（佐野 1998： 113）  

 

 次に、佐野（ 1998）はそれぞれの程度副詞において、「感情形容詞＋そ

うだ」の修飾の仕方が異なることを論じている。  

 ま ず「 心底 」 類の 場合 、 （ 6-1）の よ うに 第三 者の 感 情に つい て述 べ る

こと がで きる が 、「 心底 」 は （ 6-2） の よう に 感 情形 容 詞「 うれ しい 」 を

修飾 し主 体の 感 情を 強め るの に対 し （ 6-3） の よう に 「う れし そう だ 」と

いう客観的状態について程度を強めることはできないと述べている。  

 

 （ 6-1）  彼は 心底 うれしそうだ。  

（ 6-2）  彼は［ 心底 うれし］そうだ。  

（ 6-3）  ＊ 彼は心底［うれしそうだ］。  

（佐野 1998： 113の（ 14）（ 15）、 114の （ 16））  

  

こ の こ と か ら 、 佐 野 （ 1998） は 「 心 底 」 類 は 「 内 的 感 情 の 程 度 」 を 表

すもの である としている。  

 次 に「 非常 に 」類 は 、 （ 6-4） のよ う に感 情形 容詞 「 うれ しい 」を 修 飾

する とも 、（ 6-5）の よ うに 「う れし そ うだ 」と いう 客 観的 状態 を修 飾 す

ることもできることから、「非常に」類は「内的感情の程度」または「客

観的状態に対する評価的程度」を表すものとしている。  

 

（ 6-4）  彼は［ 非常に うれし］そうだ。  

（ 6-5）  彼は非常に ［うれしそうだ］。  

（佐野 1998： 114の（ 19）（ 20））  
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 最 後に 「ず い ぶん 」類 は、 （ 6-6） の よう に「 うれ し そう だ」 とい う 客

観的 状態 を修 飾 する こと はで きる が 、（ 6-7） の よう に「 うれ し い」 のみ

を修飾することはできないと述べている。このことから、「ずいぶん」類

は「客観的状態に対する評価的程度」を表すものであるとしている。  

 

 （ 6-6）  彼は ずいぶん ［うれしそうだ］。  

 （ 6-7）  ＊ 彼は［ずいぶんうれし］そうだ。  

（佐野 1998： 116の（ 29）（ 30））  

 

以 上 、 佐 野 （ 1998） は 程 度 副 詞 の 「 主 観 性 」 に 「 内 的 感 情 の 程 度 」 と

「客観的状態に対する評価的程度」の二種類があることを示すために、程

度副詞と感情形容詞との共起関係を分類している 。  

佐 野 （ 1998） は 「 ず い ぶ ん 」 類 が な ぜ 「 内 的 感 情 の 程 度 」 を 表 せ な い

かについては特に考察していないが、本章では疏（ 2018）の比較内容（比

較基準と比較差）に基づきその理由について考察する。  

本 章 で は 、 佐 野 （ 1998） が 感 情 形 容 詞 と 共 起 す る も の と し て 取 り 上 げ

た「非常に」類の 「非常に、とても、たいへん、少し、ちょっと 」と感情

形容詞 と共起しないものとして取り上げた 「ずいぶん」類の 「ずいぶん、

なかなか、だいぶ 、相当 」を考察の対象とする 。 2 5 

 

 
2 5  「 ず い ぶ ん 、 相 当 、 だ い ぶ 、 な か な か 」 が 一 人 称 主 体 の 文 に お い て 感 情 ・ 感 覚

を 表 す 形 容 詞 と 共 起 し に く い こ と は 、 他 の 研 究 で も 指 摘 さ れ て い る 。 渡 辺

（ 1991） は 「 わ が こ と 」 （ 話 手 自 身 の こ と ） と 「 ひ と ご と 」 （ 話 手 に 関 わ り な く

成 立 す る こ と ） と い う 観 点 か ら 、 「 ず い ぶ ん 、 大 ぶ ん 、 相 当 、 か な り 、 な か な

か 」 等 を 「 ひ と ご と 」 系 の 副 詞 に 分 類 し 、 こ れ ら は 「 わ が こ と 」 性 を 有 す る 「 嬉

し い ／ 悲 し い … 」 と 共 起 し に く い こ と を 指 摘 し て い る 。 そ の 他 に 、 各 副 詞 に お い

て 感 情 を 表 す 形 容 詞 が 共 起 し に く い こ と を 指 摘 し た 研 究 に 、 「 ず い ぶ ん 」 に 関 し

て は 渡 辺 （ 1 998） 、 「 な か な か 」 に 関 し て は 服 部 （ 19 94） 、 工 藤 （ 19 99） が 挙 げ

ら れ る 。 し か し 、 こ れ ら の 研 究 は 、 感 情 ・ 感 覚 を 表 す 形 容 詞 の 中 で よ り 共 起 し や

す い も の や よ り 共 起 し に く い も の と い っ た 共 起 範 囲 の 違 い に つ い て は 考 察 し て い

な い 。  
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6.2.2 劉・吉田（ 2006）  

 

 劉・吉田（ 2006）は状態副詞、程度副詞、陳述副詞と「眠い、悲しい、

読みづらい」のような情意表現の共起について論じたものである。本章は

程度副詞と形容詞の共起関係に焦点を当てるものであるため、このうち程

度副詞との共起に関する内容を中心に見る。  

劉 ・ 吉 田 （ 2006） は 、 程 度 副 詞 は 副 詞 の 研 究 の 中 で 比 較 的 多 く 取 り 上

げられているが、情意述語との共起に関しては考察が少ないことを指摘し

ている。劉・吉田（ 2006）は、程度副詞「とても」「非常に」「はなはだ」

「ずいぶん」「かなり」「なかなか」「もっと」「あまり」「すこしも 」

を取り上げ、このうち「とても」「非常に」「はなはだ」は感情の肯定文

に用いられ、「あまり」「すこしも」は感情の否定文に用いられ、「ずい

ぶん」「かなり」「なかなか」「もっと」は感情形容詞と共起しないこと

を論じている。  

 まず、感情の肯定文に用いられる「とても」「非常に」「はなはだ」に

つい て見 る 。 こ れら は （ 6-8） ～（ 6-10）の よう に 情意 述語 と 共起 する と

されている。  

 

（ 6-8）  ゆうべ試験の準備で全然寝なかったので、今 とても 眠い。  

（作 p381）  

（ 6-9）  だ から 、 今、 おま え に抜 けら れる のは 非 常に 痛い 。（ ア p132）  

（ 6-10）  夜 中 に 電 話 を し て く る な ん て 、 は な は だ 迷 惑 だ 。 （ 実 4p19）  

（劉・吉田 2006： 170の（ 22）、 171の（ 29）、 171の（ 33）、下線は筆者

（権）による）  
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 次に、感情の否定文に用いられる「あまり」「少しも」に関しては、否

定の「ない」と呼応し、感情の否定文に用いられるものとしている。「あ

まり」は感情の肯定文に使わないが（ 6-11）のように感情の否定文によく

使われて、「少しも」も（ 6-12）のように否定の「ない」と呼応してその

感情・感覚の様態を持たないことを表すとしている。  

 

（ 6-11）  プレゼントをもらっても、あまり うれしくなかった。  

（形 p2）  

（ 6-12）  おばけやしきなんて少しもこわくないよ。（実 3p112）  

（劉・吉田 2006： 171-172の（ 39）、 172の（ 41）、下線は筆者（権）によ

る）  

 

 一方、情意表現と共起しないものとして「ずいぶん」「かなり」「なか

なか」「もっと」を提示している。特に「ずいぶん」に関して、「ずいぶ

ん」は感情・感覚形容詞とあまり共起しないものではあるが、過去のこと

を表す場合は「私はずいぶん嬉しかった」のように共起できることを指摘

している。  

 以上、劉・吉田（ 2006）は程度副詞と情意表現の共起について論じてい

るが、情意表現との共起内容に関してはより考察の余地がある。例えば、

劉・吉田（ 2006）は「かなり」が感情・感覚形容詞文 に用いられないとし

ているが、（ 6-13）のように「かなり」が感情・感覚を表す形容詞と共起

する例が見られる。  

 

（ 6-13）  で も そ の 人 が す ご く 私 に と っ て 今 は 癒 し 系 の 存 在 。 み て る

だ け で 、 ち ょ っ と 話 せ る だ け で も か な り う れ し い 。 （ Yahoo!知

恵袋）  
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 また、劉・吉田（ 2006）は情意表現と共起しないものとして「ずいぶん」

「なかなか」を 取り上げて い るが 、 これ らは確かに「 ＊ ずいぶん 嬉しい 」

「 ＊ な か なか 嬉 し い」 の よ うに 両 者 とも 共起 し に くい 場 合 もあ る が 、「 ？

ずいぶん楽しい」「なかなか楽しい」のように同じ情意表現であっても共

起に違いが見られる場合もある。本章では、程度副詞によって共起する情

意範囲の違いに注目して、その特徴を明らかにする。  

本 章 の 対 象 と す る 程 度 副 詞 は 、 劉 ・ 吉 田 （ 2006） が 情 意 述 語 と 共 起 す

るものとして取り上げた「とても、非常に」と情意述語と共起しないもの

として取り上げた「ずいぶん、かなり、なかなか」である。「あまり、少

しも」と「はなはだ」は、否定の「ない」と共起したり否定の意味を表す

語と共起したりするなど、共起する語に制限があるため調査対象から外し

た。  

 

6.2.3 疏（ 2018）  

 

 疏（ 2018）は、程度副詞が使用できるかどうかはその文に用いられる比

較の内容（比較基準と比較差）に関わるという考えに基づき、その比較の

違いによって程度副詞を 11類に分類したものである。  

疏 （ 2018） は、 比較 と は「 2つ 以上 の事 物の 量を 比 べる こと 」で あ ると

し、例えば（ 6-14）で「太郎」は「比較対象」であり「次郎」は「比較基

準」であるとしている。また、程度副詞「ずっと」は比較対象と比較基準

の差、すなわち二人の身長差（＝比較差）を限定するとしている。  

 

 （ 6-14）  太郎は  次郎より  ずっと  背が高い。  

      比 較 対 象  比 較 基 準  程 度 副 詞  被 修 飾 成 分  
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（疏 2018： 47の（ 25））  

 

 疏（ 2018）は程度副詞の分類を紹介する前に、「比較基準」と「比較差」

について概観している。まず「比較基準」の場合、程度副詞文ではあるも

のとあるものを比較しているが、その比較基準の性質が必ずしも同じでは

ない と述 べ てい る。 例 えば 、「 とて も 」 が用 いら れ た（ 6-15a） は 「平 均

的な身長」を基準にしてそれより高いことを述べているが、「もっと」が

用い られ た （ 6-15b）は 「 太郎 」も 「 次 郎」 も高 身 長で ある と いう こと を

前提として、太郎と「次郎」の身長を比べているとしている。  

 

 （ 6-15） a. 太郎はとても背が高い。  

b. 太郎は次郎より もっと 背が高い。  

（疏 2018： 47の（ 26））  

 

 次に「比較差」の場合、比較を行った以上、比較差がどのぐらいあるか

が問題となるとしている。例えば、（ 6-16）では「ずっと」「少し」「も

っと」が用いられていているが、比較差すなわち二人の身長差は同じでは

ない とし て いる 。（ 6-16a）の 「ず っ と 」は 、二 人 の身 長差 は 話し 手が 想

定 す る 一 般 の 身 長 差 よ り 大 き い と い う こ と を 表 し て い て 、 （ 6-16b） の

「少し」は、身長差は話し手が想定するほど大きくないということを表し

て い る と し て い る 。 （ 6-16c） の 「 も っ と 」 は 「 太 郎 」 が 「 次 郎 」 よ り

「背 が高 い」 程度 が大 きい と いう こと を 表し てい るが 、身 長差 が 1セン チ

でも 10センチでも構わないと述べている。  

 

 （ 6-16） a. 太郎は次郎よりずっと背が高い。（比較差が大きい）  

b. 太郎は次郎より 少し 背が高い。（比較差が小さい）  
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c. 太郎は次郎より もっと 背が高い。（比較差の大小不問）  

 （疏 2018： 47-48の（ 27））  

 

 疏（ 2018）は、以上のような「比較基 準」の性質や「比較差」のあり方

を 見 る こ と に よ っ て 、 程 度 副 詞 を 分 類 し 、 表 6-2の よ う に 、 程 度 副 詞 を

「もっと」類、「最も」類、「ずっと」類、「かなり」類、「少し」類、

「とても」類、「極めて」類、「ほとんど」類、「完全に」類、「少しも」

類、「あまり」類の 11類に分けている。  

 

表 6- 2 疏 （ 201 8） に おけ る程 度副 詞 の分 類（疏 20 18： 48の表 2- 5）  

程 度 副 詞 の 分 類  程 度 副 詞 文 の 比 較 基 準  比 較 差  程 度 副 詞  

「 も っ と 」 類  
他 者 基 準 、 時 空 基 準 、

過 去 基 準  
大 小 不 問  も っ と 、 よ り 、 さ ら に  

「 最 も 」 類  範 囲 基 準  大 小 不 問  最 も 、 一 番  

「 ず っ と 」 類  
他 者 基 準 、 時 空 基 準 、

過 去 基 準  
大  ず っ と 、 遥 か に 、 よ ほ ど  

「 か な り 」 類  

他 者 基 準 、 時 空 基 準 、

過 去 基 準 、 平 均 基 準 、

感 覚 基 準 、 計 量 基 準  

大  
か な り 、 だ い ぶ 、 相 当 、

ず い ぶ ん 、 比 較 的 、 結 構  

「 少 し 」 類  

他 者 基 準 、 時 空 基 準 、

過 去 基 準 、 平 均 基 準 、

感 覚 基 準 、 計 量 基 準  

小  
少 し 、 ち ょ っ と 、 や や 、

少 々 、 多 少  

「 と て も 」 類  平 均 基 準 、 感 覚 基 準  大  
と て も 、 大 変 、 非 常 に 、

な か な か  

「 極 め て 」 類  平 均 基 準  大  極 め て 、 ご く  

「 ほ と ん ど 」 類  全 体 基 準  小  
ほ と ん ど 、 ほ ぼ 、 だ い た

い  

「 完 全 に 」 類  全 体 基 準  ゼ ロ  
完 全 に 、 全 く 、 全 然 、 ま

る で 、 ま る っ き り  

「 少 し も 」 類  全 体 基 準  ゼ ロ  少 し も 、 ち っ と も  

「 あ ま り 」 類  
過 去 基 準 、 平 均 基 準 、

感 覚 基 準 、 計 量 基 準  
小  

あ ま り 、 そ ん な に 、 そ れ

ほ ど 、 大 し て 、 さ ほ ど  

 

 本章では、 劉・吉田（ 2006）が示した「とても、非常に、ずいぶん、か

なり、なかなか」の 五語を考察対象とし、これらが属する「とても」類と

「かなり」類を対象とする。本章では、「とても」類の「とても、大変、

非常に、なかなか」は全て対象とし、「かなり」類の「かなり、だいぶ、

相当、ずいぶん」を対象とする。また、「とても」類と「かなり」類は両
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方とも比較差が「大」であるため、比較差が「小」である「少し」類も対

象として入れて、「少し」類の「少し、ちょっと、やや」を対象とする。

このようにして、本章では「非情に、とても、なかなか、大変、かなり、

ずいぶん、相当、だいぶ、ちょっと、少し、やや」の 11語の程度副詞を考

察対 象とする。  

 疏（ 2018）は、「比較基準」は比較に用いられる参照点であるとし、次

の 表 6-3の よ うに 比較 基準 を a～ hの 八つ に分 類し てい る。 また 、八 つ の比

較基準の内容について表 6-4のようにまとめている。  

 

表 6- 3 疏（ 201 8） の 比較 基準 の分 類  

（ 疏 201 8： 56の 表 3 -1に定 義と 下 線・ 太字 を 加筆 ）  

比 較 の 種 類  比 較 基 準  例 文  

① 明 示 的 な

比 較  

a.他 者 基 準  

比 較 対 象 以 外 の 事 物 を 比 較 基 準 と す る も の で あ り 、

比 較 の ヨ リ 格 な ど で 明 示 さ れ る  

例 ： 太 郎 は 次 郎 よ り も っ と 背 が 高 い  

b.範 囲 基 準  
比 較 対 象 が 属 す る 集 合 を 基 準 と す る も の で あ る  

例 ： 太 郎 は 家 族 の 中 で は 最 も 背 が 高 い  

② 含 意 的 な

比 較  

c.時 空 基 準  

相 対 的 な 空 間 位 置 や 時 点 を 決 め る た め の 参 照 点 を 基

準 と す る も の で あ る  

例 ： 太 郎 は （ 私 の ） ず っ と 右 に い る  

例 ： こ れ は （ 今 か ら ） 少 し 昔 の 話 だ  

d.過 去 基 準  

過 去 の 比 較 対 象 自 身 を 基 準 と す る も の で あ り 、 自 己

の 変 化 を 表 す 場 合 に 使 わ れ る  

例 ： 太 郎 は （ 去 年 よ り ） か な り 背 が 伸 び た  

③ 潜 在 的 な

比 較  

e.平 均 基 準  

比 較 基 準 が 属 す る 集 合 の 平 均 値 を 基 準 と す る も の で

あ り 、 文 中 に 明 示 さ れ る も の で は な い  

例 ： 太 郎 は と て も 背 が 高 い  

f.感 覚 基 準  

話 し 手 が 五 感 や 感 情 を 感 じ る 最 小 識 別 量 を 基 準 と す

る も の で あ り 、 文 中 に 明 示 さ れ な い  

例 ： こ の リ ン ゴ は か な り 甘 い  

g.計 量 基 準  

動 作 に 関 わ る 量 を 計 る た め に 単 位 量 を 基 準 と す る も

の で あ り 、 文 中 に 明 示 さ れ な い  

例 ： 太 郎 は 少 し リ ン ゴ を 食 べ た  

h.全 体 基 準  
量 の 全 体 す な わ ち 100%を 比 較 基 準 と す る も の で あ る  

例 ： 太 郎 は ほ と ん ど リ ン ゴ を 食 べ 切 っ た  
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表 6- 4 疏 （ 201 8） の 比較 基準 と程 度 副詞 との対 応 関係 （疏 20 18： 57の表 3-2）  

程 度 副 詞 の 分 類  

明 示 的 な 比 較  含 意 的 な 比 較  潜 在 的 な 比 較  

他 者  

基 準  

範 囲  

基 準  

時 空  

基 準  

過 去  

基 準  

平 均

基 準  

感 覚

基 準  

計 量

基 準  

全 体

基 準  

「 も っ と 」 類  ○         

「 最 も 」 類   ○        

「 ず っ と 」 類  ○   ○  ○      

「 と て も 」 類      ○  ○    

「 極 め て 」 類      ○     

「 ほ と ん ど 」 類         ○  

「 完 全 に 」 類         ○  

「 少 し も 」 類         ○  

「 あ ま り 」 類     ○  ○  ○  ○   

「 か な り 」 類  ○   ○  ○  ○  ○  ○   

「 少 し 」 類  ○   ○  ○  ○  ○  ○   

 

 疏（ 2018）は比較基準が文中に明示されるか否かによって、比較を「明

示的な比較」「含意的な比較」「潜在的な比較」の三種類に分けている。

「明 示的 な比 較 」は 比較 基準 が文 中 の成 分（ ex.ヨリ 格） や先 行 文脈 によ

って明示されるものであり、「含意的な比較」は比較基準が文に含意され

ているため文中に明示される必要がないものであり、「潜在的な比較」は

比較基準が文中に明示されないものであるとしている。  

本 章 で は 「 非 常 に 大 き い 」 「 ず い ぶ ん 大 き い 」 「 ち ょ っ と 大 き い 」 の

ように比較基準が文中に明示されない場合を対象とするため、「潜在的な

比較」の比較基準に注目する。「潜在的な比較」の比較基準は大きく「平

均基準」「感覚基準」「計量基準」「全体基準」の四つに分けられている

が 、 「 計 量 基 準 」 と 「 全 体 基 準 」 は 程 度 副 詞 と 共 起 す る 語 が 「 食 べ る 」

「食べ切る」のような動詞であるため、本章では形容詞と共起する「平均

基準」と「感覚基準」に注目する。  

 ここからは、本章で対象とする「非情に、とても、なかなか、大変、か

なり、ずいぶん、相当、だいぶ、ちょっと、少し、やや」の 11語が属する

「とても」類、「かなり」類、「少し」類において、「平均基準」と「感

覚基準」がどのように用いられるかを見る。  
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 まず「とても」類 の 「とても」の例を見る。（ 6-17）は「平均基準」が

用 い ら れ る 例 で あ る が 、 （ 6-17a） は 「 と て も 」 が 用 い ら れ て い な い が

（ 6-17b）は「とても」が用いられている。  

 

 （ 6-17） a. 太郎は背が高い。  

b. 太郎は とても 背が高い。  

（疏 2018： 88の（ 10ab））  

 

 （ 6-17a）は太郎の身長が平均的身長（ ex.日本人成人男性の平均的身長）

を上 回っ て いる こと を 表し てい て、 平 均 的身 長を 170cmに想 定す れ ば、 太

郎の身長は 171cm以上であることになるとしている。一方、（ 6-17b）は太

郎の身長が平均的身長を上回っているだけでなく、さらに平均的身長との

差が 大き い こと を表 す とし てい る。 身 長 171cmは 「背 が 高い 」と 言 えて も

「と ても 背 が高 い」 と は言 えず 、身 長 200cmはむ しろ 「と て も背 が高 い 」

が適切であるとしている。平均的身長と太郎の身長との比較差が「通常程

度」を上回ってはじめて「とても」が用いられるとしている。ここで「通

常程度」とは、「話し手が想定する通常の比較差のことである」（ p.89）

としている。疏（ 2018）はこのことを図 6-1のように図式化している。  

 

    比 較 差 の 程度  

                       と て も 背 が 高い  

 

 

         1 7 0  17 1    1 80      200 

         平均 的 身長  

図 6- 1 平均 基 準の 文に おけ る 「と ても 」（ 疏 20 18： 89の 図 4- 4）  

通 常 程度  

0 ∞  身 長 （ cm）  
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 図 6-1の横 軸は 太郎 の 身長 （比 較対 象 ）を 示し 、縦 軸 は太 郎の 身長 と 平

均的身長の隔たり（比較差）の程度を示すとしている。曲線は太郎の身長

と平均的身長の隔たりが大きければ大きいほど、「背が高い」の程度が高

くな ると い うこ とを 示 すと して いる 。 太 郎の 身長 が 200cmの 場合 、 平均 的

身長 （ 170cm） との 比 較差 （ 30cm）が 「 通常 程 度」 に相 当 する た め「 とて

も背が高い」が言えるとしている。  

 次 に （ 6-18ab） は 「感 覚 基準 」 が用 い られ る 例で あ るが 、 （ 6-18a） は

「と ても 」 が用 いら れ てい ない が（ 6-18b）は 「 とて も」 が 用い られ て い

る。  

 

（ 6-18） a. この水は甘い。  

b. この水は とても 甘い。  

（疏 2018： 89-90の（ 11ab））  

 

 （ 6-18a） は 、こ の水 に 含ま れる 砂 糖 の濃 度（ 比 較対 象） が 甘さ の最 小

識別 量（ 砂 糖の 濃度 0.34%）を 超え て い るこ とを 表 すと し、 例 えば 、砂 糖

の濃度が 0.34%以上であれば「甘い」と言えるとしている。一方、（ 6-18b）

は、砂糖の濃度が最小識別量を超えていることだけでなく、濃度と最小識

別量との比較差が「通常程度」を上回って いることを同時に表すとしてい

る。疏（ 2018）はこのことを図 6-2のように図式化している。  
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     感 覚 の 強 さ  

                    と て も 甘 い  

 

 

          0 . 34  10  2 0 30 

          最 小 識別 量  

図 6- 2 感覚 基 準の 文に おけ る 「と ても 」（ 疏 20 18： 90の 図 4- 5）  

 

 図 6-2の横 軸は 砂糖 の 濃度 （比 較対 象 ）を 示し 、濃 度 が最 小識 別量 （ 感

覚基準）を超えれば甘さが感じられるとしている。縦軸は甘さの程度を示

し、曲線は砂糖の濃度が高いほど甘さが強くなることを示すとしている。

砂糖の濃度が 0.34%以上であれば「この水は甘い」が成り立つが、濃度 10%

の場合は甘さの程度が足りないため「とても甘い」とは言いにくいとして

いる 。濃 度 20%の 場合 は甘 さが 「通 常程 度」 を上 回っ てい て「 とて も 甘い 」

が言 えて 、濃 度 30%の 場 合は 甘さ が「 と ても 甘い 」が も っと 言い やす い と

述べている。  

 次は「かなり」類の 「かなり」と「少し」類の「少し」の例を見る。疏

（ 2018）は、「かなり」類と「少し」類は比較基準が共通しているため一

緒に扱っている。（ 6-19ab）は「平均基準」が用いられる場合であるが、

（ 6-19a）は「かなり」と「少し」が用いられていないが（ 6-19b）は「か

なり」と「少し」が用いられている。  

 

（ 6-19） a. 太郎は背が高い。  

b. 太郎は｛かなり／少し｝背が高い。  

（疏 2018： 120の（ 50ab））  

 

通 常 程度  

0 1 00 

砂 糖 の濃 度（ ％ ）  
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 （ 6-19a） は 太郎 の身 長 が平 均的 身 長 より 高い こ とを 表す も ので あり 、

（ 6-19b）は 太 郎の 身長 と 平均 的身 長 と の差 （比 較 差） がど れ ほど ある か

を表 すも の であ ると し てい る。 170cmを 平均 的身 長 と想 定す る 場合 、太 郎

の身 長が 171cmで あ れば 「背 が高 い」 ま たは 「少 し背 が 高い 」と 言え るが 、

「と ても 背が 高 い」 とは 言え ず、 太 郎の 身長 が 190cmであ れ ば「 背が 高い 」

または「とても背が高い」と言えるが「少し背が高い」とは言えないとし

ている。疏（ 2018）はこのことを図 6-3のように図式化している。  

 

    比 較 差 の 程度  

                       か な り 背 が 高い  

 

 

         1 7 0  1 71    180     19 0 

         平均 的 身長  

図 6- 3 平均 基 準の 文に おけ る 「か なり 」と 「少 し 」（ 疏 2 018： 1 20の図 4-2 0）  

 

 （ 6-20ab） は 「 感 覚 基 準 」 が 用 い ら れ る 場 合 で あ る が 、 （ 6-20a） は

「 か な り 」 と 「 少 し 」 が 用 い ら れ て い な い が （ 6-20b） は 「 か な り 」 と

「少し」が用いられている。  

 

（ 6-20） a. この水は甘い。  

b. この水は｛かなり／少し｝甘い。  

（疏 2018： 121の（ 51ab））  

 

 （ 6-20a） は 「こ の水 」 の砂 糖の 濃 度 が甘 味の 最 小識 別量 （ 砂糖 の濃 度

0.34%）を超えていることを表すものであり、（ 6-20b）は「この水」の砂

通 常 程度  

0 ∞  身 長 （ cm）  

少 し 背が 高い  
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糖の濃度が最小識別量をどれほど超えているかを問題にするものであると

している。濃度が 0.34%より高ければ「甘い」と言えるが、濃度が 10%の場

合「 少し 甘い 」 と言 えて も「 かな り 甘い 」と は言 えず 、 濃度 が 30%の 場合

「 か な り 甘 い 」 と 言 え て も 「 少 し 甘 い 」 と 言 い に く い と し て い る 。 疏

（ 2018）はこのことを図 6-4のように図式化している。  

 

     感 覚 の 強 さ  

                    か な り 甘 い  

 

 

          0 . 34  10  2 0 30 

          最 小 識別 量  

図 6- 4 感覚 基 準の 文に おけ る 「か なり 」と 「少 し 」（ 疏 2 018： 1 21の図 4-2 1）  

 

 疏（ 2018）は、以上の「とても」類、「かなり」類、「少し」類の意味

と比較差のあり方を表 6-5のようにまとめている。  

 

表 6- 5 「と て も」 類、 「か な り」 類、 「少 し」 類 の意 味  

（ 疏 201 8： 123の 表 4- 2の 「と ても 」 類、 「か なり 」 類、 「少 し 」類 の部 分 ）  

分 類  程 度 副 詞  共 起 可 能 な 比 較 基 準  意 味  

「 と て も 」 類  
と て も 、 大 変 、 非

常 に 、 な か な か  
平 均 基 準 、 感 覚 基 準  

比 較 差 が 「 通 常 程

度 」 よ り 大 き い  

「 か な り 」 類  

か な り 、 だ い ぶ 、

相 当 、 ず い ぶ ん 、

比 較 的 、 結 構  

他 者 基 準 、 時 空 基 準 、

過 去 基 準 、 平 均 基 準 、

感 覚 基 準 、 計 量 基 準  

比 較 差 が 「 通 常 程

度 」 よ り 大 き い  

「 少 し 」 類  
少 し 、 ち ょ っ と 、

や や 、 少 々 、 多 少  

他 者 基 準 、 時 空 基 準 、

過 去 基 準 、 平 均 基 準 、

感 覚 基 準 、 計 量 基 準  

比 較 差 が 「 通 常 程

度 」 よ り 小 さ い  

 

 以上、疏（ 2018）は、程度副詞文には必ず何らかの比較が存在するとい

う考えに基づき、その比較の内容（比較基準と比較差）によって 程度副詞

を 11類に分類している。しかし、程度副詞を詳しく見ると、同じ類型の副

通 常 程度  

0 1 00 

砂 糖 の濃 度（ ％ ）  

少 し 甘 い  
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詞であっても修飾する形容詞が異なる場合がある。例えば、疏（ 2018）の

「かなり」類には「かなり、だいぶ、相当、ずいぶん」が属するが、感情

を表す形容詞の現在形の言い切りは「かなり、相当」は修飾できるが「だ

いぶ、ずい ぶん」は修飾しにくい。（ 6-21）～（ 6-24）がその例である。  

 

 （ 6-21）  私はかなり 嬉しい。  

（ 6-22）  私は相当 嬉しい 。  

（ 6-23） ？ 私は だいぶ 嬉しい 。  

（ 6-24） ＊ 私は ずいぶん 嬉しい 。  

 

 疏（ 2018）は、「私」の嬉しさの程度が嬉しさの最小識別量を超えれば

「嬉しい」と感じ取れて、「私」の嬉しさの程度と最小識別量の差が話し

手の想定する通常の程度（「通常程度」）より高ければ「かなり」類が用

いられると述べている。しかし、（ 6-21）～（ 6-24）のように「かなり」

類の中でも共起に違いがあることから、「かなり、相当」と「だいぶ、ず

いぶん」は比較において何か違いがあることが考えられる。そこで、本章

では「だいぶ、ずいぶん」は、他の副詞と違って、その比較差が「通常程

度」より大きいかを見るのでなく、「話し 手の期待した程度」より大きい

かを見るということを主張する。これは「なかなか」にも同じように当て

はまる。詳しい内容は 6.5節で述べる。  

 

6.2.4 先行研究のまとめと本章の課題  

 

 以上、佐野（ 1998）、劉・吉田（ 2006）、疏（ 2018）による程度副詞と

形容詞の共起について見た。  
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こ れ ら の 先 行 研 究 を 踏 ま え 、 本 章 で は 「 非 常 に 、 と て も 、 な か な か 、

大変、かなり、ずいぶん、相当、だいぶ、ちょっと、少し、やや」の程度

副詞 11語を対象とする。  

ま た 、 こ れ ら の 程 度 副 詞 と 共 起 す る 形 容 詞 の 特 徴 を 明 ら か に す る た め

に、 本章 では BCCWJでこ れら の程 度副 詞 11語と 共起 す る形 容詞 を調 査 する 。  

さ ら に 、 そ の 結 果 に つ い て は 疏 （ 2018） の 程 度 副 詞 の 比 較 内 容 （ 比 較

基準と比較差）を参考にしながら、程度副詞によってなぜ形容詞との共起

範囲が異なるかについて論じる。  

 

6.3 調査概要  

 

 本節では程度副詞「とても、大変、非常に、なかなか、かなり、だいぶ、

相当、ずいぶん、少し、ちょっと、やや」の 11語と共起する形容詞につい

て、 BCCWJの「中納言」 でどのように調査を行ったかについて説明する。  

 本章では程度副詞が形容詞と共起する場合を対象とするが、対象とした

述語の形は（ 6-25）（ 6-26）のような形容詞述部の現在形や、（ 6-27）の

ような［形容詞＋と思う］の形である。  

 

（ 6-25）  思 わ ず ガ ッ ツ ポ ー ズ を し た が 、 我 に 帰 る と か な り 恥 ず か し

い。（ Yahoo!ブログ ）  

（ 6-26）  と こ ろ が 読 ん で み る と な か な か お も し ろ く 、 私 は ぐ い ぐ い

と 本 の 中 に 引 き ず り 込 ま れ て 行 き ま し た 。 （ 潮 文 社 編 集 部

『心に残るとっておきの話』）  

（ 6-27）  こ れ っ て お か し い と 思 い ま せ ん か ？ 確 か に ち ょ っ と お か し

いと思います。（ Yahoo!知恵袋）  
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以 上 の よ う に 、 対 象 に す る 形 を 現 在 形 の 形 容 詞 述 部 に 限 定 し た の は 、

程度副詞によって現在形の形容詞述部が共起する場合もあれば共起しない

場合もあるためである。例えば、「とても」と「ずいぶん」は感情を表す

形容詞と共起する場合、「とても」は「私は とても うれしい 」「私は とて

もうれしかった」のように述部の形容詞が現在形でも過去形でも成り立つ

が、「ずいぶん 」は「 ＊ 私はずい ぶん う れしい 」「私は ずいぶん う れし か

った 」のように述部の形容詞が現在形の場合は成り立たないが過去形の場

合は成り立つ。このように、程度副詞と共起する述部の形容 詞が現在形の

場合、程度副詞によって共起する形容詞の違いが明らかになるため、本章

では調査対象を現在形の形容詞述部に限定した。  

用例の抽出方法は次の通りである。  

 

①  検索の設定は以下の通りである。  

検索対象：全て  

検索方法：長単位検索  

検索条件：  

ⅰ ） 「 と て も 」 「 な か な か 」 「 大 変 」 「 か な り 」 「 ず い ぶ ん 」

「相当」「だいぶ」 「ちょっと」 「少し」「やや」の場合  

例）「とても」  

 前方共起 1「キーから 5語以内」：  

  「語彙素読み」が「トテモ」  

  AND「品詞」の「大分類」が「副詞」  

  キー：「品詞」の「大分類」が「形容詞」  

ⅱ）「非常に」の場合  

例）「非常に」  

キー：「語彙素読み」が「ヒジョウ」  
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後方共起 1「キーから 1語」（キーと結合して表示）：  

  「語彙素読み」が「ダ」  

  AND「活用形」の「小分類」が「連用形 -ニ」  

 後方共起 2「キーから 5語以内」：  

「品詞」の「大分類」が「形容詞」  

②  ① の よ う に 検 索 し て 全 部 で 37,486語 を 抽 出 し た が 、 そ の う ち 「 と

て も 」 が 「 と う て い 」 の 意 味 で 用 い ら れ る 場 合 （ 例 ： と て も そ ん な

資 力 は な い ） や 「 ち ょ っ と 」 が 呼 び か け の 意 味 で 用 い ら れ る 場 合

（ 例 ： ち ょ っ と い い で す か ） や 「 な か な か 」 が 否 定 の 語 を 伴 い 容 易

に 実 現 し な い さ ま を 表 す 意 味 で 用 い ら れ る 場 合 （ 例 ： そ ん な 機 会 は

な か な か な い ） な ど の 場 合 は 除 外 し た 。 そ の 結 果 、 「 非 常 に 」 は 延

べ語 数 2,488語 、 異 なり 語 数 157語 が 、「 とて も 」は 延 べ語 数 1,928語、

異 な り 語 数 182語 が 、 「 な か な か 」 は 延 べ 語 数 785語 、 異 な り 語 数 82

語が 、「 大 変」 は 延べ 語数 387語 、異 な り語 数 87語 が、 「 かな り」 は

延べ 語 数 1,481語 、 異な り 語数 155語 が、 「ず い ぶん 」 は 延 べ 語 数 152

語、 異な り 語数 60語が 、「 相 当」 は 延べ 語数 142語、 異 なり 語 数 52語

が 、 「 だ い ぶ 」 は 延 べ 語 数 53語 、 異 な り 語 数 30語 が 、 「 ち ょ っ と 」

は延 べ 語数 1,348語、 異 なり 語数 176語 が 、「 少 し」 は 延べ 語 数 672語 、

異 な り 語 数 132語 が 、 「 や や 」 は 延 べ 語 数 386語 、 異 な り 語 数 72語 が

抽出できた。  

 

6.4 共起する形容詞の特徴  

 

 本 節 で は 、 6.3節 の よ う に 調 査 を 行 っ た 結 果 に つ い て 見 る 。 6.4.1節 ～

6.4.11節では、程度副詞 11語と共起する形容詞の特徴を見る。その順番は

表 6-6の 通り であ る。 各 程度 副詞 が① ～ ⑦類 の形 容詞 と 共起 する 範囲 を 基



第６章 程度副詞「非常に」「とても」「なかなか」「大変」「かなり」「ずいぶん」「相当」 

「だいぶ」「ちょっと」「少し」「やや」 191 

 

 

準 に し 、 6.4.1節 ～ 6.4.7節 で は ① ～ ⑦ 類 の 七 つ の 形 容 詞 全 て と 共 起 す る

「とても」「ちょっと」「少し」「非常に」「かなり」「やや」「相当」

を、 6.4.8節では①～⑥類の六つの形容詞と共起する「大変」を、 6.4.9節

～ 6.4.10節では③～⑦類の形容詞と共起する「ずいぶん」「だいぶ」を、

6.4.11節では③～⑥類の形容詞と共起する「なかなか」を扱った。①～⑦

類の七つの形容詞と共起する「とても」「ちょっと」「少し」「非常に」

「かなり」「やや」「相当」の場合、七つの形容詞のうちどの類型の形容

詞が上位を占めるかを見ると、②～⑥類が上位を占める「とても」「ちょ

っ と 」 「 少 し 」 と ⑤ ⑥ 類 が 上 位 を 占 め る 「 非 常 に 」 「 か な り 」 「 や や 」

「相当」にさらに分けられる。  

 

表 6- 6 程度 副 詞 11語と 共 起す る七 つの 形 容詞  

 程 度 副 詞  形 容 詞 の 類 型   程 度 副 詞  形 容 詞 の 類 型  

1 と て も  ① ～ ⑦  

（ ② ～ ⑥ 類 が 上 位 を

占 め る ）  

9 ず い ぶ ん  
③ ～ ⑦  

2 ち ょ っ と  10 だ い ぶ  

3 少 し  11 な か な か  ③ ～ ⑥  

4 非 常 に  
① ～ ⑦  

（ ⑤ ⑥ 類 が 上 位 を 占

め る ）  
 

5 か な り  

6 や や  

7 相 当  

8 大 変  ① ～ ⑥  

 

 このような順番で、程度副詞 11語と共起する形容詞の特徴を見る。  

 

6.4.1 「とても」  

 

 「 とて も 」 と 共起 する 形容 詞を 出 現数 の高 い順 にま と める と表 6-7のよ

うになる。共起する形容詞の延べ語数は 1,928語、異なり語数は 182語であ

る。「類」は形容詞の類型を表し、他の表も同様である。  

 「とても」と共起する形容詞の類型を全体的に見ると、⑥「少ない」類

と⑤「危ない」類が広く用いられていて、⑦「赤い」類、④「熱い」類、
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③「寂しい」類、②「嬉しい」類、①「憎い」類の語が見られる。上位に

⑥「少ない」類と⑤「危ない」類以外にも、④「熱い」類、③「寂しい」

類、②「嬉しい」類が現れているのが特徴的である。このように、「 とて

も」は①～⑦類の七つの形容詞全てと共起している。  

 

 （ 6-28）～（ 6-34）は「とても」が①～⑦類の七つの形容詞と共起する

例である。  

 

（ 6-28）  囁 く よ う な 伊 織 の 提 案 は と て も 正 し い 。 （ 高 崎 と も や 『 こ

の接吻さえもあなたのために』）【⑦類】  

（ 6-29）  兄 夫 婦 は と て も 仲 が い い 。 （ 山 本 文 緒 『 紙 婚 式 』 ） 【 ⑥ 類 】  

（ 6-30）  い ま 、 目 の 前 で ほ ほ え ん で る 亜 衣 は 、 と て も か わ い い 。

（はやみねかおる『あやかし修学旅行』）【⑤類】  

（ 6-31）  そ う い う 日 々 が 一 か 月 ほ ど 続 い た が 、 台 所 の 窓 を 開 け 放 し

で 寝 る の で ド ア の す き 間 か ら 寒 風 が 入 っ て と て も 寒 い 。 （ 今

井美沙子『やっぱり猫はエライ』）【④類】  

（ 6-32）  小 磯 で の 釣 り は あ ま り 大 物 の 期 待 は で き な い が 、 い ろ い ろ

な 種 類 の 魚 が 釣 れ て と て も 楽 し い 。 （ 中 田 悟 『 磯 釣 り 』 ）

【③類】  

 （ 6-33）  すると皆さんが可愛い可愛いとおっしゃる。そう言われると、

私 は と て も 嬉 し い し 、 こ の 子 も い い 気 分 に な っ て 非 常 に 喜 ん

でいる。（木元教子『子離れ親離れのすすめ』）【②類】  

 （ 6-34 ）  優 し い 顔 立 ち で 性 格 も 優 し い 、 と て も う ら や ま し い 。

（ Yahoo!知恵袋）【①類】  
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表 6- 7 「と て も」 と共 起す る 形容 詞  

(延 べ語 数： 1,9 28語、 異な り 語数 ： 18 2語 ) 

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 良 い  230  6少  

 

格 好 良 い  

 

5危  

 

し ん ど い  

 

3寂  

 

重 た い  

 

4熱  

2 嬉 し い  142  2嬉  可 愛 ら し い  5危  鋭 い  6少  
女 の 子 ら し

い  
6少  

3 美 味 し い  104  4熱  近 い  6少  怠 い  2嬉  賢 い  5危  

4 -や す い  63 6少  冷 た い  4熱  遠 い  6少  格 好 悪 い  5危  

5 難 し い  60 5危  懐 か し い  1憎  情 け な い  5危  か 細 い  6少  

6 多 い  52 6少  
52 

恐 ろ し い  
8 

3寂  人 懐 こ い  5危  か わ ゆ い  5危  

7 
可 愛 い  

50 
5危  興 味 深 い  5危  古 い  6少  気 ま ず い  5危  

楽 し い  3寂  

54 

薄 い  

7 

6少  細 い  6少  気 持 ち 悪 い  3寂  

9 怖 い  43 3寂  心 地 良 い  3寂  眩 し い  4熱  擽 っ た い  2嬉  

10 つ ら い  40 3寂  狭 い  6少  短 い  6少  気 高 い  5危  

11 大 き い  39 6少  眠 い  2嬉  面 倒 臭 い  3寂  神 々 し い  5危  

12 
美 し い  

38 
5危  深 い  6少  勿 体 無 い  5危  酒 臭 い  4熱  

高 い  6少  

59 

甘 い  

6 

4熱  -が た い  6少  さ り 気 無 い  5危  

14 優 し い  30 5危  上 手 い  6少  

10

6 

愛 ら し い  

2 

5危  親 し い  6少  

15 
面 白 い  

29 
5危  正 し い  7赤  青 い  7赤  白 い  7赤  

強 い  6少  低 い  6少  厚 い  6少  清 々 し い  5危  

17 
寒 い  

27 
4熱  酷 い  5危  怪 し い  5危  酸 っ ぱ い  4熱  

悪 い  6少  貧 し い  6少  い じ ら し い  1憎  素 早 い  6少  

19 
悲 し い  

23 
2嬉  珍 し い  6少  痛 々 し い  5危  狡 賢 い  5危  

少 な い  6少  

66 

温 か い  

5 

4熱  疎 い  6少  せ こ い  5危  

21 

寂 し い  

22 

3寂  暑 い  4熱  偉 い  6少  だ さ い  5危  

小 さ い  6少  お か し い  5危  感 慨 深 い  5危  頼 も し い  5危  

無 い  7赤  か た い  6少  汚 い  6少  タ バ コ 臭 い  4熱  

24 柔 ら か い  21 4熱  臭 い  4熱  悔 し い  3寂  頼 り 無 い  5危  

25 は や い  20 6少  詳 し い  6少  険 し い  6少  近 し い  6少  

26 
素 晴 ら し

い  
19 5危  凄 い  5危  濃 い  6少  力 強 い  5危  

27 痛 い  18 3寂  涼 し い  4熱  好 ま し い  5危  生 温 い  4熱  

28 -に く い  17 6少  激 し い  6少  切 な い  3寂  鈍 い  6少  

29 
有 り 難 い  

16 
3寂  太 い  6少  艶 め か し い  5危  人 間 ら し い  6少  

忙 し い  5危  ま ず い  4熱  苦 い  4熱  歯 痒 い  1憎  

31 

恥 ず か し

い  

15 

2嬉  若 い  6少  腹 立 た し い  1憎  は し た な い  5危  

広 い  6少  -難 い  6少  蒸 し 暑 い  4熱  幅 広 い  6少  

安 い  6少  

79 

浅 い  

4 

6少  脆 い  6少  
晴 れ が ま し

い  
6少  

-づ ら い  6少  大 人 し い  5危  易 し い  6少  相 応 し い  6少  

35 

明 る い  

14 

6少  痒 い  2嬉  宜 し い  6少  欲 し い  1憎  

暖 か い  4熱  き つ い  6少  

12

8 

汗 臭 い  

1 

4熱  程 遠 い  6少  

気 持 ち 良

い  
3寂  心 強 い  5危  新 し い  6少  微 笑 ま し い  5危  

38 重 い  13 6少  細 か い  6少  熱 い  4熱  

 

醜 い  5危  

 

厳 し い  

 

6少  申 し 訳 な い  2嬉  危 な い  5危  惨 た ら し い  5危  

長 い  6少  -ぽ い  6少  あ ら い  6少  空 し い  3寂  

弱 い  6少  

87 

息 苦 し い  

3 

4熱  あ ん ら し い  6少  や や こ し い  5危  

42 羨 ま し い  12 1憎  遅 い  6少  愛 し い  1憎  用 心 深 い  5危  

43 
軽 い  

11 
6少  覚 束 な い  5危  印 象 深 い  5危  喜 ば し い  5危  

苦 し い  3寂  か ら い  4熱  恨 め し い  1憎  -苦 し い  6少  

45 煩 い  10 5危  暗 い  6少  幼 い  6少  
 

46 美 味 い  9 4熱  香 ば し い  4熱  惜 し い  1憎  
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 以上、「とても」は①～⑦類の七つの形容詞が全て用いられている。こ

のように、「とても」は属性、評価、感覚、感情を表す形容詞の程度が表

せる。  

 

6.4.2 「ちょっと」  

 

 「 ちょ っと 」 と共 起す る形 容詞 を 出現 数の 高い 順に ま とめ ると 表 6-8の

ようになる。共起する形容詞の延べ語数は 1,348語、異なり語数は 176語で

ある。  

 「ちょっと」と共起する形容詞の類型を全体的に見ると、⑤「危ない」

類 と ⑥ 「 少 な い 」 類 が 広 く 用 い ら れ て い て 、 そ の 他 に ⑦ 「 赤 い 」 類 、 ④

「熱い」類、③「寂しい」類、②「嬉しい」類、①「憎い」類が見られる。

上位に⑤「危ない」類 と⑥「少ない」類以外にも、④「熱い」類、③「寂

しい」類、②「嬉しい」類が現れている点で「とても」と共通している。

このように、「ちょっと」は①～⑦類の七つの形容詞全てと共起している。  
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表 6- 8 「ち ょ っと 」と 共起 す る形 容詞  

(延 べ語 数： 1,3 48語、 異な り 語数 ： 17 6語 ) 
 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 怖 い  86 3寂  

 

欲 し い  

 

1憎  

 

煙 た い  

 

4熱  

 

お ば さ ん 臭

い  

 

5危  

2 お か し い  85 5危  面 倒 臭 い  3寂  心 細 い  3寂  
お ば は ん 臭

い  
5危  

3 高 い  76 6少  － 難 い  6少  し つ こ い  5危  重 た い  4熱  

4 － に く い  55 6少  

48 

暑 い  

6 

4熱  し ょ っ ぱ い  4熱  堅 苦 し い  5危  

5 難 し い  51 5危  ウ ザ い  5危  酸 っ ぱ い  4熱  痒 い  2嬉  

6 寂 し い  47 3寂  遅 い  6少  切 な い  3寂  軽 い  6少  

7 悪 い  44 6少  格 好 良 い  5危  ダ サ い  5危  感 慨 深 い  5危  

8 無 い  41 7赤  強 い  6少  近 い  6少  黄 色 い  7赤  

9 は や い  38 6少  肌 寒 い  4熱  冷 た い  4熱  ぎ こ ち な い  5危  

10 － ぽ い  37 6少  宜 し い  6少  と ろ い  6少  汚 い  6少  

11 遠 い  31 6少  弱 い  6少  生 々 し い  5危  気 持 ち 良 い  3寂  

12 恥 ず か し い  27 2嬉  若 い  6少  苦 い  4熱  興 味 深 い  5危  

13 
痛 い  

26 
3寂  

57 

危 な い  

5 

5危  眠 い  2嬉  口 寂 し い  2嬉  

つ ら い  3寂  重 い  6少  柔 ら か い  4熱  黒 い  7赤  

15 
古 い  

25 
6少  狭 い  6少  煩 わ し い  5危  ぐ ろ い  5危  

良 い  6少  楽 し い  3寂  

104  

青 い  

1 

7赤  心 地 良 い  3寂  

17 寒 い  24 4熱  怠 い  2嬉  青 臭 い  4熱  心 苦 し い  3寂  

18 嬉 し い  23 2嬉  － や す い  6少  赤 い  7赤  心 強 い  5危  

19 ひ ど い  20 5危  

63 

怪 し い  

4 

5危  浅 ま し い  5危  細 か い  6少  

20 － づ ら い  19 6少  低 い  6少  味 気 な い  5危  塩 辛 い  4熱  

21 悲 し い  18 2嬉  広 い  6少  暖 か い  4熱  仕 方 な い  5危  

22 不 味 い  17 4熱  珍 し い  6少  温 か い  4熱  渋 い  4熱  

23 き つ い  16 6少  － が た い  6少  新 し い  6少  小 便 臭 い  4熱  

24 や ば い  15 5危  

68 

熱 い  

3 

4熱  厚 か ま し い  5危  じ れ っ た い  3寂  

25 

忙 し い  

13 

5危  い や ら し い  5危  磯 臭 い  4熱  図 々 し い  5危  

厳 し い  6少  濃 い  6少  訝 し い  5危  涼 し い  4熱  

長 い  6少  凄 い  5危  陰 険 臭 い  5危  せ こ い  5危  

勿 体 無 い  5危  狡 い  5危  う ざ っ た い  5危  
た ど た ど し

い  
5危  

29 
甘 い  

12 
4熱  頼 り な い  5危  胡 散 臭 い  5危  だ ら し な い  5危  

し ん ど い  3寂  小 さ い  6少  薄 い  6少  情 け な い  5危  

31 
格 好 悪 い  

11 
5危  泥 臭 い  4熱  薄 暗 い  6少  

馴 れ 馴 れ し

い  
5危  

少 な い  6少  懐 か し い  1憎  嘘 臭 い  5危  温 い  4熱  

33 

多 い  

10 

6少  

77 

浅 い  

2 

6少  疑 わ し い  5危  激 し い  6少  

気 持 ち 悪 い  3寂  危 う い  5危  疎 い  6少  は し た な い  5危  

や や こ し い  5危  鬱 陶 し い  3寂  疎 ま し い  5危  腹 立 た し い  1憎  

36 面 白 い  9 5危  上 手 い  6少  美 味 い  4熱  貧 乏 く さ い  5危  

37 
羨 ま し い  

8 
1憎  エ ロ い  5危  エ グ い  4熱  太 い  6少  

か た い  6少  恐 ろ し い  3寂  え げ つ な い  5危  古 臭 い  5危  

39 

煩 い  

7 

5危  大 人 げ な い  5危  偉 い  6少  微 笑 ま し い  5危  

大 き い  6少  か ら い  4熱  美 味 し い  4熱  ぼ ろ い  6少  

可 愛 い  5危  ぎ こ ち な い  5危  幼 い  6少  空 し い  3寂  

悔 し い  3寂  気 ま ず い  5危  惜 し い  1憎  安 い  6少  

暗 い  6少  キ モ い  5危  お っ か な い  3寂  － ら し い  6少  

苦 し い  3寂  詳 し い  6少  
お っ さ ん 臭

い  
5危    
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 （ 6-35）～（ 6-41）は「ちょっと」が①～⑦類の七つの形容詞と共起す

る例である。  

 

 （ 6-35）  まきが、かみをふって出ていくと、先生はようこにむきなお

っ た 。  「 た ん は 、 ど う ？ 」  「 少 し … 」  「 く ち び る が 、

ち ょ っ と 青 い わ ね え 」 （ 和 田 登 『 ネ コ ま ん が の ほ け ん 室 』 ）

【⑦類】  

 （ 6-36）  三重県長島町の長島スパーランド  遊園地、温泉、どちらも

か な り い い  ホ テ ル 代 が ち ょ っ と 高 い 。 （ Yahoo!知 恵 袋 ）

【⑥類】  

 （ 6-37）  とにかく最初から、この人の頭の回路は ちょっと おかしいぞ、

と思いましたね。 （『佐藤雅彦全仕事』）【⑤類】  

（ 6-38）  地 下 鉄 の 駅 か ら 地 上 に で る と 、 ひ ん や り と し た 空 気 が あ た

し た ち を 包 ん だ 。  「 ち ょ っ と 寒 い け ど 、 い い 気 持 ち 」 （ 田

中雅美『赤い靴探偵団』）【④類】  

（ 6-39）  た だ 坂 道 と か で 止 ま る と ち ょ っ と 怖 い ね 。 （ Yahoo!知 恵 袋 ）

【③類】  

（ 6-40）  カ ッ プ ル ル ー ム な ど も 有 り ま す 。 私 は チ ョ ッ と 恥 ず か し い

ので行った事はありません。（ Yahoo!知恵袋）【②類】  

（ 6-41）  先 日 行 っ た Ｇ Ｕ Ａ Ｍ で パ パ が マ ン ダ ラ Ｓ Ｐ Ａ で オ イ ル マ ッ

サ ー ジ を う け た の で す が ・ ・ ・ （ 略 ） パ パ は タ ッ キ ー が 体 験

し て る こ と を 体 験 し た ん だ な 〜 と 思 う と ち ょ っ と う ら や ま し

い。（ Yahoo!ブログ ）【①類】  
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 以上、「ちょっと」は、①～⑦類の七つの形容詞が全て用いられている。

このように、「ちょっと」は属性、評価、感覚、感情を表す形容詞の程度

が表せる。  

 

6.4.3 「少し」  

 

 「 少し 」と 共 起す る形 容詞 を出 現 数の 高い 順に まと め ると 表 6-9の よう

になる。共起する形容詞の延べ語数は 672語、異なり語数は 132語である。  

 「少し」と共起する形容詞の類型を全体的に見ると、⑥「少ない」類と

⑤「危ない」類が広く用いられていて、その他に⑦「赤い」類、④「熱い」

類、③「寂しい」類、②「嬉しい」類、①「憎い」類が見られる。上位 に

⑥「少ない」類と⑤「危ない」類以外にも、④「熱い」類、③「寂しい」

類、②「嬉しい」類が現れている点で「とても」「ちょっと」と共通して

いる。このように、「少し」は①～⑦類の七つの形容詞全てと共起してい

る。  

 （ 6-42）～（ 6-48）は「少し」が①～⑦類の七つの形容詞と共起する例

である。  

 

 （ 6-42）  「あなた、顔色悪いんじゃない、 少し蒼いわよ」（伊保庄健

『老いてこそ、始める』）【⑦類】  

（ 6-43）  ▼ 父 は 血 圧 が 少 し 高 い 。 （ 田 代 し ん た ろ う 『 漢 字 事 典 五 年

生』）【⑥類】  

（ 6-44）  変 換 後 の 動 画 の 画 面 の サ イ ズ が 少 し お か し い で す ・ ・ ・

（ Yahoo!知恵袋）【⑤類】  

（ 6-45）  上 着 を 脱 い で き て し ま っ た の で 、 少 し 寒 い 。 （ 鈴 木 博 之

『都市のかなしみ』）【④類】  
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表 6- 9 「少 し 」と 共起 する 形 容詞  

(延 べ語 数： 672語、 異 なり 語数 ： 1 32語 ) 
 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 高 い  53 6少  

34 

甘 い  

5 

4熱  

 

か ら い  

 

4熱  

 

気 恥 ず か し

い  

 

5危  

2 
痛 い  

29 
3寂  狭 い  6少  ぎ こ ち な い  5危  気 ま ず い  5危  

は や い  6少  冷 た い  4熱  厳 し い  6少  く ど い  5危  

4 お か し い  28 5危  細 い  6少  臭 い  4熱  心 苦 し い  3寂  

5 大 き い  24 6少  や や こ し い  5危  黒 い  7赤  心 強 い  5危  

6 
小 さ い  

23 
6少  良 い  6少  し ん ど い  3寂  心 許 無 い  3寂  

悪 い  6少  

40 

暑 い  

4 

4熱  少 な い  6少  し ょ っ ぱ い  4熱  

8 
寂 し い  

19 
3寂  薄 い  6少  涼 し い  4熱  白 々 し い  5危  

長 い  6少  暗 い  6少  情 け な い  5危  図 々 し い  5危  

10 寒 い  18 4熱  苦 し い  3寂  苦 い  4熱  酸 っ ぱ い  4熱  

11 怖 い  16 3寂  眠 い  2嬉  分 厚 い  6少  鋭 い  6少  

12 難 し い  15 5危  欲 し い  1憎  太 い  6少  せ こ い  5危  

13 
古 い  

13 
6少  

46 

明 る い  

3 

6少  ほ ろ 苦 い  4熱  素 っ 気 な い  5危  

弱 い  6少  暖 か い  4暖  勿 体 無 い  5危  楽 し い  3寂  

15 

き つ い  

11 

6少  厚 い  6少  柔 ら か い  4熱  頼 り な い  5危  

遠 い  6少  あ ら い  6少  緩 い  6少  近 い  6少  

恥 ず か し い  2嬉  息 苦 し い  4熱  宜 し い  6少  茶 色 い  7赤  

安 い  6少  羨 ま し い  1憎  若 い  6少  照 れ 臭 い  1憎  

19 
無 い  

10 
7赤  煩 い  5危  － ら し い  6少  名 残 惜 し い  1憎  

広 い  6少  嬉 し い  2嬉  

86 

青 臭 い  

1 

4熱  鈍 い  6少  

21 重 い  9 6少  軽 い  6少  温 か い  4熱  人 間 臭 い  5危  

22 

遅 い  

8 

6少  気 持 ち 悪 い  3寂  新 し い  6少  温 い  4熱  

短 い  6少  悔 し い  3寂  熱 い  4熱  妬 ま し い  1憎  

－ ぽ い  6少  詳 し い  6少  
危 な っ か し

い  
5危  の ろ い  6少  

25 

多 い  

7 

6少  肌 寒 い  4熱  荒 々 し い  5危  深 い  6少  

悲 し い  2嬉  低 い  6少  有 り 難 い  3寂  誇 ら し い  5危  

強 い  6少  

60 

青 い  

2 

7赤  ウ ザ い  5危  不 味 い  4熱  

－ に く い  6少  赤 い  7赤  薄 暗 い  6少  丸 っ こ い  7赤  

29 

か た い  

6 

6少  危 な い  5危  幼 い  6少  珍 し い  6少  

濃 い  6少  慌 た だ し い  5危  
押 し つ け が

ま し い  
5危  申 し 訳 無 い  2嬉  

怠 い  2嬉  忙 し い  5危  面 白 い  5危  煩 わ し い  5危  

つ ら い  3寂  惜 し い  1憎  可 愛 い  5危  － や す い  6少  

－ づ ら い  6少  重 た い  4熱  ぎ ご ち な い  5危  － 難 い  6少  

 

 （ 6-46）  野茂英雄選手が引退を表明しましたね。彼のことが好きだっ

たので、少し 寂しい です。（ Yahoo!ブログ） 【③類】  

 （ 6-47）  中古でスーツケースをもらったのですが、旅先でのステッカ

ー が 沢 山 は っ て あ り 、 少 し 恥 ず か し い で す 。 （ Yahoo!知 恵 袋 ）

【②類】  
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 （ 6-48）  でも、祭りというものを、ノスタルジーの風物だけにしてし

ま う の は 、 少 し お し い 。 （ 森 毅 『 世 紀 末 の な が め 』 ） 【 ① 類 】  

 

 以上、「少し」は、①～⑦類の七つの形容詞が全て用いられている。こ

のように、「少し」は属性、評価、感覚、感情を表す形容詞の程度が表せ

る。  

 

6.4.4 「非常に」  

 

 「非常に」と共起する形容詞を出現数の高い順にまとめると表 6-10のよ

うになる。共起する形容詞の延べ語数は 2,488語、異なり語数は 157語であ

る。  

「 非 常 に 」 と 共 起 す る 形 容 詞 の 類 型 を 全 体 的 に 見 る と 、 ⑥ 「 少 な い 」

類 と ⑤ 「 危 な い 」 類 が 広 く 用 い ら れ て い て 、 そ の 他 に ⑦ 「 赤 い 」 類 、 ④

「熱い」類、③「寂しい」類、②「嬉しい」類、①「憎い」類の語が見ら

れる。上位に⑥「少ない」類と⑤「危ない」類の二類が主に現れている点

で、「とても」「ちょっと」「少し」とは区別される。このように、「非

常に」は①～⑦類の七つの形容詞全てと共起している。  

（ 6-49） ～ （ 6-55） は 「 非 常 に 」 が ① ～ ⑦ 類 の 七 つ の 形 容 詞 と 共 起 す

る例である。  

 

（ 6-49）  そ の 点 、 田 中 外 相 は 「 金 魚 の フ ン 」 で あ る こ と を 良 し と し

な い 気 概 が あ る 。 日 米 安 保 や ミ サ イ ル 防 衛 シ ス テ ム な ど へ の

感覚 は 非 常に 正 し い 。 （ 『サ ン デ ー毎 日 』 2001年 7月 22日 号 ）

【⑦類】  
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表 6- 10  「 非常 に」 と 共起 する 形 容詞  

(延 べ語 数： 2,4 88語、 異な り 語数 ： 15 7語 ) 
 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 良 い  285  6少  

 

詳 し い  

 

6少  

 

尊 い  

 

6少  

 

騒 が し い  

 

5危  

2 多 い  278  6少  楽 し い  3寂  根 強 い  6少  親 し い  6少  

3 悪 い  220  6少  古 い  6少  望 ま し い  5危  渋 い  4熱  

4 高 い  201  6少  

44 

厚 い  

5 

6少  幅 広 い  6少  思 慮 深 い  5危  

5 難 し い  185  5危  甘 い  4熱  ひ ど い  5危  し ん ど い  3寂  

6 大 き い  168  6少  き つ い  6少  ま ず い  4熱  
素 っ 気 無

い  
5危  

7 少 な い  149  6少  細 か い  6少  貧 し い  6少  頼 も し い  5危  

8 強 い  127  6少  寒 い  4熱  眩 し い  4熱  
だ ら し な

い  
5危  

9 低 い  72 6少  無 い  7赤  面 倒 臭 い  3寂  力 強 い  5危  

10 -や す い  54 6少  

50 

暑 い  

4 

4熱  勿 体 無 い  5危  冷 た い  4熱  

11 厳 し い  41 6少  忙 し い  5危  喧 し い  5危  手 堅 い  5危  

12 -に く い  38 6少  悲 し い  2嬉  若 い  6少  手 ぬ る い  5危  

13 小 さ い  32 6少  正 し い  7赤  -ぽ い  6少  照 れ 臭 い  1憎  

14 
長 い  

29 
6少  乏 し い  6少  

94 

愛 ら し い  

1 

5危  生 々 し い  5危  

広 い  6少  腹 立 た し い  1憎  浅 い  6少  悩 ま し い  5危  

16 短 い  25 6少  細 い  6少  暖 か い  4熱  根 深 い  6少  

17 面 白 い  24 5危  

57 

怪 し い  

3 

5危  熱 い  4熱  の ろ い  6少  

18 弱 い  23 6少  疑 わ し い  5危  危 な い  5危  腹 黒 い  5危  

19 近 い  20 6少  上 手 い  6少  
危 な っ か し

い  
5危  相 応 し い  6少  

20 興 味 深 い  19 5危  煩 い  5危  危 う い  5危  
古 め か し

い  
6少  

21 

嬉 し い  

18 

2嬉  惜 し い  1憎  あ ら い  6少  
紛 ら わ し

い  
5危  

狭 い  6少  遅 い  6少  印 象 深 い  5危  
待 ち 遠 し

い  
1憎  

23 は や い  16 6少  賢 い  5危  疑 い 深 い  5危  見 苦 し い  5危  

24 
美 し い  

15 
5危  好 ま し い  5危  疑 り 深 い  5危  

み っ と も

な い  
5危  

軽 い  6少  怖 い  3寂  鬱 陶 し い  3寂  蒸 し 暑 い  4熱  

26 
珍 し い  

14 
6少  素 早 い  6少  巧 い  6少  空 し い  3寂  

-づ ら い  6少  鋭 い  6少  恐 ろ し い  3寂  め ん ど い  3寂  

28 
薄 い  

13 
6少  遠 い  6少  大 人 し い  5危  易 し い  6少  

つ ら い  3寂  恥 ず か し い  2嬉  重 々 し い  5危  優 し い  5危  

30 
お か し い  

12 
5危  申 し 訳 な い  2嬉  堅 苦 し い  5危  柔 い  4熱  

重 い  6少  柔 ら か い  4熱  格 好 良 い  5危  喜 ば し い  5危  

32 

か た い  

11 

6少  宜 し い  6少  痒 い  2嬉  弱 弱 し い  5危  

深 い  6少  -が た い  6少  汚 い  6少  
分 か り 良

い  
6少  

34 安 い  10 6少  

74 

新 し い  

2 

6少  汚 ら し い  6少  若 々 し い  5危  

35 激 し い  9 6少  美 味 い  4熱  気 ま ず い  5危  煩 わ し い  5危  

36 

有 り 難 い  

8 

3寂  奥 深 い  6少  口 煩 い  5危  -難 い  6少  

美 味 し い  4熱  気 持 ち 良 い  3寂  毛 深 い  6少  

 

素 晴 ら し

い  
5危  暗 い  6少  濃 い  6少  

39 苦 し い  7 3寂  険 し い  6少  心 許 無 い  3寂  

40 痛 い  6 3寂  心 苦 し い  3寂  寂 し い  3寂  
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（ 6-50）  し か し 、 ア ス ク ル の 予 算 管 理 サ ー ビ ス は 顧 客 の 間 で 非 常 に

評判が いい 。 （井関利明、緒方知行『アスクル』）【⑥類】  

 （ 6-51）  また、発話は聴力を何歳で失ったかによっても大きく左右さ

れ 、 孝 治 の よ う に 、 言 語 を 習 得 で き る 臨 界 期 と 言 わ れ る 三 歳

ま で に 失 聴 し た 場 合 、 「 声 」 を 出 し て 話 す の は 非 常 に 難 し い 。

（黒岩比佐子『音のない記憶』）【⑤類】  

 （ 6-52）  香りは特に優れ、果実が非常に 甘い。（『趣味の園芸（ＮＨ

Ｋテレビ放送テキスト）』）【④類】  

 （ 6-53）  四時間しか寝ていないので、非常につらい。（池田貴『ガン

を生きる』）【③類】  

（ 6-54）  「 我 々 の い た 時 代 よ り 今 の ダ イ キ ン は よ く な っ て い る 」 と

言 わ れ る と 非 常 に 嬉 し い で す 。 （ 『 エ コ ノ ミ ス ト 』 ） 【 ② 類 】  

 （ 6-55）  勝負に生きる一角（ひとかど）の人物だけに 非常に惜しいで

す。（ Yahoo!ブログ ）【①類】  

 

 以上、「非常に」は、①～⑦類の七つの形容詞が全て用いられている。

このように、「非常に」は属性、評価、感覚、感情を表す形容詞の程度が

表せる。  

 

6.4.5 「かなり」  

 

 「かなり 」と共起する形容詞を出現数の高い順にまとめると表 6-11のよ

うになる。共起する形容詞の延べ語数は 1,481語、異なり語数は 155語であ

る。  
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表 6- 11  「 かな り」 と 共起 する 形 容詞  

(延 べ語 数： 1,4 81語、 異な り 語数 ： 15 5語 ) 

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 高 い  155  6少  

 

甘 い  

 

4熱  
 

細 い  
 
6少  

 

気 持 ち 良

い  

 

3寂  

2 多 い  120  6少  美 味 い  4熱  柔 ら か い  4熱  興 味 深 い  5危  

3 良 い  82 6少  
恥 ず か し

い  
2嬉  

80 

浅 い  

2 

6少  際 ど い  5危  

4 大 き い  81 6少  

43 

上 手 い  

6 

6少  新 し い  6少  擽 っ た い  2嬉  

5 低 い  80 6少  煩 い  5危  危 な い  5危  悔 し い  3寂  

6 難 し い  67 5危  か た い  6少  あ ら い  6少  黒 い  7赤  

7 少 な い  47 6少  寒 い  4熱  有 り 難 い  3寂  険 し い  6少  

8 強 い  41 6少  太 い  6少  忙 し い  5危  心 強 い  5危  

9 き つ い  37 6少  

48 

暖 か い  

5 

4熱  旨 い  4熱  心 許 無 い  3寂  

10 
広 い  

32 
6少  薄 い  6少  か ら い  4熱  小 広 い  6少  

安 い  6少  お か し い  5危  気 ま ず い  5危  寂 し い  3寂  

12 厳 し い  29 6少  可 愛 い  5危  毛 深 い  6少  さ み し い  3寂  

13 痛 い  25 3寂  臭 い  4熱  煙 い  4熱  騒 が し い  5危  

14 

小 さ い  

22 

6少  暗 い  6少  心 地 良 い  3寂  塩 辛 い  4熱  

近 い  6少  苦 し い  3寂  白 い  7赤  塩 臭 い  4熱  

悪 い  6少  で か い  6少  図 々 し い  5危  渋 い  4熱  

17 面 白 い  21 5危  珍 し い  6少  素 晴 ら し い  5危  消 毒 臭 い  4熱  

18 
美 味 し い  

20 
4熱  短 い  6少  鋭 い  6少  

し ょ っ ぱ

い  
4熱  

古 い  6少  

57 

ウ ザ い  

4 

5危  楽 し い  3寂  し ょ ぼ い  5危  

20 
重 い  

19 
6少  鬱 陶 し い  3寂  無 い  7赤  凄 ま じ い  5危  

長 い  6少  軽 い  6少  面 倒 臭 い  3寂  涼 し い  4熱  

22 酷 い  17 5危  濃 い  6少  勿 体 無 い  5危  せ こ い  5危  

23 

遅 い  

16 

6少  し ん ど い  3寂  や や こ し い  5危  
そ そ っ か

し い  
5危  

怖 い  3寂  情 け な い  5危  若 い  6少  頼 り 無 い  5危  

は や い  6少  苦 い  4熱  

102  

熱 い  

1 

4熱  血 腥 い  4熱  

26 や ば い  15 5危  ま ず い  4熱  厚 い  6少  手 厳 し い  5危  

27 つ ら い  14 3寂  蒸 し 暑 い  4熱  危 う い  5危  忍 耐 強 い  5危  

28 

格 好 良 い  

12 

5危  緩 い  6少  痛 ま し い  3寂  根 強 い  6少  

狭 い  6少  弱 い  6少  嘘 臭 い  5危  幅 広 い  6少  

遠 い  6少  -に く い  6少  美 し い  5危  分 厚 い  6少  

31 -ぽ い  11 6少  

69 

明 る い  

3 

6少  羨 ま し い  1憎  へ ぼ い  5危  

32 嬉 し い  10 2嬉  重 た い  4熱  エ ロ い  5危  欲 し い  1憎  

33 

疑 わ し い  

9 

5危  詳 し い  6少  奥 深 い  6少  醜 い  5危  

凄 い  5危  し つ こ い  5危  覚 束 無 い  5危  女 々 し い  5危  

深 い  6少  酸 っ ぱ い  4熱  賢 い  5危  め ん ど い  3寂  

36 

怪 し い  

8 

5危  冷 た い  4熱  堅 苦 し い  5危  易 し い  6少  

激 し い  6少  手 強 い  5危  悲 し い  2嬉  柔 い  4熱  

-や す い  6少  眠 い  2嬉  我 慢 強 い  5危  -づ ら い  6少  

39 暑 い  7 4熱  古 臭 い  5危  キ モ い  5危   

 

 「かなり」と共起する形容詞の類型を全体的に見ると、⑥「少ない」類

と ⑤ 「 危 な い 」 類 が 広 く 用 い ら れ て い て 、 そ の 他 に 、 ⑦ 「 赤 い 」 類 、 ④

「熱い」類、③「寂しい」類、②「嬉しい」類、①「憎い」類の語が見ら
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れる。上位に⑥「少ない」類と⑤「危ない」類の二類が主に現れている点

で「非常に」と共通している。このように、「かなり」は①～⑦の七つの

形容詞全てと共起している。  

 （ 6-56）～（ 6-62）は「かなり」が①～⑦類の七つの形容詞と共起する

例である。  

 

（ 6-56）  肌 は か な り 白 く 、 不 健 康 に も 見 え る く ら い で す 。 （ Yahoo!

知恵袋）【⑦類】  

（ 6-57）  ポ ジ テ ィ ブ な 口 コ ミ は ， エ ア コ ン に つ い て ， 「 そ の ブ ラ ン

ド は か な り 信 頼 性 が 高 く ， 取 付 け も 簡 単 で ， 耐 久 性 も 高 く ，

維 持 コ ス ト や エ ネ ル ギ ー コ ス ト も 低 い 」 と い う も の で あ り ，

（ 略 ） （ 上 田 隆 穂 ， 守 口 剛 『 価 格 ・ プ ロ モ ー シ ョ ン 戦 略 』 ）

【⑥類】  

 （ 6-58）  ヨーロッパ在住です。（略）毎日、日本食というのは かなり

難 し い と 思 い ま す が あ る 程 度 工 夫 し て 現 地 の 物 で 日 本 食 も ど

き を 作 る と か し な い と 金 銭 的 に も 厳 し い と 思 い ま す 。

（ Yahoo!知恵袋）【⑤類】  

（ 6-59）  さ す が に 夏 で 、 か な り 暑 い で す 。 （ 四 茂 野 修 『 ｢帝 国 ｣に 立

ち向かう』）【④類】  

（ 6-60）  こ れ の 何 倍 以 上 の も の が い つ か 必 ず 発 生 す る と 思 う と 、 か

なり怖い・・・。（ Yahoo!ブログ）【③類】  

（ 6-61）  採 っ た と き に 「 変 だ ぞ ！  見 た こ と な い 虫 だ 」 と 思 い 、 そ

れ を 調 べ て 「 こ れ か ー ！ 」 と 思 う 瞬 間 も 、 か な り う れ し い 。

（河合雅雄『ふしぎの博物誌』）【②類】  

（ 6-62）  私 も 、 最 近 レ ゲ エ が 好 き に な っ た ん で す が 、 行 け る 事 が か

なり羨ましい です・・・（ Yahoo!知恵袋）【①類】  
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 以上、「かなり 」は、①～⑦類の七つの形容詞が全て用いられている。

このように、「かなり」は属性、評価、感覚、感情を表す形容詞の程度が

表せる。  

 

6.4.6 「やや」  

 

 「やや」と共起する形容詞を出現数の高い順にまとめると表 6-12のよう

になる。共起する形容詞の延べ語数は 386語、異なり語数は 72語である。  

 「やや」と共起する形容詞の類型を全体的に見ると、⑥「少ない」類と

⑤「危ない」類が広く用いられていて、 その 他に、⑦「赤い」類、④「熱

い」類、③「寂しい」類が見られる。上位に⑥「少ない」類が現れている。

一方、②「嬉しい」類と①「憎い」類は現れていない。このように、「や

や」は③～⑦類の形容詞と共起している。  

 

表 6- 12  「 やや 」と 共 起す る形 容 詞  

(延 べ語 数： 386語、 異 なり 語数 ： 7 2語 ) 
 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 高 い  41 6少  
 

緩 い  
 
6少  

 

甲 高 い  

 

6少  

 

濃 い  

 

6少  

2 低 い  35 6少  悪 い  6少  厳 し い  6少  心 許 無 い  3寂  

3 
少 な い  

23 
6少  

21 
は や い  

5 
6少  怖 い  3寂  細 か い  6少  

小 さ い  6少  細 い  6少  古 い  6少  鋭 い  6少  

5 大 き い  22 6少  

23 

き つ い  

4 

6少  若 い  6少  俗 語 臭 い  5危  

6 弱 い  20 6少  苦 し い  3寂  

42 

赤 い  

1 

7赤  素 っ 気 な い  5危  

7 多 い  18 6少  狭 い  6少  明 る い  6少  冷 た い  4熱  

8 強 い  12 6少  乏 し い  6少  新 し い  6少  無 い  7赤  

9 
か た い  

11 
6少  長 い  6少  厚 い  6少  情 け な い  5危  

難 し い  5危  太 い  6少  怪 し い  5危  温 い  4熱  

11 近 い  10 6少  

29 

あ ら い  

3 

6少  美 し い  5危  激 し い  6少  

12 
薄 い  

9 
6少  幼 い  6少  エ ロ い  5危  深 い  6少  

重 い  6少  軽 い  6少  重 苦 し い  5危  古 め か し い  5危  

14 遅 い  8 6少  鈍 い  6少  黴 臭 い  4熱  細 長 い  6少  

15 遠 い  7 6少  広 い  6少  可 愛 ら し い  5危  面 倒 臭 い  3寂  

16 

甘 い  

6 

4熱  良 い  6少  気 難 し い  5危  物 憂 い  3寂  

煩 い  5危  
35 

浅 い  
2 
6少  仰 々 し い  5危  安 い  6少  

短 い  6少  淡 い  6少  暗 い  6少  弱 弱 し い  5危  
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 （ 6-63）～（ 6-67） は「やや」が ③～⑦類の形容詞と共起する例である。  

 

 （ 6-63）  長い入院（脳梗塞、大腿骨頚部骨折で歩行困難、リハビリが

長 期 に 必 要 ） で 日 焼 け は す で に 褪 め て い た 。 色 白 で 頬 が や や

赤 く 、 肥 え て 丸 く 、 笑 え ば 口 元 が ペ コ ち ゃ ん の 口 に 似 て 、 ま

る で 恵 比 寿 様 の よ う で あ っ た 。 （ 伊 保 庄 健 『 老 い て こ そ 、 始

める』）【⑦類】  

（ 6-64）  庶 民 と い っ て も 大 工 や 左 官 は 、 手 に 技 術 が あ る の で や や 日

当 が 高 い 。 （ 稲 垣 史 生 『 図 説 大 江 戸 お も し ろ 事 典 』 ） 【 ⑥ 類 】  

 （ 6-65）  Ｅｕｓｔｅｒａｌｉｓ  ｓｐ．●オランダ・プラントに似た

姿 か ら 名 付 け ら れ た 育 成 は や や 難 し い が 、 二 酸 化 炭 素 の 添 加

を 行 え ば よ く 育 つ タ イ プ だ 。 （ 熱 帯 魚 ・ 水 草 ス ー パ ー カ タ ロ

グ編集部『熱帯魚・水草スーパーカタログ』）【⑤類】  

（ 6-66）  口 に す る と 、 は じ め は や や 甘 い と 感 じ ま す が 、 そ れ だ け で

は な く て 、 酸 が た っ ぷ り で 、 あ る 瞬 間 は 酸 っ ぱ い と 感 じ る く

らい。（ Yahoo!ブログ）【④類】  

（ 6-67）  暮 ら し 向 き に つ い て ， 「 ゆ と り が あ る 」 （ ５ ％ ） と 「 多 少

ゆ と り が あ る 」 （ 四 十 四 ％ ） を 合 わ せ た 「 ゆ と り が あ る 」 人

は 四 十 九 ％ で ， 「 苦 し い 」 （ 十 ％ ） と 「 や や 苦 し い 」 （ 三 十

九 ％ ） を 合 わ せ た 「 苦 し い 」 人 の 四 十 九 ％ と 並 ん だ 。 （ 『 Ｎ

ＨＫ  放送研究と調査』）【③類】  

 

 一方、②「嬉しい」類と①「憎い」類の語は見られない。しかし、これ

らの形容詞が「やや」と共起する例は（ 6-68）～（ 6-71）のように考えら

れる。（ 6-68）（ 6-69）は②類の「嬉しい」「恥ずかしい」が「やや」と



第６章 程度副詞「非常に」「とても」「なかなか」「大変」「かなり」「ずいぶん」「相当」 

「だいぶ」「ちょっと」「少し」「やや」 206 

 

 

共起する例であり、（ 6-70）（ 6-71）は①類の「羨ましい」「恨めしい」

が「やや」と共起する例であるが、どちらも自然である。  

 

 （ 6-68）  プレゼントが やや嬉しい。【②類】  

 （ 6-69）  成績が やや 恥ずかしい 。【②類】  

 （ 6-70）  彼女が やや 羨ましい 。【①類】  

 （ 6-71）  彼女が やや 恨めしい 。【①類】  

 

 インターネットからも（ 6-72）と（ 6-73）のように②類の「嬉しい」と

①類の「羨ましい」が「やや」と共起する例が見られる。これらはアンケ

ートの回答みたいな場面や選択的な場面で使われやすいという特徴がある。  

 

（ 6-72）  元 カ レ 、 元 カ ノ が 結 婚 し た と 聞 い た と き （ も し く は 聞 い た

ら）の本音を教えてください。  

 特に何も思わない ......43.9％  

 やや悔しい ......14.7％  

 悔しい ......11.9％  

 やや嬉しい ......11.7％  

 嬉しい ......7.5％  

https: //gak umado .myn avi.j p/fre sher s/art icl es/116 51  

（ 2022年 9月 6日 検 索 ） 【 ② 類 】  

（ 6-73）  私 は え ぐ い ほ ど の 直 毛 で す が 天 パ の 子 を み る と く る く る し

て て か わ い い な と 思 い 羨 ま し く な り ま す 。 皆 さ ん は ど う で す

か？ ？ （略 ） や や羨 ま しい （ 直毛 ） 直毛 +硬 太多 す ぎて 結 ぶ と

固いホウキみたいになるため。  

https: //cor omoo. com/ quest ion/1 0964 7  
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（ 2022年 9月 6日 検 索 ） 【 ① 類 】  

 

 以上、「やや」は、③～⑦類の形容詞が用いられていて、①②類の形容

詞 は BCCWJに は 現れ てい な い。 しか し 、 イン ター ネ ット の例 か らは ①② 類

の語と共起する例があり、「やや」は①～⑦類の形容詞全てと共起すると

考える。このように、「やや」は属性、評価、感覚、感情を表す形容詞の

程度が表せる。  

 

6.4.7 「相当」  

 

 「相当」と共起する形容詞を出現数の高い順にまとめると表 6-13のよう

になる。共起する形容詞の延べ語数は 142語、異なり語数は 52語である。  

 

表 6- 13  「 相当 」と 共 起す る形 容 詞  

(延 べ語 数： 142語、 異 なり 語数 ： 5 2語 ) 
 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 高 い  17 6少  
14 

無 い  
3 

7赤  

27 

青 い  

1 

7赤  

 

寒 い  

 

4熱  

2 
多 い  

11 
6少  長 い  6少  危 な い  5危  少 な い  6少  

難 し い  5危  

16 

厚 い  

2 

6少  怪 し い  5危  涼 し い  4熱  

4 大 き い  8 6少  上 手 い  6少  疑 わ し い  5危  素 早 い  6少  

5 厳 し い  6 6少  お か し い  5危  美 味 い  4熱  正 し い  7赤  

6 

痛 い  

5 

3寂  き つ い  6少  美 味 し い  4熱  手 強 い  6少  

低 い  6少  苦 し い  3寂  遅 い  6少  遠 い  6少  

悪 い  6少  凄 い  5危  恐 ろ し い  3寂  深 い  6少  

9 

重 い  

4 

6少  小 さ い  6少  面 白 い  5危  不 味 い  4熱  

強 い  6少  つ ら い  3寂  か た い  6少  眩 し い  4熱  

酷 い  5危  で か い  6少  か ら い  4熱  安 い  6少  

広 い  6少  激 し い  6少  黒 い  7赤  や ば い  5危  

古 い  6少  良 い  6少  細 か い  6少  － ぽ い  6少  

 

 「相当」と共起する形容詞の類型を全体的に見ると、⑥「少ない」類と

⑤「危ない」類が多く用いられていて、その他に、⑦「赤い」類、④「熱

い」類、③「寂しい」類との共起が見られる。上位に⑥ 「少ない」類と⑤
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「危ない」類の二類が現れている点で「非常に」「かなり」「やや」と共

通している。一方、①「憎い」類は現れていない。  

 （ 6-74）～（ 6-79）は「相当」が ③～⑦類の形容詞と共起する例である。  

 

（ 6-74）  監 督 が モ ニ タ ー の 前 で ぜ い ぜ い し て い る 横 で 、 青 い 顔 を し

た 私 は 「 こ れ で 終 わ り だ よ な 」 と 祈 る よ う に 彼 の 終 結 宣 言 を

待 っ た 。 彼 の 顔 だ っ て 相 当 青 い 。 （ 香 川 照 之 『 中 国 魅 録 』 ）

【⑦類】  

（ 6-75）  同 じ 博 士 号 を 取 る に も 一 流 の 国 立 大 学 と ３ 流 の 私 立 大 学 で

は 取 り や す さ に 難 易 度 は あ る の で し ょ う か ？ （ 略 ） 東 大 な ど

の 場 合 は 、 当 然 の こ と な が ら 東 大 教 授 や 東 大 の 大 学 院 教 育 に

か か わ っ て い る 研 究 機 関 の 教 授 が 選 任 さ れ ま す の で 、 そ の 難

易度は相当 高いです。（ Yahoo!知恵袋）【⑥類】  

（ 6-76 ）  「 タ イ ブ レ ー ク 」 か ら の 戦 い 方 は 相 当 難 し い で す ね 。

（ Yahoo!ブログ）【⑤類】  

 （ 6-77）  真冬なので帰りに相当 寒いわ、ビール臭いわで、結局風邪引

い て ・ ・ ・ 楽 し い け ど 、 ２ 度 と 参 加 し た く な い 感 じ で す 。

（ Yahoo!知恵袋）【④類】  

 （ 6-78）  （略）出産された方は怖くなかったですか？今３ヶ月なんで

すけど 相当 恐ろしい です。（ Yahoo!知恵袋）【③類】  

（ 6-79）  な に か 、 重 い 物 を 持 っ た り し た 覚 え が 無 い の で す が 、 な ん

でなんでしょう？ 相当痛いです…（ Yahoo!知恵袋）【③類】  

 

 一方、①「憎い」類との共起は現れていない。しかし、①類の「憎い」

「恨めしい」は（ 6-80）と（ 6-81）のように「相当」との共起が成り立ち、

「相当」は①類の語と共起すると思われる。  
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 （ 6-80）  元カレが相当憎い。【①類】  

 （ 6-81）  元カレが相当恨めしい 。【①類】  

 

 インターネットからも（ 6-82）と（ 6-83）のように①類の「憎い」「恨

めしい」が「相当」と共起する例が見られる。  

 

 （ 6-82）  せっかく計画立ててたのに、気分屋やから「明日の自分」に

任 せ た り す る し 。 そ ん な わ け で 今 日 の 私 は テ ン ヤ ワ ン ヤ で す

わ。「昨日の自分」が相当憎い。  

https: //dz- trave l.ne t/sha nghai -jap anese foo d-take o-3/  

（ 2022年 9月 6日 検 索 ） 【 ① 類 】  

 （ 6-83）  あーおれもライブいきてー  受験なのが 相当恨めしい よ  

https: //mus ic2.5 ch.n et/te st/re ad.c gi/mu sic j/1058 27626 3/  

（ 2022年 9月 6日 検 索 ） 【 ① 類 】  

 

 以上、「相当」は、 ③～⑦類の形容詞が用いられていて、①類の形容詞

は現れていない。しかし、インターネットの例からは①類の語と共起する

例がある。このように、「相当」は属性、評価、感覚、感情を表す形容詞

の程度が表せる。  

 

6.4.8 「大変」  

 

 「大変」と共起する形容詞を出現数の高い順にまとめると表 6-14のよう

になる。共起する形容詞の延べ語数は 387語、異なり語数は 87語である。  
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表 6- 14  「 大変 」と 共 起す る形 容 詞  

(延 べ語 数： 387語、 異 なり 語数 ： 8 7語 ) 
 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 難 し い  32 5危  

 

は や い  

 

6少  

45 

悪 し い  

1 

5危  

 

し ん ど い  

 

3寂  

2 良 い  28 6少  古 い  6少  新 し い  6少  凄 い  5危  

3 多 い  27 6少  短 い  6少  疑 わ し い  5危  鋭 い  6少  

4 

嬉 し い  

16 

2嬉  珍 し い  6少  疎 い  6少  近 い  6少  

美 味 し い  4熱  27 小 さ い  4 6少  美 味 い  4熱  慎 み 深 い  5危  

興 味 深 い  5危  

28 

甘 い  

3 

4熱  上 手 い  6少  遠 い  6少  

7 申 し 訳 無 い  15 2嬉  痛 い  3寂  お か し い  5危  懐 か し い  1憎  

8 － や す い  14 6少  重 い  6少  遅 い  6少  苦 い  4熱  

9 高 い  12 6少  詳 し い  6少  覚 束 無 い  5危  眠 い  2嬉  

10 

面 白 い  

11 

5危  長 い  6少  賢 い  5危  飲 み 良 い  6少  

厳 し い  6少  激 し い  6少  か た い  6少  酷 い  5危  

強 い  6少  広 い  6少  悲 し い  2嬉  人 懐 っ こ い  5危  

13 大 き い  10 6少  － づ ら い  6少  痒 い  2嬉  深 い  6少  

14 有 り 難 い  9 3寂  

36 

暑 い  

2 

4熱  可 愛 い  5危  細 い  6少  

15 

忙 し い  

7 

3寂  恐 ろ し い  3寂  感 銘 深 い  5危  貧 し い  6少  

少 な い  6少  汚 い  6少  気 持 ち 良 い  3寂  め で た い  5危  

低 い  6少  気 持 ち 悪 い  3寂  好 物 ら し い  6少  面 倒 臭 い  3寂  

－ に く い  6少  怖 い  3寂  心 細 い  3寂  
も っ た い な

い  
5危  

19 

美 し い  

6 

5危  楽 し い  3寂  好 ま し い  5危  脆 い  6少  

素 晴 ら し い  5危  つ ら い  3寂  細 か い  6少  喧 し い  5危  

悪 い  6少  不 味 い  4熱  寂 し い  3寂  宜 し い  6少  

22 狭 い  5 6少  44 愛 ら し い  1 5危  し つ こ い  5危   

 

 「大変」と共起する形容詞の類型を全体的に見ると、⑥「少ない」類と

⑤「危ない」類が広く用いられていて、その他に④「熱い」類、③「寂し

い」類、②「嬉しい」類、①「憎い」類の語が見られる。上位に⑥「少な

い 」 類 と ⑤ 「 危 な い 」 類 以 外 に も 、 ④ 「 熱 い 」 類 、 ③ 「 寂 し い 」 類 、 ②

「嬉しい」類が現れている点で「とても」「ちょっと」「少し」と共通し

ているが、⑦「赤い」類の語は見られないという点で区別される。このよ

うに、「大変」は①～⑥類の形容詞と共起している。  

 （ 6-84）～（ 6-89）は「大変」が①～⑥類の六つの形容詞と共起する例

である。  

 

（ 6-84）  ワ タ リ ガ ラ ス は 大 変 頭 が よ く て 、 食 物 に 不 自 由 し な い よ う

に 、 た え ず 自 分 の エ サ が と れ る 場 所 を 知 っ て い る 。 （ 環 栄 賢

『熊野学事始め』）【⑥類】  
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（ 6-85）  今 年 （ 千 九 百 九 十 八 年 ） の よ う に 雨 の 多 い 年 に は 、 ブ ド ウ

は 露 地 で は 栽 培 が た い へ ん 難 し い で す 。 （ JAグ ル ー プ 環 境 推

進協議会『食糧と地球環境』）【⑤類】  

 （ 6-86）  野菜は、油菜心、葱、唐がらしの水漬け、大蒜、生姜などで、

片 栗 粉 の と ろ み が つ き 、 た い へ ん お い し い で す 」 （ 清 岡 卓 行

『李杜の国で』）【④類】  

 （ 6-87）  （略）大変深いホームに昇降するエスカレーターは赤錆びて

何 時 切 れ て も 不 思 議 で は な い と 思 わ れ る 程 老 朽 化 し て い た 。

轟 々 と 高 い 音 を 立 て て 昇 っ た り 降 り た り し て い て 大 変 恐 ろ し

い。（福山清隆『ヨーロッパ絵で見る歴史散歩』）【③類】  

（ 6-88）  旅 館 に 泊 ま っ て 、 朝 ご は ん に 温 泉 卵 が 出 て く る と 大 変 嬉 し

い。（鳩山エミリ『食べるのが大好き』）【②類】  

 （ 6-89）  桂子はそ こで静代と数十年ぶりに再会をしたのである。（略）  

桂 子 は 大 変 な つ か し く 、 お 互 い に 年 を と っ て い た が 、 静 代 に

は 若 い 頃 の お も か げ が 残 っ て い た 。 （ 芹 川 芳 江 『 雪 柳 』 ）

【①類】  

 

一 方 、 ⑦ 「 赤 い 」 類 の 語 は 現 れ て い な い 。 （ 6-90） （ 6-91） は ⑦ 類 の

「赤い」「丸い」が「大変」と共起する例であるが、どちらも不自然にな

り⑦「赤い」類は「大変」と共起しにくいと思われる。  

 

 （ 6-90）  ? ?お花が 大変赤い。  

 （ 6-91）  ? ?テーブルが大変丸い 。  

 

 以上、「大変」は、①～⑥類の形容詞は用いられているが、⑦類は現れ

ていない。このように、「大変」は属性、評価、感覚、感情を表す形容詞
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の程度が表せるが、「赤い」「丸い」など属性度の高い形容詞の程度は表

しにくい。  

 

6.4.9 「なかなか」  

 

 「なかなか 」と共起する形容詞を出現数の高い順にまとめると表 6-15の

よう にな る。 共 起す る形 容詞 の延 べ 語数 は 785語 、異 なり 語数 は 82語 であ

る。  

 

表 6- 15  「 なか なか 」 と共 起す る 形容 詞  

(延 べ語 数： 785語、 異 なり 語数 ： 8 2語 ) 

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 難 し い  303  5危  

22 

か た い  

3 

6少   喧 し い   5危  

 

し つ こ い  

 

5危  

2 良 い  158  6少  き つ い  6少  

44 

愛 情 深 い  

1 

5危  邪 魔 臭 い  5危  

3 面 白 い  68 5危  気 持 ち 良 い  3寂  あ ざ と い  5危  し ん ど い  3寂  

4 美 味 し い  27 4熱  詳 し い  6少  厚 い  6少  
素 晴 ら し

い  
5危  

5 厳 し い  18 6少  細 か い  6少  初 初 し い  5危  素 早 い  6少  

6 格 好 良 い  15 5危  は や い  6少  美 し い  5危  狡 い  5危  

7 上 手 い  13 6少  

28 

お も ろ い  

2 

5危  旨 い  4熱  つ ら い  3寂  

8 
楽 し い  

10 
3寂  賢 い  5危  煩 い  5危  悩 ま し い  5危  

手 強 い  5危  可 愛 ら し い  5危  大 き い  6少  低 い  6少  

10 興 味 深 い  9 5危  険 し い  6少  奥 深 い  6少  酷 い  5危  

11 

美 味 い  

8 

4熱  濃 い  6少  惜 し い  1憎  広 い  6少  

可 愛 い  5危  渋 い  4熱  覚 束 無 い  5危  
紛 ら わ し

い  
5危  

深 い  6少  し ぶ と い  6少  重 い  6少  面 倒 臭 い  3寂  

-や す い  6少  狡 賢 い  5危  気 難 し い  5危  安 い  6少  

15 鋭 い  7 6少  強 い  6少  口 煩 い  5危  
や や こ し

い  
5危  

16 
少 な い  

5 
6少  で か い  6少  苦 し い  3寂  弱 い  6少  

高 い  6少  手 厳 し い  6少  心 地 良 い  3寂  凛 々 し い  5危  

18 

忙 し い  

4 

5危  遠 い  6少  心 強 い  5危  若 い  6少  

多 い  6少  長 い  6少  小 難 し い  5危  -ら し い  6少  

凄 い  5危  古 い  6少  怖 い  3寂  
 

宜 し い  6少  短 い  6少  寒 い  4熱  

 

 「なかなか」と共起する形容詞の類型を全体的に見ると、⑤「危ない」

類 と ⑥ 「 少 な い 」 類 が 広 く 用 い ら れ て い て 、 そ の 他 に ④ 「 熱 い 」 類 、 ③

「寂しい」類、①「憎い」類が見られる。⑤「危ない」類が上位を占めて
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いる点で他の副詞と区別される。一方、⑦「赤い」類と②「嬉しい」類は

現れていない。このように、「なかなか」は①類と③～⑥類の形容詞と共

起している。  

 （ 6-92）～（ 6-96）は「なかなか」が①類、③～⑥類の形容詞と共起す

る例である。  

 

（ 6-92）  雑 誌 等 に も 取 り 上 げ ら れ て い た 洗 剤 だ っ た の で 買 っ て み ま

したが、なかなか いいです。（ Yahoo!知恵袋）【⑥類】  

（ 6-93）  作 物 の 作 付 け と い う の は 、 か な り 経 験 を 積 ん だ 農 家 で も な

か な か む ず か し い 。 （ 牧 野 昇 、 高 橋 乗 宣 『 第 三 の 経 済 危 機 』 ）

【⑤類】  

 （ 6-94）  チョコレートがほろ苦くてコクがあってなめらかで、 なかな

か美味しい 。（ Yahoo!ブログ）【④類】  

 （ 6-95）  デンマークから更に南下して電車に乗ったまま電車ごとフェ

リ ー に 乗 っ て ド イ ツ ま で 行 く の も な か な か 楽 し い で す よ 。

（ Yahoo!知恵袋）【③類】  

 （ 6-96）  悪い事をする間は他人の難儀も気にかけず、又、金も惜しく

な き 心 に 候 え ど も 、 自 分 で 賃 仕 事 を 致 し 金 を 儲 け 候 て 見 れ ば 、

な か な か 一 文 の 金 も 惜 し く 、 こ れ を 取 ら れ し 人 の 難 儀 を 思 い 、

今 更 の よ う に 気 の 毒 に 存 じ 候 。 （ 神 坂 次 郎 『 勝 者 こ そ わ が 主

君』）【①類】  

 

 一方、「なかなか」は⑦「赤い」類と②「嬉しい」類が現れていないが、

⑦「赤い」類の場合は、（ 6-97）（ 6-98）の ように⑦類の「赤い」「丸い」

と共起する例が考えられる。  
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 （ 6-97）  リンゴの実が なかなか 赤い。【⑦類】  

 （ 6-98）  お月様がなかなか丸い 。【⑦類】  

 

 イ ンタ ー ネッ ト から も （ 6-99） と （ 6-100）の よう に ⑦類 の 「赤 い」 と

「丸い」が「なかなか」と共起する例が見られる。  

 

 （ 6-99）  無難に【大辛】を選びました！色は なかなか 赤いのでとても

辛 そ う に 見 え ま す が 、 辛 ウ マ な レ ベ ル で と て も お い し い で

す！！  

https: //sot etsu- hote ls.co m/fre sa-i nn/ka was aki/bl og/10 04/  

（ 2022年 9月 6日 検 索 ） 【 ⑦ 類 】  

 （ 6-100）  フ ラ ン ス の フ リ ー ス タ イ ル フ ッ ト ボ ー ル 専 用 ボ ー ル SPEEN  

BALLの 紹 介 で す  か な り 食 い つ く の で 、 ク ラ ッ チ 精 度 悪 い け

ど 成 功 さ せ た い っ て 人 に は お す す め バ ウ ン ス 、 タ ッ プ も よ く

跳 ね て や り や す い で す  な か な か 丸 い の で ア ッ パ ー も や り や

すいです  

https: //www .yout ube. com/w atch? v=dt F2GUn 8BH Y  

（ 2022年 9月 6日 検 索 ） 【 ⑦ 類 】  

 

 一方、②「嬉しい」類の場合は、調査の結果通りに「なかなか」と共起

しにくく、（ 6-101）（ 6-102）のように②類の「嬉しい」「悲しい」と共

起する例は考えにくい。  

 

 （ 6-101）  ＊ 私はなかなか嬉しい。【②類】  

 （ 6-102）  ＊ 私はなかなか悲しい。【②類】  
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 また、①「憎い」類の場合、（ 6-96）のように①類の「惜しい」の例が

1例あ った が、 別の ① 類の 「憎 い」 「羨 まし い」 が「 なか なか 」と 共 起す

る例を考えると（ 6-103）（ 6-104）のように成り立 ちにくい 。①「憎い」

類も「なかなか」と共起しにくいと思われる。  

 

 （ 6-103）  ＊ 私は彼が なかなか 憎い。【①類】  

 （ 6-104）  ＊ 私は彼が なかなか 羨ましい。【①類】  

 

以 上 、 「 な か な か 」 は 、 ③ ～ ⑥ 類 の 形 容 詞 が 用 い ら れ て い て 、 ⑦ 類 の

形容詞は現れてい ない 。しかし、インターネットの例からはある。一方、

①②類の形容詞は「なかなか」と共起しにくいと思われる。 このように、

「なかなか」は属性、評価、感覚を表す形容詞の程度が表せるが、「憎い」

「嬉しい」のように感情度の高い形容詞の程度は表しにくい。その理由に

ついては 6.5節で説明する。  

 

6.4.10 「ずいぶん」  

 

 「ずいぶん 」と共起する形容詞を出現数の高い順にまとめると表 6-16の

よう にな る。 共 起す る形 容詞 の延 べ 語数 は 152語 、異 なり 語数 は 60語 であ

る。  

 「ずいぶん」と共起する形容詞の類型を全体的に見ると、⑥「少ない」

類が広く用いられていている。その他に、⑦「赤い」類、⑤「危ない」類、

④「熱い」類、③「寂しい」類が見られる。上位には⑥「少ない」類が現

れている。②「嬉しい」類と①「憎い」類は現れていない点で「なかなか」

と共通している。このように、「ずいぶん」は③～⑦類の形容詞と共起し

ている。  
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表 6- 16  「 ずい ぶん 」 と共 起す る 形容 詞  

(延 べ語 数： 152語、 異 なり 語数 ： 6 0語 ) 

 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 多 い  16 6少  

16 

明 る い  

2 

6少  

 

薄 い  

 

6少  

 

ち っ ち ゃ い  

 

6少  

2 良 い  11 6少  忙 し い  5危  美 味 い  4熱  手 厳 し い  5危  

3 広 い  10 6少  お か し い  5危  偉 い  6少  粘 っ こ い  6少  

4 長 い  8 6少  遅 い  6少  面 白 い  5危  久 し い  6少  

5 大 き い  7 6少  暗 い  6少  嵩 高 い  6少  深 い  6少  

6 高 い  7 6少  寒 い  4熱  か ら い  4熱  古 臭 い  6少  

7 は や い  7 6少  柔 ら か い  4熱  可 愛 ら し い  5危  細 い  6少  

8 若 い  6 6少  弱 い  6少  苦 し い  3寂  ぼ ろ い  6少  

9 古 い  5 6少  － や す い  6少  黒 い  7赤  短 い  6少  

10 
詳 し い  

4 
6少  

25 

赤 い  

1 

7赤  心 地 良 い  3寂  難 し い  5危  

遠 い  6少  暖 か い  4熱  白 い  7赤  面 倒 臭 い  3寂  

12 

暑 い  

3 

4熱  新 し い  6少  涼 し い  4熱  安 い  6少  

小 さ い  6少  厚 い  6少  狭 い  6少  若 々 し い  5危  

強 い  6少  甘 い  4熱  逞 し い  5危  － に く い  6少  

悪 い  6少  あ ら い  6少  頼 り な い  5危  － ぽ い  6少  

 

 （ 6-105）～（ 6-109）は「ずいぶん」が③～⑦類の形容詞と共起する例

である。  

 

（ 6-105）  ず い ぶ ん と ほ っ ぺ た が 赤 い よ 、 熱 い の ？ （ 池 上 正 樹 『 ｢引

きこもり ｣生還記』）【⑦類】  

（ 6-106）  手 羽や 皮 身は ずい ぶ んと 脂 が 多 くて そ んな に ヘル シー と は

思 え ま せ ん が 、 実 際 に は 牛 肉 や 豚 肉 に 比 べ れ ば ず っ と 体 に い

いそうです。（永冨明郎『単身赴任の台所』）【⑥類】  

（ 6-107）  あ んた が 来て から と いう も の、 あい つ の様 子 は ず いぶ ん お

かしい 。（『ファンタジー王国』）【⑤類】  

（ 6-108）  「 今日 は ずい ぶん 暑 いね 」 （中 嶋秀 隆 、ケ ン ・ジ ョー カ ー

『ピガサス 101』）【④類】  

 （ 6-109）  こう 云っ ち ゃナ ンで す が 、劉 備っ て 奴は どう も 魅力 がな い

んだよねー。 龐統ではなおのこと役者が小さいし、第一見苦

しいんだもの。といって周瑜の亡 霊ってのも、 ずいぶん苦し

いと思う。（中島梓『小説道場』）【③類】  
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 一方、「ずいぶん」は②「嬉しい」類と①「憎い」類の語が現れていな

い。（ 6-110）～（ 6-113）はそれぞれ②類の「嬉しい」「悲しい」と①類

の「憎い」「 羨ましい 」が「ずいぶん」と共起する例であるが、どちらも

成り立たない。  

 

 （ 6-110）  ＊ 私はずいぶん嬉しい。【②類】  

 （ 6-111）  ＊ 私はずいぶん悲しい。【②類】  

 （ 6-112）  ＊ 私は彼が ずいぶん 憎い。【①類】  

 （ 6-113）  ＊ 私は彼が ずいぶん 羨ましい。【①類】  

 

以 上 、 「 ず い ぶ ん 」 は 、 ③ ～ ⑦ 類 の 形 容 詞 が 用 い ら れ て い て 、 ① 類 、

②類の形容詞は現れて いない。このように、「ずいぶん」は属性、評価、

感覚を表す形容詞の程度が表せるが、「憎い」「嬉しい」のように感情度

の高 い形 容詞 の程 度は 表し に くい 。そ の 理由 につ いて は 6.5節 で説 明す る 。  

 

6.4.11 「だいぶ」  

 

 「だいぶ 」と共起する形容詞を出現数の高い順にまとめると表 6-17のよ

うになる。共起する形容詞の延べ語数は 53語、異なり語数は 30語である。  

 

表 6- 17  「 だい ぶ」 と 共起 する 形 容詞  

(延 べ語 数： 53語、 異な り語 数 ： 30語 ) 
 形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類   形 容 詞  数  類  

1 良 い  9 6少  

 

遠 い  

 

6少  

 

薄 暗 い  

 

6少  

 

古 い  

 

6少  

2 少 な い  4 6少  は や い  6少  多 い  6少  
見 す ぼ ら

し い  
6少  

3 

寒 い  

3 

4熱  悪 い  6少  軽 い  6少  や ば い  5危  

長 い  6少  

12 

赤 い  

1 

7赤  悔 し い  3寂  宜 し い  6少  

安 い  6少  明 る い  6少  小 さ い  6少  若 い  6少  

6 

大 き い  

2 

6少  危 な い  5危  肉 肉 し い  6少  － や す い  6少  

高 い  6少  痛 い  3寂  酷 い  5危  
 

近 い  6少  薄 い  6少  広 い  6少  
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 「だいぶ」と共起する形容詞の類型を全体的に見ると、⑥「少ない」類

が 広 く 用 い ら れ て い て 、 そ の 他 に 、 ⑦ 「 赤 い 」 類 、 ⑤ 「 危 な い 」 類 、 ④

「熱い」類、③「寂しい」類との共起が見られる。一方、①「憎い」類と

②「嬉しい」類は現れていない。「だいぶ」は、上位に⑥「少ない」類が

現れている点や①「憎い」類、②「嬉しい」類が現れていない点で「ずい

ぶん」と共通している。このように、「だいぶ」は③～⑦類の形容詞と共

起している。  

 （ 6-114）～（ 6-118）は「だいぶ」が③～⑦類の形容詞と共起する例で

ある。  

 

（ 6-114）  「 いや、で はわたしが 先に行 って知らせる としよう 。 そ な

た は も う 一 杯 冷 た い 水 で も か ぶ っ て 血 を 下 げ て か ら ゆ っ く

り 降 り て く る と よ い 。 ― ま だ だ い ぶ 赤 い ぞ 」 （ 丘 野 ゆ う じ

『破界戦士』）【⑦類】  

 （ 6-115）  くわ えて 、 東京 生活 が 大 分長 い の に 、静 子は 薩 摩訛 りが 抜

けず、それがいっそう外に出るのを億劫にさせた。（渡辺淳

一『静寂［しじま］の声』 ） 【⑥類】  

（ 6-116）  し ばら く  パ ソコ ン から 遠 ざか って い たら な んと  ア ッ プ

の 仕 方  忘 れ て た      し か も  ト ラ バ 忘 れ て る  わ

たし  だいぶ あぶないわ（ Yahoo!ブログ ）【⑤類】  

（ 6-117 ）  青 森 で は も う 長 袖 だ し 、 夜 は 外 は だ い ぶ 寒 い で す 。

（ Yahoo!知恵袋）【④類】  

（ 6-118）  一 段高 く なっ た観 覧 席が 元 に戻 され た とい う 情報 がは い っ

て き ま し た ！ こ れ か ら 現 場 検 分 に 行 っ て き た い と 思 い ま す  
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今 日  そ の 昨 日 ま で 高 か っ た 席 が 当 た っ た ら ・ ・ ・ だ い ぶ

悔しい なぁ〜笑（ Yahoo!ブログ）【③類】  

 

 一方、「だいぶ」は②「嬉しい」類と①「憎い」類の語が現れていない。

（ 6-119） ～ （ 6-122） は そ れ ぞ れ ② 類 の 「 嬉 し い 」 「 悲 し い 」 と ① 類 の

「憎い」「羨ましい」と共起する例であるが、どちらも成り立 ちにくい。  

 

 （ 6-119）  ？ 私はだいぶ 嬉しい 。【②類】  

 （ 6-120）  ？ 私はだいぶ 悲しい 。【②類】  

 （ 6-121）  ？ 私は彼が だいぶ 憎い。【①類】  

 （ 6-122）  ？ 私は彼が だいぶ 羨ましい 。【①類】  

 

以 上 、 「 だ い ぶ 」 は 、 ③ ～ ⑦ 類 の 形 容 詞 が 用 い ら れ て い て 、 ① 類 、 ②

類の形容詞は現れていない。このように、「だいぶ」は属性、評価、感覚

を表す形容詞の程度が表せるが、「憎い」「嬉しい」のように感情度の高

い形容詞の程度は表しにくい。その理由については 6.5節で説明する。  

 

 以上 のよう に、 6.4. 1節～ 6. 4.11節で は、程 度副詞 1 1語の それ ぞれに お

いて共起する形容詞の特徴を見たが、それをまとめると表 6-18のようにな

る。  
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表 6- 18  程 度副 詞 1 1語 と共 起 する 形容 詞の 特 徴の ま とめ （表 6- 1の 再掲 ）  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を  

表 す  

評 価 を  

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎 い 」

類  

②  

「 嬉 し い 」

類  

③  

「 寂 し い 」

類  

④  

「 熱 い 」

類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

非 常 に ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

と て も ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

か な り ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

ち ょ っ と ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

少 し ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

や や ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

相 当 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

大 変 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  × 

な か な か ～ い  × × ○  ○  ○  ○  × 

ず い ぶ ん ～ い  × × △  ○  ○  ○  ○  

だ い ぶ ～ い  × × ○  ○  ○  ○  ○  

 

 程 度 副 詞 1 1語 の う ち 、 「 非 常 に 」 「 と て も 」 「 か な り 」 「 ち ょ っ と 」

「 少 し 」 「 や や 」 「 相 当 」 は ① ～ ⑦ 類 の 形 容 詞 七 つ 全 て と 共 起 す る が 、

「大変」「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」は形容詞との共起に制限が

あることが分かる。特に「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」は感情を表

す形容詞①類、②類と共起しないという点で共通している。  

 次 の 6.5節で は、 「な かな か」 「ず い ぶん 」「 だい ぶ」 に注 目し 、こ れ

らの 程度 副詞 がな ぜ感 情を 表す 形容 詞と 共起 しな いか につ いて 、疏 （ 201

8）を参考にしながら考察する。  
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6.5  「 なか な か」 「ず いぶ ん」 「だ いぶ 」 にお ける 比較 と共 起 する 形 容

詞  

 

 本節では、疏（ 2018）の程度副詞の比較内容（比較基準と比較差）を参

考にしながら、「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」はなぜ感情を表す形

容詞の言い切りの現在形と共起しにくいかについて述べる。  

 まず、疏（ 2018）における程度副詞 11語の比較基準の特徴をまとめると

表 6-19のようになる。  

 

表 6- 19  本 章の 程度 副 詞 11語 と比 較基 準  

疏 （ 20 18） の  

程 度 副 詞 の 分 類  
本 章 の 対 象 （ 11語 ）  

潜 在 的 な 比 較 の  

「 比 較 基 準 」  

「 比 較 差 」 の

基 準  

「 と て も 」 類  
と て も 、 非 常 に 、 大 変 、

な か な か  
「 平 均 基 準 」  

「 感 覚 基 準 」  
「 通 常 程 度 」  

「 か な り 」 類  
か な り 、 相 当 、 ず い ぶ

ん 、 だ い ぶ  

「 少 し 」 類  少 し 、 ち ょ っ と 、 や や  

 

 「と て も」 類、 「か な り」 類、 「少 し 」類 は「 比較 基準 」 と「 比較 差 」

の基準が同じように適用されるが、「とても」類の「なかなか」と「かな

り」類の「ずいぶん」「だいぶ」は他の副詞と違って、感情度の高い形容

詞と共起しにくい。  

 このことから、本章では「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」は比較内

容（比較基準と比較差）において他の副詞と違いがあると考えて、辞書の

記述を参照しながらこれらの比較内容を考察した。  

 次は『デジタル大辞泉』の「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」の記述

の一部である。記述の中の下線と太字は筆者（権）によ る。  

 

 「なかなか」 ：「なかなか（中中）」のうち副詞の見出し  

 ① a.予想した以上に 。意外に。かなり。  
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（例） ｢中中難しい問題だ ｣｢敵も 中中 やるね ｣｢中中の腕前 ｣ 

 

 「ずいぶん」 ：「ずいぶん（随分）」のうち副詞の見出し  

 ① a.い ち じ る し い さ ま 。 多 く 、 予 想 外 だ と か 不 本 意 だ と か い う 気 持 ち

をこめて用いる。非常に。だいぶ。かなり。  

（例 ） ｢年 の 割に は 随 分 (と )老 ふ けて 見 える ｣｢随 分 (と )大 げさ な

ことをいう人だ ｣ 

 

 「だいぶ」 ：「だいぶ [大分 ]」のうち副詞の見出し  

① 思 っ た よ り も 数 が 多 か っ た り 、 程 度 が は な は だ し か っ た り す る さ ま 。

相当。ずいぶん。だいぶん。  

（例）「本を 大分 買った ｣｢今日は 大分寒い ｣ 

 

 以 上 、 「 な か な か 」 「 ず い ぶ ん 」 「 だ い ぶ 」 は 、 「 予 想 し た 以 上 に 」

「予想外だ」「思ったよりも」のように話し手が予想した程度以上である

ことを表す点で 共通してい る。 2 6そこで、本章では「なか なか」「ず いぶ

ん」「だいぶ」は、比較差の程度が「話し手 の期待 した程度」より大きい

ことを表すということを主張する。  

 例 えば 、 感覚 基準 が 用い られ る「 ず い ぶん 」に つ いて 見る 。 （ 6-123）

は「ずいぶん」が感覚を表す「甘い」と共起する例である。  

 

（ 6-123）  私はこの水が ずいぶん甘い。  

 

 
2 6 浅 野 （ 198 4） は 「 ず い ぶ ん ・ だ い ぶ ・ な か な か ・ 相 当 ・ か な り 」 を ＜ 10 0 パ

ー セ ン ト で は な い が 、 標 準 程 度 を 超 え て い る 程 度 ＞ を 表 す 程 度 副 詞 の 一 群 と し

て 扱 い 、 そ の う ち 「 ず い ぶ ん 」 と 「 な か な か 」 を 主 観 性 の 濃 い 副 詞 と し て い

る 。 「 ず い ぶ ん 」 は 「 話 者 の 予 想 」 と い う 主 観 的 な 基 準 を 超 え た こ と に 対 す る

驚 き を 表 し 、 「 な か な か 」 は 「 大 体 こ の 程 度 で あ ろ う 、 こ の 程 度 な ら 肯 定 で き

る 」 と の 個 人 的 な 予 想 を 上 回 る こ と を 表 す と 述 べ て い る 。  
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 （ 6-123） は 「こ の水 」 の甘 さ（ 比 較 対象 ）が 甘 さの 最小 識 別量 （砂 糖

の濃 度 0.34%）以 上 であ るた め甘 さが 感 知さ れる こと を 表し てい る。 また 、

「この水」の甘さは話し手が予想した甘さの程度より大きいことを表して

いる 。例 えば 、 砂糖 の濃 度が 30%の場 合 、話 し手 が期 待 した 砂糖 の濃 度 が

20%で あ れば 、砂 糖の 濃 度は 話し 手の 期 待し た程 度を 上 回る こと にな る 。

このことを図式化すると図 6-5のようになる。  

 

     感 覚 の 強 さ  

                    ず い ぶ ん 甘 い  

 

 

          0 . 34  10  2 0 3 0 

          最 小 識別 量  

図 6- 5 感覚 基 準の 文に おけ る 「ず いぶ ん」  

 

 一 方、 （ 6-124） は「 ず いぶ ん」 が 感 情を 表す 「 嬉し い」 と 共起 する 例

であるが成り立たない。  

 

（ 6-124） ＊ 私はずいぶん 嬉しい。  

 

 （ 6-124） は 「私 」の 嬉 しさ （比 較 対 象） が嬉 し さの 最小 識 別量 以上 で

あるため嬉しさが感知されることを表している。さらに、「私」の嬉しさ

と 嬉 し さ の 最 小 識 別 量 の 差 （ 比 較 差 ） は 「 私 」 が 期 待 し た 嬉 し さ の 程 度

（ ex.満 面に 笑顔 にな る ほど の嬉 しさ ） より 大き いこ と を表 すこ とに な る

が、その瞬間に感じた感情を表出する際、その感情の程度を予想すること

期 待 ・予 想し た 程度  

0 1 00 

砂 糖 の濃 度（ ％ ）  
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は通常考えにくいため「ずいぶん」と感情を表す形容詞は共起しにくいと

思われる。  

 「話し手の期待した程度」が程度を判断する基準になるのは、「ずいぶ

ん」のみでなく「なかなか」「だいぶ」にも同様に適 用されると思われる。

このように、本章では「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」は「話し手の

期待した程度」が程度を判断する基準になることを主張する。これに基づ

き、これらの程度副詞が感情を表す形容詞と共起しにくいのは、感情を表

出する際その感情の程度への期待値を想定することが考えにくいためであ

ると考える。  

 

6.6 本章のまとめ  

 

 第６章では 11語の程度副詞「非常に」「とても」「なかなか」「大変」

「かなり」「ずいぶん」「相当」「だいぶ」「ちょっと」「少し」「やや」

につ いて 、 BCCWJで それ ぞ れと 共起 す る 言い 切り の 現 在 形の 形 容詞 を調 査

した。  

 その結果、表 6-20のように程度副詞 11語と共起する形容詞の範囲に違い

が見られるが、それに基づき形容詞は太い線のように①②類、③類、④⑤

⑥類、⑦類の四つの段階に分けることができた。  
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表 6- 20  程 度副 詞 1 1語 と形 容 詞の 七分 類の 共 起関 係 （表 6-1の 再掲 ）  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を  

表 す  

評 価 を  

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎 い 」

類  

②  

「 嬉 し い 」

類  

③  

「 寂 し い 」

類  

④  

「 熱 い 」

類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

非 常 に ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

と て も ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

か な り ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

ち ょ っ と ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

少 し ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

や や ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

相 当 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

大 変 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  × 

な か な か ～ い  × × ○  ○  ○  ○  × 

ず い ぶ ん ～ い  × × △  ○  ○  ○  ○  

だ い ぶ ～ い  × × ○  ○  ○  ○  ○  
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第７章  終わりに  

 

7.1 形容詞の分類  

 

 最後にこれまでの考察をまとめ、今後の課題について論じる。本研究で

は第３章～第６章で形容詞の分類に用いる構文の特徴を考察して、 形容詞

を七 つの 類型 に 分類 した 。指 標と 形 容詞 の七 分類 をま と める と表 7-1のよ

うになる。  

 

表 7- 1 本研 究 の形 容詞 分類 の 指標 と形 容詞 の七 分 類  

 

感 情 を 表 す  
感 覚 を  

表 す  

評 価 を  

表 す  
属 性 を 表 す  

①  

「 憎

い 」 類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱

い 」 類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

３

章 

～ て な ら な い  ○  ○  ○  × × × × 

～ て た ま ら な い  ○  ○  ○  ○  △  × × 

～ て し か た が な い  ○  ○  ○  ○  ○  △  × 

４

章 

～

ク

ス

ル 
有 情 物  × × ○  ○  ○  ○  ○  

有 情 物

の 部 分  

心  × △  ○  ○  ○  ○  ○  

カ ラ ダ  × × △  ○  ○  ○  ○  

非 情 物  
コ ト  × × ○  ○  ○  ○  ○  

モ ノ  × × × ○  ○  ○  ○  

～

ク

サ

セ

ル 

有 情 物  × ○  ○  ○  ○  ○  × 

有 情 物

の 部 分  

心  × ○  ○  ○  ○  ○  × 

カ ラ ダ  × × × ○  ○  ○  ○  

非 情 物  
コ ト  × × ○  ○  ○  ○  ○  

モ ノ  × × × ○  △  △  × 

５

章 

人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い  × × △  △  ○  ○  ○  

モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ ～ い  × △  ○  ○  ○  ○  ○  

コ ト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～ い  × ○  ○  ○  ○  ○  ○  

６

章 

非 常 に ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

と て も ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

か な り ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

ち ょ っ と ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

少 し ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

や や ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

相 当 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

大 変 ～ い  ○  ○  ○  ○  ○  ○  × 

な か な か ～ い  × × ○  ○  ○  ○  × 

ず い ぶ ん ～ い  × × △  ○  ○  ○  ○  

だ い ぶ ～ い  × × ○  ○  ○  ○  ○  
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7.2 形容詞分類の四つの指標  

 

 本研究では、形容詞の意味（属性・感情）の違いは構文的な振る舞いの

違いと関わるという考えに基づき、第３章～第６章の構文を形容詞分類の

指標として用いて形容詞の分類を行った。以下、各構文から考えられる形

容詞の意味の特徴を論じる。  

 

7.2.1 「～てならない／たまらない／しかたがない」と自発性（３章）  

 

 これらは「寂しくて｛ならない／たまらない／しかたがない｝」「赤く

て ｛ ＊ な ら な い ／ ＊ た ま ら な い ／ ＊ し か た が な い ｝ 」 の よ う に 、 自 発 的 に

生じる感情・感覚を表す語と共起するものである。 これに基づくと、「～

てならない／たまらない／しかたがない」と共起する形容詞は自発性を持

つ。  

 

7.2.2  他 動 詞構 文「 Ｘガ Ｙヲ ～ クス ル」 ・ 使役 構文 「 Ｘガ Ｙヲ ～ク サ セ

ル」とコントロール性（４章）  

 

他動 詞構 文 「Ｘ ガＹ ヲ～ ク スル 」（ ex.花子 がス カ ート を短 くす る ）は

Ｘ が Ｙ の 状 態 （ 属 性 ・ 感 情 ） を 直 接 的 に コ ン ト ロ ー ル す る こ と を 表 し 、

「Ｘ ガＹ ヲ～ ク サセ ル」 （ ex.花 子が 太 郎を 悲し くさ せ る） はＸ がＹ の 状

態（属性・感情）を間接的にコントロール することを表す。これに基づく

と、「ＸガＹヲ～クスル」と共起する形容詞は直接的にコントロールでき

るが、「ＸガＹヲ～クサセル」と共起する形容詞は間接的にコントロール

できることになる。  
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7.2.3 比較構文「ＸガＹヨリ～い」と比較（５章）  

 

比較構文「Ｘ ガＹヨリ～ い」は「 花子が 太郎より背が 高い」「 ＊ 花子 が

太郎より嬉しい」のようにＸとＹの状態の程度の上下を比べるものである。

こ れに基づくと、 「人 1ガ人 2ヨリ～い」「モノ 1ガモノ 2ヨリ～い」「コト 1

ガ コト 2ヨ リ ～ い」 と 共 起 する 形 容 詞 は 、 人・ モ ノ ・ コト の 状 態 の程 度 の

上下を比較できる。  

 

7.2.4 程度副詞との共起と比較（６章）  

 

「 な か な か 」 「 ず い ぶ ん 」 「 だ い ぶ 」 は 「 予 想 し た 以 上 に 」 「 思 っ た

よりも」「予想外だ」のように話し手の予想や期待値を想定する副詞であ

る。これを踏まえて６章では、「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」はそ

の程度を判断する基準が「話し手の期待した程度」であることを主張した。

例えば、「なかなか大きい」は「大きさ」の程度が話し手の予想・期待し

た 大 き さ の 程 度 よ り 強 い こ と を 表 す 。 一 方 で 、 「 ＊ な か な か 嬉 し い 」 は

「嬉しさ」の程度が話し手の予想・期待した嬉しさより強いことを表すこ

とになる。しかし、感情を表出する際、その感情の程度への 期待値を想定

することは通常 考えにくい ため、「 ＊ な かなか嬉しい」 は不自然に なる と

考える。  

こ れ に 基 づ く と 、 「 ｛ な か な か ／ ず い ぶ ん ／ だ い ぶ ｝ ～ い 」 と 共 起 す

る形容詞は話し手の期待値を想定できる。  

 

7.3 本研究における形容詞の七分類  

 

 形容詞 275語を四つの指標を合わせて分類すると表 7-2のようになる。  
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表 7- 2 本研 究 の 第 ３ 章 ～第 ６ 章の 指標 によ る形 容 詞 27 5語 の 七 分 類  

 

３ 章  
４ 章  

５ 章  ６ 章  
～ ク ス ル  ～ ク サ セ ル  

～

て

な

ら

な

い 

～

て

た

ま

ら

な

い 

～

て

し

か

た

が

な

い 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

人
１

ガ

人
２

ヨ

リ

～

い 

モ

ノ
１

ガ

モ

ノ
２

ヨ

リ

～

い 

コ

ト
１

ガ

コ

ト
２

ヨ

リ

～

い 

非

常

に

～

い 

と

て

も

～

い 

大

変

～

い 

か

な

り

～

い 

や

や

～

い 

少

し

～

い 

ち

ょ

っ

と

～

い 

相

当

～

い 
な

か

な

か

～

い 
ず

い

ぶ

ん

～

い 

だ

い

ぶ

～

い 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

①

「

憎

い

」

類 

○  ○  ○  × × × × × × × × × × × × × ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  × × × 

い じ ら し い 、 愛 お し い 、 愛 し い 、 恨 め し い 、 羨 ま し い 、 惜 し い 、 面 は ゆ い 、

き ま り 悪 い 、 恋 し い 、 こ そ ば ゆ い 、 す ま な い 、 照 れ 臭 い 、 懐 か し い 、 憎 い 、

妬 ま し い 、 歯 痒 い 、 ば つ が 悪 い 、 腹 立 た し い 、 ひ も じ い 、 欲 し い 、 待 ち 遠 し

い 、 や る せ な い （ 22語 ）  

②

「

嬉

し

い

」

類 

○  ○  ○  × △  × × × ○  ○  × × × × △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  × × × 

苛 立 た し い 、 嬉 し い 、 か っ た る い 、 悲 し い 、 痒 い 、 擽 っ た い 、 気 怠 い 、 怠

い 、 眠 い 、 恥 ず か し い 、 む ず 痒 い 、 申 し 訳 な い （ 12語 ）  

③

「

寂

し

い

」

類 

○  ○  ○  ○  ○  △  ○  × ○  ○  × ○  × △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  △  ○  

あ り が た い 、 痛 い 、 痛 ま し い 、 後 ろ め た い 、 鬱 陶 し い 、 恐 れ 多 い 、 恐 ろ し

い 、 お っ か な い 、 気 持 ち 良 い 、 気 持 ち 悪 い 、 口 惜 し い 、 悔 し い 、 苦 し い 、 心

地 良 い 、 心 苦 し い 、 心 憎 い 、 心 細 い 、 心 許 無 い 、 怖 い 、 寂 し い 、 さ み し い 、

じ れ っ た い 、 し ん ど い 、 切 な い 、 せ わ し い 、 空 恐 ろ し い 、 楽 し い 、 つ ら い 、

寝 苦 し い 、 眠 た い 、 空 し い 、 面 倒 臭 い 、 も ど か し い 、 物 憂 い 、 物 悲 し い 、 侘

し い （ 36語 ）  

④

「

熱

い

」

類 
× ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

暖 か い 、 温 か い 、 熱 い 、 暑 い 、 暑 苦 し い 、 甘 い 、 息 苦 し い 、 美 味 い 、 美 味 し

い 、 重 た い 、 か ら い 、 臭 い 、 煙 い 、 煙 た い 、 寒 い 、 塩 辛 い 、 渋 い 、 涼 し い 、

酸 っ ぱ い 、 冷 た い 、 生 臭 い 、 生 温 い 、 苦 い 、 ぬ く い 、 温 い 、 ま ず い 、 ま ば ゆ

い 、 眩 し い 、 蒸 し 暑 い 、 柔 ら か い （ 30語 ）  

⑤

「

危

な

い

」

類 

× △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

愛 ら し い 、 浅 ま し い 、 厚 か ま し い 、 呆 気 な い 、 危 な い 、 危 う い 、 怪 し い 、 慌

た だ し い 、 勇 ま し い 、 忙 し い 、 痛 々 し い 、 訝 し い 、 忌 々 し い 、 忌 ま わ し い 、

卑 し い 、 い や ら し い 、 ウ ザ い 、 疑 わ し い 、 美 し い 、 疎 ま し い 、 煩 い 、 エ モ

い 、 お か し い 、 大 人 し い 、 重 苦 し い 、 面 白 い 、 賢 い 、 格 好 悪 い 、 可 愛 い 、 可

愛 ら し い 、 ぎ こ ち な い 、 気 忙 し い 、 気 恥 ず か し い 、 気 ま ず い 、 気 味 悪 い 、 気

難 し い 、 キ モ い 、 興 味 深 い 、 く だ ら な い 、 く ど い 、 狂 お し い 、 汚 ら わ し い 、

心 強 い 、 快 い 、 好 ま し い 、 騒 が し い 、 し つ こ い 、 図 々 し い 、 清 々 し い 、 凄

い 、 素 晴 ら し い 、 ず る い 、 せ こ い 、 世 知 辛 い 、 騒 々 し い 、 そ そ っ か し い 、 素

っ 気 な い 、 逞 し い 、 頼 も し い 、 た ま ら な い 、 だ ら し な い 、 力 強 い 、 つ ま ら な

い 、 情 け な い 、 情 け 深 い 、 悩 ま し い 、 馴 れ 馴 れ し い 、 憎 た ら し い 、 憎 ら し

い 、 望 ま し い 、 バ カ バ カ し い 、 バ カ ら し い 、 酷 い 、 不 甲 斐 な い 、 誇 ら し い 、

紛 ら わ し い 、 ま だ る っ こ い 、 見 苦 し い 、 み っ と も な い 、 醜 い 、 む さ 苦 し い 、

難 し い 、 め で た い 、 も っ た い な い 、 物 足 り な い 、 喧 し い 、 優 し い 、 疚 し い 、

や や こ し い 、 欲 深 い 、 若 々 し い 、 煩 わ し い （ 92語 ）  
⑥「少ない」類 × × △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
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明 る い 、 あ く ど い 、 浅 い 、 新 し い 、 厚 い 、 荒 い 、 著 し い 、 薄 い 、 上 手 い 、 偉

い 、 多 い 、 大 き い 、 幼 い 、 遅 い 、 夥 し い 、 重 い 、 か た い 、 軽 い 、 汚 い 、 き つ

い 、 厳 し い 、 清 い 、 暗 い 、 詳 し い 、 険 し い 、 濃 い 、 細 か い 、 親 し い 、 し ぶ と

い 、 少 な い 、 素 早 い 、 鋭 い 、 狭 い 、 高 い 、 容 易 い 、 小 さ い 、 近 い 、 強 い 、 で

か い 、 尊 い 、 遠 い 、 乏 し い 、 長 い 、 名 高 い 、 鈍 い 、 の ろ い 、 儚 い 、 激 し い 、

甚 だ し い 、 華 々 し い 、 は や い 、 低 い 、 久 し い 、 広 い 、 深 い 、 相 応 し い 、 太

い 、 古 い 、 細 い 、 貧 し い 、 短 い 、 見 す ぼ ら し い 、 目 覚 ま し い 、 珍 し い 、 物 珍

し い 、 脆 い 、 易 し い 、 安 い 、 緩 い 、 良 い 、 弱 い 、 若 い 、 悪 い （ 73語 ）  

⑦

「

赤

い

」

類 

× × × ○  × ○  ○  ○  × × ○  ○  × ○  ○  ○  ○  ○  × ○  ○  ○  ○  ○  × ○  ○  

青 い 、 赤 い 、 黄 色 い 、 黒 い 、 四 角 い 、 白 い 、 正 し い 、 等 し い 、 平 た い 、 丸 い

（ 10語 ）  

 

 以下、七つの形容詞類の特徴について述べる。  

 

① 「憎い」類の特徴  

 

 「 憎い 」類 の四 つの 指標 に おけ る可 否 をま とめ ると 表 7-3の よう にな る 。  

 

表 7- 3 四つ の 指標 の可 否と 「 憎い 」類  

①

「

憎

い

」

類 

３ 章  
４ 章  

５ 章  ６ 章  
～ ク ス ル  ～ ク サ セ ル  

～

て

な

ら

な

い 
～

て

た

ま

ら

な

い 
～

て

し

か

た

が

な

い 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

人
１

ガ

人
２

ヨ

リ

～

い 

モ

ノ
１

ガ

モ

ノ
２

ヨ

リ

～

い 

コ

ト
１

ガ

コ

ト
２

ヨ

リ

～

い 

非

常

に

～

い 

と

て

も

～

い 

大

変

～

い 

か

な

り

～

い 

や

や

～

い 

少

し

～

い 

ち

ょ

っ

と

～

い 

相

当

～

い 

な

か

な

か

～

い 

ず

い

ぶ

ん

～

い 

だ

い

ぶ

～

い 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

○  ○  ○  × × × × × × × × × × × × × ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  × × × 

 

 「憎い」類は、「～てならない」「～てたまらない」「～てしかたがな

い」が全て可であることから自発性を持ち、他動詞構文「ＸガＹヲ～クス

ル」と使役構文「ＸガＹヲ～クサセル」のどちらも不可であることから直

接的にも間接的にもコントロール しにくいことになる。  
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 比 較 構文 に お いて 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～い 」「 モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ～ い 」 「コ

ト 1ガコト 2ヨリ～い 」 は、どちら も不可 であることから 人・モノ・ コトの

状態として両方の程度が比較 しにくい。また 、程度副詞「なかなか」「ず

いぶん」「だいぶ」と共起できないことから、程度差を判断する際期待値

を想定できない。  

 

② 「嬉しい」類の特徴  

 

「嬉 しい 」 類の 四つ の 指標 に おけ る可 否 をま とめ る と表 7-4のよ う にな

る。  

 

表 7- 4 四つ の 指標 の可 否と 「 嬉し い」 類  

②

「

嬉

し

い

」

類 

３ 章  
４ 章  

５ 章  ６ 章  
～ ク ス ル  ～ ク サ セ ル  

～

て

な

ら

な

い 

～

て

た

ま

ら

な

い 

～

て

し

か

た

が

な

い 

有

情

物 

有

情

物 
の

部

分 
非

情

物 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

人
１

ガ

人
２

ヨ

リ

～

い 

モ

ノ
１

ガ

モ

ノ
２

ヨ

リ

～

い 

コ

ト
１

ガ

コ

ト
２

ヨ

リ

～

い 

非

常

に

～

い 

と

て

も

～

い 

大

変

～

い 

か

な

り

～

い 

や

や

～

い 

少

し

～

い 

ち

ょ

っ

と

～

い 

相

当

～

い 

な

か

な

か

～

い 

ず

い

ぶ

ん

～

い 

だ

い

ぶ

～

い 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

○  ○  ○  × △  × × × ○  ○  × × × × △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  × × × 

 

 「嬉しい」類は、「～てならない」「～てたまらない」「～てしかたが

ない」が全て可であることから自発性を持つ。また、他動詞構文「ＸガＹ

ヲ～クスル」は不可であるが、使役構文「ＸガＹヲ～クサセル」は「Ｙ」

が「有情物」「心」の場合可であり、間接的にコントロールできる。  

 比 較 構文 に お いて 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～い 」「 モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ～ い 」 は不

可であることから 、人・モノの状態として両方の程度が比較 しにくい 。ま
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た、 程度副詞「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」と共起できないことか

ら、程度差を判断する際期待値を想定できない。  

 

③ 「寂しい」類の特徴  

 

「寂 しい 」 類の 四つ の 指標 に おけ る可 否 をま とめ る と表 7-5のよ う にな

る。  

 

表 7- 5 四つ の 指標 の可 否と 「 寂し い」 類  

③

「

寂

し

い

」

類 

３ 章  
４ 章  

５ 章  ６ 章  
～ ク ス ル  ～ ク サ セ ル  

～

て

な

ら

な

い 

～

て

た

ま

ら

な

い 

～

て

し

か

た

が

な

い 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

有

情

物 

有

情

物 
の

部

分 
非

情

物 

人
１

ガ

人
２

ヨ

リ

～

い 

モ

ノ
１

ガ

モ

ノ
２

ヨ

リ

～

い 

コ

ト
１

ガ

コ

ト
２

ヨ

リ

～

い 

非

常

に

～

い 

と

て

も

～

い 

大

変

～

い 

か

な

り

～

い 

や

や

～

い 

少

し

～

い 

ち

ょ

っ

と

～

い 

相

当

～

い 

な

か

な

か

～

い 

ず

い

ぶ

ん

～

い 

だ

い

ぶ

～

い 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 
心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

○  ○  ○  ○  ○  △  ○  × ○  ○  × ○  × △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  △  ○  

 

 「寂しい」類は、「～てならない」「～てたまらない」「～てしかたが

ない」が全て可であることから自発性を持ち、他動詞構文「ＸガＹヲ～ク

スル」と使役構文「ＸガＹヲ～クサセル」が可である場合があることから

直接・間接的にコントロールできる場合がある。  

 比 較 構文 に おい て 「 人 1ガ 人 2ヨ リ～ い 」は 不 可で あ るが 「 モ ノ 1ガ モノ 2

ヨリ～い」「コ ト 1ガコ ト 2ヨリ～ い」は 可であることか ら、人の状 態とし

ては比較できないがモノ・コトの状態としては比較できる。また、程度副

詞「なかなか」「だいぶ」と共起できることから、程度差を判断する際期

待値を想定できる。  
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④ 「熱い」類の特徴  

 

「熱 い」 類の 四 つの 指標 に おけ る可 否を まと める と表 7-6の よう にな る 。  

 

表 7- 6 四つ の 指標 の可 否と 「 熱い 」類  

④

「

熱

い

」

類 

３ 章  
４ 章  

５ 章  ６ 章  
～ ク ス ル  ～ ク サ セ ル  

～

て

な

ら

な

い 

～

て

た

ま

ら

な

い 

～

て

し

か

た

が

な

い 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

人
１

ガ

人
２

ヨ

リ

～

い 

モ

ノ
１

ガ

モ

ノ
２

ヨ

リ

～

い 

コ

ト
１

ガ

コ

ト
２

ヨ

リ

～

い 

非

常

に

～

い 
と

て

も

～

い 
大

変

～

い 

か

な

り

～

い 

や

や

～

い 

少

し

～

い 

ち

ょ

っ

と

～

い 

相

当

～

い 

な

か

な

か

～

い 

ず

い

ぶ

ん

～

い 

だ

い

ぶ

～

い 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

× ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

 

 「熱い」類は、「～てたまらない」「～てしかたがない」は可であるこ

とから自発性を持ち、他動詞構文「ＸガＹヲ～クスル」と使役構文「Ｘガ

Ｙヲ～クサセル」が全て可であることから直接・間接的にコントロールで

きる。  

 比 較 構 文 に お い て 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～ い 」 は 不 可 の 場 合 が あ る が 「 モ ノ 1

ガ モ ノ 2ヨ リ ～ い 」 「 コ ト 1ガ コ ト 2ヨ リ ～ い 」 は 可 で あ る こ と か ら 、 人 の

状態としては比較しにくいがモノ・コトの状態としては比較できる。また、

程度副詞「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」と共起できることから、程

度差を判断する際期待値を想定できる。  
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⑤ 「危ない」類の特徴  

 

「危 ない 」 類の 四つ の 指標 に おけ る可 否 をま とめ る と表 7-7のよ う にな

る。  

 

表 7- 7 四つ の 指標 の可 否と 「 危な い」 類  

⑤

「

危

な

い

」

類 

３ 章  
４ 章  

５ 章  ６ 章  
～ ク ス ル  ～ ク サ セ ル  

～

て

な

ら

な

い 

～

て

た

ま

ら

な

い 

～

て

し

か

た

が

な

い 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

人
１

ガ

人
２

ヨ

リ

～

い 

モ

ノ
１

ガ

モ

ノ
２

ヨ

リ

～

い 
コ

ト
１

ガ

コ

ト
２

ヨ

リ

～

い 
非

常

に

～

い 

と

て

も

～

い 

大

変

～

い 

か

な

り

～

い 

や

や

～

い 

少

し

～

い 

ち

ょ

っ

と

～

い 

相

当

～

い 

な

か

な

か

～

い 

ず

い

ぶ

ん

～

い 

だ

い

ぶ

～

い 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

× △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

 

 「危ない」類は、「～てならない」「～てたまらない」が不可であるが

「～てしかたがない」は可であることから自発性を持ち、他動詞構文「Ｘ

ガＹヲ～クスル」と使役構文「ＸガＹヲ～クサセル」は可であることから

直接・間接的にコントロールできる。  

 比 較 構文 に お いて 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～い 」「 モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ～ い 」 「コ

ト 1ガコト 2ヨリ～い 」は全て可で あるこ とから、人・モ ノ・コトの 状態と

しては比較できる。また、程度副詞「なかなか」「ずいぶん」「だいぶ」

と共起できることから、程度差を判断する際期待値を想定できる。  

 

⑥ 「少ない 」類の特徴  

 

「少 ない 」 類の 四つ の 指標 に おけ る可 否 をま とめ る と表 7-8のよ う にな

る。  
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表 7- 8 四つ の 指標 の可 否と 「 少な い」 類  

⑥

「

少

な

い

」

類 

３ 章  
４ 章  

５ 章  ６ 章  
～ ク ス ル  ～ ク サ セ ル  

～

て

な

ら

な

い 

～

て

た

ま

ら

な

い 

～

て

し

か

た

が

な

い 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

人
１

ガ

人
２

ヨ

リ

～

い 

モ

ノ
１

ガ

モ

ノ
２

ヨ

リ

～

い 

コ

ト
１

ガ

コ

ト
２

ヨ

リ

～

い 

非

常

に

～

い 

と

て

も

～

い 

大

変

～

い 

か

な

り

～

い 

や

や

～

い 

少

し

～

い 
ち

ょ

っ

と

～

い 
相

当

～

い 

な

か

な

か

～

い 

ず

い

ぶ

ん

～

い 

だ

い

ぶ

～

い 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

× × △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  △  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  

 

 「少ない」類は、「～てならない」「～てたまらない」が不可であるが

「～てしかたがない」は可の場合があることから、通常自発性を持たない

が文脈によって感情を伴うことがあり自発性が感じられると考える。また、

他動詞構文「ＸガＹヲ～クスル」と使役構文「ＸガＹヲ～クサセル」は可

であることから直接・間接的にコントロールできる。  

 比 較 構文 に お いて 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～い 」「 モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ～ い 」 「コ

ト 1ガコト 2ヨリ～い 」は全て可で あるこ とから、人・モ ノ・コトの 状態と

しては比較できる。また、程度副詞「なかなか」「ずいぶん」「 だいぶ」

と共起できることから、程度差を判断する際期待値を想定できる。  

 

 

 

 

 

 

 

 



第７章 終わりに 236 

 

 

⑦ 「赤い」類の特徴  

 

「赤 い」 類の 四 つの 指標 に おけ る可 否を まと める と表 7-9の よう にな る 。  

 

表 7- 9 四つ の 指標 の可 否と 「 赤い 」類  

⑦

「

赤

い

」

類 

３ 章  
４ 章  

５ 章  ６ 章  
～ ク ス ル  ～ ク サ セ ル  

～

て

な

ら

な

い 

～

て

た

ま

ら

な

い 

～

て

し

か

た

が

な

い 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

有

情

物 

有

情

物 

の

部

分 

非

情

物 

人
１

ガ

人
２

ヨ

リ

～

い 

モ

ノ
１

ガ

モ

ノ
２

ヨ

リ

～

い 

コ

ト
１

ガ

コ

ト
２

ヨ

リ

～

い 

非

常

に

～

い 
と

て

も

～

い 
大

変

～

い 

か

な

り

～

い 

や

や

～

い 

少

し

～

い 

ち

ょ

っ

と

～

い 

相

当

～

い 

な

か

な

か

～

い 

ず

い

ぶ

ん

～

い 

だ

い

ぶ

～

い 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

心 カ

ラ

ダ 

コ

ト 

モ

ノ 

× × × ○  ○  ○  ○  ○  × × ○  ○  × ○  ○  ○  ○  ○  × ○  ○  ○  ○  ○  × ○  ○  

 

 「赤い」類は、「～てならない」「～てたまらない」「～てしかたがな

い 」 が 全 て 不 可 で あ る こ と か ら 、 自 発 性 を 持 た な い 。 ま た 、 他 動 詞 構 文

「ＸガＹヲ～クスル」に比べ使役構文「ＸガＹヲ～クサセル」は不可にな

りやすいことから、間接的にコントロールしにくい。  

 比 較 構文 に お いて 「 人 1ガ 人 2ヨ リ ～い 」「 モ ノ 1ガ モ ノ 2ヨ リ～ い 」 「コ

ト 1ガコト 2ヨリ～い 」は全て可で あるこ とから、人・モ ノ・コトの 状態と

しては比較できる。また、程度副詞「大変」「なかなか」と共起しにくい。  

 

以 上 の 七 つ の 類 型 の 特 徴 を ま と め る と 表 7-10の よ う に な る 。 自 発 性 ・

コントロール性・比較の特徴という面から七つの形容詞の類型の感情と属

性の連続性が考えられる。  
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表 7- 10  本 研究 の形 容 詞の 七つ の 類型 の特 徴  

 ①  

「 憎 い 」

類  

②  

「 嬉 し

い 」 類  

③  

「 寂 し

い 」 類  

④  

「 熱

い 」 類  

⑤  

「 危 な

い 」 類  

⑥  

「 少 な

い 」 類  

⑦  

「 赤

い 」 類  

３

章 

自 発 性 を

持 つ  

自 発 性

を 持 つ  

自 発 性

を 持 つ  

自 発 性

を 持 つ  

自 発 性

を 持 つ  

自 発 性 を

持 た な い

(た だ

し 、 文 脈

に よ っ て

感 情 を 伴

う 場 合 も

あ る )  

自 発 性

を 持 た

な い  

４

章 

 

コ ン ト ロ

ー ル で き

な い  

間 接 的

に コ ン

ト ロ ー

ル で き

る  

直 接 ・

間 接 的

に コ ン

ト ロ ー

ル で き

る  

直 接 ・

間 接 的

に コ ン

ト ロ ー

ル で き

る  

直 接 ・

間 接 的

に コ ン

ト ロ ー

ル で き

る  

直 接 ・ 間

接 的 に コ

ン ト ロ ー

ル で き る  

直 接 的

に コ ン

ト ロ ー

ル で き

る  

５

章 

人 ・ モ

ノ ・ コ ト

同 士 の 状

態 は 比 較

で き な い  

人 ・ モ

ノ 同 士

の 状 態

は 比 較

で き な

い が 、

コ ト 同

士 の 状

態 は 比

較 で き

る  

人 同 士

の 状 態

は 比 較

し に く

い が 、

モ ノ ・

コ ト 同

士 の 状

態 は 比

較 で き

る  

人 同 士

の 状 態

は 比 較

し に く

い が 、

モ ノ ・

コ ト 同

士 の 状

態 は 比

較 で き

る  

人 ・ モ

ノ ・ コ

ト 同 士

の 状 態

は 比 較

で き る  

人 ・ モ

ノ ・ コ ト

同 士 の 状

態 は 比 較

で き る  

人 ・ モ

ノ ・ コ

ト 同 士

の 状 態

は 比 較

で き る  

６

章 

「 話 し 手

の 期 待

値 」 を 想

定 で き な

い  

「 話 し

手 の 期

待 値 」

を 想 定

で き な

い  

「 話 し

手 の 期

待 値 」

を 想 定

で き な

い  

「 話 し

手 の 期

待 値 」

を 想 定

で き る  

「 話 し

手 の 期

待 値 」

を 想 定

で き る  

「 話 し 手

の 期 待

値 」 を 想

定 で き る  

「 話 し

手 の 期

待 値 」

を 想 定

で き る  

 

 七つの類型は、自発性・コントロール性・比較という特徴が連続してい

ることが分かる。一番左の「憎い」類は自発性を持ちコントロールするこ

とができず、その状態の上下を比較することができないという特徴を持つ

が、一番右の「赤い」類は自発性を持たず直接的にコントロールすること

ができて、その状態の上下を比較することができる。「憎い」類と「赤い」

類の中間に位置する「嬉しい」類、「寂しい」類、「熱い」類、「危ない」

類、「少ない」類は自発性・コントロール性・比較の特徴が連続している。  
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7.4 今後の課題  

 

本 研 究 で は 現 代 日 本 語 の 形 容 詞 の 分 類 に つ い て 考 察 し た 。 本 研 究 で は

他動詞構文・使役構文・比較構などの構文を 提示し、各構文 における形容

詞述 語と 対象 語 （人 ・モ ノ・ コト な ど） との 関連 性を 見 たが 、（ 7-1）の

ような形容詞述語文の基本文型の構造は見ていない。これに関しては今後

の考察の対象とする。  

 

（ 7-1）  私はピクニック が嬉しい  

 

 また、本研究ではより客観的な分類の指標を提示することを目指したが、

次のように文脈の想定が必要になる部分が残されている。例えば 、他動詞

構文の「コトヲ～クスル」において「嬉しい」が成り立つか を判断する際

に、「 ピクニック を嬉しくする」のように「コト」として「ピクニック」

を想 定す る必要が ある。同 様に、比 較構 文の 「コト 1ガ コト 2ヨ リ～い」も 、

「嬉しい」が成り立つかを判断する際に、「 子供が健康であること がお金

持 ちに な る こ と よ り 嬉 し い」 の よ う に「 コ ト 1」 に 「 子 供が 健 康 で ある こ

と 」を 、 「 コ ト 2」 に 「 お 金持 ち に な る こ と」 を 想 定 する 必 要 が ある 。 今

後はこのような主観的な判断を最小限にする分類指標を考えていきたい。  

ま た 、 （ 7-2） （ 7-3） の よ う に 同 じ 程 度 副 詞 で も 「 と て も 」 や 「 非 常

に」は⑦「赤い」類と共起するのに、「大変」「なかなか」は共起しにく

いという特徴が見られる。このような程度副詞と形容詞との共起に関する

説明も今後の課題とする。  

 

（ 7-2）  月が｛とても／非常に／ ＊ 大変／ ＊ なかなか｝白い。  

（ 7-3）  月が｛とても／非常に／ ＊ 大変／ ＊ なかなか｝丸い。  
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ま た 、 比 較 構 文 は ① 「 憎 い 」 類 と は 共 起 し に く い が 、 こ の 中 で 「 欲 し

い」のみ（ 7-4）のように比較構文と共起する。  

 

（ 7-4）  私は水よりも お湯が ほしい 。（ Yahoo!知恵袋）  

 

 このように「欲しい」は感情でありながら、人・モノ・コトの程度が比

較できるという点で、⑤「危ない」類、⑥「少ない」類、⑦「赤い」類の

ような属性度の高い形容詞と共通している。しかし、本稿では「欲しい」

の特殊性については論じられなかった。この点についても今後考察してい

きたい。  

 さらに、本研究で提示した形容詞を分類するための四つの分類指標の間

の関係についてはなお考察する必要がある。例えば、「～てならない／た

まらない／しかたがない」は「自発性」、他動詞構文と使役構文は「コン

トロール性」が関わっているが、両者の関連 性についてはほとんど触れら

れなかった。「自発性」と「コントロール性」は属性や感情の発生に関わ

る特性であると考えるが、今後その関係について明らかにしていきたい。  

 また、比較構文と程度副詞と共起する構文はいずれも「比較」と関連し

ていることを述べたが、両者の関連については考察できなかった。これも

今後明らかにしていきたい。  
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